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一章　黒衣の皇后、葬送の棺を待つ







　北の果ての海に浮かぶ大陸、その全土を領地とする雪せっ華か国こくに皇こう后ごうが即位した。

　異国の魔の手から雪華国を救ったその者は天てん雲うん山ざんの仙せん界かいより出でし、あらゆる病やまいを癒いやす神じん通ずう力りきを会え得とくした医い仙せんであった。

　しかし、徳を積み名声を得たその身にも災厄が降りかからんとしていた。

　こたび死に魅入られる、生の繋つなぎ手である彼女の名は――。




「白びゃく蘭らん、楽しそうだな」

　私たちは琥く劉りゅうの兄、第一皇子の劉りゅう炎えん殿下に城を任せ、船で属国となった蛇じゃ鴻こう国こくへ向かっていた。仲間たちが航路や積荷の確認に走り回る中、私は夫である雪華琥劉と寄り添い、船首から翠すい玉ぎょくのような海を眺ながめている。

「だって、異国に行くの初めてなんだもの。もう着く？」

　まだ陸地は見えてこないが、刺すような雪風が暖かくなり、目的地が近いことを教えてくれる。うずうずしている私に、琥劉は苦笑した。

「ああ、蛇鴻国の国境を越えたゆえ、もうじきな。ここよりさらに南に進めば、肌を焼くほどの暑さが待っている」

「熱射病になるなら、真っ先に私たちでしょうね……」

　私たちは即位式で着た正装をしている。礼儀の上で仕方ないとしても、南国の地で雪国の分厚い生き地じの衣を幾重にも重ねて纏まとうのは着込みすぎだ。

「あなたが無理して倒れてしまわないように、私がしっかり見ていないとね。大変なのは、暑さだけじゃないわけだし」

　琥劉の腕に頭をくっつければ、ふっと笑みが落ちてくる。

「ああ、俺たちはこれから君主不在の蛇鴻国を急ぎ立て直さなければならないからな」

　私はかの国が君主不在に至るまでの経緯を思い出していた。

　琥劉は蛇鴻国元皇帝の万まん徳とくと会談し、婚姻を利用して雪華国を乗っ取ろうとした件を問い詰めた。その上で同盟を反ほ故ごにしない代わりに蛇鴻国の医仙である芙ふ蓉ようの身柄を渡すよう要求するも、私欲に塗まみれた万徳を失脚させることを望んでいた彼女の策略によって、全面戦争に発展。その結果、雪華国は勝利し、蛇鴻国は属国となった。

　敗戦国の皇帝である万徳は雪華国の牢に入れられたのち、獄中死。原因は南国で裕福な暮らしをしていたことによる肥満と、雪華国の寒さに身体が適応できなかったことによる心しん筋きん梗こう塞そくだった。

「従属関係にあるといっても独立国だ。蛇鴻国の統治は当面こちらで行うが、いずれは蛇鴻国の帝位に着くに足る継承者を見つけ、即位させなければならない」

　琥劉の身体はひとつしかない。ふたつの国を治めるのは負担が大きいので当然だ。

「初めは蛇鴻国が暴走しないよう権力の抑止が必要だ。加えて新皇帝がひとりでも国を統治できるようになるまで支える者もいる。我が国から監視役兼皇帝補佐として国使を送るつもりでいるが、長い任期になるゆえ、その選定にも頭を悩ませている」

「優秀かつ信頼できる人ってなると、選べる人が限られるものね」

　琥劉の長年の側近である英えい秀しゅう様や武ぶ凱がい大将軍、猿えん翔しょうあたりが適任なのだろうけれど、皆がそれぞれ、宰さい相しょうや軍の大将軍、皇后の護衛役と雪華国の要かなめを担っている。その穴埋めは簡単ではない。

「他にも蛇鴻国の大臣らの適正も見極めねばならない」

「……話を聞いてると、蛇鴻国も雪華国の領地にしてしまって、信頼できる人に皇帝代理として統治させた方が面倒事が少なそうに思えるわ。琥劉が皇帝なら人事も一掃できるでしょう？　なのにどうして、領地にするんじゃなくて属国にしたの？」

「乱暴に組み伏せるよりも、無傷のまま協力関係に置いた方が利があったからだ」

　環境柄、雪華国の兵が雪上や寒い環境下での戦いくさに長たけているのに対し、雨季や乾季のある蛇鴻国の兵は体力を奪う高温多湿の中で鍛えられた持久力がある。両国の軍が協力すれば怖いものなしだろう。

　だが、無理に従属させれば軍の士気が下がり信頼関係も築けず統率がとれなくなる。

　軍事力以外でも、互いの国でしか作れない物を作り、両国で売り買いさせればお金が回る。そのお金が新たな富を生み出す創造の元手となり、国が豊かになっていく。それが完全支配下に置かなかった理由だとか。

「どんなに優秀な人間でも、ひとりでできることには限りがある。驕おごらず、己の力量を見誤らないこと、必要なときは人の手を借りることが成功の鍵だ」

　琥劉の一言一言に感動した私は、その手をがしっと掴む。

「語ご彙い力りょくの欠片かけらもなくて申し訳ないけど、私の夫はすごい！」

「な……んだ、急に」

　琥劉は呆気にとられたように私を見ていた。

「人に頼るって、いちばん簡単なようでいちばん難しいっていうか。自分が動いちゃった方が簡単だし、任せて問題を起こされるのも怖いじゃない？　でも琥劉は失敗も覚悟の上で相手を信頼する。その勇気があるってことよね」

　琥劉は照れ臭そうに「そんな大層なことをした覚えはないんだがな」と肩を竦すくめる。

「皇帝には臣下に仕事を振り、国全体を見渡せる余裕が必要だ。でなければ、救いを求める民の声に気づけん。それが俺の役割だと思っている」

「……私も負けてられないな」

　すでに琥劉は蛇鴻国との戦の戦利品で国庫を充実させ、たびたび減税を行い、民からの信頼も厚い。大抵、戦と聞くだけで民は皇帝を非難するものだが、戦で勝つことで生活が守られ、豊かになるのだと実感させられれば、逆に応援される。そういった人心も読んでのことだろう。

「琥劉の偉大さを感じるたびにね、皇后の自分がなにもできてないことに焦るの。でも私、あなたの役に立てるように頑張るか――」

　言っている途中で、琥劉の手が私の頭に乗った。

「お前はすでに皇后の力を使い、妃ひ嬪ひんたちを笑顔にしただろう」

　誇らしそうな琥劉の視線を追って、後ろを振り返る。

「見て、鴎かもめが飛んでいますわよ」

「まあ、あれが！　海なんて来たことないもの、初めて見たわ」

　甲板にいる妃嬪たちが久しぶりの城外にはしゃいでいる。道中、皇帝をもてなすという名目で、琥劉に無理を言って連れてきた妃嬪たちだ。さすがに全員とはいかなかったが、四し夫ふ人じんと九きゅう嬪ひんを合わせた数十人に外の世界を見せてあげられた。

　楽しそうな妃嬪たちに自然と頬ほおが緩ゆるんだとき、視線を感じた。隣に顔を向ければ、琥劉が私を見て目を細めている。

「これでもまだ、誰かを幸せにしたりないか？」

「し……したりない！　だってこれは、ただの私のお節介みたいなもので……」

「なら大丈夫だ。現状で満足してしまえば歩みは止まってしまうものだが、お前は誰かのために動く女だ。次にやり遂げたいことが今に見つかる。自信を持て」

　少しも私の可能性を疑っていない琥劉の言葉が、皇后に相応ふさわしい自分で在れているか、常に不安だった私をいとも簡単に立ち上がらせてくれる。

「それでも見つからないときは、皇帝になってからなにをしたいか、お前が共に考えてくれたように、俺もお前と考える。お前はひとりではないゆえ、頼ってくれ」

「うん……琥劉に打ち明けてよかった。あなたがどんなふうに、どんな思いで国を守ってきたのか、いちばんそばで見てきたんだもの。それを見習って、自分なりの答えを見つけるわ。でも今は、これを新婚旅行だと思って楽しむことにする」

　それを聞いた琥劉は一瞬だけ目を丸くし、すぐに小さく吹き出した。

「お前はいつでも前向きだ。俺はお前のそういうところに、何度も落とされている」

「わ、私はあなたの不意打ちかつ直球で想いをぶつけてくるところに困ってるわ！　顔は赤くなるし、所構わず愛してるって言いたくなるし、抱き着きたくなるから！」

　慌てるあまり恥ずかしいことを口走った。すると琥劉は目元を赤らめ首を傾げる。

「……？　総合すると俺を愛しているということか。抱き着かれるのは大いに結構だ」

「最近、あなたに主導権を握られてる気がするわ」

　悔しいが私は願望に素直に従って、琥劉に抱き着いた。

　琥劉は私の顔を覗のぞき込んで、嬉しそうに頬を緩める。

「妃嬪のときとは違い、国こく母ぼとなったお前は、こうして国の行事で外出する頻度も増える。悩みは尽きないだろうが、力の抜き方も覚えていってくれ」

「あなたがいれば、いつだってふにゃふにゃにだらけてしまえるから大丈夫よ」

　琥劉は「ふにゃ……」と目を瞬またたかせたが、すぐにふっと笑みをこぼす。

「そうか、ならばお前を休ませたいときは、こうして腕の中に閉じ込めることにする」

「ふふ、そうして」

　私たちはじゃれ合うように身を寄せ、再び地平線を眺めると新天地へ思いを馳せた。




　西とりの刻に変わってすぐの頃、私たちは蛇鴻国の陀だ禁きん城じょうに到着した。

　南国というだけあり、じっとしていても汗が滲にじむ。夕日ですら肌をじりじりと焼いてくる。雪華国の分厚い衣服で蒸されてしまいそうだったが、蛇鴻国の大臣らの計らいで、私たちはこの国の伝統衣装に着替えさせてもらえることになった。

「綺麗よ、白蘭」

　私の唇に汗で落ちてしまった紅を引き、満足げに頷いたのは皇后付き薬くす師しの姜よう麗れい玉ぎょくだ。私と同じ十九歳で、茶色の大きな瞳を輝かせている。

「私は生地が薄くて落ち着かない……」

　自分の姿を見下ろす。私が着ているのは胸元が大きく開いた緋色の薄い朱しゅ子す織おりの襦じゅ裙くんだ。肩には黄色と緑の領ひ巾れをかけている。白銀の髪には牡ぼ丹たんの形をした金の髪留めが飾られ、そこから緋色のベールのような布が垂れ下がっている。

　私は最後に緋あかい薄絹の面めん紗しゃをつけた。蛇鴻国には夫以外の男に顔を見せないという風習があるのだ。

「姫さんも麗玉嬢も色っぽくなったね」

　それをどの口が言うか、と突っ込みたくなるほどの美女が目の前にいる。皇后付き女にょ官かん長である孫そん猿翔、二十三歳だ。

　猿翔の襦裙は淡紫の上着と橙の下か衣いから成り、梔くちな子し色の長い髪はもみあげ部分を残し、藤の花飾りで後頭部でまとめられ、うなじが露あらわになっている。

　淡紫の面紗に隠れていない藤色の瞳と右目の下にあるほくろ。妖よう艶えんの権ごん化げともいえる猿翔には秘密がある。実は禁きん軍ぐん大だい将しょう軍ぐんの養子で、私の護衛役である〝男〟なのだ。

「いや、猿翔に言われても……」

　私と麗玉は声を揃えて肩を落とした。あの美び貌ぼうに褒ほめられても敗北感しかない。

「私はともかく、麗玉は可愛いわ。お人形さんみたいよ！」

　励ますように肩を掴んで強く頷くと、麗玉は「白蘭っ」と目を潤うるませる。

　麗玉は面紗と同じ白色の小花が刺し繍しゅうされた桜色の襦裙を着ている。

　栗色の髪はいつものように頭の高い位置にふたつ結びにされ、結び目のお団子には彼女の親友の形見である桃色の布紐が巻かれていた。

「麗玉先輩の場合、喋らなきゃイけるんすけどね」

　人の寝しん台だいに座り、あくび混じりに言ったのは宦かん官がんの灰かい葬そうだ。くるくるに跳ねた灰色の髪、眠そうな青あお藤ふじ色の目や丸まった背、全身から気け怠だるげな雰囲気を放っている。

　なにより目を引くのは頬から首筋にかけて入っている赤い牡丹と葉は蔓づるの刺青いれずみだ。

　年齢は自称二十、数えていなかったために正確な歳がわからないらしい。

　彼が着ているこの国の民族衣装は腰の横に深い切れ目が入った長ちょう衫さん。臙えん脂じ色の生地に黒くろ糸いとで唐から草くさ模様が刺繡されている。詰つめ襟えりは芥から子し色の釦ぼたんと飾り紐で留められ、腰の帯も下衣も革製の長靴も黒で揃えられている。

　帯から下がっているのは、愛した人の形見である黄色い菊結び房ふさの飾り。

　彼は帯刀を許可されている宦官で、腰から環かん首しゅ刀とうを下げている。

「行けるってなによ！　私はどこにも行かないわよ！」

　麗玉は怒りながら赤い塗料がついた筆を手に寝台に近づき、片手で灰葬の頬を挟む。

「わあ、麗玉先輩、積極的。俺になにをしてくれるんすか？」

　自分に覆い被さる麗玉に、灰葬は口端を上げる。だが、麗玉も意地悪く笑う。

「ふふふ、その額に、私たちとお揃いの花か鈿でんを描いてあげるのよ！」

　女である私と麗玉、そして女装している猿翔は額に赤い花鈿を施している。

　だが、灰葬は男だ。猿翔が贈ってくれた雫しずく状の紅べに翡ひ翠すいの耳飾り以外に、私たちとお揃いのものを身に着けていない。

「そんな子供みたいな遊びじゃなくて、大人の駆け引きを楽しみましょうよ」

「私に色気がないですって!?　一回、目玉くり抜いて洗ってきなさいよ！」

　色恋の話題でからかう灰葬と、まったく意味を理解していない麗玉の応おう酬しゅうを眺めながら、猿翔は感心したように呟く。

「すごいな、なんにも噛み合ってない」

「麗玉はもともと、いいところのお嬢さんだから」

　私は苦笑しながら、麗玉に声をかける。

「麗玉、それなら【禁欲】って書いといて。女の敵だって、すぐにわかる印が必要よ」

　灰葬は以前、敵対関係にあった媛えん夏か妃の女官である遊ゆ琳りんの女心を弄もてあそび、仲間に引き入れた前科がある。遊琳はそのあと医仙宮の女官として雇ったのだが、目的のためとはいえ灰葬に遊ばれた彼女に申し訳が立たず、いい縁談と婚姻に必要な資金や道具を揃えてやり、後こう宮きゅうの外へ送り出した。先日も夫と幸せに暮らしていると文が届いたので、心の傷にはなっていなかったと願いたい。

　ともかく、灰葬に籠ろう絡らくされた女人たちの世話をしなければならないのも考えものだ。

「任せて！」

　うきうきしながら筆を構える麗玉を見上げ、灰葬は「わー、先輩大胆―」と棒読みでふざけている。それを聞いていた猿翔が気難しい顔で顎を押さえた。

「どうしたの、猿翔」

「いや、なんで麗玉嬢だけ先輩呼びなのかなって。俺も先輩なのに」

「え、今さら？」

　猿翔のことは初回から『猿翔さん』呼びだった。今さら気にすることでもない気がするのだが、灰葬が麗玉の攻撃を防ぎながら、こちらに首を伸ばす。

「猿翔さんは先輩っていうより、猿じゃないっすか」

「は？　なんでだよ！　意味もわからなければ、ただの悪口だろ、それ！」

　腕捲まくりしながら、猿翔は彼らの元に乗り込んでいく。

　子供が増えた……灰葬、わざと猿翔を焚きつけたな。

　灰葬を押さえつけ、「今だ！」と麗玉に加勢する猿翔。麗玉はふたりに挟まれながら、悪代官さながらの顔で抵抗できない灰葬の額に筆を下ろそうとしていた。

　だが、その絵面がなんとも健全ではない。大の男ふたりが（ひとりは女装しているけれど、でも男）が寄ってたかって、麗玉に群がっているようにしか見えないのだ。

　はっと我に返った私は、慌てて寝台に駆け寄る。

「こ、こら！　婚姻前の男女がなにしてるの！」

　ふたりの間に挟まれている麗玉を引き出そうとした。だが、「わわっ」と麗玉が後ろによろける。その反動で、私と麗玉の立ち位置が入れ替わった。

「うわっ、ぶふ！」

　私は顔面から灰葬の上に落下する。

「え、ちょっ……」

　灰葬が焦った様子で上半身を起こした。

「なっ、急に動くなって！」

　灰葬の腕を押さえていた猿翔も体勢を崩し、私の背に覆い被さる。間一髪、私を押し潰つぶさないように寝台に手をついた猿翔の運動神経には感動した。

「さ、さすが、私の護衛役……人間サンドイッチで窒息死するところだったわ」

「姫さん、吞気すぎ――って、近っ！」

　振り返った私と鼻先がぶつかりそうになり、猿翔の頬が染まった。そのとき――。

「騒がしいですね、入りますよ」

　私と猿翔と灰葬の「待っ――」という声を遮り、中に入ってきたのは蛇鴻国の民族衣装に着替えた琥劉たちだった。彼らは私たちの姿を見た途端、固まる。

「ほう？」

　楽しげに口端を上げたのは赤褐色の髪と瞳、顔に大きな切せっ創そうの痕を持つ大柄な男。半袖で腰横に切れ込みがある朱しゅ色の短たん衣いに白い下衣を纏い、茶革の長靴を履いている。

　釦が窮屈なのだろう。大きく開かれた襟元から覗く胸板や大おお薙なぎ刀なたを担ぐ腕は齢四十二とは思えないほど逞たくましい。彼こそが雪華国の軍神にして禁軍の孫そん武凱大将軍だ。

　琥劉の帝位争いで左足を失い、義足となるも、その強さは衰え知らずである。

「あなた方、他国の城でなんてことをしているんです。不健全な」

　先ほど扉越しに声をかけてきた吏り英秀様は、右に流された長い前髪の下にある碧へき眼がんに、眼鏡越しでもわかるほど軽けい蔑べつの色を湛たたえている。

　英秀様は葉の模様が刺繡されている白の長衫を着ており、碧あおの革帯を腰に巻き、釦や飾り紐と同じ蓬よもぎ色の下衣を黒革の長靴に入れている。

　初めて着る蛇鴻国の衣装だというのに着崩れひとつなく、紫の長髪は銀の留め具で左側にきっちりとまとめられ、三十一歳にして宰相軍師を務めるだけあって隙がない。

　腰に剣を携えている通り、戦場では武凱大将軍と肩を並べて戦う武ぶ人じんでもある。

「琥劉殿下、これには深いわけがあるんだよ」

　珍しく焦っている猿翔とは対照的に、灰葬は悪わる乗のりをする。

「そうそう、やましくて深ーいわけがあるんすよね」

　火に油を注そそぐ前に、灰葬の口を塞ふさぐべきかもしれない。そう思い立ったとき、ずかずかと琥劉がやって来て、私の腕を強く引いた。

　私は「わっ」とよろめきながら、琥劉の胸にぽすんと収まる。

「く、琥劉……これにはそう、深い事情が……」

　猿翔や灰葬と同じ言い訳をして、恐る恐る夫を見上げた私は「あっ」と思わず声をあげた。琥劉、蛇鴻国の民族衣装も似合ってる！

　彼が着ているのは銀糸で龍が刺繍された濃紺の長衫と白い下衣、黒革の長靴。その詰襟の釦や飾り紐、腰の革帯は銀色に統一され、落ち着いた気品がある。

　上から黒の薄い外がい套とうを羽織っており、腰まである黒髪は上半分だけまとめられていて、頭には銀の刺繍が施された濃紺の布――ターバンのようなものを巻いている。

　つい琥劉に見惚れていた私は室内が静か過ぎるのに気づき、我に返った。

「あ、ねえ？　怒ってる？」

　その顔を下から覗き込むと、琥劉は真顔で答える。

「その恰好をしたお前が綺麗だと思う気持ちと嫉妬とで、まずお前に想いを伝えるべきか、剣を抜くべきか迷っている」

　緊張の面持ちで成り行きを見守っていた猿翔と灰葬の顔が青ざめた。

「迷わないで！　むしろ私があなたに想いを伝えるわ。琥劉、すごく似合ってる！」

　剣の矛先がどこへ行くかなんて、想像するまでもない。

　猿翔と灰葬が琥劉の視界に入らないように両手を広げれば、再び抱きしめられた。

「お前の方が似合っている。その姿で宴うたげに出したくないと思うほどにな」

　ため息交じりにぼやき、琥劉は私の肩口に顔を埋めた。

　宴というのは、これから私たちが参加する蛇鴻国主催の歓迎会のことだ。

「んー、なら、額の花鈿を【夫おっと命いのち！】に変えようか？」

　その頭を撫でながら冗談を言えば、「くっ」とくぐもった笑い声が聞こえる。

　琥劉の黒い気配が消え、皆もほっとしたように胸を撫で下ろしていた。

「宴……面倒な大臣たちの相手をしなければならないと思うと、心底面倒な催しですね。どんな狸が潜んでいるやら」

　面倒と二度も毒を吐きながら、英秀様は眼鏡を押し上げる。

「蛇鴻国を立て直すのに懸念があるとすれば、やはり大臣だ」

　私から身体を離した琥劉は、険しい面持ちをしていた。

「雪華国と蛇鴻国が戦をしている間に、皇女全員が同盟国以外の国に嫁がされた。その件に大臣らは関わっている」

　私は思わず「え……全員!?」と叫んでしまう。

「ふあ……同盟が破綻したときのために、婚姻で他国との繋がりを作っとこうってわけですか。自国の皇帝が殺されるかもしれないってときに、薄情な臣下っすね」

　あくびをしながら、灰葬が寝台から起き上がった。

「なんか、皇帝が帰って来ないって確信してたみたいじゃないっすか？　政略的な婚姻は互いの利害をすり合わせたり、事前に準備がいる。戦に負ける前提で万徳が娘を他国に逃がすために縁談を用意してたって可能性もなくはないっすけど、戦のときの勝気な態度を見るに違うかと」

　確かに、あのときの万徳から娘を泣く泣く送り出す親の悲壮感のようなものは感じられなかった。

「なんで、お偉いさん方は雪華国とのいざこざがなくても、元々万徳には帝座から下りてもらう予定で準備してたのかも……なーと……思って……」

　ひとりで語っていた灰葬は皆の視線が自分に集まっているのに気づき、居心地悪そうに声を窄すぼめていった。

「的を射た見解ですね。白蘭様はなかなか使える宦官をお持ちで」

　英秀様が感心したように笑う。英秀様が誰かを褒めるなんて珍しい。

　灰葬も面喰った様子で「はあ」と間抜けな声をあげていた。

「皇女が嫁いだおかげで蛇鴻国は膨大な支度金も受け取っている。私腹を肥やすためか、他に目的があるのか、どちらにせよ皇帝を謀たばかった大臣らは曲くせ者もの揃いだろう」

　魑ち魅み魍もう魎りょうの巣そう窟くつへこれから向かうのだと思うと恐ろしいが、ここにはせっかくの旅行を楽しんでいる妃嬪たちもいる。つつがなく過ごせるように私が警戒しておこう。

「そろそろ行くぞ」

　琥劉の一声で気を引き締め直した私たちは、宴の席へと赴いたのだった。




　宴は蛇鴻国の朝ちょう礼れい殿でんで行われた。そばに大臣や側近が控える中、私は琥劉と上座にある円卓で蛇鴻国の皇后とその父君と一緒に食事をとっていた。

「よくぞ遠路はるばる参られましたな」

　話しかけてきたのは皇后の父である蠟ろう瓷し曹そ参さん大臣。御年六十で四大臣のひとりだ。

「このような宴に招待いただき、感謝する。舞も見事だ」

　琥劉は眼下で舞を披露している両国の妃嬪に視線をやった。

「それはようございました」

　蠟瓷大臣は琥劉の賛辞に機嫌よさそうに笑うと、今度は私を見た。

「あなたが医仙の白蘭皇后様ですね。お噂は海を渡り、蛇鴻国にも届いておりますぞ」

「噂、ですか？」

「琥劉陛下を真の皇帝と見抜き即位に導き、世から弾はじかれる運命にあった重ちょう瞳どうの赤子を救い、我が国の恥である媛夏妃と万徳先帝の暴挙を食い止めた天の使いだと」

　不快感に胸がギシリと痛む。

　媛夏妃――本名は芙蓉。もうひとりの医仙であり、私の前世――白しろ井い蘭らんが生きた世界の唯一の同郷の人間でもあった。あの世界で大切な人と離れ離れになり、この世界で狂いながらも生き抜いた彼女。壊れながらも最後に医仙として死ぬことを選び、雪華国を守って逝った彼女。そんな彼女が恥と称されることに、ふつふつと怒りが湧くも、私は膝の上で拳を握り締め、笑みを返す。

「そんな、私はなにも……陛下が即位できたのは、陛下の血の滲むような努力と人徳があってこそです。決して、神がかりな力で成し得たわけではありません」

　感情を抑えて皇后らしく振舞う私の拳に、琥劉の手が重なる。

　そばにいると伝えてくれる体温に、ふっと肩の力が抜けた。

「さすがは徳を積み仙人となられたお方だ。なんと清らかな心をお持ちなのでしょう。雪華国はいい〝武器〟を手に入れましたな」

　琥劉の眉がぴくりと動く。

　武器だと言われたことよりも、蠟瓷大臣の目が笑っていないことに胃が冷えた。

「妻を戦の道具のように言わないでいただきたい」

　両国の関係を良好なものにするなら、ここは笑って流すところだ。でも、琥劉は怒ってくれた。それだけで侮ぶ辱じょくされたことなんて、頭から吹き飛んでしまう。

「これは失礼、決して白蘭皇后様を貶けなしたわけでは……むしろ仙人は尊ぶべき特別な存在ですから、皇后に据える琥劉陛下のお考えが気になっただけですので」

　訝しむように琥劉が目を細める。空気が張り詰めたとき、ふと蠟瓷大臣ばかりが話しているのに気づいた。大臣の隣に視線をやれば、金の蛇が刺繍された濃紫の襦裙に身を包む蝋瓷蘇そ華か皇后が興味なさげに杯を手にしている。

　歳は確か、四十。金の冠を被り、紫がかった黒髪をすべてまとめ上げ、おおぶりの耳飾りを着けている蠟瓷皇后は表情ひとつ動かさない。

　まるで鉄の壁の如く、人を拒絶する空気を感じた。夫である万徳を追い詰めた私たちとは口も利きたくないのか、会話に加わろうとする素振りもない。

　私が蠟瓷皇后を見つめていたからだろう。蠟瓷大臣は気遣うように声をかけてくる。

「滞在中の白蘭皇后様と雪華国の妃嬪様方の仮住まいは、後宮に用意させていただきました」

　蠟瓷大臣が手を叩たたき、自国の妃嬪を呼んだ。

　先頭を切って前に出てきたのは、二十半ばくらいの妃嬪だ。頭の高いところで二輪に結われた髪には小花の飾りがつけられ、薄藍の襦裙に白い帯を合わせた装いをしている。妊娠しているのか、お腹が大きかった。臨りん月げつに入ったところだろうか。

「琥劉陛下、白蘭皇后様にご挨あい拶さついたします」

　彼女に続き、他の妃嬪らも片膝をついて「ご挨拶いたします」と拝はい礼れいする。

「貴き妃ひの汪おう[image: ]じょ双そうでございます」

　先頭の妃嬪が顔を上げ、愛らしく微ほほ笑えみながら名乗った。

「汪貴妃は先帝のお子を宿しているのですよ」

「先帝のお子を？」

　蠟瓷大臣の言葉に、私も琥劉も目を見張る。琥劉はいずれ帝位に着くに足る継承者にこの国を任せると言っていたが、候補がさっそくここにいた。

「皇后には子がいませんので、汪貴妃の宿した命はこの国の希望といってもいい。何卒、よろしくお願いいたします」

　それを聞いた皇后の指がぴくりと動いた気がした。

　琥劉は「ああ」と返事をしたものの、厳しい眼差しで蠟瓷大臣を観察している。

　ここで汪貴妃の子を紹介するということは、継承者にと推しているも同然だ。琥劉はその魂胆を探っているのだろう。

「蠟瓷皇后様、白蘭皇后様方が滞在中の朝礼などはいかがいたしますか？」

　汪貴妃は穏やかな口調で、興味なさげにそっぽを向いている蠟瓷皇后に問う。すると蠟瓷皇后はガンッと音を立てて杯を置いた。朝礼殿が水を打ったように静まり返り、蠟瓷皇后はゆっくりといたぶるように、冷徹な目で汪貴妃を見下ろす。

「後宮の掟おきてに物申すなど、皇后にでもなったつもりか」

　氷の礫つぶてを放つような一声だった。汪貴妃は眉を下げ、恐々と首を垂れる。

「そのようなつもりは……失言でした。申し訳ございません」

「白々しい。私が皇后のまま実権を握るのか、お前が子を帝座に押し上げ摂せっ政しょうの座に着くのか、はたまた別の者がその座を掻っ攫さらっていくのか、気が気でないだろうに」

　不敵に口端を上げた蠟瓷皇后。周囲に緊張が走る中、汪貴妃は真剣な表情で訴える。

「恐れながら申し上げます。外交の宴の席で不謹慎かと。わたくしは帝座よりも、先帝のお子が無事に生まれてくることだけを祈っております」

　お腹を押さえる汪貴妃に、後ろに控えていた妃嬪らの目が蠟瓷皇后を責めるものへと変わる。対立しているふたりだが、擁よう護ごの風は汪貴妃に吹いているようだ。

　まだ誰がこの国を真に思い、皇帝を支えられる存在なのかがわからない。それを見定めている間は、派閥争いに巻き込まれないようにしないと……。

　蠟瓷皇后はふんっと鼻を鳴らし、私に視線を移す。

「白蘭皇后、朝礼は巳みの刻で構わないな」

「あ……はい、もちろんです」

　急に強い眼力で見据えられ、一瞬言葉に詰まるも、なんとか頷く。

　蛇鴻国は今、帝位争いの真っ只中だ。

　視察に来て早々先が思いやられるなと、私は密かにため息をついた。




「つっかれたー……」

　話がひと段落したのを見計らい、私は気分転換に朝礼殿の中庭に出ていた。

　琥劉は私の疲れを察したのだろう。『妃嬪の様子を見てきてくれ』と大臣らに聞こえるように言いつつ、『外の空気でも吸ってくるといい』と私に耳打ちしたのだ。おかげで、やっと気が抜ける。

　私の邪魔をしないためか、姿は見せないが、猿翔もどこかにいてくれているはずだ。

　私は異国の月を仰ぎ、はーっと息を吐いてみる。雪華国なら吐く息はいつも白い。それを恋しく思えるほど、私はこの世界に馴染んでいる。何度もそう実感するたびに、いつか本当にこの世界の一部に私はなるんだろう。

　そんなことを考えていると、ガサガサッと音がした。目の前の茂みを見れば、白蛇がにゅるりと出てくる。

「へ、蛇！」

「あなたが噂の医仙様ですか？」

　突然聞こえてきた声に驚く。蛇が喋った……のでなく、どうやら茂みに隠れた誰かが私に話しかけているようだ。

「ええと、どなた？」

「同じように宴を抜け出してきた者です。蛇……とでも呼んでください」

　抑よく揚ように乏しい、若い男の声だ。顔を出せない理由でもあるのか、一向に姿を現さない。だが、どこの誰だかわからない人と話すのは変に気負わなくていい。

「じゃあ蛇さん、宴に出てたなら改めて聞かなくても、私のことはもう知ってるんじゃない？　私は確かに医仙って呼ばれてる。だけど、名前は白蘭よ」

　蛇さんは反応に困っているのか、沈黙した。単に役職名ではなく名前で呼んで欲しかっただけなのだが、馴れ馴れしかっただろうか。

「……あなたを必要としている人がいます。いつか必ず、あなたを在るべき場所に導いてみせます」

「それって……」

　どういう意味？　そう問う前に、「どうした？」と後ろから声をかけられた。

　振り返れば、琥劉がこちらに歩いてくる。

「実は……」

　私は蛇を装って、誰かが話しかけてきたことを伝えた。

「姿は見たか？」

　琥劉が視線を横にやれば、すっと暗がりから猿翔が現れる。

「ううん、すばしっこくて影しか捉えられなかった。あれは間かん者じゃかな？　そういう類たぐいの訓練を積んでるね。あとを追った方がよかった？」

「いや、お前は護衛役だ。白蘭のそばを離れれば、本末転倒だ。それがわかっていたから、ここに留まったんだろう。助かった」

　猿翔が小さく笑い、「ん」と頷くと、琥劉は私に視線を戻した。

「誰にも分け隔てなく接することができるのはお前の美徳ではあるが、警戒心は海の向こうに捨ててくれるな」

　誰かさんを真似て「ん」と返すと、猿翔が吹き出し、琥劉はじとりと私を睨んだ。

「真面目に、この城の中ではひとりで行動するな」

「わかってる。だけど琥劉、私のことになると心配しすぎて、気を張りすぎるでしょう？　だから、もっと力を抜いてほしくて……」

　苦笑いすれば、琥劉に腕を掴まれた。そのままそっと引き寄せられ、夜風からも守るように懐深くに隠される。

「他ならぬ、お前のことだ。抜かりなく守るために、多少の無理はする」

　頭のてっぺんに、琥劉が甘えるように口づけてくる。

　久しぶりに年下らしい琥劉を見たな。私はその背に腕を回し、何度も繰り返しさすった。それで不安が和らいだのか、琥劉は身体を離し、私の顔を覗き込む。

「それで、気分転換はできたか？」

「あ、うん。ありが――」

「嘘だな。先ほど蠟瓷大臣が芙蓉を国の恥だと言ったことを気にしているんだろう」

　私の言葉を遮った琥劉は、的確に心を見透かしてくる。

「あはは……さすが私の夫。なんでもお見通しなんだ」

「ずっとお前を見てきたからな。お前がなにに悲しみ怒るのか、もうわかる」

「ふふ、なら白状する。あなたの言う通りよ。芙蓉は命懸けで万徳を失脚させて雪華国を守ったわ。心が壊れるほど悩んで罪を犯したけど、最後は医仙であることを選んだの。その過程も知らずに国の恥なんて言葉で芙蓉の存在を語らないでほしかった」

　強く握り締めた拳を琥劉の手が包み込む。その途端、張りつめていた心が和らいだ。

「芙蓉がこの世界に転生しなければ、私と出会わなければ、万徳を止めなければ、私は今蛇鴻国にいなかった。彼女が私をこの国に導いたようなものよ。だからね、私の自己満足でしかないけど、私がこの国を助けることで、彼女こそがこの国を救う医仙だったんだって証明する」

　芙蓉はずっと、この世界に転生した意味を探していた。だから、彼女が存在しなければ救われなかったものが確かにあるのだと教えてあげたかった。

「芙蓉は医仙だ。自分を道具のように扱った祖国でも救うことを選ぶはずだ。お前に光を見た芙蓉は誰よりお前にその志を継いでほしいと思うだろう。それを誰かが自己満足だと揶や揄ゆしようとも、俺がお前の決めた道を共に歩むゆえ、恐れず意志を貫け」

　琥劉の道が私の道になるように、私の道も琥劉の道になる。それが夫婦なんだ。

　自然と繋いだ手の指を絡める私たちを、猿翔が温かな眼差しで見守ってくれていた。




　翌日、巳の刻に雪華国の妃嬪を連れて朝礼殿の扉を開いた。

「うふふふ、もぬけの殻ですわね」

　人っ子ひとりいない朝礼殿に、淑しゅく妃ひである金きん蜂ほう鈴りんの愉たのしげな笑い声が響く。

　彼女は白しら茶ちゃ色の髪に茶色の瞳をしており、この国の装いも金の襟がついた白地の襦裙。自分に似合う色だからか、好んで着ているようだ。

　歳は私の精神年齢と同じく、二十代後半といったところだろう。

「おかしいな、刻限を聞き間違えた？」

「いいえ、確かに巳の刻にと、蠟瓷皇后様はおっしゃっていましたわ。これはもう、雪華国後宮と蛇鴻国後宮の全面戦争かしら。うふふふ」

　そばに控えている灰葬は興味なさげだが、猿翔と麗玉はげんなりしていた。

　その堂々とした振る舞いから、せっかく妃嬪にも慕われているというのに、金淑妃の下剋上好きで刹那的快楽を求める変人ぶりはなかなか理解されない。

　ここにいる九嬪たちのように、ときどき皆を困惑させている。

「悪い癖が出てますよ、金淑妃」

　ため息をつきながら注意するも、当の本人はどこ吹く風だ。

「ですが、白蘭皇后様、朝礼に誰もいないということは、わたくしたちは嘘の刻限を教えられたのでは？」

「わたくしたちへの嫌がらせで、今日だけ朝礼を休みにしたのかもしれませんわ」

「いずれにしても、蛇鴻国の妃嬪たちが雪華国をよく思っていないのは明白です。これは属国の妃嬪に白蘭皇后様の方がお立場が上なのだと知らしめるべきでは？」

　堤防が決壊したかのように、雪華国の妃嬪たちの不満が勃ぼっ発ぱつする。

「皆さん、落ち着いて。蛇鴻国の妃嬪たちが私たちを歓迎できないのは、雪華国のせいで居場所を奪われると思ってるからではないでしょうか」

　私は妃嬪の顔を見回しながら諭さとす。

「皇帝が変われば後宮も解散されるかもしれない。そのあとの人生が蛇鴻国の妃嬪たちはきっと心配なんです」

　これでも元後宮妃だ。彼女たちの気持ちを少しは推し量れる。

　後宮入りした時点で、そこが自分の世界のすべてになる。逃れることもできず、そこで一生を終える。妃嬪にとって後宮入りは覚悟のいることなのだ。

「生き抜くために美を磨き、策略を巡らせ、己の強みで価値を示そうと必死になった。そこで泥を啜すするような屈辱も、優雅で華やかな生活も経験した。この籠の中で思い描いた幸福の形もあることでしょう。後宮は妃嬪の人生そのもの。そんな後宮から、急に弾き出されるとしたら？」

　後宮の解散は雪華国の妃嬪も例外じゃない。なにより、後宮に縛られる妃嬪を解放する。それは琥劉の望みでもあるからだ。

　皆もそれがわかっているからか、「そう思うと少し不ふ憫びんよね」「わたくしたちから茶会に誘ってみる？」「お話を聞くくらいしかできませんけど」と考えを改めてくれた。

「それに、せっかく異国に来たんですよ？　些さ細さいなことに囚われるのはやめましょう。この機会に南国を満喫してください」

　ほらほら、と妃嬪たちの背を押して、朝礼殿の中に促す。

「白蘭皇后様がそう言うなら……」

「そうよね、初めての旅行ですもの。楽しみましょう」

　なんとか納得してくれた妃嬪たちにほっとしていると、後ろからこそこそ話が聞こえてくる。

「ほんとお人好し！　もっと怒るところでしょ！」

　振り返ると、猿翔と灰葬に挟まれて立つ麗玉が鼻息荒く腰に手を当てていた。

「姫さんって、俺たちが無茶したとき以外、あんま怒らないよね。でも、怒らせたら取っ組み合いの喧嘩になる。俺、そばで麗玉嬢と姫さんの喧嘩見てて、止める勇気なかったよ……」

「俺も攻められてみたいっすね、主殿に」

　しらっとした顔で言う灰葬に、麗玉は「は？」と怪け訝げんそうに眉を寄せた。

　猿翔は「俺、護衛役だからね？」と満面の黒い笑みを浮かべている。

　仲良し三人組の呑気な会話がありがたい。今日から蛇鴻国の妃嬪たちと交流するんだと身構えていただけに出鼻を挫くじかれた気分だが、それは雪華国の妃嬪たちも同じだ。

　皆の不信感を解かないと。ここでいざこざが起きては、ただでさえ蛇鴻国の立て直しで忙しくなる琥劉に負担がかかってしまうのだから。




　朝礼のあと、私は後宮内にある来賓用の宮殿へと戻った。

　ちなみに他の妃嬪もそれぞれ宮殿を用意してもらっている。

　琥劉や英秀様、そして武凱大将軍は内ない廷ていの別宮に寝泊まりしているそうだ。

　琥劉は今頃、蛇鴻国に来て初めての朝ちょう議ぎの真っ最中だろう。それが終わり次第、合流して、これからのことを話し合うことになっている。

　それまで暇なので、私は芽め衣いが残した書物を見ながら殺虫剤作りに精を出していた。

　芽衣は前世の親友で、災害に巻きこまれて一緒に命を落としたあと、私がいる時代よりも遥かに昔の時代に転生した医仙だ。前は彼女を思うと胸が引き裂かれそうでたまらなかったが、今は共に過ごした時間を切なくも穏やかな気持ちで思い出せるようになった。あの子を失った時間から、私が歩き出せている証拠だ。

　そんなことを考えながら、酒壺の中に米酢を入れ、ヘタと種を取り除いた唐辛子と潰した大にん蒜にくを漬けていると、「臭っ」と後ろから三人の悲鳴が聞こえる。

　振り返れば、麗玉と猿翔と灰葬が仲良く鼻を摘まんでいた。

「また、変なことしだしてる……なにしてるわけ？」

　麗玉は怪しい物体でも見るように酒壺を見つめている。

「これは殺虫剤よ。雪華国は寒いからあんまり出会わないけど、ここは南国だから、でっかい〝あいつ〟が妃嬪たちの部屋に出たらしくてね」

　皆が「でっかい、あいつ？」と声を揃えて首を傾げた。私はいくつも用意した酒壺に蓋を被せながら、朝礼のあとに妃嬪に相談されたことを話す。

「[image: ]螂ゴキブリよ、[image: ]螂。そのせいで安眠できないとかで、作ってるの。といっても、ひと月から、ふた月くらい漬け込まないとだから、すぐには使えないんだけどね」

　でも、この暑さなら素材の成分が溶け出すのは早いだろう。

「ああ、あいつね……黒い上にわさわさ動かれると、ぞっとするわよね」

　麗玉は見たことがあるのか、嫌そうに顔をしかめている。

「こういう些細だけど生活に役立ちそうな物を作るの、ずっとやりたかったんだけど、なかなか休みがなくてできなかったから、空いた時間でもっといろいろ試そうかな」

「主殿が皇后と医仙の仕事を両立したりするからっすよ。主殿が直接診なくても事足りるように、医者とか薬師の教育に力を入れたらどうっすか」

　参考になりすぎる意見をくれた灰葬を、私は猿翔や麗玉と共に凝視してしまった。

「……その珍しくまともなこと言った、みたいな反応……あんたら失礼っすね」

　反論しつつも、あっけらかんとしている灰葬に私はずかずかと歩み寄る。

「え、なんすか」

　私は狼狽うろたえながら後ずさる灰葬の肩をがしっと掴んだ。

「ちょっ、近っ、その大蒜触った手で触らないでくれます？」

　しどろもどろな灰葬は珍しい。――が、構わずこの感動を伝える。

「あなたの言う通りよ！　この世界の薬店では薬の材料だけが売られてるけど、薬師も調剤ができるんだから、胃腸薬とか鎮痛薬とか風邪薬の販売をすればいいのよ！　それが実現できれば、軽い風邪や腹痛で診療所へ駆け込むこともなくなる！」

「はあ、そうっすか。とりあえず早く離れて――」

「医者の治療を本当に必要としてる患者に時間をかけられるの！　いずれ軽い風邪くらいなら、薬店の薬で治せるようになるかも！」

　この世界では軽い病でも重症化しやすい。高熱などの症状で体力が落ち、病への抵抗力がなくなり、別の病に二次感染しやすくなるからだ。

「つまり、薬店で症状に合わせた薬を買えるようになれば、助かる患者も増える！」

「いや、俺の声届いてます？」

「他にも清潔の概がい念ねんとか、どんな薬を飲めばいいかがわかる教本とかも必要よね……」

「この人、俺の話全然聞いてないっすね？」

　湧いてくる思いつきをぺらぺらと喋っていたら、灰葬が遠い目で言う。

「力説してるとこ悪いんすけど、俺、このままじゃ冗談抜きで琥劉陛下に斬首されるんで。首なし宦官になったら、俺の頭を毎日抱いて眠ってくださいね」

「え、それは無理！」

　身体を離すと、灰葬は頭を掻きながら視線を逸そらす。

「無理って、酷くないっすか」

　あ、照れてる……。女慣れしてるのに、純情なところもあるのね。

　ニヤニヤしながら見つめていたら、猿翔の腕がお腹に回り、後ろに引き剥がされた。

「姫さん、灰葬の心臓を止める気？」

「医仙にそんな恐ろしい力はないわ」

「姫さん、そんな真顔で……いろいろずれてるからね？　自分のこととなると、麗玉嬢並みに鈍いんだから」

　つまり、色恋云々の話をしていたと？

　首を捻ひねっていると、麗玉が濡れた手拭いを差し出してくる。

「白蘭、その大蒜まみれの手を早く拭きなさいよ」

「ありがとう」と受け取った手拭いで手を拭けば、麗玉は赤せき漆しつの花はな窓まどの外へ視線をやる。そこには澄み渡る青空が広がっていた。

「さっきの民が自分の症状に合わせて調剤されてる薬を買うってやつ、もし私が宮廷薬師じゃなくなったら、そういう薬店を開くのもいいかもって思ったわ」

「え、本当に!?」

　食い気味に聞き返せば、麗玉が身を仰け反らせる。

「なんで、あんたが嬉しそうなのよ……」

「だって麗玉は雪華国随一の薬店の娘で薬学にも長けてたのに、女だからってだけで薬師になれなかった。そんなあなたが自分のお店を持つ未来を想像したら、スカッとしちゃって！」

　麗玉は「すかっと？」と、疑問顔で首を傾けた。

「そう、スカッと！　見たか、私の薬師は自分のお店まで持ったんだぞって。あなたの夢を性別だけで否定した人たちへのいい報復ね！」

「白蘭……白蘭の発想は突拍子もないけど、そうなったら苦しむ人が減るわけだし、やりがいあるなって思うわ」

「あのね、それが当たり前の世界もあるのよ？」

　私の世界のドラッグストアがいい例だ。調剤を必要とし、薬剤師にのみ販売許可が下りている医薬品や薬剤師以外でも販売可能な薬品が豊富に売られていた。

　軽い鼻水、皮膚のただれ、風邪くらいならすでに調剤された市販の薬を飲んだり塗ったりして様子を見ている人がほとんどだった。

「主殿の言う、それが当たり前の世界って仙界のことっすか？」

「え……あー、そうとも言う」

　正しくは日本のことなのだが、私が転生者だと話したところで信じてもらえないだろうし、医仙だと思われていることが後ろ盾のない私の唯一の強みだ。それを仲間たちに明かせないのは心苦しいけれど、皆を守るために権力は必要だ。私は自分の価値を損ない、守る力を失うわけにはいかない。だからこそ、永遠にこの嘘をつき通す。

「煮え切らない言い方っすね、怪しい。ああ俺、口割らせるの得意なんで」

　灰葬は先ほどの仕返しとばかりにニヤリとして、私ににじり寄ってくる。

　後ずさった私はすぐさま身を翻し、猿翔の背に隠れた。

「私の護衛役が相手よ！」

「他の男の背に逃げ込むなんて、どこまで俺を翻ほん弄ろうする気っすか。ま、こっちも元剣闘士なんで負けませんけど」

　対抗意識を燃やしている灰葬に、猿翔は呆れ気味に腰に手を当てる。

「あのなあ、姫さんがどこから来ようが、仙人だろうが、人だろうが、関係ないでしょ。姫さんがこれまで成し遂げてきたことが、姫さんを医仙たらしめてる。だからさ、姫さんは医仙、俺たちの守るべき主、そうでしょ？」

　こちらを振り返った猿翔は片目を瞑つぶり、笑っている。猿翔はどこまで気づいているのだろう。後宮に入ってから、ずっとそばで私を見てきた人だ。

　前に彼が言ってくれた言葉がある。

『白蘭様が望んでここに来られたのではないのだとしても、残念ながらここで医仙としての力を見せつけ、白蘭様が本物であることを知らしめ、功績を上げてゆき、琥劉殿下の即位を助けることが自由の身になるための近道です』

　あのときはまだ、私を攫って利用しようとした琥劉すら信じられず、これからどうすればいいのかと途方に暮れていた。でも、自由になるための方法を彼が教えてくれたから、私は自分の成すべきことのために動き出すことができたのだ。

「猿翔、そうだね。徳を積んだからでも、特別な血を引いてるからでも、ましてや神通力を持ってるからでもない。みんなが私を医仙にしてくれたんだ」

　私は猿翔の背に額をくっつける。

「姫さんが何者かなんて関係ない。俺は姫さんが姫さんだから守るだけだ。わかったら、俺が相手になるよ、灰葬」

　猿翔が懐から取り出した暗器を見せつけると、灰葬は明後日の方向を向いた。

「あ、そろそろ仕事しないと」

「うわ、いちばん無気力のあんたがそれ言うと、嘘にしか聞こえないわね」

　麗玉は胡散臭そうに灰葬を横目に見ている。そこでふと、あることを思いついた。

「そういえば麗玉、さっそくなんだけど、蛇鴻国の薬店はどんな生しょう薬やくが並んでるのか、見てきてほしいの。頼める？」

「え、町に行って来いってこと？」

　麗玉は目を瞬かせる。

「うん、善は急げって言うでしょう？　さっきの麗玉の出店計画も、思い立ったときにすぐ始められるように色んなお店を見ておいた方がいいと思うのよ」

「気が早くない？　第一、私はまだ白蘭のそばから離れる気はないわよ？」

「わかってる。だけど自分の将来なんて、そのときの出会いと経験で変わるものなのよ。だから、見てきて損はないと思う」

「まあ、白蘭が言うなら……」

　私に押し切られる形で、麗玉は頷いた。

「よし、じゃあ護衛に雪華国の武官は連れて行ってね。危ないから」

「わ、わかったわ！」

　麗玉はなんだかんだ、嬉しそうに部屋を出ていく。

　手を振りながらその背を見送ると、灰葬が不思議そうな顔で私の隣に立った。

「薬なら蛇鴻国の医部にもあるのに、わざわざ町までお使いに出します？」

「麗玉嬢のためでしょ？　船にいるときから、蛇鴻国の服とか装飾品に興味津々だったし、城まで向かう馬車の中でも大通りの露店見てはしゃいでたから」

　猿翔は私の意図に気づいていたようだ。

「ふふっ、観光したいのに、麗玉はみんなが働いてるから言い出せなかったのね。麗玉は薬師の仕事に誇りを持ってるから、そういうとこ真面目すぎるのよ」

「それ、主殿がいいます？　けど、意外っすね。いつもズバズバ物を言う感じなのに、我わが儘ままくらい言えそうに見えるっすけど」

　灰葬はまだ麗玉とは付き合いが浅いので知らないだろう。麗玉は冤えん罪ざいをかけられたとき、私に迷惑をかけるくらいなら死ぬと言い出した。もちろん全力で怒ったけれど。

　麗玉はずっと、薬師としても貴妃としても必要とされなかった自分に苦しんでいた。他の妃嬪を蹴落としてきたのも、科か挙きょを受けて宮廷薬師になるために必死になったのも、根本は誰かの特別になりたかったからなのだろう。

　今、麗玉は私の役に立つことで自分は必要とされていると実感しているのかもしれない。だから、私を差し置いて休めないと思っている。

　でも、いつか……私だけでなく、もっとたくさんの人のためにその力を振るって欲しい。そうすることで、麗玉はもっと自分を好きになれる。もっと人を信じられるようになって、彼女の世界は広がっていくから。

「あれでいて、あえて用事を作ってあげないと自分を優先できないくらい頑張り屋なの。ふたりも遊びに行きたかったら、遠慮なく言ってね。ただし、女遊びは禁止」

　釘を刺せば、灰葬はちらりと私を見る。

「先手を打つとはやりますね、主殿。なら、主殿が俺と遊んでくださいよ」

「じゃあ、一緒に殺虫剤作ろっか！」

　笑顔で両拳を握れば「えー……」と心底げんなりしながら、その場にしゃがみ込む灰葬。猿翔と吹き出しながらそれを眺めていると、扉の外から女官の声がかかった。

「白蘭皇后様、茶会のお誘いに参りました」




「お誘い感謝いたします、汪貴妃」

　茶会に招待された私は貴妃宮の庭に来ていた。

　汪貴妃の他にも数名、蛇鴻国の妃嬪が参加している。

「いいえ、お断りされてしまうと思っておりましたので、お礼を申し上げなければならないのは、わたくしたちの方ですわ」

　眉を下げた汪貴妃に、私は大きく頭を振る。

「まさか、断るだなんて！　ただ、宗主国と属国という関係上、私たちが歓迎されないのは無理はないと考えておりましたので、誘っていただけたことに驚きはしました」

「それは今日の朝礼が原因ですわね。実は、今日の朝礼はなくなりましたの」

「え、そうなんですか？　蠟瓷皇后のご体調が優れなかったとか……？」

　朝礼は毎日行うのが規則。よっぽどのことがない限り、なくならないものなのだ。

「いえ……ときどき蠟瓷皇后様は、気まぐれで朝礼をお休みになりますわ」

　あの見るからに厳格そうな蠟瓷皇后が？　人は見かけによらないらしい。

　蠟瓷皇后は後宮の掟に口を出すなと汪貴妃を牽けん制せいしていたはず。その張本人が掟を破っているとなると、汪貴妃に妃嬪の人望が集まるのも無理はない。

「白蘭皇后様方に朝礼がなくなったことをお話ししていないと、皇后付き女官長の延えんから聞きましたの。また勝手なことをと皇后様には怒られてしまうかもしれませんが、蛇鴻国にとっても大事な時期に雪華国の方々との対立は好ましくありませんから……」

　汪貴妃は雪華国の出方次第で、蛇鴻国の存続が危ぶまれると考えている？

　当然だ。琥劉は属国として残すことを望んでいるけれど、蛇鴻国がまた自国の脅威になり得ると判断すれば、やはり領地にして治めるという選択も出てくる。

「ですので、こうして説明の機会を頂きたかったのです」

「そうだったのですね……歩み寄れる機会をいただけて、ありがたいです」

「白蘭皇后様……正直に言いますと、雪華国の妃嬪を敬遠する者もおりますわ」

　申し訳なさそうに打ち明ける汪貴妃を見つつ、私は蓋がい碗わんを口に運ぶ。

　疑うのは心苦しいけれど、花茶に口をつけるふりをした。

　私はまだ汪貴妃を知らない。毒で害される危険がないとも言えないのだ。

「皆、将来が不安なのですわ」

　茶席にいた妃嬪が躊躇ためらいがちに切り出す。

「蛇鴻国の後宮も新しい皇帝が立てば閉鎖されるかもしれませんし、私たちここを出たら嫁の貰い手なんてないものね」

「ええ、万徳前陛下は名君とはその……程遠いお方でしたし、その嫁もがめついと思われているはずよ。他の妃嬪もこれから身の振り方を考えなければと思っていますわ」

　妃嬪たちの悩みは、予想していた通りだった。

「でも、妃嬪よりも蠟瓷皇后様の方が雪華国への敵対心は強いと思いますわ」

　汪貴妃は言いにくそうに話し始める。

「皇室で最も身位が高いのは常に皇帝、その次が配偶者である皇后です。蠟瓷皇后様はなにがなんでも皇后の位に縋すがりつき、皇帝に成り代わり権威を保ちたいはずですわ。でも、万徳前陛下は雪華国との戦に負け、投獄中に崩御なさった。皇子がいれば皇太后となられても権威を維持できたかもしれませんが、蠟瓷皇后様はお世継ぎをお産みになれない。いくら父君が大臣でも、これ以上この城で権威を保つのは難しいのです」

　雪華国が万徳を失脚させなければ、蠟瓷皇后の皇后としての立場は今も安泰だったのかもしれない。朝礼をすっぽかしたのは、その腹いせだった？

「あの、どうして蠟瓷皇后はお世継ぎをお産みになれないのでしょうか？　ご病気かなにかで……？」

　私の質問に、花茶を口に運ぶ妃嬪たちの手がぴたりと止まった。

　汪貴妃は蓋碗を静かに置き、重い口を開く。

「……蠟瓷皇后様には皇子様がいらしゃったのですが、生まれてすぐにお亡くなりに。それからお子ができない身体になってしまったと聞いたことがあります」

　子供を亡くしていたなんて……。妃嬪に威圧的に接し、自ら強いた後宮の掟を破っているのは自暴自棄になっているからだろうか。

「それから妃嬪は男児に恵まれず、皆、自分のお子を皇帝にという蠟瓷皇后様の執念が後宮を祟たたっているのではないかと噂していましたわ」

　女系が続いたのはたまたまだと思うが、この世界はつくづく呪いのせいにしたがる。

「でも、汪貴妃は漢かん禿とく侍医の男児を授かれる霊薬で、お子を授かったのよね。きっと皇子様に違いありませんわ」

　羨ましそうに汪貴妃のお腹を見る妃嬪たちに、私は「霊薬……」と半笑いする。胡散臭いったらない。

「万徳前陛下が失脚するまでは、妃嬪の間でも流行っていたんですのよ」

　親切に教えてくれる妃嬪の話を聞いていると、汪貴妃が茉まつ莉り金きん盞せん花かに口をつけようとしたのが見えた。そこではっとする。

「待って！　妊娠中のカフェイン――じゃなくて、そのお茶はお腹のお子によくないわ。普洱プーアル茶とかに変えた方がいいと思います」

　なんで今まで気づかなかったんだろう。汪貴妃が用意した茶会なので油断していた。

「大変、そうだったわ。私ったら、つい……普洱茶に変えてちょうだい」

　汪貴妃はすぐに女官に指示した。

　どうやら妊娠中によくないお茶があるという知識は、この世界にもあるらしい。

　新しいお茶が汪貴妃の前に届くと、私は仕切り直すように言う。

「汪貴妃、あなたのお子がもし皇帝になったら、あなたは皇帝の母。夫も子もいない皇后より実権を持てる。そうなったら、蠟瓷皇后をどうしようと考えていますか？」

　あえて答えにくい質問をした。動揺させることで本音が垣間見えるからだ。

　他の妃嬪たちも緊張の面持ちで汪貴妃を見守っている。

「……今の蠟瓷皇后様のままなら、権力を持たせてはならないと……そう思います」

　慎重に言葉を選ぶように汪貴妃は答える。

　あくまで国や他の妃嬪のために敵になる、という意味合いに聞こえた。

　でもまさか、会って間もない私や他の妃嬪の前で、下手すれば蠟瓷皇后と全面戦争になるだろう発言をするなんて。それを信頼されていると思えるほど、甘い世界ではない。私に自分の立場を表明することで、汪貴妃になにか得があるのだ。

　壁際に控えている猿翔と灰葬も同じ考えなのか、こちらに目配せしてくる。

「蠟瓷皇后様は、私の子が帝位を継ぐのをよしとしないでしょう。ご自分が皇帝に代わり国を牛耳るためには皇后の位が必要ですから」

「汪貴妃のお子が皇帝になってさらに正妻を迎えれば、蠟瓷皇后は皇后ではいられなくなり、この城での立場をなくしていく。蠟瓷皇后はそれを恐れているのですね」

　汪貴妃は「はい、恐らく」と首を縦に振る。

「では、蠟瓷皇后の父君であられる蠟瓷大臣も、あなたを目の敵に？」

「いえ、蠟瓷大臣は国の未来を考え、私の子のことも気にかけてくださっています。問題は、ご自分の地位を揺るがす者を許せない蠟瓷皇后様ですわ」

　汪貴妃はため息をつきながら、お腹をさする。すると他の妃嬪が言う。

「蠟瓷皇后様は、ご自分が牛ぎゅう耳じらなくては気が済まないのよ。昔、夜は戌いぬの刻以降出歩かない。陛下の寝所に近づくことを禁じるって掟を後宮に作ったそうですし」

「今はご自身が守れていませんけれどね」

「きっと、ご自分の決めた掟が窮きゅう屈くつになったのよ。初めから作らなければいいのに」

　ねえ、と妃嬪たちは不満を口にする。

「その掟も陛下に他の妃嬪の世継ぎが出来ないようにするための対策でしょう」

　汪貴妃が憂い気味に言うと、他の妃嬪が「そういえば」と声をあげる。

「万徳前陛下が妓ぎ女じょを妃嬪にしたという話がありましたわよね。誰の目にも触れさせないように後宮のどこかに隠していたのに、蠟瓷皇后様が見つけ出して、他国に嫁がせたとか」

　どくりと心臓が音を立てる。それ、芙蓉のことだ……！

　万徳は妓楼の医仙として有名だった芙蓉を身請けし、妾めかけにしたあと、雪華国を乗っ取るために媛夏妃という皇女に仕立て上げ、皇后候補として琥劉に嫁がせている。

「よほど陛下を取られたくなかったのね。なんて図々しいのかしら」

「さすがは蛇へび皇后ね」

　日頃のうっ憤が溜まっているのか、怒ど涛とうのように繰り広げられる妃嬪たちの愚ぐ痴ちの中に気になる単語があり、私は「蛇皇后？」と聞き返す。

「蛇を好んで飼っていらっしゃるから、陰で蛇皇后と呼ばれているんですの」

　蛇を……。ふと、宴の夜に会った白蛇のことを思い出す。

　あのとき茂みから聞こえた声の主は、一体誰だったんだろう……。

「それも一匹や二匹ではないんですのよ。あんなたくさんの蛇、一体なにに使うつもりなのかしら」

「皆、滅めっ多たなことを口にしては駄目よ。どこに耳があるか、わからないのですから。かくいう私も気をつけなければいけなかったのに、白蘭皇后様を前にしたら口が軽くなってしまって……」

　肩を竦めて苦笑する汪貴妃に、信じたい気持ちがむくりと湧く。

　私の悪い癖だ。これは金淑妃のことをとやかく言えない。

「話してくれて、ありがとうございます。国の立て直しには時間がかかると思いますし、決して短い付き合いにはならないでしょう。まずは蠟瓷皇后様や皆さんと仲良くなれるように頑張ることにいたしますね」

「もちろんですわ」と好意的な反応を見せる妃嬪たちに、どうかこれが演技ではありませんようにと願わずにはいられなかった。




　茶会のあと、自分の宮殿に戻った私は寝台に突っ伏した。

「うう、気疲れした……んー、茶会で聞いた話のこと、ふたりはどう思う？」

「蠟瓷皇后の悪口をわざわざ主殿に吹き込んでるようにしか聞こえなかったすね」

　灰葬が寝台の端に座りながら言う。

「朝礼がなくなったことを伝えなかった蠟瓷皇后も怪しくない？」

　そう言って今度は猿翔が、灰葬とは反対側に腰を下ろした。

「単純に考えればそうっすけど、狙いは主殿と蠟瓷皇后の対立ってとこじゃないっすか？　そんであわよくば共倒れしてくれっていう」

「汪貴妃たちも姫さんの敵ってこと？」

「蠟瓷皇后派、汪貴妃派、そんで俺たち。下剋上って感じっすね」

　ふたりの話を聞きながら、私はごろんと仰向けになり、深くため息をつく。

「汪貴妃たちは好意的に見えたけど、それが逆に怪しく見える……悲しいことにね」

「姫さん……後宮で裏切りは避けられないけど、俺たちは裏切らないよ」

　寝台に手を突き、猿翔は心配そうに顔を覗き込んでくる。

「ん、知ってる。信じられる仲間がいるから、何度裏切られても私は私でいられるの」

　私だけは変わらないでいたい。大切な人たちが傷ついて疑心暗鬼になったとき、信じられる人間で在りたいから。

「俺たちは裏切らなくても、他の人間は違うっすからね。疑ってかかるのが吉っすよ。それを主殿だけに背負わせるつもりないんで」

　反対側からも、灰葬が頭を掻きながら顔を覗き込んできたのだが、視線は逸らされたままだった。

「ぷっ……ありがとう」

「いや、なんで笑ってるんすか」

　灰葬は照れ隠しなのか、ばつが悪そうにしている。

　猿翔もニヤニヤしながら「それは、ねえ？」と、私の方を見た。

「ふふ、ねえ？」

　猿翔のからかいに乗っかれば、灰葬は「なんすか、結託して」と不ふ貞て腐くされたように隣に寝転んだ。それに笑っていると、

「ただいま！」

　町から帰ってきた麗玉がこちらにやってきて、ぼすんっと私の足元に座った。

　なにやら、うずうずしている様子の麗玉に「よっと」と身体を起こす。

「楽しかった？」

「あ、ま、まあね。その……いい出会いもあったし」

　私は猿翔と「えっ」と食いつく。灰葬は横になったまま寝台に肘をつき、「その話、詳しく」と水を得た魚のように生き生きと麗玉を見た。

　麗玉は私たちの視線を受け、顔を真っ赤にする。

　お、これはまさか……？　ついに恋する乙女になったのかと、期待して話の続きを待っていると、麗玉は恥ずかしさに耐えられなかったのだろう。

「そ、その話は今度！　そろそろ陛下と待ち合わせの時間でしょ。早く行ったら？」

「えー、もうそんな時間？　わかった、そうする。猿翔は護衛をお願い。灰葬は両国の関係が悪化する火種がないか、妃嬪たちの様子を見てきてくれる？」

　猿翔と灰葬は「了解」と、寝台から立ち上がった。

「ねえ、私は？」

　麗玉は四つん這ばいで、そばにやってくる。私はその肩に両手を置いた。

「町から戻ったばかりでしょう？　休んでて。今日は嬉しいことがあったみたいだし、戻ったらその話、聞かせてね」

　廃はい妃ひになってから、休む間もなく私に付き合わせてしまった。麗玉にも、もっと自分のことを、仕事以外のことを考える時間があってもいいはずだ。

「わかったわ。でも、手が必要なら言って。私は白蘭の専属薬師なんだから」

「うん。でもいつか、別の誰かの専属になる日が来るかもね」

　麗玉は「は？」と不思議そうにしていたが、今回は恋を知って成長したらしい。瞬く間に頬を染める。

「白蘭！」

　怒り出す麗玉を置いて、私たちは笑いを堪えながら部屋を飛び出した。




「お前、宦官長の誘いを断るというのか！」

　宮殿の前で灰葬と別れ、琥劉との待ち合わせ場所へ向かっている途中、どこからか物騒な声が聞こえた。

「宦官の宿舎の方からみたいだね」

　私は猿翔と視線を交わし、駆け出す。

「黙ってないでなにか言え！」

　声を頼りに宿舎の裏手に行くと建物の陰から様子を窺った。三十かそこらの男に羽は交がい絞めにされている青年と、その顎を片手で掴む年配のふくよかな男の姿がある。

　皆、青い釦と飾り紐がついた詰襟の黒い長衫に、白の下衣を纏っていた。帯は海色で、余った布が腰の横にだらりと垂れている。靴も黒く、足の甲の部分が広く開いた平たいものを履いており、その衣服の色から宦官だとわかる。

「宦官長である私を悦よろこばせられたら、つらくない仕事を回してやれる。食事も他の者より多く与えてやろう。それでも嫌か？」

　無表情のまま黙っている青年宦官に宦官長は顔を近づけ、下げ卑びた笑みを浮かべる。

　見ているだけでぞっとする光景がそこにあり、私は声を潜めながら尋ねた。

「猿翔、あれってどういう状況？」

「宦官にも男だん色しょくはいる。ああして、ちょっと偉くなったからって、小さな権力を振りかざして下っ端の宦官を無理やり……ってことは珍しくないよ。特に皇后が後宮の管理を怠ってる場合とか、君主が不在で後宮にまで目が行き届かない状況下ではね」

　朝礼も急に休みにするくらいだ。皇后が後宮の主としての義務を果たしていないのは間違いなさそうだ。

「男色だろうが、女色だろうが、どっちでもいいけど、本人が望まない行為の強要は許されないでしょう」

「いや、権力があれば許されるんだよ、この世界ではね。俺は妓楼の用心棒だったとき、嫌ってくらい金持ちや権力者に酷い目に遭わされた妓女たちを見てきたよ」

　猿翔の姉である紫し水すいさんも今こそ克服に向かっているものの、その酷い目に遭わされた妓女のひとりだ。猿翔にとって、この状況は見るのもつらいはず。

「ならなおさら、私が行かなきゃね」

　そう言って前に足を踏み出せば、猿翔に腕を掴まれる。

「危ないよ！　ここは俺が――」

「私がこのために権力が欲しかったの、知ってるでしょう？」

　大切な人を守るために医術だけでは駄目なのだと気づいて、なにをすればいいのか迷っていたとき、皇后になれと背中を押してくれたのは猿翔だった。

　後ろで猿翔がはっと息を呑むのがわかり、私は振り返る。

「守りたい人を守れる力。あなたにそんな顔をさせないために使うの」

　姉と青年を重ねて、傷つく猿翔を私が見たくないのだ。

「ほんと、俺の姫さんはかっこいいな。どこまでもお供しますよ」

　あの時と同じ言葉をかけてくれる猿翔と共に、私は青年のもとへと乗り込んでいく。

「つらくない仕事を回してほしかったら、お腹いっぱいなにかを食べたいなら、わたくしのことを悦ばせてくれるかしら」

「誰だ！」と目尻を吊り上げて振り返った宦官長は、私の顔を見た途端に青ざめた。

「びゃ、白蘭皇后様!?」

「そう、白蘭皇后様よ。宦官長、その子のこと、とても気に入ってるようね？」

　にっこりしながら詰め寄れば、青年を羽交い絞めにしていた宦官が引きつった笑みを浮かべた。

「あ、か、宦官長のせいじゃありませんよ！　こいつはいつもどんくさくて、ぼーっとして仕事にならないんで、懲こらしめていただけで……」

「懲らしめる……どんなふうに？　ひとりで？　ふたりで？」

　質問攻めにすれば、宦官は「そ、それは……」と言葉を詰まらせた。すると宦官長の方が急に身を低くして、両手を揉み合わせる。

「白蘭皇后様は冥めい鹿かをお気に召したのですか？　ですが、あのような乳臭い子供よりも、私の方が皇后様を愉しませて差し上げられるかと」

　それを聞いた青年――冥鹿は初めて焦った様子を見せた。

「白蘭皇后様、俺のことは……お気に、なさらず。俺は……大丈夫、です」

　改めて、私の名を呼んだ彼を見る。

　わ……綺麗な子だな。褐色の肌に艶やかな黒髪、寂しげな海色の瞳。歳は十五くらいだろうか。あどけなさと凛々しさが中和したような面立ちをしている。

　理不尽な侮辱を受けているのに、どこか諦めたような達たっ観かんしたような表情が印象的だった。その彼が、私を案じて感情を露わにした。それは特別なことのように思えた。

「わたくしはあなたが欲しいの。だから、わたくしと来なさい、冥鹿」

　任せて、と安心させるように小さく笑いかければ、冥鹿は目を見張る。

「そういうわけです。即刻、私の主の前から消えていただけますか？」

　私の前にすっと立った猿翔は、人目があるので女官の口調で命じる。彼の黒い笑みは美しいからこそ恐ろしい。

「お、お前のせいだからな！」

　完全に怯んだ宦官たちは、冥鹿を突き飛ばして走り去っていく。

「あ、ちょっと！　猿翔、追いかけて！」

　私は叫ぶと地面に転がった冥鹿に駆け寄り、その身体を支えた。

「でも、白蘭皇后様のおそばを離れるわけには……」

「私はここから動かない。なにかあれば大声を出すから！　あなたなら、すぐにあの宦官たちを捕まえられるでしょ！」

　ここで逃がせば、また見えないところで冥鹿に手を出すだろう。あのふたりにはしっかり罰を受けさせて、二度とこんな真似をしないようにさせないと。

「っ、承知しました。絶対に、ここにいてくださいね！」

　女官とは思えない速さで走っていく猿翔を見送り、私は冥鹿の顔を覗き込んだ。

「大丈夫？」

　呼びかけても冥鹿は目を伏せて黙り込んだままだ。どうしたものかと困っていると、彼が自分の左腕を押さえているのに気づいた。

「腕、怪我したのね。見せて？」

　手を伸ばすと、「……！」と息を詰まらせた冥鹿に振り払われる。その怯えように一瞬、思考が止まったが、私は彼を落ち着かせるように声をかける。

「驚かせてごめんなさい。でも、怪我してる腕をそんなふうに乱暴に動かすなんて、無茶をするわね。私はあなたを傷つけない。私は医仙だって噂で聞かなかった？」

「……知って、ます……けど、俺なんかのために、その力を使っていただくのは……恐れ多い、です」

　そんなに神聖化されると、返って申し訳ない。これは神通力でもなんでもなく、ここより医術が進んだ世界の知識と技術の成せる業わざだから。

「あのね、医仙は傷ついた人を治すためにいるの。だから、あなたがどんな身分であったとしても、私は治すわよ。わかったら腕を出して」

　冥鹿は困惑気味に、おずおずと右腕を差し出す。

　あれ？　さっき左腕を押さえていたような……怪我したのは右腕だったのね。

　私はその袖を捲り、腕を上から下になぞるように触れる。

　肘が曲がったまま固まってる。肘の頭も後ろに飛び出して、上じょう腕わん三さん頭とう筋きん腱けんが緊張してるし、腕を曲げたときの肘の骨の三角形も乱れてる。

「これは……肘の脱だっ臼きゅうね。大丈夫、後方にずれてしまった骨を元の位置に整復すれば、すぐに痛みも和らぐわ」

「いえ……白蘭皇后様のお手を煩わずらわせるほどのことでは……反対側の腕があるので、問題……ありません」

「え……」

　本気で言ってるの？

　腕が動かなければ誰だって取り乱す。痛みも軽くないはずだ。それなのに自分の怪我よりも私の手を煩わせることを心配してるなんて……なんか危なっかしい子だな。

「あのね、あなたの身体に替えが利く部分なんかないのよ。だから、ちゃんと治しましょう。もっと自分を大事にして」

「大事に……」と、冥鹿は考え込むように下を向く。

「私、なにかおかしいこと言った？」

　冥鹿が弱々しく首を横に振ったとき、足音が複数近づいてきて、私は顔を上げる。

「白蘭皇后、女官から話は聞いた。こちらの宦官が問題を起こしたようだな」

　蠟瓷皇后が医官や女官を連れてやってくる。その後ろには猿翔もおり、恐らく宦官長たちの所しょ業ぎょうを報告したのだろう。

　宦官を助け、宦官を追い払う。私がしたことは後宮の掟に介入したととられてもおかしくない行動だ。それがあとで発覚するより、先にこちらから伝えておく方がまだ角が立たないだろうと、猿翔は先回りして動いてくれたのだ。

「怪我人がいると聞いて、医官を連れて来たのだが……」

　蠟瓷皇后は一瞬、冥鹿を見て目を見張ったあと、「お前が怪我人か？」と眼光を鋭くした。宦官の治療に駆り出されたのが気に入らなかったのだろうか。

「お騒がせして、申し訳ありません」

　冥鹿はひれ伏す。

「……その宦官は我が国の所有物だ。手当てなら我が国の医官が行う。いくら医仙とはいえ、好き勝手されては困る」

　皇后の後ろにいる医官も敵対心を剥き出しにして、私を見下ろしていた。

「正しく治療がされるのなら、私でなくても構いません。冥鹿を診てあげてください」

　医官に場所を譲って下がる。医官は私を鬱うっ陶とうしそうに一いち瞥べつし、冥鹿のそばに膝をついた。その態度に猿翔の空気が張り詰めるが、私は宥なだめるように首を横に振った。

「これは単なる気の停滞ですね。鍼はりを打てば治ります」

　……は？　患部を診た医官の言葉に、さすがに黙ってはいられなかった。

「ちょっと待ってください。これは明らかに脱臼です。肘関節の曲げ伸ばしができなくなってるでしょう？　循環に作用する鍼を打っても、意味がないかと。むしろ腫れや痛みが行進して……」

「口を挟まないでいただきたい」

　ぴしゃりと言い放った医官は、無理やり冥鹿の腕を伸ばそうとする。

「腕を伸ばしなさい。これでは鍼が打てませんよ」

　冥鹿は痛みに「ぐうっ」と呻うめき、顔をしかめた。

「宦官ごときが蠟瓷皇后様のおかげで医官の治療を受けられるのです。早くなさい！」

「や、やめなさい！」

　医官の手首を掴み、冥鹿の腕から外させた。

　医官はくわっと嚙みつかんばかりに、私に怒鳴る。

「なにをするのです！　これは蠟瓷皇后様の命ですぞ！」

「無理やり動かせば、余計に回復が遅れますよ！　それがわかっていて、黙って見ているわけにはいきません！」

　引かずに言い返すと、脂汗を額にかいた冥鹿が私の腕を弱々しく掴み首を横に振る。

「このままじゃ、白蘭皇后様に迷惑かかる、ので……俺は医官の治療を……受けます」

「なにを言ってるの。怪我が悪化するってわかってるのに、見過ごせるわけないでしょう。私を気遣って言ってくれたなら、気にしなくていい。責められるのはちっとも怖くない。怖いのは体裁や権力に屈して、自分の信念を曲げることだわ！」

　狼ろう狽ばいしたように瞳を揺らす冥鹿に、私は真剣に訴える。

「人はそうやって信念を曲げるたびに腐っていくの。だから、今自分にある意思を大切にしないとならないのよ。自分を守れるのは自分だけなんだから」

　どこか諦めたような冥鹿の瞳に、驚きの色が映り込んだとき――。

「我が国の皇后は医仙だ。信じてここは任せてくれ。そちらに手間はとらせない」

　そこへ英秀様と武凱大将軍を連れた琥劉がやってきた。蛇鴻国の後宮は男子禁制ではないらしく、身分が確かなら男子でも出入りができるのだそうだ。

「琥劉！」

　張っていた気が緩む。琥劉はそんな私を見て、柔らかく目を細めた。

「〝宗主国〟の皇帝の命ならば、断れんな」

　蠟瓷皇后の言葉に英秀様と武凱大将軍の空気が張りつめるが、琥劉は動じず私に頷いて見せる。一応蠟瓷皇后の許可を得られた私は琥劉に頷き返し、改めて冥鹿を診た。

「冥鹿、ここで治療をするから、仰向けに寝てくれる？」

　声をかけるも当の本人はなぜか琥劉を見ている。その瞳に温度はなく、なにを考えているのかわからない。視線に気づいた琥劉も眉を顰ひそめた。

「冥鹿？」ともう一度呼べば、冥鹿はゆっくりとこちらを向く。

「すみません、横になればいいんですよね」

「え、うん……誰か、冥鹿の腕を押さえてくれる？」

　戸惑いはひとまず置いて、「では私が」とそばに来た猿翔に、寝っ転がる冥鹿の上腕を固定させる。右手で肘を支えつつ、左手で手首を持った私は冥鹿を見た。

「痛むわよ。心の準備はいい？」

「俺は平気です……お願い、します」

　大抵の患者はもう少し怯えるものだが、冥鹿は痛みに強いのか、涼しい顔で頷いた。

「じゃあ、いくわね……」

　左手で前腕を牽けん引いんしながら、肘を支えている右手の指で脱臼箇所を押し込むと、ガコンッと骨が元の位置に戻る。その一瞬だけ冥鹿は眉間にしわを寄せたが、私がゆっくりと肘を屈伸させ、整復されたか確認し終わるまで、声もあげずに耐えていた。

「よし、これでいいわ」

　前世で看護師だった頃は医療崩壊で医師の数も足りず、看護師も簡単な整復はどんどんやらされていたので、その経験が役に立ってよかった。

「……！　痛みが和らぎました。動かせます」

　冥鹿は驚いたように自分の腕を見ていた。

　食い入るように観察していた他の者たちも、感心したように息をつく。

「痛みと腫れが引くまで、一週間から三週間は固定するわ」

　私は肩から掛けていた領巾を外し、三角巾のようにして冥鹿の腕を吊った。

「その間、経過を観察したいから、少しだけ私のところに通ってね」

　冥鹿は素直にこくりと頷く。

　蛇鴻国の医官たちは「鍼を使わずに、その手で病を治してしまったぞ」「これが医仙の御み業わざなのか……」と感動していた。

　ただ骨を元の位置に戻しただけなのに、また神通力かなにかだと思われてるんだろうな。私からしたら医官たちの鍼の方が高度な技術だと思うんだけど……。

　苦笑していると、和やかになった空気に水を差す一声が飛ぶ。

「医者まがいの真似をして、優位に立ったつもりでいるのか。皇后の立場をわきまえない出過ぎた行為だ」

　振り返れば、蠟瓷皇后は私に厳しい眼差しを向けていた。

「その力が身を滅ぼすこともある。心に留めておくことだ」

　そう言い、ちらりと冥鹿に視線をやったのち、蠟瓷皇后は身を翻す。蠟瓷皇后の不興を買わないためか、彼女が連れて来た医官や女官たちもそそくさと立ち去った。

「出しゃばるなという牽制でしょうか」

　隣に立った猿翔が小声でそう言うが、できれば私はそう受け取りたくない。

「心に留めておけなんて、本当に気遣ってくれてるみたいじゃない？　まだ決めつけるのは早いわ」

　少なくとも敵の悪口を茶会で吹き込むような回りくどいやり方をされるより、面と向かって言われた方が気持ちがいい。

　猿翔は『まったく姫さんは……』と言いたげに、呆れた笑みを浮かべている。

「猿翔、冥鹿を麗玉のところに連れていってくれる？　痛み止めに芍しゃく薬やく甘かん草ぞう湯とうを処方してもらって」

　猿翔は「承知いたしました」と、女人らしくしとやかなお辞儀をした。

「お前たちも解散していい。俺は白蘭と話がある」

　差し出された手を取り立ち上がると、私は琥劉の腕に自分の腕を絡ませた。

「行きましょうか、旦那様」

「ふっ、そうだな。俺の奥方」

　冗談に付き合ってくれる琥劉と歩き出す。

「何年経っても、あのふたりはあのままなのでしょうね」

　背中に英秀様の呆れつつも温かな声と、仲間たちの見守るような視線を感じながら。




「この世界にもプールってあるんだ」

　後宮の庭には私たちが待ち合わせていた場所――清せい涼りょう殿なる建物があり、その中央に綺麗な水が溜まった大きな正方形の浴槽がある。日差し避けの朱塗りの瓦屋根や柱には蛇や花が描かれ、周りを囲う花壇には素そ馨けいが咲き誇り、甘く香っている。

　私は琥劉とふたりで浴槽に足を浸けていた。暑さを和らげてくれる水が心地いい。

「その、ぷーる……というのは、お前の世界の浴場のことなのか？」

　隣に座っている琥劉が興味深そうに、身体をこちらに向ける。

「そうよ、夏になると老若男女入り乱れて賑わうやつね」

「……待て、混浴なのか？」

　明らかにいかがわしいものだと疑っている琥劉に慌てる。

「いや、みんな水着っていう服を着てるからね？」

　水着の布地が少ないことは黙っておこう。

　琥劉の疑念の眼差しに気づかないふりをして、話を逸らすことに決める。

「し、城に来たときにここを案内してもらえてよかった。御ぎょ花か園えんの池で泳いだときは、本気で心臓が止まるかと思ったもの」

「ああ、愚か者になったふりをするために飛び込んだんだったな。雪国の水に飛び込むなど自殺行為だ。毎度、お前の予想外の行動にこちらの心の臓が止まりそうになる」

「はは……けど、ここでは泳ぎ放題よね！」

　清涼殿の浴場は好きに利用していいと、蠟瓷大臣から許可を貰っている。

　私がさらに襦裙の裾を捲り上げようとすると、琥劉に手首を掴まれた。

「俺以外に誰がいるともわからない場で、それ以上肌を出すな」

「誰か来たら、そこの花壇にでも飛び込むわ」

「お前はまるで野生児だな。まったく、出会った頃から変わらない」

　咎めながらも途中から思い出し笑いをしている琥劉に、私の頬も緩む。脳裏に蘇るのは、白はく龍りゅう山ざんにある私の家の薬草園で、互いに泥をつけ合って笑ったときのことだ。

「『こんなふうに、無意味な時間を過ごしたのは初めてだ』」

　声真似をしながら、あのとき琥劉が言った言葉を口に出す。

「茶化すな……お前は一言一句、俺の言葉を暗記しているのか」

　頬を微かすかに赤らめ、そっぽを向く琥劉が愛いとおしい。いつまででも眺めていたい。

「当然でしょう。私の目は勝手に琥劉を追っちゃうし、耳もあなたの声を自然と拾おうとする。きっと、あなたのすべてを心に留めておきたくて必死なのね。ふふ、私、あなたのこと好きすぎない？」

　首を傾げれば、琥劉が照れたように小さく「……っ」とうめいた。

「お前はそうやって、いつも俺を翻弄する」

　片手で自分の顔を覆う琥劉。その耳が赤いのに気づき、心臓がとくんと鳴る。

「お前はどんどん気高く美しくなっていくだろう。俺の知らないお前を見つけて、お前に惚れ直し、俺もその隣に立つに相応しい男になろうと奮い立つ。逆に変わらないお前の姿に安心したりもする」

　指の隙間から私を見つめる琥劉の眼差しは熱を孕はらんでいて、胸が甘く疼うずいた。

「俺の心を唯一揺さぶるのが、お前なのだと気づくたびに愛しさが増す」

「うう、えっと……」

　返り討ちに遭った。怒涛のように想いを浴びせられ、たじろいでしまう。すると、逃げることは許さないとばかりに、私の手首を掴んでいる琥劉の手に力がこもった。

　この想いから逃げたいとは思わない。むしろ、応えたい――。

「私もよ。あなたの変わらない部分も、変わった部分も、積み重ねた時間も、思い出も、すべてが私の生きる希望で、歩み続けるための原動力で、ただ純粋に愛しい」

「白蘭……」

　琥劉の金の瞳は私を映すとき、眩しいほどに輝く。私が特別なのだと訴えかけてきて、やがて熱を灯す。その指先に顎を持ち上げられると、静かに唇が触れ合った。

「……っ、お前のこんな顔を見られるのは……夫の特権だ」

　琥劉は火ほ照てった私の頬に手を添え、嬉しそうに見つめてくる。

　私はその熱い視線から逃れるように「悔しいな、もう！」と琥劉の胸に顔を埋めた。

「あなた、また大人になってくんだものっ。皇帝になってから口調も大人っぽくなったし、余裕がない私の方が子供みたい！」

　恥ずかしさを誤魔化すように文句をぶつければ、琥劉が頭上でふっと笑った。

「余裕がないのは俺も同じだが、お前が俺に翻弄され、甘えてくれるのは嬉しい」

「そ、そういえば今日、蛇鴻国の妃嬪たちと茶会をしたんだけどね！」

　私は照れ隠しに話題を変える。でないと、いよいよ燃え死ぬ！

「みんな、新皇帝が現れて後宮が解散されたあとのことを心配してる。だからこそ、原因を作った雪華国の介入をよく思ってないわ。現に今日、朝礼をすっぽかされたし」

　琥劉は「なに……？」と眉を寄せる。

「指示したのは蠟瓷皇后みたい。汪貴妃が事情を説明するために茶会を開いてくれたのよ。両国の関係に亀裂が入るのはよくないって、考えてる……みたいで……」

　額面通りに受け取れない私の迷いが口調に出てしまった。

「それが本心ならいいが、と……そんな心の声が聞こえてきそうな顔だな」

「私の心を読んだの？」と頬を押さえれば、琥劉は苦笑する。

「夫だからな、お前のことは誰よりもわかっているつもりだ。抱えているものを俺にも分けてくれ」

　憶測で疑いたくはないけれど、琥劉の柔らかな声音に背を押され、打ち明ける。

　まず、蠟瓷皇后が自分の地位を脅かす雪華国と汪貴妃をよく思っていないこと、万徳が健在の頃、他の誰にも世継ぎを産ませないために厳しい後宮の掟を作ったこと、寵ちょう愛あい欲しさに芙蓉を雪華国に嫁がせたのが彼女かもしれないことを話した。

「汪貴妃は蠟瓷皇后に権力を持たせたくないってはっきり言ってたし、蠟瓷皇后の悪評を私に聞かせたのも、私に汪貴妃の味方についてほしいからなのかなって」

「蠟瓷皇后に蠟瓷大臣がいるように、汪貴妃も宗主国皇后の後ろ盾を得たかったのか」

「そう考えるのが自然よね。汪貴妃は蠟瓷大臣が自分の子のことも気遣ってくれてるって言ってたんだけど、娘の敵になればいくら大臣だって黙ってないはずでしょう？　だから汪貴妃が蠟瓷皇后との対立を怖れてないのも不思議で……」

「蠟瓷大臣はこの国で最も権力を持つ男だ。その娘と敵対するのは得策とは言えない。だが、汪貴妃には蠟瓷皇后につかなくとも平気だという強みがある」

　そう言って琥劉は私と合流する前に参加した、朝議でのことを話しだした。




＊＊＊




　皇帝が政務を行う蛇じゃ心しん殿でんの広間、その上段の御ぎょ座ざに腰かける俺のそばには英秀が、目下には蛇鴻国の大臣らが二列に控えていた。

「帝位継承者の候補は三名だな。汪貴妃の子か、蠟瓷皇后を皇帝代理とするか、先の皇帝と女官の間にできたという子か。この者は十五になる男子だそうだな。誰が適任と、そなたたちは考える」

　俺は朝議前に渡された報告書に視線を落としながら問う。

　君主候補として、汪貴妃の子と蠟瓷皇后は想定の範囲内だが、まさか皇帝のお手つきで産まれた男児がいたとは。母親が卑しい身分であろうと、皇帝の血を引いている以上、その者は皇子だというのに町で民として暮らしているらしい。

「蠟瓷皇后様に皇帝代理を？　まるで女君主ではありませぬか！」

　大臣や六部長官らから嘲ちょう笑しょうが起こる。

　英秀は不愉快そうに眉を寄せたが、俺は相手にせず淡々と朝議を進める。

「俺が来るまで、ひと月も期間があったというのに、後継も選んでいない。よもや、お前たちが君主きどりで国を治めるつもりだったわけではあるまいな？」

　冷やかに目を細めれば、ひとりを除き、大臣らの顔が強こわ張ばる。

「我が国は代々男系男子にしか皇位継承を認めていません。となれば、先帝のお子を身籠った汪貴妃のお子以外に適任はおらぬでしょう」

　大臣の中で唯一怯まなかった蠟瓷大臣が堂々と意見する。

「汪貴妃の子が皇子でなかったらどうする。皇子であったとしても子が生まれ、政務を執とれるまでに時を要するぞ」

　最低でも十五、六年はかかる。大臣らは無む垢くな子を帝座に飾り、傀かい儡らいの皇帝にでもするつもりか。

「しかし、もうひとりの方は皇族の血を引く皇子とはいっても卑しい女官から生まれた上、民として育った者ですぞ。継承者には向かぬかと」

　蠟瓷大臣の言葉に、皆がその通りだと頷く。

　どうやら蠟瓷大臣がこの国の政まつりごとの中心人物のようだ。その影響力は自国の皇后を君主には認めないと、はっきり言い切れるほどに強い。厄介だな。

「琥劉陛下、人には天命というものがあるのです。帝座に就くべき者、人々を導く神聖な仙人……選ばれた者が在るべき場所にあらねばならぬのです」

　含んだ物言いに、俺は眉を顰める。

「白蘭皇后様は医仙で在らせられる。天上に近い場所におられるべきお方を妻に迎え入れ、地上に縛りつけるなど、琥劉陛下は恐れ知らずですな」

　今は君主に女や卑しい身分の子はそぐわないという話をしていたのではなかったか。どうも初めて宴で顔を合わせてからというもの、医仙である白蘭が皇后の座にいることに否定的な印象を受ける。単に女だからというわけでもなさそうだ。

　蠟瓷大臣の言うように初めは医仙ゆえに後宮妃に迎えたが、今は白蘭でなければならないゆえ妻にした。白蘭を皇后にと望んだのは、白蘭以外の女をそばに置く気がなかったからだ。それをわざわざ説明してやる義理もない。第一に……。

「今は朝議中だ。我が妻の話をこれ以上、広げるつもりはない。こちらは蛇鴻国をひとつの国と認め、兄弟のように手を取り合っていくと決めた。しかし、こうも偏った考えに囚われていては継承者ひとり探せぬぞ」

　大臣らから感じるのはまごうことなき敵意。今、ここには皇帝という臣下を抑え込む抑止力がない。これまでも皇帝をお飾りの象徴としてだけ君臨させ、自分たちが実権を握ってきたのだろう。実際に蛇鴻国は万徳の前に何人も皇帝が代わっている。

　特に蠟瓷大臣は皇后の父という立場と影響力を笠に着て、裏で皇帝をすげ替え操っていたのではないか。だとすれば裏の君主気取りだな、と俺は密かにため息をつく。

　本来、この国の立て直しは新皇帝が主体で行い、雪華国はそれを補助する程度が好ましい。新皇帝は国を立て直した功績で民から信頼を得られるからだ。こちらが介入しすぎれば、蛇鴻国の民の感謝は新皇帝ではなく雪華国に向いてしまう。だが、今は宗主国の権力を振りかざしてでも、継承者を立てるまで自分が抑止力になる外ない。

「蛇鴻国に新皇帝が即位するまで、宗主国の皇帝として俺も朝議に加わり、政務及び後継者選びに口を出させていただく。さっそくだが、その庶民育ちの皇子に会う。この城へ呼び寄せよ」

　蠟瓷大臣が「承知いたしました」と答えると、他の大臣らも渋々黙る。ひとまず話が片付いた頃合いで、これまで静観していた英秀が「よろしいですか」と口を開いた。

「民から税を徴収しているわりに、国庫の貯えがいささか心もとないのですが、よくこれで国を回していましたね。用途について窺っても？」

　まともな答えが返ってくることは、はなから期待していない。大臣らの反応を確かめるために、英秀はあえて尋ねたのだ。なにに使われたかについては、黙り込む大臣らを見れば引き続き調査がいるのは間違いないだろう。

「次の朝議では、まともな話し合いができることを祈る」

　大臣らを一瞥し、俺は席を立つと、英秀と共に蛇心殿をあとにした。
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「そのあと軍の様子を見に行っていた武凱からも報告を受けたんだが、士気が低いらしい。原因は仕える君主が投獄されたことと、年々減っていた給金だ。それだけの働きをしていないと見なされた、そう感じて身が入らないのだろう」

　武官の給金も国庫の資金と同じように大臣らの懐に入っているに違いない。

　この分だと同様の理由で、医官や他の官かん吏りたちの士気も下がっていそうだ。

「初日から琥劉も大変だったのね。でも、汪貴妃が蠟瓷皇后につかなくても平気な理由がなんとなくわかったわ。汪貴妃の強みはお腹の子なのね。蠟瓷皇后はお子を産めないから、蠟瓷大臣は傀儡の皇帝に適した子を身籠ってる汪貴妃を邪険にできない」

「ああ。憶測ではあるがな」

「そうよね……汪貴妃は後宮で好き勝手に振る舞う蠟瓷皇后を認められなくて、正義感から戦おうとしてる可能性もあるわけだし、私が勘繰りすぎてるだけなのかな……」

「無駄に疑いたくないのはわかるが、お前は警戒が足りないくらいだ。気に病むな」

　琥劉は私の肩をそっと引き寄せる。

「汪貴妃の狙いは今は答えが出ないだろう。それよりも継承者だ。早く立てるならば、性別、年齢共に申し分ない女官の子供がいいだろうが、大臣らの反応が悪い。操りやすい皇帝でなければ、あれこれと理由をつけて候補から外そうとするだろう」

「ねえ、琥劉」

　疲れの滲んだ琥劉の目元を指先で撫でる。

　不意打ちだったからか、琥劉は驚いたようにひとつ瞬きをした。

「私はまだ皇后として、どうあなたを支えていくべきか見つけられてない。だからせめて、弱音くらい吐いて。私もあなたの抱えるものを一緒に背負いたいの」

　琥劉は私の手を握って目を瞑り、その表情をいくらか和らげる。

「朝礼で……後継者候補に皇后を挙げ、皇帝代理に立ててはどうかと意見したのだが、女君主などありえないと笑われてな」

　心の内を吐露する琥劉の邪魔をしないように、私は静かに耳を傾ける。

「女は俺たち男が考えるより遥かに強い。お前と出会い、そう思い知った。だが、この世界は女の可能性に目を向けない者がほとんどだ。それがどうも納得いかなくてな」

「私の世界でも、昔は同じだったわ。でも、ひとりふたりって、女人が自分の力で人生を選択して生きるようになって、それが当たり前になっていったの」

　私は琥劉と繋いだ手を軽く持ち上げながら笑う。

「だからまずは、私たちから始めればいいんじゃない？　どんな人も一度きりの人生を好きなように生きれられるように、その未来を一緒に作るの」

　琥劉はふっと口元を緩め、私の手を強く握り返した。

「そうだな。誰もが己の可能性を試せる。それこそが俺たちの目指す国の未来だ」

　私は「そうね」と相槌を打ちつつ、ふとある疑問が湧いて、彼の方へ身を乗り出す。

「ねえ、あなたがもし皇帝じゃなかったら、なにになりたかった？」

　琥劉は目を丸くしたあと、眉間を寄せて考え込んでしまう。

「……難しい質問だ」

　真剣に悩んでいる琥劉が可愛くて、ぷっと私は吹き出した。すると『なぜ笑う』と抗議するような視線が飛んでくる。

「私の些細な質問にも真剣に悩んでくれるところが好きだなあって」

「……茶化すな」

　平静さを装っているが微かに頬が赤い琥劉。私は「本心なのに」と笑って宙を仰ぐ。

「んー、なんだろう。琥劉は器用だから、なんでもできちゃいそうね。でも、愛想はあまりよくないから、お店の店員だと客が逃げてくかも」

　なんとも言えない様子で黙り込んだ琥劉は、小さく息をつく。

「皇帝以外の自分は想像がつかないが、隠居したらしたいことはある」

「え、なになに？」

「子も巣立ち手を離れたら、お前と共に行ったことのない地へ旅をする」

　皇帝にならなければと思い詰めていた頃が嘘みたいに、琥劉の目は輝いていた。

「あなたはずっと忙しくしてるから、てっきり静かな場所でゆっくりしたいとか、そういう願いを持ってるのかと思ってたわ」

「お前に影響されたんだろう。お前はいささか活発だからな」

　琥劉は少し頭を傾け、慈愛に満ちた眼差しを向けてくる。

「いいわ、付き合う。どこへでも、どこまででも」

「実はまだある。最終的には、白龍山のお前の家で共に暮らしたい」

「叶うわ、絶対に」

「ふっ、お前と話していると、普通の男に戻ったみたいに、なんのしがらみにも囚われることなく、自分の幸せを考えられるから不思議だ」

　繋いだ手の間には、私たちの夢が確かに握られている。これを決して離さず、皇帝として与えるばかりの彼の願いを、私が叶えてあげようと強く思う。

「琥劉、早めに退位して、残りの人生は自由に生きるっていうのはどう？　それだけの重圧を背負ってきたんだから、我が儘言ったっていいでしょう？」

「やはり、お前は変わらないな。俺の幸せを出会った頃からずっと願ってくれている」

「そうよ。私はきっと、あなたを笑顔にするために、この世界に来たんだわ！」

　琥劉の腕を引くと、一緒に浴槽へと落ちる。ふたり分の水飛沫しぶきが盛大に上がった。

「ぷはっ、ふふ、驚いた？」

　水から顔を出し、呆気にとられている琥劉の首に両腕を回す。

　琥劉は「くっ」と可お笑かしそうに笑い、私を抱き上げた。

「ははっ、こんな子供じみた遊びをしたのは初めてだ」

「たまにはいいでしょう？　その子供じみた遊びも」

　琥劉は「ああ」と額を重ねてくる。視線が絡み、口づけを交わしたあとも、隙間がなくなるほど身を寄せ合った。

「おーい、そろそろ昼ご飯だよ！　いつまで遊んでるつもりー？」

　猿翔の声がして、ふたりで振り向けば、皆がぞろぞろとやってくる。

「いつになっても戻ってこないから呼びに来てみれば……なに遊んでんのよ。あ、冥鹿だっけ？　痛み止め出しといたわよ」

　琥劉に下ろしてもらった私は浴槽の縁に肘をつき、呆れ顔の麗玉を笑顔で見上げる。

「うんうん、ありがと……ね！」

　私はこちらに屈んでいた麗玉と猿翔の腕をがしっと掴んで浴槽に引き込んだ。

　猿翔は「俺も!?」と叫んでいたが、そこは問答無用でやった。

　後ろでぶはっと水面から顔を出すふたりに、灰葬は同情の眼差しを送る。

「麗玉先輩はともかく、護衛役に先手を打つとはやりますね、主殿」

「旅は道連れって言うでしょ？　私たち、仲間だもんね？」

「楽しそうな顔しちゃって――ぶほっ」

　油断している灰葬を巻き込まないとは言っていない。

　隣でぶくぶくと泡立つ水面を見て、猿翔が眉を下げながら笑う。

「元剣闘士に先手を打つなんてやるね、姫さん。ほんと奇襲の天才、いろんな意味で」

　麗玉は、げんなりしながら頭の両側にある団子を握って、水気を搾しぼっていた。

　灰葬はというと「仲間だもんね、ねえ」と顔半分水に浸かったまま喋っている。

「軍の訓練に混じって、ちょうど汗をかいたあとだ。俺も混ぜてくれよ！」

　武凱大将軍は英秀様の首に腕を回す。そして「は？」と顔を引きつらせた英秀様を道連れに浴槽に飛び込んだ。大きな水飛沫が上がり、私たちは思い切り水を被る。

「親父！　親父はでかいんだから、飛び込んだらこうなるのわかるだろ！」

「いいじゃねえか、猿翔。水も滴るイイ男ってな」

　今度は息子の首に腕を回し、頭をわしゃわしゃと掻き混ぜる武凱大将軍。

　猿翔はじたばたと暴れ、そんな義父から逃げようとしていた。

「まったく暑苦しい親子ですね。大ご猩り猩らと猿のじゃれ合いにしか見えませんよ」

　英秀様は傾いた眼鏡もそのままに、孫親子を呆れた目で見ている。

「そういえば、主殿が心配してた通り、妃嬪の周りでおかしなことが起きてたっすよ」

　灰葬の報告はこうだ。蠟瓷皇后派の妃嬪が雪華国の妃嬪に耳飾りを盗まれたと難癖をつけていたらしく、雪華国の妃嬪に事情を聞くと落ちていたものを拾って届けようとしていただけだったらしい。それを裏付ける目撃者を探して他の妃嬪や宦官、女官に聞き込みをしていると、そこに汪貴妃が現れた。

『これは蠟瓷皇后様が仕組んだ嫌がらせでは？　もちろん根拠もあります。蠟瓷皇后様は雪華国にいい印象を持たれておりませんし、その妃嬪が盗まれたという耳飾りも元は蠟瓷皇后様から譲られたものだからです。できすぎていると思いませんか？』

　そう言ったそうだ。

「俺としては耳飾りの元の持ち主を知ってた汪貴妃の方が怖いんすけどね。念のため、耳飾りを押収してきましたよ」

　灰葬が私に差し出したのは、翠玉が埋め込まれた貝殻の耳飾りの片割れだった。

「片方だけ？」

「はい。片方だけ貰ったらしいっすよ。恋人同士じゃあるまいし、変っすよね」

　耳飾りを受け取ると、琥劉がこちらにやってくる。

「灰葬、その妃嬪が蠟瓷皇后から耳飾りを譲り受けた経緯についても調べろ」

「は……はい。んじゃ、その妃嬪に確認してみます」

　皇帝から頼まれ事をされるとは思っていなかったのか、灰葬はぎこちない敬語で答えた。それにくすっと笑いつつ、私は灰葬の腕を軽く叩く。

「私も機会があれば、耳飾りをその妃嬪にあげた理由を蠟瓷皇后に確認してみるわ。一緒に期待に応えよう？」

「わー、なんか熱い」と言って、ぶくぶくと水に沈む灰葬に皆が笑う。

　砕けた太陽がキラキラと光る水の中で、私たちは束の間の休息を楽しんだのだった。
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　数日後、俺は武凱と民を装い、町の酒場に来ていた。

　国庫の帳簿を調べると、膨大な用途不明金があったことが確認できた。恐らく先帝や大臣が私的に利用した可能性が高い。資金が足りなくなれば、徴収先は民だ。その圧政がどれほど民の生活に影響を及ぼしているのか、この目で確かめる必要があった。

「昼間から開いてる酒場ってのは珍しいな」

　武凱は酒を運んできた店主に尋ねる。

「お客さんたち、異国の人間かい？　この国は年々税が上がってましてね、どこの店も長く働かないとならなくなったんですよ」

　ため息交じりに言った店主は俺たちの肌色を見て、異国の者だとわかったようだ。

　店主の話が聞こえたのか、後ろに座っていた客がこちらを振り返る。

「乾季は大地が干上がるし、もうじき来る雨季もそりゃひでえもんでな。川が増水、決壊を繰り返して、畑も田んぼも駄目になっちまう。それで税が払えなくなって飢え死にさ。なのに今以上に働けなんて、飲んでないとやってらんねえぜ」

「実はこれから、商売でも始めようかと思っていた口なんだが、場所に困っていてな」

　商人を装って話しかければ、男たちは酔っ払っているからか気前よく教えてくれる。

「悪いことは言わねえ、都でやんな、兄ちゃん。前の死んじまった皇帝陛下様は、自分がいる都だけはしっかり天災対策してっからな」

「逆にそれ以外の町はされてねえから、商売にならねえって。ほんと、皇族は当てにならねえな」

　やけ酒を食らう男たちを労うように、俺は「お互い苦労するな」と杯を持ち上げる。すると男たちも「本当だな」と杯を持ち上げ、一気に呷あおった。

　民は生活が立て直らない中、年々税が上がり、国に対する不満が増していったのか。蛇鴻国が抱える問題が見えてきたな。

　俺は武凱と視線を交わすと、頃合いを見て席を立った。




「お前の言った通り、酒場に来て正解だったな。酒で口が軽くなった客は、国への不満をありのままぶちまけてくれる。いい情報収集の場だ」

　店を出ると、武凱が上機嫌に言う。大方、仕事で昼間から酒を飲めたからだろう。

「ああ。いい話を聞けた。多少大臣らを押し切る形になるだろうが、すぐにこの国の戸と部ぶと工こう部ぶを向かわせ、氾はん濫らんが頻発する川の一覧を作らせる。また、堤防を設置するのに必要な費用を算出させよう。民なくして国は成り立たないからな」

　俺の父親代わりでもある武凱が「そうだな」と頭を乱暴に撫でてくる。この男の中では、俺は永遠に子供らしい。その変わらない関係が俺の心の芯を支えてくれている。

「そこのお客さん、ちょっと見ていきませんか？」

　露店の前を通りかかると、二十代後半くらいの男の店主に声をかけられた。

　身体をすっぽり覆っている黒い外套、それについている頭ず巾きんを深く被っている。

　だが、俺も武凱も店主が後ろで緩く結っている白の長髪から目を離せずにいた。

　武凱の頭にも、我らが医仙の顔が浮かんでいるはずだ。

　店主は不躾に凝視されているのにもかかわらず、金の目を細めて「お客さん？」と微笑を浮かべている。

「ああ、すまない。それにしても美しい色だ」

　露店に並ぶ青緑色の糸綴とじ本が目に入り、それを手に取る。貝の形をした留め具がついており、表紙に触れればなにかが混ざっているのか、煌きらめいている。

「それは色付けした貝殻を砕いて平たくしたものを表紙に使っております。こちらの折り重なる花の柄は蛇鴻国の伝統的な模様で、金の沙漠の砂で描かれているのですよ」

「それで日差しを受けて光っているように見えるのか」

　そろそろ白蘭との交換日記の頁が終わりそうだったな。ここへ来た思い出に贈るか。

「これをひとつ、貰えるだろうか」

「お買い上げ、ありがとうございます。今、お包みしますね」

「待ってくれ。店主、筆を持っているか？」

　店主は「ええ」と言って、筆と墨の入った小壺を俺に手渡した。

　俺は台の上で帳面を開き、最初の頁に文字を綴りながら、ふっと笑う。

　初めは俺の治療のために始めたものだったが、今では共に帳面を覗き込み、夫婦で寄り添う時間を過ごすために続けている。おかげで自室には、白蘭に預からせて欲しいと頼んだ日記帳の山ができていた。

　俺は墨入れに筆を置くと、墨が乾くのを待ちながら頭を切り替える。

　この者の素性を探るためにも会う約束を取り付けたいところだが、店主が次もここで露店を開いているとは限らない。確実に接触するなら、城に来させるのがいいか。

　考えをまとめた俺は帳面を閉じると、金の入った小袋と一緒に店主に渡す。

「これを九日後に城へ届けてほしい。その分の代金も多めに入れてある」

　五日後、俺には都を出る用事がある。店主に告げた日までには城に戻っているだろうが、日付が変わるまでに、白蘭にこの日記帳を渡せるだろうか。

「かしこまりました」

　金と帳面を受け取る店主に、そろそろ頃合いかと武凱に視線をやった。

　武凱もいいんじゃねえか、と返事をするように頷く。

「店主、先ほどから気になっていたんだが、珍しい髪をしているのだな」

「ああ、仙人はこのような出で立ちで生まれると聞きますね」

　自分の長いもみあげを撫で、自ら仙人の名を出した店主に俺も武凱も眉を顰める。

　やはり仙人なのか？　芙蓉に続き、同時代にこんなにも現れるだろうか。

「特別な人間は凡人には受け入れがたいもの。世は世知辛いですね」

「……？　その髪色で迫害を受けたということか？」

　店主は曖あい昧まいな笑みを返してくるだけだった。これ以上は踏み込みすぎか。

「店主、また来る」

「ええ、お待ちしております」

　上品に口端を上げた店主に背を向け、その場を離れると、俺は前を見たまま告げる。

「あの者の存在は無視できん。先にやらねばならんことを片付け次第、素性を調べる」

「けどよ、仙人ってのは紅い瞳なんだろ？」

「芙蓉は目に透とう鏡きょうを入れて瞳の色を誤魔化していたからな、違うとも言い切れん」

　仙人らは別世界の知識で、俺たちには想像もつかないような方法で身を守る。その知恵すらも彼らが狙われる原因だ。ゆえに武凱にも白蘭が転生者であることは話せていない。秘密を知る者は少ない方がいい。後ろめたさはあるが、俺は白蘭を選んだ。守るために必要な嘘ならばつき通す。その選択を仲間たちなら理解してくれるだろう。

「白蘭には確証が得られるまで黙っていよう。同郷の人間であった芙蓉を失ったことを今も引きずっているからな。傷が癒えるための時間が必要だ」

「そうだな。んじゃ、もうひと踏ん張りするとするか。終わったら酒でも飲むぞ」

「さっき飲んだばかりだろう」

「あれは仕事の一環だろ。たまには親子水入らず、男酒といこうじゃねえか！」

　はははっと豪快に笑いながら、武凱は俺の背を叩く。

　今日はもう少し、町の様子を見て回るつもりだ。そのあとは、たまには武凱に付き合ってやるのも親孝行というものだろう。……帰りは遅くなりそうだ。




＊＊＊




「うん、腫れはなさそうね」

　私は脱臼の治療にやってきた冥鹿を自室で診ていた。

　灰葬は耳飾りを盗られたと訴えた妃嬪に経緯を聞きに行っている。この件について皇后にも話を聞けたらと、茶会に誘うために猿翔も使いに出しているのだが、こちらは連日惨敗しているので望みは薄そうだ。

　麗玉は例の恋のお相手が商いをしに町に来ているらしく、逢引き中だ。

　滅多にお願いなんてしない彼女が『会いに行ってもいい？』なんて聞いてくるものだから、思わず抱きしめてしまった。恋をすると本当に女の子は可愛くなる。

　というわけで皆が出払っており、この宮殿には私と冥鹿のふたりきりだ。

「念のため、もう少し三角巾で固定するわね」

　私は椅子に腰かけている冥鹿の前に立ち、三角に折った布でその腕を包んだ。

「琥劉陛下とは、いつも一緒にいるわけでは……ないんですね」

「うん？　そうね、それぞれ仕事があるから」

　私は三角巾の端を彼の首に回しながら答える。

「町の視察に……行ってる、とか。五日後には皇子を……迎えに行くんですよね」

　私は驚いて、手元から彼に視線を移した。

　至近距離で思い詰めたような暗い海色の瞳と目が合う。

「よく知ってるわね。皇子が招しょう聘へいになかなか応じないみたいで、痺れを切らして自分の目で確かめに行くことにしたみたい。もう後宮で噂になってるの？」

「大臣たちが話してるのを……聞いた者がいたようです」

　それが本当なら迂う闊かつすぎる。蠟瓷皇后と汪貴妃の耳に入ったら、共通の敵ができたと結託するのか、新しい後継者候補とも個々それぞれ敵対するのかはわからないが、権力争いが激化するのは間違いないのに……。

　冥鹿の首の後ろで三角巾の端を縛りながら、自分でも険しい顔になるのがわかった。

「琥劉陛下がいない今なら、ここから……逃げられます」

　考え込んでいた私は、一瞬なにを言われたのかがわからなかった。

「えと、なんて？」

「白蘭皇后様は……逃げたい、とは思わないんですか？」

　私を見上げる彼は真剣で、思わず息を呑む。

「それは城からってこと？」

「あなたを縛るもの、すべてから」

「縛るもの？　私がなにかに縛られてるように見えるの？」

　彼の前にしゃがみ、感情に乏しいその顔を仰ぎ見る。

「違うんですか……？　琥劉陛下は医仙欲しさにあなたを妻にして、逃げられないように……したんですよね？」

　自分は宦官仲間に痛めつけられても関心がなさそうだったのに、私に訴える彼は切実だ。権力者に逆らえない宦官の境遇から、私に同族意識を抱いたのかもしれない。

「家族、身分、性別、仕事……誰しも、なにかに縛られてるわ。その中で選べるのは、私がなにに縛られたいか、誰に囚われたいかよ。そして私は、琥劉に捕まえていてほしいと思った。だから、ここにいるの。あの人の隣が私の居場所だから」

　むしろ逃がさないでほしいのだと言葉を重ねるたびに、冥鹿の表情は陰っていく。

　彼は俯うつむいて拳を握り締めると、絞り出すような声で言った。

「あなたは……自由を奪われてることに気づいてないんだ」

「違うわ。私は望んでここにいるのよ。冥鹿、そう思うのはあなた自身がなにかに縛られて、自由を奪われてるからじゃない？　自分の境遇を私に重ねてる」

　冥鹿の瞳が惑うように揺らぐ。なぜだろう。彼は少しでも触れたら粉々に壊れてしまいそうな、ひびだらけの美しい硝子がらす細工のように見える。

「……俺を縛ってるのは……崇高な使命、だから……」

　たどたどしく語られる彼の言葉を、一言一句聞き逃さないように耳を傾ける。

「それは冥鹿自身が果たしたい使命なの？」

「俺が……ですか？　使命に、俺の意思は関係ない……です」

「関係ないって……人は誰しもなにかに縛られて生きてるって言ったけど、唯一自由なのが自分の意思なの。それを縛られてるなら、理不尽以外のなにものでもないのよ」

「でも……俺に、意思は必要とされてない……それは駄目なこと、ですか？」

　抽象的だが、彼こそがなにかに縛られているのは間違いなさそうだ。

　私は彼の膝の上にあるその手に、自分の手を重ねる。

「駄目とかそういうんじゃなくて……冥鹿は苦しくないの？」

　そう尋ねてみても、冥鹿はピンとこないのか困り果てている様子だった。

「忘れないで。私は医仙っていう肩書きに縛られてるけど、その枷かせのおかげで愛する人に出会えて、大切な人たちを助けることができた。私がここにいるのも、その力を使うのも、すべて自分の意思よ。誰に強制されたわけでもないの」

　嘘偽りない心を伝える私を、冥鹿は迷うように見つめていた。




　冥鹿が部屋を出ていってすぐ、灰葬が戻ってきた。

「蠟瓷皇后から耳飾りを貰ったっていう妃嬪に、詳しい経緯を聞けましたよ」

「お帰りなさい。苦戦してたのに、すごいわね」

　円卓の向かいの席に座った灰葬に、私は茶ちゃ壺ふうで普洱茶を淹いれて出す。

「主殿、皇后が宦官に茶を出すって、どうなんすかね？」

「私は宦官じゃなくて仲間にお茶を出してるの。ほら、報告を聞かせて」

　灰葬は「あんたらしいっすね」と苦笑しながら、茶に口をつけた。

「耳飾りは蠟瓷皇后からの手紙と一緒に部屋に置かれてたって、耳飾りを贈られた妃嬪は言ってましたよ」

「じゃあ、蠟瓷皇后が直接手渡したわけじゃないんだ？」

「みたいっすね。それと耳飾りの一件で、両国の妃嬪の関係がこじれてるのは主殿も気づいてるっすよね」

「うん。雪華国の妃嬪は犯人扱いされたわけだしね。朝礼も相変わらずすっぽかされてるし、蠟瓷皇后と話をしようにも取り付く島もないのよ」

　茶会に誘っても断られ、後宮ですれ違っても『皇后様はお忙しいのです』と間に延女官長が立ちはだかり、会話どころではないのだ。

「皇后派の妃嬪は雪華国の妃嬪に冷たいみたいっすけど、汪貴妃派の妃嬪は雪華国の妃嬪を気遣って茶会に招いてるみたいっすね。汪貴妃は主殿と雪華国の妃嬪を自分の派閥に取り込みたいってところっすかね」

「国のためを思って、両国がいい関係を築けるようにって善意だったらいいのに。でもやっぱり、お腹の子を即位させるための後ろ盾が欲しいから……なのかな」

　灰葬は黙ると、茶壺を手に取って私の杯に茶を注ぐ。彼なりの気遣いだろう。

　私が口元を緩めれば、灰葬は「なんすか」と頬杖をついてそっぽを向いた。

「ふふ、なにも？　私も収穫って言えるかはわからないけど、琥劉が皇子を迎えに行くって噂がもう後宮で流れてるって冥鹿から聞いたわ」

　灰葬は「そうなんすか？」と訝しげにこちらを向く。

「何人か妃嬪に会いましたけど、そういう噂は聞かなかったっすね」

「じゃあ、ごく一部で広まってるのかな。この件が汪貴妃と蠟瓷皇后の耳に入ったら、琥劉が直々に見極めに行く皇子だし、その後ろ盾に雪華国がつくかもって思うわよね」

「自分の権威を守りたい蠟瓷皇后も、自分の子を皇帝にって考えてる汪貴妃も雪華国を敵視するはずっすよね。んじゃ、汪貴妃側の妃嬪に接触して心中を探ってみますよ」

「ありがとう。蠟瓷皇后の方は猿翔にお願いしてみるわ」

　私は「……それで？」と満面の笑みで両手で頬杖をつく。

「門前払いされてたのに、どんな手を使って妃嬪に取り入ったの？　私も蠟瓷皇后に会ってもらえなくて、参考にしたいんだけど」

「……？　いつも通りっすよ。始めは雪華国の宦官ってだけで邪険にされて、まともに取り合ってくれなかったんすけど、足繋く通った甲斐がありましたね」

「足繋く……なんか引っかかるな、その響き。そこんところ、詳しく！」

　笑みを崩さずに、圧をかけながら問い詰める。

「毎晩、寝室に忍び込んで、心ときめくような言葉を囁ささやいてみたら、むしろ歓迎されるようになったって感じっすね。最近、茶菓子まで用意されてますよ」

「……怖い。隠し子とか、本当に守り切れないから、本っ当にやめてね!?」

　円卓に身を乗り出し、灰葬の肩を掴んで揺さぶるが、当の本人は「茶がこぼれますよ、主殿」と吞気だ。

「おふたりさん、外まで声が漏れてるよー」

　窓から声がしたと思ったら、そこから猿翔が入ってくる。

「猿翔、窓から入っちゃ駄目だって言ってるでしょう！」

「誰にも見られてないって。そんなヘマ、俺がすると思う？」

　そう言われてしまうと、猿翔に限ってそれはないかと納得してしまう。

「声が外まで……卑ひ猥わいな響きっすね」

「すぐにそういうことに結びつける灰葬の頭が卑猥なんだよ」

　猿翔はこちらにやってきて、円卓の席についた。

　私は疲労感に苛まれながら、猿翔にも茶を出す。

「ありがとう、姫さん。あと、ごめん。やっぱり蠟瓷皇后はお会いになれないって」

「そんな気がしてたわ。灰葬の方は収穫があったみたいで、耳飾りは直接渡されたわけじゃなくて、置手紙と一緒に部屋に置かれてたんだって。変よね」

「それはおかしいね。物を贈るにしても、勝手に部屋に入るのは無理だよ。宮殿には女官もいるわけだし」

　ふたりの反応からしても、蠟瓷皇后が耳飾りを贈ったこと、それを盗んだと雪華国の妃嬪が疑われたことには、なにか関係があるように思えてならない。

「やっぱり蠟瓷皇后に会って直接確かめないとか……」

　とはいえ会う手立てがなく、私は苦い気持ちで茶を飲んだ。




　その夜、眠りの世界に入り込んできた笛の音に「ん……」と瞼を持ち上げた。

　花窓から月が見えて、まだ夜であることに脱力する。町から戻っていない琥劉を部屋で待っていたはずが、睡魔に負けて眠ってしまったようだ。

　私は身体を起こして花窓の外に目を向ける。夜の闇に溶け込むように響いている音色に聞き入っていると、さわさわとなにかが這うような音がした。周囲を見回せば、部屋の隅の暗がりから、笛の音に導かれるように金瞳の白い蛇が大量に出てきた。

「な……きゃ、きゃああああっ」

　布団を引き寄せ、反射的に悲鳴をあげる。

「姫さん！」

「主殿！」

　涙目になりながら部屋に飛び込んできた猿翔と灰葬を見ると、ふたりは一瞬息を詰まらせ、すぐに殺気立った顔で蛇を睨み据える。

「姫さん、そこから動かないで！」

　猿翔は私の近くにいる蛇に暗器の柳りゅう葉よう飛ひ刀とうを投げ、すぐさま二本の柳葉刀を構えると、それで蛇を薙ぎ払いながらこちらへやってくる。

「白蛇って……なんすかこれ、呪いっすか！」

　気味悪そうに環首刀を抜き放った灰葬は、その流れを殺さずに蛇を断ち切りながら、私のいる寝台を背に立った。

「ねえ、白蘭？　なにがあっ――」

　騒ぎを聞きつけたのか、戸口に現れた麗玉に私は叫ぶ。

「麗玉！　入っちゃ駄目！」

　しかし、彼女の足元にも白蛇が迫っていた。私のそばにいた猿翔が暗器を懐から取り出すよりも先に、蛇は麗玉に飛びかかる。

「麗玉！」

「きゃああああっ」

　私と麗玉の悲鳴が宮殿に響き渡った。そのとき、蛇はガンッと上から突き立てられた剣によって串刺しにされる。

「琥劉！」

　町の視察から戻ってきて早々、琥劉は蛇から剣を抜き、ふたりに指示を飛ばした。

「一匹残らず蛇を駆除しろ！」

　猿翔と灰葬は「は！」と答え、蛇をすべて斬り殺す。ようやく室内が静かになると、私は震える足で寝台を出て、麗玉を力いっぱい抱きしめた。

「麗玉、怪我はない!?」

「白蘭……わ、私は平気……きっと、ろ、蠟瓷皇后の差し金よね？　茶会で蛇を飼ってるって、言ってたんでしょ？」

「え？　う、うん、そうね……」

　怯え切っている麗玉の背をさすっていたら、琥劉が「大丈夫か」とそばにくる。

「っ、琥劉……麗玉を守ってくれてありがとう。みんなも来てくれて助かったわ」

　ほっとして涙が出た。

　とにかく麗玉が無事でよかった。異国の蛇がどんな猛毒を持っているかわからない。私を殺すために放たれた蛇で彼女が傷ついたりしたら、自分を許せなかっただろう。

　麗玉を再び強く抱きしめれば、彼女も縋るように腕を回してくる。

　皆も私たちが無事だったことに、安堵しているようだった。

「あの蛇、どこから湧いたんだろうね。室内にあの量の蛇が潜んでいられるような隙間はなさそうだし、姫さんが寝てる間にそこの窓から入ってきたのかな」

　猿翔が花窓を覗き込むと、「ん？」と一点を見つめて目を凝らした。

「どうしたんっすか、猿翔さん」

「花壇でなにかが光った。ちょっと見てくる」

　そう言って猿翔は、軽々と花窓から外へ出ていく。

「金瞳の白蛇なんて珍しいですし、飼い主はすぐに見つかるんじゃないっすか。麗玉先輩が言ってたみたいに、蠟瓷皇后の蛇を確認した方がいいっすよね」

　そうね、と相槌を打ったとき、猿翔が「ただいまっ」と花窓から部屋に戻ってきた。

「花壇にこんな壺があったよ」

　猿翔が人間の頭ほどの壺を掲げる。

「宮殿内は毎朝見て回ってるけど、花壇にこんなものなかったよ。蛇はこの壺に入ってて、なにかしらの手段で姫さんの部屋に誘導したとか？」

「宮殿には主殿の部屋の他に、俺たちが寝泊まりしてる宿舎もあるんすよ？　いくら蛇使いでも、主殿の部屋にだけ蛇を誘導するなんて、神業過ぎません？」

　蛇使い……。思い当たるのは笛の音だ。

「笛……笛で操ったとか？」

「笛の音は蛇が全滅した頃合いに止んだ。それが操る蛇を失い、笛を吹く必要がなくなったからなのだとしたら、ありえるな」

　琥劉は厳しい面持ちで猿翔の手の中にある壺に目を向ける。

「その壺が置かれたのは、猿翔の見回りのあとということになるな」

「宮殿に誰かが忍び込めば、俺か灰葬が気づくだろうし、考えられるとしたら俺たちが出払ってた昼かな」

　猿翔は壺を手の中で遊ばせながら言う。

「白蘭、ふたりが宮殿の外にいたとき、この部屋を訪れた者はいるか？」

　琥劉の問いに、すぐに頭に浮かんだのは冥鹿だった。

　すぐに告発すべきなのに、あのがらんどうの瞳が頭をよぎり、躊躇ってしまう。

　そんな私の気持ちを汲んでか、代わりに灰葬が答える。

「冥鹿じゃないっすか？　怪我の治療をしに度々通ってるし、俺も猿翔さんも麗玉先輩も冥鹿の治療中に宮殿を出てたんで」

「冥鹿には、私が治療に通ってねって言ったのよ。私がそんなことを言わなければ、冥鹿は自分の怪我に無む頓とん着ちゃくそうだったし、治療にすら来なかったんじゃないかな」

　怪我どころか、自分自身すら軽く扱っているような脆もろさがあった。

「……って、庇ってしまう私は冥鹿に心を許しすぎてる？」

　自嘲的に笑う私に、猿翔が案じるような眼差しを向けてくる。

「もし冥鹿だったとしても、姫さんを貶めたかったからとかじゃなくて、権力者に命じられて仕方なくしたのかもしれないし、他にも怪しい人間はいるよ」

「うん、ありがとう。でも、ちゃんと考えなきゃね。冥鹿が私を狙う理由も」

　私が肩を竦めると、琥劉は思案顔で口を開いた。

「耳飾りの件と蛇の件、どちらも害されたのは雪華国の妃嬪と皇后だ。灰葬、耳飾りの件は、あれから収穫はあったか？」

「あ、はい。昼間に主殿にも話したんすけど……」

　灰葬の報告を聞いた琥劉は眉を顰めた。

「耳飾りは手紙と一緒に部屋に置かれていたのか。宮殿にいる女官を介さずに侵入するとは、きな臭いものを感じるな。寵愛欲しさに芙蓉を売った件も事実なら、蠟瓷皇后の権力に対する執着は尋常ではない」

　今回の蛇が蠟瓷皇后の差し金だったとしたら、自分の地位を脅かした雪華国への悪感情はかなり根深い。対話はますます叶わなそうだ。

「白蘭、蛇使いが見つかったとしても、蠟瓷皇后と念のため冥鹿には警戒しておけ。それとこの件は両国の対立に繋がるゆえ、伏せておく。表立って抗議できずにすまないが……」

「わかってる。私も黙っていた方がいいと思うもの。とにかく、もう蛇はいなくなったから大丈夫。麗玉も今日はゆっくり休んで」

　青い顔をしている彼女の肩をさする。皆が部屋に戻ると、琥劉とふたりになった。

「俺が城を離れているときは、部屋に猿翔を置け。嫌がらせで済んでいればいいが、度を超す可能性もある」

「心配性の旦那様のためなら、死ぬ気でこの身を守りますよ」

　重たい空気を変えるようにおどけてみせれば、琥劉は「そうしてくれ」としみじみ言いながら私の手を引き、寝台へと誘った。

　ふたりで向かい合うように横になれば、琥劉は当然のように私を腕の中に抱く。

「あ、お酒の匂いがする。琥劉が飲むなんて珍しいわね」

「ああ、武凱と少しな」

「ふふ、親子水入らずでいいわね。英秀様が妬きそうだけど」

　脳裏に羽う毛もう扇せんの毛を抜きながら、悔しがる英秀様の姿が浮かぶ。

「町の視察の方はどうだったの？」

「皆、皇族への不満を募らせていた」

　そう言って、琥劉は視察で民から聞いた話を聞かせてくれた。

「蛇鴻国の雨季では、そんなに酷い水害が起こるのね……」

　思い出すのは災害が多発し、恐らく崩壊した転生前の世界だ。洪水や土砂崩れに呑み込まれた町が、平坦な茶色の景色に変わっていったのを思い出す。

「大丈夫か？　お前の世界は天災で……」

　小刻みに震える私の身体を琥劉が労わるように抱きしめ、体温を分けてくれる。

「だからこそ、私の知識が役に立つかもしれない。できるだけ被害を最小限にできるように、あなたと頑張るわ」

　琥劉は「お前は強いな」と微笑み、すぐに真剣な面持ちになる。

「先帝や大臣らが天災対策を怠り、臣下の給金や国庫の資金で私腹を肥やしたことで、民や臣下の皇族への信頼は地の底だ。それに加え後宮解散を恐れる妃嬪と同じく、新皇帝が人材を一掃することで仕事を失うかもしれないと臣下は不安を抱えている。そういうときに決まって起こるのが内乱や謀む反ほんだ」

「皇帝不在の国は周辺諸国からも狙われるのよね。だから出会った頃のあなたも即位に急いでた。皇帝不在の期間が長引くのもよくないわよね」

「ああ。最優先にすべきは水害対策と後継者選びだが、問題は国庫に貯えがないことだ。今ある資金では万全な水害対策ができん」

　私は琥劉の眉間のしわを、指でほぐすように撫でる。

「私も考えるわ。あなたをひとりにしない。そのために皇后になったんだもの。同じ景色を見て、その苦悩を一緒に背負うために」

　琥劉はわずかに目を見張り、やがてその表情を少しずつ和らげていく。

「ああ、頼りにしている。俺の皇后」

　琥劉は私の手首を握り、その内側に口づけた。

「……っ、知ってた？　あなたに頼られるのがいちばん嬉しいんだってこと」

　琥劉の顔を見ていられず、私は視線を逸らしながら言う。すると琥劉は「俺と同じだな」と、私の手首に唇で触れたまま笑った。

「いい機会だ、共に蛇鴻国の立て直しに携わってくれないか」

「え？　政に女の私が関わってもいいの？」

　琥劉を見れば、彼は当然だとばかりに頷く。

「これまでの皇后は皇帝を立て、世継ぎを産み、後宮を守る存在だった。だが、お前は従来の皇后に収まる器ではない。時にはその医術で、時にはその真心で妃嬪や大臣らを動かし、俺を即位させ、皇后に上り詰めた。お前の力を今度は世に向けてくれ」

　私の力を少しも疑っていないのか、琥劉ははっきりと言い切った。

「褒め殺しね」と、私は首を窄める。

「世辞ではない。俺は本気だ。上じょう書しょの可否をどのように判断するかは英秀に指導させる。これを機に、俺と共に国を守ってほしい」

「国を守る……責任重大ね。けど、それが皇后の役目なら、学ぶわ。あなたがもし動けなくなったとき、それを引き継げるように……なんて、偉そうなこと言っちゃったけど、私はあなたの妻であるのと同時に、相棒でもいたいのかも」

　琥劉は「相棒、か」と口元に笑みを滲ませ、私の手を握った。

「それならば、もうずっと前からそうだろう。俺は女君主なんてありえないと大臣らに言われたとき、俺の妻ならやり遂げるぞと、言い返してやりたかった。俺の妻がどんな女なのか、見せつけてやりたい」

「琥劉……あなた、そっちが本音？」

　目を瞬かせる私の鼻に軽く口づけた琥劉は「かもしれないな」と悪戯いたずらっぽく笑った。




　蛇鴻国に来て、一週間ほどが経った。

　相変わらず、雪華国の妃嬪だけで朝礼をしたあと、私は英秀様と自室にいた。

「あなたがこれから手伝うことになる陛下の仕事は臣下からの上書を元に改革するか否かを考え、朝議にかけ、最終決定をすることです」

　私たちは向き合うように、円卓の席についている。その間にあるのは上書の山だ。琥劉がさっそく、英秀様に私を指導するよう言ってくれたのだ。

「この上書は問題にするには小さすぎると、蛇鴻国の大臣らが書庫の隅に山積みにしていたものです。あなたの教育を兼ねて、その尻拭いをします」

　英秀様は巻物の山からひとつ手に取り、素早く開く。

「堤防資金の予算の積み立てを嘆願する戸部からの意見書ですね。どうやら数年前から戸部は水害で職を失った民から税を徴収するのは負担になると見越してか、宮廷費用を抑え予算を捻出する案を提示していたようです。まともな官吏もいたんですね」

「官吏にも城の外に家族がいるはずです。心配でなんとかしたかったんでしょうね」

「そうですね。その意見を突っぱねた大臣らの無能ぶりがよくわかります。ですが今の国庫の貯えでは、この上書の方法を採用したとしても堤防の費用を賄えません」

「なら……少なくてもいいから、所得に応じて税を徴収するのはどうですか？」

　転生前の税制度を参考に述べると、英秀様は感心したふうに口元に笑みを漂わせる。

「なるほど、払える者から徴収するというわけですか。収入の申告が必要になり、戸部の仕事は増えるでしょうが、貧困層の民の負担を軽減した税の徴収ができます。雪華国にも取り入れたいですね。一体、どこから着想を得たのですか？」

「え、それは……こう、降ってきたんです、天から！」

　天を仰ぎながら両手を広げれば、英秀様の目が訝しげに細まる。

「……仙人は神の知恵を借りれるのですか？」

「……そんな感じです！　さ、続きをやりましょう！」

　明らかに信じていない英秀様を急かし、私は冷や冷やしながら上書を捌さばいていった。

　それからどのくらい経ったのか、麗玉が盆を手に部屋に入ってきた。

「そろそろ休憩にしたらどうですか？」

　巻物の山を避けながら、麗玉は私たちの前に花茶を置く。

　英秀様は「それもそうですね」と、蓋碗の蓋をずらして茶を飲んだ。するとちょうどいい頃合いで、猿翔と灰葬が戻ってくる。

「お疲れ様、姫さん。英秀先生、厳しいでしょ？」

　猿翔は私が腰かけている椅子の背もたれに手を置き、苦笑する。

「妓楼育ちの俺に文字の読み書きから後宮の作法まで教えてくれたの英秀先生だったんだけどさ、何度逃げ出そうと思ったかわからないよ」

「実際、猿翔は窓から何度も逃走を図りましたよ。途中からこの猿を捕まえる労力を削減するために、首輪に繋いでやりましたけど」

　当時の苦労を思い出したのか、英秀様の背に黒い気のようなものが漂っている気がする。私も首輪に繋がれないように気をつけよう。

　英秀様は「それで？」と蓋碗を置く。

「蠟瓷皇后の部屋にいる蛇と、冥鹿については調べはつきましたか？」

「冥鹿の方はここ数日、特におかしな行動は見られなかったっすね」

　灰葬はどかっと椅子に座り、麗玉が持ってきた薩さ其ち馬ま――小麦粉で作ったおこしのような揚げ菓子をばりばりと食べながら言う。

「ん……普通に、んぐ……宦官のひごほをひへはひはよ」

「食べながら喋るんじゃありません。まったく、臣下にこのような不作法を許すとは、白蘭様、甘やかしすぎなのではありませんか？」

　英秀様に咎められ、私は身を縮こまらせた。

「甘やかしてるつもりは……あ、猿翔の首尾はどう？」

　説教が始まる前に話題を変えれば、猿翔は「あ、ああ！　うん、そうだね！」と慌てて乗ってくれる。

「何日も皇后宮に張り付いてたんだけど、女官と宦官の監視の目がすごくて。あそこまで徹底されると、やましいものがありますって言ってるようなものだよ」

「進入、できたの？」

　猿翔と灰葬の茶を新たに淹れていた麗玉が緊張の面持ちで尋ねた。

「うん。姫さんの部屋に現れたのと同じ、蠟瓷皇后が飼ってるのは金瞳の白蛇だった」

「……っ、じゃあ、やっぱり蠟瓷皇后が犯人なのね……」

　麗玉は事態が進展したからだろう、ほっと息をつく。

「あれが毒蛇なら、私を殺す気だったってことよね……？」

　背中に冷や汗が伝い、軽く身震いすると、猿翔が気遣うように私の肩に手を乗せた。

　私は猿翔の手に自分の手を添えて、曖昧な笑みを返す。

　悪意を向けられることに慣れる日なんて、一生来ないんだろうな。

「そういえば麗玉嬢、最近逢引きしてる男とはどうなったの？」

　猿翔が空気を変えるように言うと、事情を知らない英秀様は目を丸くした。

　私と灰葬はついニヤリとしてしまう。急に話をふられた麗玉はというと、顔を真っ赤にして、湯の入った茶壺を落としかけていた。

「う、うまくいってると思うわ。私、妃嬪に毒盛ったり、いろいろ罪を犯したでしょ？　そのことを打ち明けたの。そしたら、それでも好きだって言ってくれたわ。だから、私……」

　そこで一旦深呼吸をした麗玉は、思い切った様子で声高らかに宣言する。

「彼と結婚するわ！　もちろん、向こうも了承済みよ！」

　カチャッと英秀様の眼鏡がずれた。灰葬は持っていた薩其馬を落とし、猿翔はきょとんとしたまま固まっている。私は持っていた蓋碗を置き、慌てて立ち上がった。

「こ、婚礼衣装っ……の準備と、住む家と、後宮を出る手続きをしなきゃよね!?」

　室内をうろうろ歩く私を、皆が呆れ気味に見る。

「ちょ、みんな、なんでそんなに落ち着いてるの！　うちの麗玉が嫁に行くのよ!?」

「いや、自分より慌てふためいてる人間がいるんで」

　灰葬に言われ、ようやく我に返った私は頬に熱が集まるのを感じた。すると麗玉が私のところへ来て、腰に手を当てながら顔をずいっと近づけてくる。

「私、後宮を出ていくつもりはないわよ？　白蘭の力にもっとなりたいし、結婚しても仕事はできればやめたくない。白蘭だって、医仙の仕事を続けてるでしょ？」

「あ……そう、よね」

　彼女の言葉に、心が打ち震えていた。

　私は女人が働くことも当たり前だった世界を知っている。でも、女人に自由が少ないこの世界では、その未来を思い描くこと自体が難しい。なのに麗玉は出会った頃から自分の夢を持っていた。彼女自身が意志の強い女人で在る証だ。

「女の幸せは女の数だけある。仕事か結婚、どちらかしか選べないなんてもったいないわよね。あなたがどちらも選べるように、頑張ってみる！」

　なにより麗玉の幸せを願っているから。

「うん。あとは未来の夫に逃げられないうちに、結婚の日取りを決めてやるわ！」

　意気込んでいる麗玉に、私はくすりと笑う。

「あなたがそんなに夢中になるなんて、今度その人に会ってみたいわ」

　図々しいお願いだっただろうか。麗玉は「あ……」と視線を彷徨さまよわせた。

「あの人は……その、容姿のことで人前に出るのを気にしてて……説得するから、もう少し待ってて」

「そうなの？　もちろんよ。でも、できれば帰国までには会えると嬉しいわ」

「あ、そうよね。白蘭は皇后なんだし、簡単に他国には行けないものね。うん、私も仕事を続ける以上は、彼とは遠距離になるかもしれないし、話をつけてくる」

　この分だと、結婚の話はかなり具体的に進んでいるらしい。

「まったく、なにがあるかわからない異国で呑気なことですね」

「そういう英秀先生は、どんな女が好きなんすか？」

　興味なさげに茶を飲んでいた英秀様が、灰葬の何気ない問いに吹き出した。

「……なぜそこで、私に話をふるんです？」

「いや、いちばん興味なさそうにしてるっすけど、ついてるもんついてんすから、そういう願望がないわけじゃないっすよね？」

　もう、どこから突っ込めばいいのかわからないほど、下品だ。

「私は陛下にこの身を捧げているんです。色恋に現うつつを抜かすなど……」

　気を落ち着けるためか、英秀様は茶に口をつける。

「え、でも英秀先生、前にこっそり恋愛指南書読んでたよね？」

　猿翔に秘密をバラされた英秀様は、再び茶を吹き出した。

「え、実は恋愛下手なんすか？　いやあ、衝撃の事実っすねえ。教本通りじゃうまくなるもんもなりませんって。実戦あるのみ――」

　私はバンッと円卓に手を突いて身を乗り出すと、灰葬の口に薩其馬を突っ込んだ。

「んぐうっ」

「そんな実戦、英秀様にはいりません！　世の中には冷たくされたい女の子もいるし、そのままでも需要は大いにあるわ！」

　英秀様はぎょっとしたあと、そろそろと視線を横へ流し、ぼそりと呟く。

「私は打たれ弱い女人は好みません。私に言い負かされても物怖じせず、ずけずけと意見する。そんな芯のある女人がいたなら、心惹かれることもあるかもしれませんね」

　席に座り直し、薩其馬を頬張っていると、皆が「それって……」と私を見る。

　薩其馬を咥くわえたまま「ん？」と目を丸くすれば、皆の呆れた視線が返ってきた。

　英秀様は頬を赤らめ咳払いをすると、巻物をぶんっと私の目の前に突きつける。

「さ、休憩は終わりです。続きの上書に目を通しますよ」

　それから私は涙目になりながら、手が腱けん鞘しょう炎えんになりそうなほど、筆を動かす羽目になった。

　ふと窓の外に広がる青空を仰ぎ、私は城への招聘を拒否した皇子に会いに行くべく、今朝がた都を発った琥劉に思いを馳せる。

　琥劉が皇子のところに着くのは明日か……。琥劉が戻ってきたら、『俺の皇后は頼りになるな』って言ってもらえるように、私も頑張らないと！

　ぐっと筆を握り締め、私はいっそう英秀様の講義に集中するのだった。
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「会いに来て早々、皇子を救出する羽目になるとは思わなかったな」

　夜の海に浮かぶ小船の上で、武凱が苦笑する。

　馬を走らせること丸一日、皇子のいる小さな農村に辿り着いたまではよかった。

　村人に居場所を尋ねると、肝心の皇子が村の男たちと人身売買船を追い払おうとして逆に捕まったというのだ。幸い攫われてから時が経っておらず、俺たちは目につきにくい小船で急ぎ人身売買船を追いかけた。

「だが、皇子は村人をまとめて戦った気概のある男のようだ」

「会うのが楽しみだな。琥劉」

「ああ」と相槌を打ったとき、夜の闇に紛れて一艘そうの船が姿を現す。目を凝らして、甲板の様子を窺うと、ならず者たちが宴を開いているようだった。

「ざっと三十ってとこだな。んじゃま、お邪魔するとしますかねえ」

　これから敵船に乗り込みにいくとは思えないほど軽い調子で、武凱は小舟を漕いだ。




「ほら、とっとと歩け！」

　ならず者は自ら捕虜になった俺たちを船牢に放り込むと、扉を勢いよく閉めた。

「お前たち全員、あと数刻の命だ。せいぜい船旅を楽しめよ」

　ならず者は嘲笑して去っていく。

　女だけでなく男が働き手や慰み者として売られるのは珍しい話ではない。だが、このならず者たちは皇子たちを生かす気がない。単に自分に歯向かってきた皇子たちが気に入らず、いたぶるためだけに捕えたようだな。

　俺は改めて牢にいる男たちの顔を見回す。そして、その中のひとりに目を留めた。

　焼けた褐色の肌と後頭部で結われた薄茶色の長髪、強い意志を宿した海色の瞳、幼さの残る精せい悍かんな顔立ち。着ている野良着は汚れとほつれが目立ち、履いているのもくたびれた草履で、その出で立ちはみすぼらしいというのに存在感を放っている。

「お前が蛇鴻天てん鹿か、先帝と女官の間に生まれた第二皇子だな」

　村の者たちを背に庇かばうようにして座っている青年が、警戒するように目を細めた。

　周りにいた村の者たちは皇子の素性を知らなかったのか、どよめいている。

「お前、城の人間か？」

　そう問う皇子の耳元が月光を受けて緑色に光る。皇子の右耳には、蠟瓷皇后が片方だけ妃嬪に贈ったというあの翠玉が埋め込まれた貝殻の耳飾りがあった。

　あれは……なぜ、この者があの耳飾りを？　造形が似ているだけか？

「おい、聞いてるのかよ？　あと、俺だけ名前を知られてるのは不公平だ。そっちも名乗れよ」

　皇子のふてぶてしい態度は庶民育ち関係なく、本人の礼儀の問題だろう。

「俺が名乗るだけの価値がお前にあるなら、そうしよう」

「はあ!?　その上から目線、やっぱ城の人間だろ！　前に追い返したってのに、お前らも懲りないな。俺は皇帝になる気はないぞ」

　食ってかかる皇子を静かに見据える。すると皇子は圧倒されたように息を呑んだ。

「勘違いするな。俺はただ、お前に皇帝の資質があるか否かを見定めに来ただけだ。だが、正直期待外れだ」

　皇子は「なっ」と目を尖らせ、怒りに身体を震わせる。

「人身売買船から村の者を守ろうとしたのはいい心がけだが、力量が伴っていないようだ。だから牢にいるのだろう」

「人質を取られたんだよ！　そんで武器を置くしかなくて……まあ結局、その人質はならず者の仲間だったんだけどよ……」

　皇子は自分の不甲斐なさを自覚したのか、勢いを失ったように静かに口を閉じる。

「騙されたというわけか。いいか、人間が皆、自分と同じだと思うな。ずる賢く、良心の呵か責しゃくもない輩もいる。お前の一瞬の甘さが、村の者たちを危険に晒したんだ」

　言葉を失っている皇子の代わりに反論したのは、村の男たちだった。

「それ以上なにか言ったら許さないぞ！」

「天鹿は俺たちをずっと守ってくれてたんだ！　余よ所そ者ものがなにも知らないくせに！」

　村の男たちは責め立ててくるが、皇子は唇を噛み拳を震わせるだけだった。

　言い訳しない潔さはあるようだな。

「皇帝になりたくないのは、お前の母親が城の人間に関わったせいで、不遇な目に遭ったからか」

　皇子の顔が痛々しく歪む。

　万徳は女官に手を出した不祥事を揉み消すため、母親及びその事柄を知っているすべての女官や宦官に恩賞を与え、城から出した。その後――全員消息を絶った。

　当時、万徳は国庫の資金が減ると、自国の女を貢ぎ物として他国や妓楼に売っていた。皇子を連れて村で密かに暮らしていた母親を含め、不祥事を知る者たちはその人身売買船に乗せられ、口封じに殺されたのだと、あの蝋瓷大臣が突き止めたそうだ。

「そうだ。俺がお袋を攫った人身売買船を追ってたとき――」

　皇子は港で『妻が船に攫われたんだ！』と騒いでいる男を見つけ、声をかけた。

　すると男の妻も不祥事を知る元女官だったことがわかった。

　数日後、その男の嫁は遺体となって岸に流れついていたそうだ。

「お袋の遺体はなかったけど、不祥事を揉み消すために殺されたんだってわかった」

　皇子は悔しさと怒りで歯を食いしばり、地面を睨みつけている。

「お前は、不自然だとは思わないか」

　皇子は「……？」と不思議そうに顔を上げた。

「人身売買船ほど大掛かりな悪事に、大臣らがこれまで気づかなかったことだ」

「……！　なんだよそれ、大臣たちもグルだったってことか？」

「蛇鴻国の敗戦で先帝の失脚が決まってすぐに、城で最も権力を持つ蠟瓷大臣がこの件の首謀者を明るみにした。大臣はこの件に加担していたのにもかかわらず、利用価値がなくなった先帝に、罪を押しつけたのではないかと俺は考えている」

　本来ならこんなふうに国への不信感を煽るべきではない。だが、母を国に殺された皇子には知る権利があるだろう。

「利用価値……やっぱりな。城の連中は俺みたいな右も左もわからない人間を皇帝にして、操りたいだけなんだろって思ってたら、当たりか」

　嘲るように笑った皇子は縛られた両手で拳を作り、がんっと床に叩きつける。

「利用されてたまるか！　やっぱり俺は城には行かない！」

「村の頭気取りで満足か。やはり当てが外れたようだな」

　わざとらしくため息をつき落胆してみせれば、皇子はこちらの予想通りに食いつく。

「勝手に期待して、勝手に失望するなよ！」

「皇帝ならば天災に喘ぐ民のために大地を整えることも、人身売買船を法を以て罰し、取り締まることもできる。民の血税で私腹を肥やし、皇帝が悪事に手を染めるような国の秩序を根本から正すことができる。その力が欲しくはないのか」

　息を呑んだ皇子の双眼には渇望が見え隠れしている。

　真に資質があれば帝座に向かわずにはいられない。皇帝というのはそういうものだ。果たして、お前にその資質があるのか――。

　牢に波音だけが響く中、ふと弾かれたように武凱が天井を仰いだ。

「船が止まってるな」

　どうやら数刻の命が尽きようとしているらしい。

　複数の足音が近づいてくると、ならず者たちが牢の鍵を開ける。

「おら、とっとと出ろ！　鮫さめの餌になる時間だ」

　ならず者たちは、俺たちを引きずるようにして、甲板へと連れていく。

　陸を探すが、それらしきものは見えない。だいぶ沖まで出てきたようだ。

「海にひとりずつ捨ててやるからな」

　ならず者は船の縁に立たされた村の男を海の方へと押しやる。

「た、助けてくれえっ」

「おい、やめろ！」

　悲鳴をあげる仲間に、皇子が青ざめながら叫ぶと、どっとならず者たちが沸いた。

「これはいい余興だ！　あの頭気取りのガキは最後にしろよ。仲間が死んでいく様を見せてやれ！」

　すぐに駆け出した俺は奥歯を噛みしめる皇子の横を通り過ぎる際、小声で告げた。

「敵から目を逸らすな。勝ちたいなら一瞬たりとも迷うな。成し遂げたいことがあるのなら、なおさら」

　昔、この手で討った劉りゅう坊ぼう兄上に言われたことだ。劉坊兄上が最後の一手で躊ちゅう躇ちょする俺から、迷いを奪い去ってくれた。

「丸腰で向かってくるたあ、馬鹿な野郎だな！」

　そう言って斬りかかってくるならず者の剣筋を捉え、両手の縄を切らせる。

　自由を取り戻した俺は今まさに海へ落とされんとする村の男の腕を掴んで引き寄せ、「隠れていろ！」と樽の影に向かって転がした。

　そのまま息をつく間もなく、ならず者を船から蹴り落とす。

「うわあああっ」

　ならず者の悲鳴が海へと消えると、他の仲間が我に返ったように「この野郎！」「殺せ！」と一斉に武器を構えた。

「琥劉！」

　武凱が俺に向かって剣を投げた。捕まる前に密かに船に忍び込み、樽の影に隠しておいたものだ。俺は剣を掴み、群がるように襲いかかってくるならず者を薙ぎ払う。

　俺の行く手を阻む矢は「おらああっ」と武凱が薙刀を回転させ、すべて弾いた。

「なんなんだ、あいつら……強すぎだろ……」

　呆けていた皇子だったが、そこではっとしたように、そばにあった甲かん板ぱん刷はけを掴む。

「俺たちも戦うんだ！　矢は大砲にかかってる布で防げ！　向こうが矢をつがえる間を狙って、一気に攻めるぞ！」

　皇子の声に「おお！」と村の男たちも加勢し、あっという間に形勢は逆転した。




　船を占拠する頃には、朝日が昇っていた。進路を陸へ変え、武凱が村の男たちと船内を調べている間、俺は皇子と船首から海を眺めていた。

　隣に視線をやれば、皇子の耳飾りが潮風に吹かれて揺れている。

「その耳飾り、女物だろう」

「ああ、これはお袋の形見だ。いつか守りたいものを見つけたとき、世界を変えたいと思ったとき、この耳飾りを持って城に行けって、お袋はそう言ってた」

　母親を懐かしんでいるのか、皇子は寂しげに耳飾りに触れる。

「あのときは意味が理解できなかったけど、お袋は俺と皇族の縁が切れないことをわかってたんだ。たぶん、これは俺の身分を示すものなんじゃないかって思ってる」

　その母親の形見が蠟瓷皇后の持っていた耳飾りと同じなのは、ただの偶然とは思えない。蠟瓷皇后と女官であった皇子の母親には、なにか繋がりがあるのか？

「お前の母親のことだが、名はなんと言う」

「陽ひ風ふう明みんだ。皇帝の不祥事に関わった女官だから、どこにも名が残ってないんだな」

「ああ。女官名簿を確認したが、どんなに遡ってもその名は見当たらなかった。だが皇后なら、なにか知っているやもしれん。お前は面識はあるか？」

「は？　この国の皇后と？　あるわけないって、俺、庶民だぞ」

「そうか……」

　蠟瓷皇后には皇子がいた。生まれてすぐに死んだことになっているが、女官が外へ連れ出し、生き延びていた。それが天鹿だったという展開ならば、いつかのために身分を証明する耳飾りを渡していたとしても不思議ではないと思ったのだが……。

　そんなに大事な耳飾りならば、他の妃嬪に譲ったりはしないだろう。さすがに飛躍しすぎか。とはいえ陽風明と蠟瓷皇后の関係については念のため調べておくか。

「あの、さ……どうしたら、お前みたいになれる？」

　俯いたまま尋ねてくる皇子は、目的地を見失った迷子のようだった。

「仲間を目の前で失いそうになったとき、思い知ったんだ。簡単に敵の罠にはまって、お前たちの力を借りなきゃ守り切れなかった。俺は頭気取りのただのガキなんだって」

　どんな答えを出すのか、悔しさに震えている皇子を静かに見つめる。

「お前、言っただろ？　力が欲しくないのかって。欲しい！　どうすれば手に入る！」

「ならば尋ねよう。頭気取りでも、ガキでもない。お前は何者になりたいんだ」

　皇子は凛と俺を見つめ返した。

「俺は皇帝になりたい」

　ここまで来た甲斐があったな、と俺は口端を上げる。

「お前は守りたいものを見つけ、世界を変えたいと願った。お前の母親は、お前がこの国のために立ち上がるとわかっていたから、耳飾りを渡したんだろう」

　はっと見開かれた皇子の目から、涙が溢れ出る。

「行くと決めたのなら、どれだけの血を流し、屍しかばねを踏みつけ、親しき者を犠牲にしたとしても、決して振り返らず、ただひたすらに帝座を目指せ」

「お前……本当に、何者なんだ？　戦ってるときもそうだった。お前の言葉を聞いてると、胸が熱く震える感じがするんだ」

　胸を押さえる皇子に、俺はふっと笑う。

「改めて名乗らせていただく。俺は雪華国皇帝、雪華琥劉だ。弟国となった蛇鴻国を立て直すため、このたび参った」

　手を差し伸べれば、皇子は目玉が出そうなほど目を見開いていた。

「嘘、だろ……いや、皇帝陛下とは知らず、失礼いたしました！」

　皇子は勢いよく頭を下げる。

「構わん。お前は皇帝になるんだろう。ならば俺の弟も同然、お前のことは天鹿と呼ばせてもらおう。俺のことは――」

「兄貴と！　兄貴と、そう呼んでもいいか？」

　兄か……。この手で討った弟の劉りゅう奏そうのことが頭をよぎり、胸が痛んだ。

「ああ。臣下の前以外でなら構わん」

「わかったよ、兄貴！　俺は立ち止まらない、必ず皇帝になる！」

　俺の手を強く掴み、天鹿が立ち上がる。すると甲板にいた村の男たちが天鹿を囲み、その肩を抱き、背を叩いて歓声をあげた。

「前から只者じゃねえと思ってたが、まさか皇子様だったとはな！」

「お前が皇帝陛下になるのか！　この国のこと、頼んだぞ！」

　胸打たれたように目を潤ませ、「お、おう！」と笑う天鹿を穏やかな気持ちで見守っていると、武凱が大きな木箱を抱えてやってきた。

「皇子の方は心配なさそうだな。――が、こっちは問題大ありみてえだ」

　武凱が木箱を足元に下ろす。なにが入っているのか、やけにずっしりとした音がした。武凱が中を開ければ、金塊や銀塊でできた馬ば蹄てい銀ぎんがぎっしりと詰まれている。

「……！　人身売買の報酬にしては多すぎるな」

「こんな木箱がまだ奥にもわんさかあったぞ。船の金庫だな、こりゃあ」

「なに？」

　過去の人身売買船の首謀者は今は亡き万徳とされているが、なぜまだ取り締まられていないのか。今もなお、その悪事を引き継いでいる者が城にいるからだ。

　裏で万徳を操っていたのが誰かを考えれば、ひとりしかいない。

「蠟瓷大臣がこの人身売買船に関与している。となれば、この馬蹄銀がなんなのかも判明する。底を尽きかけていた国庫の資金だ」




　半刻ほどかけて岸に辿り着いた俺たちは、船を下り砂浜へ上がった。

「長い一日だったな。琥劉、発つのは村でひと休みしてからに――」

　ビュンッと風を切る音が武凱の声を遮り、足元に一本の矢が突き刺さる。

「おいおい、新手かよ！」

　武凱が薙刀を構える後ろで、俺はまだ船上にいる村の男たちに向かって声を張る。

「急ぎ船を出せ！　積まれた木箱の中身は国にとって重要なものだ！　こちらから指示を出すまで、できるだけ陸から離れ、海上で待機していてくれ！」

「わ、わかりました！」

　村の男たちが出航するまでの時間を稼ぐべく、俺は剣を構える。

　敵は海辺を囲む森から矢を放ったようだ。あの中に何人潜んでいるかはわからないが、この砂浜から引き離さなくては。

　俺は森を睨みつけながら、天鹿に話しかける。

「向こうの狙いは、俺たちを城に行かせまいとする何者かの追手だろう。お前が村に戻れば、村の者に危害が及ぶ。このまま俺たちと共に来い」

「わかった！」

　船は動き出した。ここは見晴らしがよすぎるゆえ、森を突っ切るのが無難だろう。

「走れ！」

　俺たちは一斉に駆け出した。森に入るや茂みや木の影から剣を持った追手が次々と飛び出してくる。俺は追手の手首を掴んで捻り上げ、剣を奪うと背後から斬りつけた。

「天鹿！」

　奪った剣を投げると、天鹿は緊張の面持ちでそれを受け取る。

「弓使いがまだ、どこかにいるはずだ！　木を盾にしながら進め！」

　森の中を蛇行し、ひたすらに走った。

　追手を放ったのは城の人間だろう。自国で他国の皇帝が命を落とせばどうなるか、わからないわけでもあるまいに……戦になっても構わないということか？　それか、戦になろうが叶えたい野望があるのか……。

「っと、これはちとやべえな」

　武凱が足を止める。俺たちはどうやら、森の途中にある崖に誘い出されたらしい。

「俺たちをここにおびき出すように動いてたみてえだな」

　崖の下に流れる川を覗き込んでいると、背後が騒がしくなった。振り返れば、追手がぞろぞろと現れ、俺たちを追い詰める。

「ざっと二十か……三人相手に用意周到だな」

　武凱が俺たちの前に出ると、刀を担ぐように持っていた男が我先にと斬り込んできた。それを迎え撃った武凱の隙を突き、別の追手が俺と天鹿に剣を振るう。

「くっ……こんなところで、死んでたまるか！」

　天鹿は咄嗟に剣で相手の剣を止めた。だが、相手は初めて真剣を握った天鹿とは違い、手練れだ。剣を合わせたまま、力で押し切られ、天鹿の足が崖の縁に差し掛かる。その足元が少しずつ崩れ、天鹿は本能的に死を回避せんと動いた。

「うあああああああっ！」

　天鹿は咆ほう哮こうしながら追手の胴体を蹴る。「があっ」と呻き、後ろによろめいたその隙を逃さず、天鹿は追手を斬りつけた。

「はああああああっ！」

　ずしゃっと音を立てながら、返り血が天鹿の顔や腕、身体に飛び散る。

「あ……ああ、俺、俺……」

　初めて人を殺めたのだろう。天鹿の目から光が消え、その場にへたり込んだ。

「くそっ、邪魔だ！」

　大薙刀を振り回し、矢の雨を弾き落とした武凱がこちらに駆け寄ろうとするが、それよりも先に天鹿に刃が迫る。俺は敵の攻撃を避けながら、天鹿のもとへ走った。無数の刃が身を掠めたが、なんとか天鹿の前に躍り出る。

「立て！　天鹿！」

　その腕を掴んで立たせようとしたとき――。

「死ねええええ！」

　こちらが剣を構えるよりも早く、俺たちに向かって容赦なく白刃が振り下ろされた。




＊＊＊




　上書の捌き方について英秀様に扱しごかれること三日、その夜は疲れ果てて眠ったはずだった。

『蘭……っ』

　誰かの切羽詰まった声で目が覚めると、私は病院の中にいた。目の前には私と同じように瓦が礫れきの下敷きになった芽衣がおり、そこから這い出ようと両手を動かしている。

『助け、て……蘭……っ』

　彼女の身体の下にある血だまりはどんどん広がっていき、床一面を赤く染め上げていく。私は悪夢から逃れたい一心で固く目を瞑り、何度も自分に言い聞かせる。

『っ、これは夢よ……夢なの、夢……』

『びゃく、らん……』

　私を呼ぶ声が途端に低くなった。

　恐る恐る瞼を持ち上げれば、そこには芽衣ではなく琥劉がいる。

『なん、で……』

『助けて、くれ……白、蘭……』

　伸ばされた手を掴もうとするが、血で何度も滑って握ることができない。

『なんでっ、私はまた、この手を掴めないの……!?』

　深い絶望に落とされてしまいそうだった。そのとき、頭の中に声が響いた。

「姫さん！」

「……！」

　私は勢いよく身体を起こす。呼吸は荒く、汗もびっしょりかいていた。ゆっくりと肩を掴んでいる誰かに目をやれば、猿翔が心配そうに私の顔を覗き込んでいる。

「うなされてたよ、悪い夢でも見た？」

「あ……そ、そっか、夢……あれは夢、よね……」

　目を瞬かせれば、涙がこぼれ落ちる。花窓の外にはまだ月が浮かんでいて、あの恐ろしい光景が夢だったのだと実感できた。

　芽衣を失ったときの夢、久しぶりに見た……でも、なんでそれが琥劉に変わるの？

　夢の残像を消し去りたくて、私は猿翔の胸に額をくっつける。今は誰かの温もりを感じていたかった。

　猿翔はなにも言わずに私の背に腕を回し、とんとんとあやすように叩く。

　私は寄り添ってくれる彼の腕の中から、再び月を見上げた。

　琥劉、ちゃんと帰ってくるよね……？




　翌朝、私は朝礼殿にいた。このままでは、いつになっても蠟瓷皇后に会えない。それなら先手を打つしかない。そう思い立ち、気分は昨夜の悪夢で最悪だったが、早い刻限から行われるかもわからない蠟瓷皇后の朝礼を待つことにしたのだ。

　朝礼殿の扉が開いたのは、辰たつの刻になった頃だった。

「これは何事だ。余所者が誰の許可を得て朝礼殿に足を踏み入れた」

　自国の妃嬪を連れて現れた蠟瓷皇后は、上段の御座から腰を上げた私や列を成していた雪華国の妃嬪らを鋭く見回す。

「わたくしたちが余所者ですって!?」

「正式に招かれている白蘭皇后様に対して、なんて無礼な！」

　雪華国の妃嬪は憤慨するが、私は蠟瓷皇后の服装から目を離せなかった。

　なぜ、あんなにも厚着を？

　襦裙だけでも暑いというのに、蠟瓷皇后はその上から豪華な羽織を何枚も重ね着している。南国育ちとはいえ、あれでは蒸されてしまう。現に蠟瓷皇后の顔は赤い。

「蠟瓷皇后、お召し物を少し脱いではいかがですか？　それでは熱射病に……」

「黙れ。許可なく皇后の席に座り、朝礼まがいの真似事をするなど、許されんぞ」

「……？　許可なら宴の席でとれたものだと思っておりましたが……」

　皇后の御座が二つ用意されているのがその証だ。

「蠟瓷皇后は朝礼は巳の刻にとおっしゃられましたが、私共が赴くたびにお休みになられたり、毎度違う刻限に開かれたりと、一向に雪華国の妃嬪たちは参加できておりません。ですので誠に勝手ながら、早くからここで待たせていただいておりました」

　勝手をお許しくださいと頭を下げると、蠟瓷皇后は怪訝な顔をした。すると延女官長がなにやら耳打ちする。蠟瓷皇后は納得したふうに頷き、私を威圧的に見据えた。

「そんなこともあった気がするが、ここは他国の後宮であろう。郷に入っては郷に従え、こちらの決まりには柔軟に従っていただきたい」

　それを聞いた雪華国の妃嬪らは再び憤る。

「そんなこともあった、ですって？」

「属国の立場で白蘭皇后様を軽んじるだなんて」

　おかしいな。蠟瓷皇后と会話が噛み合っていないような気がする。それがこちらを苛つかせるための挑発ならば大成功だけれど。

「わかりました。今日は私共も朝礼に参加させていただいてもよろしいでしょうか？」

「勝手にしろ」と御座に腰かける蠟瓷皇后に続き、私も自分の御座に座った。

「ご機嫌麗うるわしゅう、白蘭皇后様、蠟瓷皇后様」

　妃嬪たちが声を揃えてそう言い、いっせいに拝礼する。

　蠟瓷皇后は手で立つよう促すと、しばらく沈黙し、やがて目尻を吊り上げた。

「お前たち、なにを呆けている。早く礼をしないか！」

　え……？　先ほどしたばかりだというのに、またも拝礼を強いる蠟瓷皇后に妃嬪らも困惑している。それから四し半はん刻ときにも満たない間に妃嬪は何度もしゃがまされていた。

「蠟瓷皇后、もう五回目です。挨拶は十分では？」

　さすがに見かねて口を挟むと、蠟瓷皇后は目を眇めた。

「なにを言っている。一度も礼をしていないではないか」

　言われた意味を測りかねていたとき――。

「つまり、蠟瓷皇后様はこれを一度も礼とは認めていないということ？」

「こんなの体罰じゃない！」

　そう雪華国の妃嬪が不平をこぼすのに対し、蛇鴻国の妃嬪は慣れているのか、諦めと疲れが複雑に混じったような面持ちで反論もせずに従っていた。

　そのとき、「失礼いたします」と延女官長が唐突に前に出てくる。一礼し、上段までやってくると、またも蠟瓷皇后の耳元でなにかを囁いた。

「……もういい、皆、楽にせよ」

　延女官長がなにを言ったのかはわからないが、蠟瓷皇后は払うように手を動かした。延女官長が一礼して下がると、皆がほっとした様子を見せる。

「そういえば先日、私の部屋から蛇がいなくなった。盗んだ者は誰だ」

　ようやく朝礼が先に進むと思いきや、再び広間にどよめきが起こった。

　それって、私の宮殿に置かれていた壺の蛇のことよね。

　蠟瓷皇后が差し向けたものかもしれないとは思ってたけど……これは罠？

　なんの意図があって、自分が犯した罪をこんな公の場で持ち出したの？

　正直に身に降りかかったことを告げるべきだろうか、それとも様子を見るべき？

　琥劉は両国の関係を守るために黙っていた方がいいと言っていたけれど、このまま黙っていては、あとで壺の蛇の件が露呈したときに、私が蛇を盗んだことになってしまわないだろうか。そうなれば、雪華国の信用問題に発展する。

　私は悩みに悩んだ末、心を決めた。

「あの、それは金瞳の白蛇ですか？」

「そうだが、心当たりがあるのか？　あれには毒がある。それを知っていて盗んだのだとしたら、なんのためだ！」

　罵られて初めて、ある可能性に気づく。蠟瓷皇后は私に、誰かを害そうとして蛇を盗んだという罪を着せ、継承者選びに口出しができなくなるよう雪華国の心証を落とすのが狙いなのかもしれない。その真意をどうにかして探れないだろうか。

「発言をお許しください」

　他の宦官や女官と共に、壁際に控えていた猿翔が一歩前に出た。

「先日、白蘭皇后様の宮殿の花壇に、蛇が入った壺が置かれておりました。その夜、蛇は笛の音に操られ、白蘭皇后様の寝室に忍び込み、お命を脅かしたのです」

　朝礼殿内がざわつき、蠟瓷皇后は「なんだと？」と眉を寄せる。

「本来であればこちらが責任を問う立場ですが、琥劉陛下も白蘭皇后様も両国の関係を守るために目を瞑ったのです。それをあまりにも無礼ではありませんか」

　猿翔にしては強く反論した。もしかして、わざと挑発してる？

　私の望みをいち早く察知して動いてくれたらしい。さすがは私の護衛役。

　ここで私に無理にでも冤罪を着せようとすれば黒、本気で身に覚えがなく驚くのなら白だ。皆が蠟瓷皇后の答えを待っていると――。

「蠟瓷皇后様は大事にされていた蛇を悪意ある者に悪用されるかもしれないと案じておられ、それで感情的になられてしまっただけなのです」

　延女官長が擁護すると、蠟瓷皇后は腑に落ちない様子で深く息をついた。

「その通りだ」

　蠟瓷皇后は静かに席を立ち、「今日は解散だ」と朝礼殿を出ていってしまった。

　嵐のように現れて、去っていった蠟瓷皇后を皆が唖然と見送っていた。

「ろ、蠟瓷皇后は、いつもあんなふうなの？」

　私が尋ねると、妃嬪らは返答に窮した様子で顔を見合わせた。その中で唯一、汪貴妃が「はい」と気まずそうに肯定する。

「最近はああして、体罰まで……」

　妃嬪たちの沈んだ顔を見るに、汪貴妃の言っていることは事実のように思える。

「昔は違いましたのよ。自他共に厳格な方で、後宮をしっかりまとめていらっしゃいましたわ。ですが、お子も亡くされていますし、後宮では誰もが狂ってしまう」

　蠟瓷皇后派の妃嬪だろうか。この状況をよくは思っていないものの、それでも慕ってはいるようだ。過去の皇后は皆に尊ばれる人だったのだろう。

「蠟瓷皇后様を諫いさめられる延女官長には頭が上がらないわよね」

「あの皇后様の女官長ですもの、二の舞にならないか心配でしたけれど、懸念に終わりそうでなによりですわ」

　私が「二の舞？」と首を傾げると、汪貴妃が答える。

「あくまで噂なのですけれど、延女官長の前に別の女官長がいらしゃったとか。その者は先帝のお手付きになり、城を追い出されたらしいのです」

　それって、琥劉が迎えに行った皇子の母親なんじゃ……？　琥劉からは女官の子だったとしか聞いていないので、確証はないけれど。

「追い出されたのは、この事実を知るすべての女官や宦官もですわ。その者たちは全員消息を絶ち、蠟瓷皇后様が城の外で秘密裏に始末したとも言われています」

　仮に蠟瓷皇后の元女官長が皇子の母親だったとして、琥劉の話では万徳が不祥事を知る者たちを口封じに殺したとのことだった。でも、実際は皇后の差し金だった？

「蠟瓷皇后様は女官よりも寵愛を得られなかったと、笑い者だったそうですわ」

　皮肉めいた物言いをする他の妃嬪を汪貴妃が諫める。

「ここは茶席ではないのよ。わたくしも話しすぎましたわ。皆も口を謹んで」

「汪貴妃様はお優しいんですね。そして噂にお詳しい」

　挑発めいた口調で声を発したのは灰葬だ。宦官が許可なく会話に割って入ってきたことに、妃嬪らは不愉快そうな顔をしたが、汪貴妃は違った。

「この身と子を守るためには、後宮の情勢に敏感でなければならないのです」

　汪貴妃は微笑しながら、自分のお腹を撫でる。

「白蘭皇后様は忌み子も己の命すら顧みずにお守りしたと聞いております。そんな方でしたら、きっとわたくしの子も守ってくださるはず。ですから、わたくしがお力になれるのでしたら、なんでもお教えしますわ」

　汪貴妃が私を味方につけたい理由は子を守るため、それは道理がかなっている。

　蠟瓷皇后の方は読めない。私が誰かを害するために蛇を盗んだという冤罪をでっち上げようとしていたようにも見えるし、だとしたらなぜやり通さなかったのか。

　あの蛇に毒があると公言したのも変だ。誰かが蛇毒で死ねば蠟瓷皇后が疑われる。蠟瓷皇后にとって不利な情報だ。よほど身の潔白に自信があったのか……。

「とにかく、今日はこれにて解散ですね。たくさん屈伸運動をして疲れたでしょう？」

　場を和ませるように膝を曲げ伸ばししてみせると、妃嬪らは笑い、やがて広間を出ていった。人の気配が朝礼殿から消えると、灰葬たちが私のところへ集まってくる。

「延女官長と蠟瓷皇后の力関係が気になるっすね」

「まるで、延女官長の操り人形みたいだ」

　猿翔が灰葬のあとを継ぐように答えた。

「蠟瓷皇后はイカれてるし、汪貴妃は白蘭を利用する気満載だし、どっちも胡散臭さしかないわ！」

「麗玉の言い方はあれだけど、同意見よ。引き続き、ふたりの動向に注意しておこう」

　私たちは顔を突き合わせ、静かに頷き合った。




「……ん……きて、姫さ……きて……姫さん、起きて！」

　身体を軽く揺さぶられ、「んー」と眉を寄せる。瞼を持ち上げれば、猿翔が寝台で寝ている私を覗き込んでいた。

「ん……猿翔？」

「蠟瓷皇后が怪しい動きをしてる」

　一気に眠気が吹き飛んだ。私は寝ね着ぎの上から羽織を纏い、猿翔と宮殿を出る。

　急いで宮殿前の通路を走っていると、その角に灰葬の背が見えた。

「灰そ――」

　名を呼ぼうとしたら、灰葬はこちらを振り返り、唇に人差し指を当てた。

　猿翔が手て燭しょく台だいの火を吹き消す。静かに灰葬に近づき、角の向こうを覗き込むと、寝着姿の蠟瓷皇后が一心不乱に通路を行ったり来たりしていた。

　――蠟瓷皇后!?　あんな格好でなにを？

　声をかければ、見張っていたことに気づかれるかもしれない。だけど……。

　我慢できず、廊下の角から飛び出す。猿翔と灰葬の制止の声が後ろで聞こえたが、ほっておくわけにはいかなかった。こんな熱帯夜で歩き通せば、倒れてしまう。

「このような刻限に、一体どうされたのですか？」

　声に反応して、蠟瓷皇后が立ち止まった。その身体がぐらりと揺れ、慌てて抱き留めようとしたのだが、支え切れずに一緒に座り込んでしまった。

　いつから歩いていたのか、蠟瓷皇后の顔は赤く、身体も火照っている。

「猿翔、灰葬、蠟瓷皇后を皇后宮に――」

　こちらに走ってくるふたりに声をかけたとき、蠟瓷皇后の手が私の頬に触れた。

　驚いて振り向けば、彼女はほっとしたような、それでいて泣きそうな顔をしていた。

「どこへ行っていた……風、明……」

「ふう、みん？」

　私と誰かと間違えてる？

　朦もう朧ろうとしている蠟瓷皇后の身体に自分の羽織を被せる。猿翔が蠟瓷皇后を抱えると、私たちは皇后宮へと急いだ。




「蠟瓷皇后様をここまでお連れくださり、本当にありがとうございました」

　出迎えてくれた延女官長が頭を下げた。

　私は部屋にあった扇で寝台に横たわる蠟瓷皇后に風を送りながら言う。

「濡らした手拭いで大きな血管のある首と脇、太ももの付け根を冷やしてください。冷たくなった血が全身を回ることで、効果的に身体を冷やせますから」

「すぐに用意させます。誰か！」

　延女官長は女官を呼んだ。私は手拭いが届くまで、なんとなしに室内を見回す。

　駆け込んできたときはそれどころではなかったので気にも留めていなかったが、白蛇が入った檻おりがいくつも釣り下がっている光景は不気味だ。

　他にも心配性なのか、同じ壺や硯すずり、筆がたくさんある。なにより部屋が散らかりすぎだ。しまい忘れなのか、先ほどは寝台の上まで衣服が散乱していて、蠟瓷皇后を休ませるのに手間取った。探し物でもしていたのか、引き出しも開けっ放しだ。

　私の視線に気づいたのか、延女官長が申し訳なさそうに言う。

「蠟瓷皇后様は片づけが苦手なのです。私共が整理しても整理しても追いつかず…」

「そうなのですね。蠟瓷皇后はこのような夜更けに外でなにをしていたのでしょうか」

「……大事なものを、なくされたようです」

　微かに声を震わせた延女官長に、私は首を傾げる。

「大丈夫ですか？」

「っ、え？」

「手が……」

　彼女の震える手を握れば、延女官長の瞳が揺らぐ。

「お気遣いいただき、ありがとうございます。ですが、私のことはお気になさらず」

「……ではせめて、その失せ物探し、お手伝いさせていただけませんか？」

　延女官長は曖昧に笑い、すっと手を引くと、首を横に振った。

「お気持ちだけで結構です。蠟瓷皇后様はそれを望みませんので」

　私たちに協力は仰ぎたくないってことなのか、もしくは探しているものを見られたくないのか……解釈に悩むわね。

　苦い笑みがこぼれたとき、蠟瓷皇后がか細く呻いた。

「許さぬ……母……子供、たち……じゃせ……不幸、に……」

　恨み言のようだった。延女官長は焦った様子で低頭する。

「白蘭皇后様方、あとは私共にお任せください。今日はこれで、お引き取りを」

　無理に長居しては確かに迷惑だ。雪華国の皇后が礼儀を欠いた行動はできない。

「それでは、失礼いたしますね。見送りは大丈夫ですので」

　私たちは一礼して、部屋を出た。皇后宮の門へ向かっている途中、外に置かれていた桶に敷布や衣服が大量に浸けてあるのが目に入る。

「蠟瓷皇后のうわ言、どういう意味だったんだろうね」

　その声で、私は視線を猿翔へ移した。

「全部を聞き取れたわけじゃないけど、お母さんと子供たちを不幸に……って聞こえたわ。子供っていうのは蠟瓷皇后の亡くなられた皇子様のことよね。でも、子供たちって……皇子様以外に誰がいるんだろう」

　猿翔は「んー」と腕を組み、難しい顔をする。

「隠し子か、血が繋がってなくても子供みたいに思ってた誰かがいたとか？」

「それより、その子供たちがどんな不幸に遭ったのか気にならないっすか。皇后が身籠ってるときに子が流れるような薬を飲まされたか、悪意ある事故で腹を打つかして葬られたか……」

　悪あく笑わらいを湛える灰葬の言葉に、胃の当たりが急に冷たくなった気がした。

「子を産めば蠟瓷皇后の地位は安あん泰たいだよね。それをよしとしない妃嬪や対立派閥の大臣が策略するのは、ありえないことではないよ」

　猿翔の言う通りだから嫌になる。

　でも、蠟瓷皇后は野望のために平気で命を踏みにじる人たちとは違うのかもしれない。振る舞いは傍若無人でも、子を想って苦しむ心があるから。

「蠟瓷皇后に、皇子様のことも聞けたらいいんだけど……」

　私たちは門を出ると、皇后宮を振り返った。

「延女官長から聞き出します？」

　私は灰葬に「ううん」と首を横に振った。

「自分の子が死んだ理由を勝手に探られたって知ったら、ますます蠟瓷皇后と分かり合えなくなってしまうから」

「主殿、直接会うことすら叶わないのに、分かり合えるって本気で思ってるんすか？」

　猿翔は「おい――」と止めようとするが、私は首を横に振る。

「いいの。灰葬は心配してくれてるだけだから」

　私は笑みを浮かべ、灰葬に向き直る。

「目的のために手段を選べないときもあると思う。だけど、私の仲間は優秀だもの。それほど切羽詰まる状況にはならないでしょう？　だからできる限り、人として超えてはいけない一線は越えたくない」

「……はあ。理解できないっすね。けど、俺はその理解できない感情に突き動かされてる主殿に救われた。だからまあ……用心してくれれば、それでいいっすよ」

　降参だとばかりに軽く両手を挙げ、灰葬は苦笑する。

「ありがとね、ふたりとも」

　私は猿翔と灰葬の腕に自分の腕を絡め、滞在先の宮殿へと歩き出した。

「そうだ、蠟瓷皇后ね、私のことを風明って呼んだの。女人の名前みたいだし、皇子のことではないと思うんだけど……調べてもらえる？」

「りょーかい。主殿のために、馬車馬のように働きますよ」

　それを聞いた猿翔が「給金次第で？」と、ニヤニヤしながら言う。

　初めて会ったとき、灰葬はあくびをしながら『給金次第で仕事をする』と言ったのだ。それを持ち出された灰葬も、悪い顔で口端を上げた。

「そうっすねー、主殿が一晩中俺の相手をしてくれるなら、喜んで……」

「灰葬、私って縫合の腕がいいのよ。その口、朝起きたら開かなくなってるかもね」

　にっこりすれば、隣で猿翔が吹き出した。私も灰葬もつられて笑い、三人で天を見上げる。そこに広がる夜空は、星が降ってきそうなほど美しかった。




　翌日の昼下がり。朝礼や英秀様の講義をこなし、ようやく手が空いた私は自室をうろうろ歩きながら、昨夜のことを考えていた。

「また、白蘭のうろうろが始まった。昨日、私が寝てるときにいろいろあったみたいね。もう、起こしてくれればいいのに！」

　むくれる麗玉に、猿翔は「まあまあ」と宥める。

「麗玉嬢には麗玉嬢の役割があるでしょ？」

「そうっすよ。無鉄砲にあれもこれも首突っ込んで、犬死にするなってことっすよ。主殿のために」

　ふたりに諭された麗玉は、「わかったわよ……」と唇を突き出す。

「わー、見事に顔と言ってることが一致してないっすね」

　灰葬にからかわれた麗玉が「うるさい！」と嚙みついたときだった。

「白蘭様！」

　勢いよく英秀様が部屋に飛び込んでくる。

「え、英秀様？　どうしたんですか？」

　珍しく取り乱している英秀様は、胸に手を当て、震える息を吐き出した。

「……琥劉陛下と武凱が皇子と共に何者かの襲撃を受け、崖から落ちたそうです」

「……え？」

　なにを言われたのか、わからなかった。頭が考えることを放棄している。

「陛下たちの帰城が予定より遅れていたので、念のため迎えに向かわせていた嘉か将軍と武官数名からの報告です。皇子のいた村の近くにある海岸や森に戦闘の痕跡があり、崖には斬られたような血けっ痕こんと、足を滑らせて落ちたような足跡が残っていたそうです」

　麗玉が後ろで「嘘っ」と口元を押さえた。

「念のため、崖の下に流れていた川も捜索させました。御おん身みの代わりに回収できたのは……っ、これでした」

　震える手で、英秀様は木箱を開ける。中身は見覚えのある衣服の袖ごと切り落とされた人間の前腕だった。皆が息を呑む中、私はその左手の薬指から目を離せなかった。

「これ、は……」

「川の岩陰に引っかかっていたそうです。崖は落ちればひとたまりもない高さだったようで、落ちた衝撃で身体が……っ、バラバラに……なったのではないかと」

　言葉を詰まらせながら英秀様は言う。頭は真っ白なのに胸が苦しい。

「琥劉が死ぬはずない……」

　わかってる。目の前の指輪から目を離せない時点で、それが虚勢でしかないことは。でも、受け入れられない！

「琥劉が死ぬはずない！」

　声を荒げれば、猿翔や麗玉が「姫さん……」「白蘭……」と切なく私を呼ぶ。灰葬は視線を落として唇を引き結んでおり、英秀様は厳しい面持ちで私を見つめていた。

　なんで、みんなしんみりしてるの？　理解できない、したくない！

　でも、紅と蒼あおの翡翠の花があしらわれた金の指輪。あれは琥劉が皇后の即位式のときに贈ってくれた世界にひとつしかないものだ。

「ありえない……こんなこと。私は信じない！　生きるときも死ぬときも共に在ろうって、琥劉と約束したの！　だから……っ、私があの人を見つける！」

　宮殿を飛び出そうとすると、「しっかりなさい！」と英秀様に呼び止められる。

　戸口の前で足を止めた私は、振り返れなかった。なんでもいい、今なにか彼のためにできることをしなければ、おかしくなりそうだった。

「皇帝不在の今、あなたが雪華国の主なのですよ！」

　琥劉がいるのに私が主？　英秀様はもう、琥劉が帰ってこないと思ってるの？

　そう思ったら目の前が赤くなり、私は勢いよく英秀様を振り返った。

「英秀様まで、琥劉が死んだと思ってるんですか！　私は絶対に、この目で確かめるまで信じません！　私があの人を助けに行く！」

　そう言い放って、私は今度こそ宮殿を飛び出した。




「……っ、嘘、そんなわけない。絶対に琥劉は生きてる……っ」

　そう自分に言い聞かせながら城門まで来ると、前から冥鹿が歩いてきた。

「冥鹿……？　どこかへ行ってたの？」

「はい。あの、白蘭皇后様は……これから、出かけるんですか？」

　言葉を選んでいる様子の彼を見ると、私は相当酷い顔をしているのだろう。

「あ……そう、探したい人が……いるの」

「供も連れずに行くのは……危ない、です。俺が連れていきます。あなたはもう、こんな場所にいない方がいい。傷つくだけ……だから」

「できるなら……今すぐにでも逃げ出したいと思ってるよ。病気や天災で命を落とすならまだしも、人と人が争い合って死ぬなんて……馬鹿げてる！」

　琥劉のことがあり、平静を保てない私を冥鹿は静かに見つめていた。

「じゃあ……なにがあなたをここに、引き止めているんですか……？」

「それは……琥劉の存在よ」

「なら、琥劉陛下がいなくなったら？」

　冥鹿の素朴な質問が胸に重たくのしかかる。

　琥劉がいなくなった城に、私がいる意味はあるの？

　不安定な泥地の上を歩いているみたいに、身体の芯を失ったみたいに心がぐらつく。

「わからない……けど、私に居場所をくれた仲間がここで戦ってる。だから心がズタズタになっても、大切な人たちからは逃げたくないの」

　目の前が涙でぼやけるが、その気持ちだけははっきり見えていた。

　冥鹿は驚きの表情を浮かべていたが、やがて目を伏せる。

「あなたは……追い込まれても、揺らがない心があるんですね。俺なら、自分がボロボロのとき、自分を導いてくれる誰かが目の前に現れたら……縋ってしまうと思うので……やっぱり、あなたは違うんだ」

　私が「え……？」と聞き返すと、冥鹿は手に持っていた包みを差し出した。

「先ほど城門で、露店の店主と……会いました。九日前に琥劉陛下からこれを城に届けてほしいと、言われたそうです」

　露店で琥劉が買い物を？　もしかして、町の視察に行ったときに？

　私は戸惑いながら包みを受け取った。

「……俺は、これで……」

　冥鹿は城に戻っていく。私もなんとなく外へ出る気が失せ、来た道を引き返した。

　自然と足が向いたのは清涼殿だった。

　少し前まで、ここで一緒に笑ってたのに……。今起きてることすべてが夢みたいに思える。

　清涼殿を見回して、また泣きそうになった私は浴槽の前に座った。

　勝手に開けるのは気が引けたが、行方不明になった彼の手掛かりになるかもしれないと、膝の上で包みを開けてみる。

「綺麗……」

　青緑色の糸綴じ本が入っていた。花が描かれた表紙はなにが混ざっているのか、日差しを受けて煌めいている。

　琥劉……。本の表紙を手で撫でれば、痛みと愛しさで胸が詰まりそうだった。

　私は気を落ち着けるように深呼吸をして、中を開ける。

【白蘭へ。今日は俺たちが白龍山で出会った日なのだが、お前は覚えているだろうか】

　私は琥劉の字を指でなぞりながら読む。

「えっ、そうだっけ……琥劉、私より忙しいのによく覚えてたな」

　前にも麗玉の科挙の合格祝いをちゃっかり用意していたりと、琥劉はまめだった。

【店主の話によると、これは色付けした貝殻を砕いて、平たくしたものを表紙に使っているそうだ。蛇鴻国の伝統的な花模様も沙漠の砂で描かれているゆえ、ここへ来た思い出にいいのではないかと思い、買ってみた】

　思わず、ふっと笑みがこぼれてしまう。琥劉、意外と旅行を楽しんでたのね。

　今までの琥劉なら、政務中に他のことに気を取られたりしなかった。いつの間に、うまく肩の力を抜ける、余裕のある男性に成長していたのだろう。

【日記帳が積まれるたび、お前と過ごした時の長さを感じる。頁の文字が増えるたび、お前への想いの深さを知る。この日記帳は想いの形だ。これからも、お前と積み重ねていけたらと思っている】

　――私も同じよ、琥劉。今この瞬間も、私の心に琥劉が綴ってくれた想いが降り積もって、傷に染み入るように癒してくれている。

【それに貝は二枚でひとつだ。どんな時も共にあるという意味でも、綺麗な装飾品を贈るより、これを贈った方がお前は喜ぶと思った。もしどこかで頁が潰ついえても、俺は心でお前への想いを綴ろう。永久にこの命尽きても】

　彼の綴った文字の上に、ぽたりと涙が落ちた。

「琥劉……琥劉、琥劉っ……会いたい、会いたい……っ」

　強く日記帳を抱きしめる。そうすれば、彼を感じられる気がしたのだ。

「私はあなたが綴ってくれた想いを、これからもずっと見続けたいっ……あなたなしじゃ前向きになんてなれない、ひとりで立ち上がれない！　だから、今すぐあなたのところへ飛んでいきたいのに……っ」

　私は皇后だ。国をほったらかして、夫を探しに行くことは許されない。

「琥劉……皇帝じゃなければよかったのにって、思ったこと……ある？」

　私が望んで、みんなが支えてくれて、ようやく手に入れた立場なのに。皇后じゃなければ……そんなふうに考えてしまう自分が嫌になる。

　日記帳を抱いたまま膝頭に顔を埋めていると、足音が近づいてきて静かに隣で止まった。

「陛下は、ずっとあなたに贈る記念品を探しておられました。陛下が政務のこと以外で考えるのは、いつもあなたのことばかりです」

　顔を上げれば、すぐそばで英秀様が浴槽の水が揺れる様を眺めていた。

「陛下が言っていましたよね。凹んでも、過去の傷に引きずられそうになっても、あなたは未来を変えるために動ける女だと。そうして何度も絶望を跳ね除けてきたと。あなたがひとりで立てなくなったときは、陛下が引っ張り上げると」

　麗玉が冤罪で囚われたときだ。取り乱す私を、彼が奮い立たせてくれた。

「あのとき、あなたは私も負けていられないと、張り合っていたではないですか。あれははったりですか。陛下は離れていても、あなたの手を離しはしないというのに」

　私ははっとして日記帳に視線を落とす。そうだ、物理的な距離じゃないんだ。

「離れていても、私たちが積み重ねた時間と想いが胸にあるから、ひとりじゃない」

　すっと目の前に手が差し出された。私は口元を緩め、その手を取って立ち上がる。

「英秀様、すみません。英秀様は琥劉は不在だと言いました。その死を信じてるわけじゃないのに……」

「当たり前です。武凱もいますし、あなたが言ったように、この目で確かめるまでは信じません」

「はい、冷静になった今ならわかります。ただ、あのときは……琥劉は死んだわけじゃないのに、なんでみんな暗い顔をしてるんだって責めたくなって……」

「わかっていますよ。私も平気なわけではありません。ですが、宰相が動揺すれば臣下も不安がる。陛下がいない今こそ、私が平然と構えていることが必要なんです」

　英秀様も怖いんだ。それでも琥劉の代わりに国を守ろうとしている。自分が今なにをすべきか、その姿勢で示してくれる英秀様をみんなが師と仰ぐ理由がわかる。

「白蘭様、陛下たちに追手を放ったのは、皇子を後継者にするのに反対した大臣たちでしょう。その筆頭である蠟瓷大臣が命じたものと考えます」

「この国を助けに来たのに、こんな仕打ちってない……っ」

「ええ、あとで素敵な報復方法について語らいましょう。ですが今はあなたに伝えておきたいことがあります。陛下にもしものことがあったときは――」

　こちらに身体ごと向き直った英秀様は、いつか月明りに照らされた船上で、私を皇后に足る存在だと認めてくれたときのような真剣な表情を浮かべていた。

「私はあなた以外の君主は認めない。それがどういう意味かわかりますか」

　その言葉は重く、それでいて澄んだ響きで私の胸を打つ。

「もし琥劉が帰ってこなかったら、私に国を治めろと？　そんな、琥劉の代わりなんて、私に務まるはずが……」

「務まらないと思っていたなら、陛下はあなたに上書の捌き方なんて教えませんよ。いいですか、あなたは国母です。陛下の捜索は嘉将軍に一任していますから、あなたはあなたの役目を果たしなさい」

「でも私は……大切な人が苦しいときにこそ、誰よりも自分が駆けつけたいって思うんです……この気持ちは、間違ってるんでしょうか？」

　どうしても、皇后の役目を放り出して、琥劉を探しに行きたいと考えてしまう。

「人としては間違っていませんが、皇后としては間違っています。あなたが国よりも陛下を選べば、蛇鴻国を我がものにしようとする大臣らを止める者がいなくなり、君主不在の雪華国も国内外から狙われる。両国の未来があなたにかかっているんですよ」

　重い、この身にのしかかるなにもかもが重い。琥劉はこんなものを、たったひとりで抱えてきたの？　こんなの、どうやって乗り切ればいいの……！

　私は自分の身体を抱きしめ、ぎゅっと目を瞑る。

「陛下も初めは、夫と皇帝というふたつの立場の間で板挟みになり、悩んでいました」

　私は瞼を開き、「え？」と顔を上げる。

「あなたが劉奏殿下に攫われたときは、誰よりも助けに行きたかったはずです。ですが、あなたを対等な存在と認めていたから、守るのではなく必ず切り抜けると信じた」

　……私だけじゃなかった。失う恐怖といつも戦いながら、私や仲間を信じて待ってくれていたんだ。琥劉が向けてくれる信頼の深さを知って、泣きそうになった。

「なら私も、琥劉が帰ってくるって信じて、それまでここで、琥劉の代わりに守らなきゃ。琥劉が守りたい国や民、そして仲間を」

　死にかけていた身体が息を吹き返していく――。

「それが皇后として、医仙として……ううん、私自身が果たしたい役目だから。私を主と認めてくれた英秀様たちの気持ちに応えるためにも――やります」

「ええ、それでこそ私の認めた皇后です。さ、やることは山ほどあるんですから、これ以上めそめそ泣いているつもりなら、そこの浴槽に沈めますよ」

　英秀様は満足そうに毒を吐き、身を翻す。

　琥劉、私が必ず、あなたが守ってきたものを守って見せるから。

　私は日記帳を抱きしめ、「今なら沈められてもいいです！」と英秀様を追いかけた。




　琥劉たちの悲報を聞いてから三日が経った。

　私は後宮を仲間に任せ、英秀様に助けてもらいながら本格的に政務に携わっていた。

「白蘭皇后様、今は夫君がお亡くなりになり、政務に関われる状態ではないのでは？」

　目下で立ち並ぶ大臣らは、ニヤつきながら上段の御座にいる私を見上げている。

　朝議に出れば嫌でも感じる悪意。少しでも気を抜けば、すぐにでも私を手にかけ、国を取り戻し、ついでに雪華国も奪いかねない油断ならない者たちだ。

　琥劉はこんな命の危険を感じながら、それでも堂々とここに座ってたのね。

「まだ亡なき骸がらも見つかっていないのですから、滅多なことを言うものではありませんよ。まあ、落ちた崖は大層高かったとか。無事では済まないでしょうな」

　朝議の始まりはいつもこれだ。大臣たちは私の望みを絶つように、傷を抉ってくる。

　英秀様は露骨に不快感を露わにしたが、私は笑みを絶やさなかった。

　ここ数日、英秀様と朝議に出ていて気づいたのだが、琥劉が無表情で淡々と意見を述べるのは、相手に付け入る隙を見せないようにするためだ。その代わりに英秀様が皇帝や皇后への侮辱に対する不快感を露骨に態度で示す。これは琥劉や私が相手の心証を悪くせず、かといって言いなりにはならない均衡のとれた抗議だ。

　英秀様のおかげで、これでも私へのやっかみはだいぶ減っている。

「お気遣いいただきありがとうございます。ですが、陛下が不在でも、我が国には優秀な宰相もおりますので、ご安心ください」

　にっこり笑いかければ、大臣らも笑みを崩さずに纏う空気をぴりつかせた。

「さ、お忙しい大臣の皆様方の時を無駄にはできません。これから来る雨季に備えて、水害対策について話し合いましょう」

　琥劉が戸部と工部を派遣し、氾濫が頻発する川の一覧と堤防費用の算出を済ませてくれていたので、あとを継ぐような形で今日のために英秀様と政策をまとめたのだ。

「国庫の資金が心もとないので、堤防を作るのは氾濫が頻発する川の中から、さらに毎年水害が起こっている場所に限局します。詳細はこちらをご覧ください」

　英秀様に目配せすると、彼は頷いて資料を大臣らに配る。

　大臣らはそれを指で摘まんで、興味なさげに目を通した。

「ん？　堤防の設置個所を限局しても、資金が足りないではありませんか」

　大臣は堂々と言ってのけるが、堤防すら作れないほど国庫がスカスカなことも大問題なのだが。

「足りない分は妃嬪の食事の品数を減らすなどして、支払いに見合う分の食料や治療を提供することで返します。今はお金があっても天災で不作ですし、物々交換の方が彼らも助かるかと。それで手を打ってもらえないか、土木職人に交渉をするんです」

「治療を提供？　まさか、城の医官を行かせる気ですか！」

　医部長官が不服を訴えるのは想定済みなので、こちらも相手の痛いところを突く。

「皆さんも、治める国が水底に沈んでは困るでしょう？　そもそも、国庫の資金が尽きかけているのはなぜですか？」

「それは……税金を納める者が少ないからですよ」

　歯切れの悪い大臣に、ため息をつく。彼らが私欲を満たすために使ったのは明白だ。

「あなた方は天災への対策も田畑が使えなくなった農家への支援もしなかった。職や命を失う者が増えれば、税を納められる人が減るのは当然では？」

「なっ」と今にも噛みついてきそうな形相をする大臣らに、言葉で畳みかける。

「国の不手際が招いたことなのですから、まずは我々が身を削り、民のために働く姿勢を見せなくては、ね？」

　医部長官は「ぐぬぬ」と悔しげに呻き、事実を否定できないからか口を噤んだ。

「被害を最小限にするためには、平時より氾濫の危険がある場所や避難する場所についての正確な情報を民にも知ってもらう必要があります。各地域に避難所を作っておき、地方官を立てて管理させてはいかがでしょうか。定期的な避難訓練も必要ですし」

　地方官については英秀様の案だ。

『これほど気候の影響を受けやすい国で、天災対策を行う官吏がいないなんて、ここには無能な狸しかいないんですか？』

　そう英秀様が毒を吐いていたのを思い出して、心の中で苦笑いする。

「確かに白蘭皇后様の言う通り、やらざるを得ませんな」

　大臣らの中で最も発言の影響力がある蠟瓷大臣が受け入れたからだろう、他の大臣らは不満そうではあったが、反論はしなかった。

　水害で納税が減れば自分たちの生活にも支障が出るから、というのもあるのだろう。

「では、今度はこちらからもいいですかな」

　そう言って、蠟瓷大臣が前に出てくる。

「次の帝位継承者に誰を立てるのか、ですが。琥劉陛下も迎えに行った皇子も行方知れず、その生存の望みも薄い。となれば、我々はやはり汪貴妃の皇子を推薦します。適齢になるまでは四大臣が代わりに政務を執り、お支えしましょう」

　庶民育ちの皇子が皇帝に相応しい人間なら、琥劉は絶対に連れて帰ってくる。

　それまで大臣にとって都合のいい人間が君主に据えられるのを食い止めないと、琥劉がこの国のためにしてきたことが水の泡になってしまう。だけど、どうすれば……。

　焦る私に助け舟を出してくれたのは、英秀様だった。

「まだお子が男児と決まったわけではないというのに〝皇子〟ですか。気の早いお話ですね。それに遺体を改める前から琥劉陛下が迎えに行った皇子を後継者候補から外すのは、いかがなものでしょう」

　含みのある英秀様の言葉に、大臣らの目つきが険しくなる。

「君主のいない国は真っ先に他国に狙われる！　我々も焦っているのだ！」

「雪華国には皇后も第一皇子もおりますし、我々の庇ひ護ご下にある以上、そこまで焦る必要はないかと。それでも不安でしたら、ご自分の懐から出したお金で武官の給金を上げ、命を懸けてこの国を守りたいと思えるように士気を高めて差し上げては？」

　英秀様に論破された大臣らが苦い顔で黙ると、空気を変えるように蠟瓷大臣が言う。

「白蘭皇后様と宰相殿の言う通りですな。ですが、永遠に帝座を空けておくわけには参りません。なので期限を儲けましょう。今日から、ひと月以内に皇子が城に来なければ、継承権を持つ他の者を即位させる。それでよろしいですかな」

　向こうの言い分は筋が通っているし、これはどう返すべきなんだろう。

　英秀様を見れば、難しい顔で頷いた。

「わかりました。では、そのように」

　ここで皇子をなにがなんでも待つと言ってしまえば、帝位継承者のひとりを贔ひい屓きにしていると思われる。

　私たちがその皇子を操って、我が物顔でこの国を操る気だと指摘されかねない。

「決まりですな。それはそうと白蘭皇后様、最近、嫌がらせを受けたとか」

　顎をさすりながら微笑を浮かべる蠟瓷大臣に、私は目を瞬かせる。

「え……嫌がらせ、ですか？」

「蛇のことです。うちの娘が関わっているかもしれないと聞いて、大変胸を痛めておりましてね。お詫びに私にできることがあれば、なんなりとお言いつけください」

　朝礼で蠟瓷皇后と蛇の件について揉めたので、それを誰かから聞いたのだろう。

　だがまさか、このような公の場で蠟瓷大臣の方から切り出してくるとは思わなかった。娘の不祥事は父である蠟瓷大臣の立場を危うくするはずなのに。

「……お心遣い、感謝します」

　得体が知れない。親切な言葉をかけてもらっても、逆に不信感が増すばかりだった。




　朝議のあと、蛇心殿を出てしばらく歩いたところで、私は「はあ～～～っ」と盛大な溜息をついてしゃがみ込んだ。

「急になんです！　皇后がみっともない！　雪華国の品格に傷がつきます！」

　ぎょっとしている英秀様に「だって！」と勢いよく顔を向けた。

「緊張したんです！　もうみんなが蛇に見えましたよ！　あのいつ噛みついてやろうかって目つき！　夢に出てきそう！」

　思い出しただけ身体が震え出し、私は頭を抱えた。

「私の発言が間違えてたら？　大変なことになってしまうでしょう？　だから怖くて怖くて……っ」

「はあ……あなたはよくやれていましたよ」

　英秀様は呆れ気味ながらも励ましてくれる。

「本当ですか？」

　縋るように見上げれば、英秀様は「ええ」と面倒そうに目を閉じた。

「英秀様が褒めてくれるなんて……感激です」

　差し出された手を借りて立ち上がれば、心外だとばかりに横目で睨まれる。

「なぜあなたは私が優しくすると、まるで千年に一度の奇跡とばかりに驚くんです？　失礼な人ですね」

「いつもボケ、カスみたいな感じで、相手を完膚なきまでに叩きのめしてるから？」

「……あなたには、私の言葉がそんなふうに変換されて聞こえているんですか？　人の治療をする前に、その誤訳甚だしい耳を治したらいかがです？」

「ほらー、それですよ、それ」

　英秀様は「付き合い切れませんね」と、ため息をついた。

「そうだ英秀様、蠟瓷大臣はなぜ、自分の娘に不利になるようなことをあんな公の場で話したんでしょうか？　父である蠟瓷大臣の立場も悪くなるだけなのに……」

「被害はそこまで出ないのかもしれませんね。この城での蠟瓷大臣の権力を言い表すなら、もはや裏の皇帝。娘が罪を犯そうと、切り捨てればいいだけの話なのです」

　英秀様は「いや……」と羽毛扇で口元を覆い、難しい表情を浮かべる。

「早い段階から見限っていたのかもしれません」

「え？」

「娘が皇子を産めば、父である蠟瓷大臣の地位も安泰です。が、皇子は不運にも亡くなった。己の出世を阻む何者かの仕業かもしれないと、普通は犯人探しに躍やっ起きになるはずです。しかし、原因を詳しく調査した記録もない。おかしいとは思いませんか？」

「確かに……って、待ってください。英秀様は蠟瓷大臣が皇子の死に関わってるって思ってるんですか？」

　そういえば、蠟瓷皇后は誰かが子供を不幸にしたというようなうわ言を言っていた。

　灰葬の考えでは、皇后が身籠っているときに子が流れるような薬を飲まされたか、悪意ある事故でお腹を打つなどして、皇子は葬られたのではないかと。

「可能性はあると思っていますよ。なにかきっかけがあって、蠟瓷皇后は蠟瓷大臣に見限られた。だから蠟瓷大臣は、他に傀儡にできそうな皇帝を探した。陛下が迎えに行った皇子も候補だったのでしょう。でなければ、とっくのとうに始末されていたはずです。他に当てがなかったときの予備ですかね」

「でも、追手を放たれたってことは……」

「もう不要になったのでしょう。汪貴妃が右も左もわからない皇子を生んでくれる、その自信がおありのようなので」

　なにか思うことがあるのか、英秀様の物言いは意味深だった。

　父親に子供を殺されたのが事実だったとしたら、蠟瓷皇后の味方はこの城にいるのだろうか。彼女の人を寄せつけない雰囲気も気の強さもすべて、周りに信じられる人がいなかったからだと思うと合点がいく。いや、ひとりだけいたのかも……。

「英秀様、風明の名については、なにかわかりましたか？」

　灰葬にも調査を頼んでいたのだが、女官名簿や入じゅ内だい記録をいくら遡っても、後宮内にその名の者はいなかった。後宮を去ってかなりの年月が経っているのか、その名を知っている者も見つからず、英秀様に助力をお願いしたのだ。

「残念ながら城の出入記録や戸籍も調べましたが、その名はありませんでした」

「戸籍にも……なら、私が名前を聞き間違えたのかも。蠟瓷皇后から直接聞ければいいんですけど、徘徊してた皇后を見つけた日から、皇后宮で療養していて面会できないんですよね……」

　考えなければならないことが多すぎて、頭が痛い。琥劉の苦労が身に染みる。

「国が違っても、城では親子兄弟ですら利用して切り捨てるのが当たり前で、その連鎖がずっと続いてる。悲しいことです」

「あなたと琥劉陛下なら、それを変えられる」

　英秀様は私に向き直り、きっぱりと言い切る。向けられたのは毒の混じっていない透明な敬意だ。

　琥劉……琥劉となら、どんな未来も描ける。なんでもできる気がするのに……。

　琥劉の名前が出て、私たちの間にはしんみりとした空気が流れる。

「きっと大丈夫。信じましょう」

　半ば自分に言い聞かせながら、私は英秀様の手を取る。

　主を想う英秀様と、夫を想う私は、琥劉のことが絡むと誰よりも心が通うのだ。




　宮殿の自室に着くと、猿翔と灰葬は蠟瓷皇后や冥鹿の監視に出払っていた。

「英秀様、堤防の件ですけど、どこの土木職人に頼むのがいいでしょう」

「打ち合わせがしやすい都の職人がいいでしょう。規模からするに、都中の土木職人に協力を仰ぐ必要がありそうですが……」

　円卓で向かい合って話し込んでいると、麗玉が呆れ気味にお茶を運んでくる。

「白蘭、英秀様、一度休憩したらどうですか？　朝議から戻ったばかりなのに、もう仕事をするなんて、ふたりは過労死万歳同盟でも組んでるんですか？」

「あはは、それを言うなら英秀様と麗玉は毒舌同盟よね」

　ふたりから「は？」という容よう赦しゃない視線が飛んできて、身体に穴が開きそうだった。

「ええと……前に過労で倒れたときは麗玉に看病させちゃったし、ちゃんと休むことにするわね。あ、そうだ。例の彼とはどうなの？」

　お茶を飲みながら、いそいそと話題を変えると、麗玉の表情が曇った。

「こんなときに、私だけ浮かれた話なんてできないわよ」

「こんなときだからこそ、吉きっ報ぽうが聞きたいのよ」

　隣の席を叩き、彼女を促すと、素直に腰を下ろしてくれる。

「彼、今やってる市で露店を出してるの。それでね、白蘭が陛下から指輪を貰ったでしょう？」

　麗玉が私の首に下がっている琥劉の指輪を気遣うように見る。

「それで羨ましくて露店のを見てたら、これを贈ってくれたの」

　麗玉は首にかかっていた紐を引っ張り、胸元から白い桃花の中に琥こ珀はくの玉が埋め込まれた指輪を取り出した。

「指輪!?　よかったわね、麗玉！　琥珀には、なにか意味が？」

「彼の瞳の色が金色なの」

「そうなのね。ああ、これは結婚も間近ね！　指につけたらいいのに……」

　麗玉は眉尻を下げ、わずかに顔を俯ける。

「私はまだ、自分が幸せになっていいのか、わからないの。珠じゅ燕えんのこと、私が犯した罪、白蘭のこと……いろいろ思うと足が竦む」

　珠燕――箔はく徳とく妃ひは麗玉が貴妃であった頃、その地位を奪われたくないという思いから他の妃嬪に毒を盛り、その騒動の中で失った彼女の親友だ。あのときの罪悪感と夫が行方不明の私を気遣うばかりに、芽生えた想いに素直になれないでいるのだろう。

「麗玉、今こんな状況だからあえて言うわ。離したくない人がいるなら、なにを投げ捨てでも、その手を離しちゃ駄目」

　私は麗玉の両手を握り、軽く持ち上げた。

「でも、私……怖い。あの人がもっと特別な存在になったら、もし失ったときに生きていける自信がない。大切な人を持つのは、白蘭たちだけでいっぱいいっぱいなの」

「自分にとってのいちばんは、誰かを愛した瞬間から変わるの。たとえ大切な人が他にいても、諦めたくない夢があっても、もしそのどれかひとつを選ばなくちゃいけないときが来たら、あなたはなにを選ぶ？」

　握った麗玉の手が迷うように震えている。

「この世に死がある限り、遅いか早いかの違いはあれ、別れはいつか訪れるわ。それを私は知ってたはずなのに、こうしていざ失いそうになって、改めて身に染みたの」

　私は自然と指輪をはめている左手で、首から下げていた琥劉の指輪を握った。

「このまま琥劉が帰ってこなかったらと思うと、怖くてたまらない。でも、それほど愛せる人に出会えた。魂の片割れだと思える存在に出会えることは、苦しみもあれど、奇跡みたいな幸福よ」

「白蘭……私はまだ、そこまで彼を想えてるのか、わからないけど……少なくとも今は、あの人のそばにいると、ありのままの私でいていいんだって思える。そんなふうに思わせてくれたあの人は、誰よりも特別なの」

「なら、離したくないと思えたそのときは、絶対に迷っては駄目よ。その選択で、これまでの人生が変わってしまうのだとしても、それでも愛する人だけを見つめるの」

　麗玉は強く頷き、私の首にひしっと抱き着いた。

「白蘭の大切な人が、早く帰ってくればいいのに……っ」

　私を想って声を震わせる彼女に、涙が出そうになった。

「ありがとう」

　その背に腕を回せば、胸の痛みを彼女の温もりが和らげてくれる。

　怖くても、望みが見えなくても、私にできるのは琥劉を信じて待つことと自分の役目を果たすことだ。そうやって動いているうちは、最悪の事態を想像せずに済む。

「ねえ、白蘭。仙人ってみんな、髪が白いものなのかな？」

　お互いに落ち着いた頃、少しだけ身体を離した麗玉が言う。

「え？　どうだろう。アルビノ……生まれつき色素が少ない人もいるんじゃない？」

「そっか……」

　考え込むように目を伏せる麗玉に、私は首を傾げる。

　戸惑いながら英秀様に視線を向ければ、彼は鋭い目つきで麗玉を見ていた。

「どこかで仙人の出で立ちに似た人間でも見ましたか？」

「えっ、そういうわけじゃ……」

　大きく首を横に振った麗玉に、英秀様は「そうですか」と言い、席を立った。

「今日は白蘭様は休んでください。私は都にどれほどの土木職人がいるのか、調べて参ります」

「それなら、私も――」

「いいえ。ここ数日、あなたを連れ回しすぎました。そばにいる者に目を向ける時間も必要でしょう」

　なにやら意味ありげな言葉を残し、英秀様は部屋を出ていってしまった。




　琥劉が城を発ってから十日ほどが経った。未だ行方が掴めない中、私は朝礼前に冥鹿の腕を診察していた。

　部屋には猿翔と灰葬、そして麗玉が念のため残ってくれている。冥鹿が私の宮殿に蛇を持ち込んだ犯人である可能性があるからだ。

「どうして……ですか？」

　ぽつりと尋ねてくる冥鹿に、私は「ん？」と顔を上げる。

「宦官は道具です。なのにどうして、直そうとするんですか？　代わりはいくらでもいるのに」

　あどけない顔で本気で不思議がっている冥鹿に、なんとも言えない気持ちになった。

　冥鹿は腕を脱臼したとき、腕はもう片方あるから問題ないと言った。直すという言い方が、道具に対して使われているように聞こえたのは、きっと気のせいじゃない。

「冥鹿、人は道具にはなれない、意思があるから。あなたと私はもう他人じゃないでしょう？　傷ついたら私も痛いし、悲しい。だから自分を大切にしてほしいって思う」

「他人じゃないと……直したくなるものなのですか？」

「んー、他人でも治すけど、特別な人のことは守りたくて、癒したくて、寄り添いたくなるわ。あなたの主は……違うの？」

　言葉の端々から彼の行動や考えを支配する絶対的な存在がいるのを感じる。探りを入れるのは心苦しいが、彼を悪事に加担させているのはその主なのではないだろうか。

「俺は……使い潰されて、粉々に砕けたとしても……誰の目にも留まらない存在です。だから……あなたのような人に、壊れたことを悲しんでもらえる道具は……幸せです」

「悲しむわ。道具じゃなくて、あなたが苦しんでたら」

　彼の無機質な瞳に驚きの色が混じる。表情に乏しい彼はかつての琥劉を思わせるから、ほっておけない。

「腕、私が心を込めて治したんだから、替えがきくなんて言わないでよね？」

　その腕に触れると、冥鹿は目を伏せ、「あったかい……」と安堵の息をついた。

「治療はこれで終わりだけど、ここへは遊びに来てね。なんせ、私はあなたをお気に召してるもので。蛇鴻国に滞在してる間は楽しませてもらわないと！」

　灰葬と麗玉の『お節介』と言いたげな目が向けられるのを感じて、苦笑する。

　ここで会ったのも縁だ。ここにいられるうちに、自分を道具ではなく替えのきかない人間なのだと思ってくれるといい。そして、彼の抱えるものも知れたらいい。

　面食らっている冥鹿を見守っているときだった。慌ただしい足音が聞こえる。

「白蘭皇后様っ、お助けください！　汪貴妃様が蠟瓷皇后様に殺されてしまいます！」

　血相を変えて宮殿に飛び込んできたのは、汪貴妃付きの女官だった。




　冥鹿と別れ、急いで朝礼殿に向かった私たちは緊張の面持ちで扉を開け放つ。すると床にはおびただしい量の血が飛び散っていた。広間の中央には大きく血文字で【呪】と書かれている。血痕を目で追うと、御座の方へ続いていた。少しずつ視線を上げていけば真っ赤に染まった汪貴妃が御座におり、青白い顔で目を閉じている。

「なっ……汪貴妃！」

　すぐに駆け寄り、その肩を掴んで声をかける。

「汪貴妃、汪貴妃、しっかり！」

　汪貴妃は「う……」と顔をしかめ、ゆっくりと瞼を持ち上げた。

　よかった、無事だった……っ。

　胸を撫で下ろすと、彼女は私に気づくや涙を浮かべ、ぶるぶると震え出す。

「わ、わたくし、気を失わされて……気づいたら、ここに……た、助けてくださいっ」

　汪貴妃は私にしがみつき、取り乱す。

「何事だ！」

　そこへ延女官長と共に蠟瓷皇后が現れた。その姿を見た途端、汪貴妃は目をかっ開き、震えながら蠟瓷皇后を指差す。

「蠟瓷皇后様、あんまりです！　わたくしを気絶させ、こんな嫌がらせをするなんて！　次はわたくしを、子ごと葬る気なのですね！」

　蠟瓷皇后は眉を寄せながら血だらけの朝礼殿を見回し、汪貴妃の姿を改めて見た。

「なんの話だ。私は存ぜぬ」

「この期に及んで、しらばっくれるおつもりですか！　自分は関係ないというのなら、蠟瓷皇后様は今までどちらにいらっしゃったのですか！」

「私、は……」

「やはり、言えないのでしょう。やましいことをなさったから！」

　ふたりのやりとりを聞いて、他の妃嬪や女官、宦官らは歯切れの悪い蠟瓷皇后に疑惑の目を注いでいた。

「落ち着いて、汪貴妃。お子にもよくないわ。まずは身を清めて、休まないと」

　その背に手を添えて言い聞かせると、汪貴妃は髪を振り乱す勢いで頭を振り、懐から一枚の紙を取り出して、皆に見せた。

「わたくしは気を失う前、この蠟瓷皇后様の手紙によって呼び出されたのです！　さあ、答えてください！　犯人をはっきりさせなければ、不安で夜も眠れません！」

　確証もないというのに、被害者である汪貴妃が感情に任せて口走った言葉は、この場にいた皇后派の妃嬪にさえ蠟瓷皇后への嫌疑を抱かせた。

　皆の視線を集める蠟瓷皇后に、延女官長がなにかを耳打ちする。すると蠟瓷皇后は何度か頷き、汪貴妃に向き直った。

「……私は今まで、西の外廊にいた」

「お認めになるのですね！　私を西の外廊で待ち伏せて、このような仕打ちを働いたことを！」

　汪貴妃に届いた手紙を改めて確認すると、【西の外廊にて待つ】と書かれている。蠟瓷皇后自らの証言もあり、広間には動揺が広がった。

「これはさすがに蠟瓷大臣のお身内でも、厳しい処罰を受けるのではなくて？」

「先帝のお子の命を奪うだなんて、なんと罪深い」

　そのとき、再び朝礼殿の扉が開き、武官を連れた蠟瓷大臣が現れた。

「蠟瓷皇后の宮殿はすでに検あらためさせた。汪貴妃を呼び出すために書かれたのだろう書き損じの手紙がいくつも見つかったゆえ、蠟瓷皇后は冷れい宮ぐう行きとする」

「父上、あなたは……！」

　今にも掴みかからんと迫る蠟瓷皇后を、蠟瓷大臣は冷たく一瞥した。

「お前には失望してばかりだ。――取り押さえろ」

　そう武官に命じ、蠟瓷皇后を拘束させると、そのまま連行していく。

　無実である証拠がない今、朝礼殿を出ていく彼らを見送るしかなかった。

「白蘭皇后様、先帝のお子を害した蠟瓷皇后様が冷宮行きだけだなんて、甘すぎます！　どうか、朝議の場で厳刑をお求めくださいませ！」

　汪貴妃は私の足元で泣き崩れる。汪貴妃が害されたとなれば、本格的に帝位争いが始まってしまう。琥劉、私はどうすれば……。

　そこではっとする。

　私、すぐに琥劉を頼ろうとして……今は私がしっかりしないといけないのに。

　私は目を閉じてすうっと静かに息を吸うと、汪貴妃を凛と見据えて答える。

「ですが今回の件、蠟瓷皇后は西棟の外廊にいたことはお認めになりましたが、汪貴妃への嫌がらせの犯人だとは言っていません」

「そんなっ、白蘭皇后様は蠟瓷皇后様の肩を持つのですか！」

　答えを出すには情報が足りなさすぎる。

　私の考えを察してか、灰葬が軽い調子で口を挟んだ。

「ひとまず、この件については一旦保留でいいんじゃないっすか？」

「いや、皇子が死ぬかもしれないのに、なに言ってんのよ」

　麗玉が咎めると、汪貴妃も涙を浮かべて抗議する。

「悠長に構えていたら、わたくしの子は死んでしまいます！　もう白蘭皇后様だけが頼りなのです。わたくしひとりでは、この子を守りきれません……っ」

　それを聞いた灰葬は鬱陶しそうに前髪を掻き上げた。

「主殿の立場も考えてくれませんかね。大臣や高官らをまとめて政を進めないとならないこの大事な時期に、確かな証拠もなしにどっちかに入れ込むわけにいかないんすよ。蠟瓷皇后様と汪貴妃様、どっちかを支持してる大臣たちと対立することになるじゃないっすか。あんたも妃嬪ならわかるっすよね？」

　私から言えば角が立っただろう。だが、灰葬が汚れ役を買ってくれた。

　おかげで雪華国の皇后の心証を害さずに、こちらの意思もしっかり伝わったはず。まるで英秀様みたいだ。もしや灰葬には、宰相の才があるんじゃ……。

　内心驚きながらも、私は汪貴妃の背に手を添える。

「ごめんなさい。今の段階で私にできるのは、真相を突き止めることだけよ。そこのあなた、彼女をお願い」

　汪貴妃付き女官に声をかければ、「は、はい」と駆け寄ってきた。

　項垂れる汪貴妃に胸は痛むが、心を鬼にしてその場に残った者たちにも声をかける。

「皆さん、このたびのことは私の方でも調査いたしますので、今日はそれぞれの自殿でお過ごしになってください」

　他の妃嬪たちは各々「失礼いたします、白蘭皇后様」と拝礼をして、困惑や疲弊の表情を浮かべながら去っていく。

　朝礼殿から部外者が消えると、私のところに仲間たちが集まってきた。

「灰葬、さっきは責めたりして悪かったわ。汪貴妃がどんなやつでも、子供に罪はないし、見過ごせなくて。でも、白蘭の立場のことまで考えられてなかった」

　麗玉の謝罪を素直に受け取ればいいものを、灰葬は意地悪く笑う。

「元妃嬪らしくないなー。最近できた想い人のせいで、たるんでるんじゃないっすか」

「なんですって！」

　じゃれ合っているふたりに、緊張感が緩む。

「いいじゃない。花嫁が浮かれられない世界なんて、世も末よ」

「花嫁って！」と麗玉が照れると、いい具合に張りつめていた空気が和らいだ。

「蠟瓷大臣は娘を庇いもせず、冷宮に入れたそうですね」

　騒ぎを聞きつけてか、そこへ英秀様がやってくる。

「ここまで段取りがよすぎるのが逆に怪しいっすね。延女官長が主の弁明をしなかったのも違和感があるっつーか」

　灰葬の指摘に、麗玉も頷く。

「延女官長は蠟瓷皇后の評判が落ちてるのに焦って、鞍替えしたんじゃない？　汪貴妃はお子もいるし、そっちに有利な発言をして専属女官にしてもらう魂胆とか？」

「皇帝は正妻の蠟瓷皇后よりも女官にご執心。寵愛を得られない皇后の女官長なんて、屈辱だったんすかね。にしても、寝取った寝取られたって、身に覚えがありすぎて、他人事ながら震えますねー」

　皆が絶句するが、構わず灰葬は続ける。

「あと、気になったんすけど、汪貴妃も延女官長も蠟瓷大臣も、床があんなに血だらけだっていうのに驚いてもなかったっすよね。こうなることを知ってたとか」

「言われてみれば……汪貴妃は目覚めてすぐに気絶したときの状況を私に説明したの。

　でも普通、外廊にいたのになんで朝礼殿にいるんだって取り乱したり、寝起きで血を見たわけだから、自分の身体の心配をするものじゃない？」

　もし私が汪貴妃の立場なら、自分の状況を真っ先に確認したくなると思うのだ。

「汪貴妃は貴妃宮に戻ったと聞きましたが、怪我はなかったということですよね？　なら、この血は汪貴妃の血ではない。なにかの動物の血でしょう。それをあらかじめ知っていれば、血に目もくれずともおかしくはないかと」

　英秀様は広間の血を見渡しながら、そう言った。

「ってことは汪貴妃の自作自演ってこと？　善人面したやつほど怪しいって真理よね」

　麗玉は腕を組み、うんざりした顔をする。

「汪貴妃につく妃嬪が多いのは、雪華国の妃嬪を気遣って茶会を開いたり、急になくなった朝礼の件を私に謝りにきたり、国の行く末を考えた行動を評価されてるからでもあるわよね。でも、だからこそ……呼び出しの手紙を貰ったってだけで、蠟瓷皇后を犯人だと決めつけて公表したことに驚いたわ」

　もっと慎重に対処する人だと思っていたからだ。子供の命がかかっていれば冷静になれないのも当然だが、英秀様の言う段取りのよさが気味悪い。

「まずは蠟瓷皇后が本当に汪貴妃を害したのかを確かめないとよね。今の段階では、どっちにも相手を害する動機があるわけだし。だから、一度皇后宮へ行ってみない？」

「姫さんに賛成。汪貴妃に宛てた手紙、本当に蠟瓷皇后が書いたのか、筆跡も確認しといた方がいいしね」

　それに皆も頷き、私たちは皇后宮へと移動した。




　皇后宮へ行くと、今回の件で刑けい部ぶに呼び出されているのか、延女官長も不在だった。

　他の女官に中へ通され、しばらく私たちだけにしてもらうと、改めてその散らかりように言葉を失う。前よりも酷くなってる……。

　これが皇后の部屋かと、皆が圧倒されていたが、やがて英秀様が動いた。床に捨てられていた紙を拾うと、勝手に引き出しを開けて別の手紙を取り出し、円卓に並べた。

「目立った違いはありませんね。筆跡は同じように見えますが、精巧な模写の可能性もあります。これだけでは判断できかねますね」

　皆が手紙を見比べている中、私は室内を見回していた。

「姫さん、どうしたの？」

「あ、うん。蠟瓷皇后がいくら片づけ下手でも、ここまで部屋が荒れるかなって。それに前も気になってたんだけど、同じ物がいっぱいある」

　寝台に近づけば、なにか染みのようなものがあった。それに顔を近づけると、微かに尿の臭いがする。

　まさか……。徘徊していた蠟瓷皇后を、皇后宮に運んだときのことが頭をよぎる。

「外の桶に浸けられてた大量の敷布と衣服は……失禁で汚れた？　朝礼の約束を忘れてたり、夜に通路を徘徊してたり……蠟瓷皇后は……認知症？」

「姫さん、そのにんち……しょうって？」

「ああ、頭のここに脳っていうのがあってね」

　私は自分の頭を指差す。

「物事を記憶したり判断したりしてるんだけど、その能力が低下して、日常生活や仕事に支障をきたすようになった状態のことよ。朝礼に厚着して現れたのがいい例ね。季節感に合った服を選べないのも症状のひとつなの」

「病で記憶が曖昧なら、ときどき延女官長が耳打ちしてたのも納得っすね。思い出せない記憶を尋ねてる。しかも、そこでなにを吹き込まれても、蠟瓷皇后は信じるしかない。長年仕えた女官なら、懐に入り込む術すべにも長けてそうですし？」

　灰葬が頭を傾けながら言えば、英秀様も羽毛扇で口元を覆い頷く。

「延女官長は病で先が見えない皇后を見限り、汪貴妃に寝返った。朝礼殿で主を庇わなかったのが証拠です。西の外廊にいたというのも口裏を合わせるための嘘でしょう」

　父親だけでなく、長年そばにいた女官にも裏切られるなんて……蠟瓷皇后はつらいだろうな。

「蠟瓷皇后は症状のせいで、朝礼で何度も妃嬪に拝礼をさせてた。それが体罰を与えてるように周りにも見えていたし、後宮に居場所がない状態だったわよね」

　妃嬪が蠟瓷皇后に向ける目を見れば、それは一目瞭然だ。

「でも、蠟瓷皇后は会話が全く成り立たないわけではないし、症状もずっと出てたわけじゃない。この状況で汪貴妃を害せば、自分が疑われることくらい想像がつくはず。たぶん、今回の一件は冤罪じゃないかな」

「言わずもがなよね。大勢の妃嬪の前で蠟瓷皇后の悪事を口にしたのは、名誉を陥おとしいれるためでしょ。今回の件は蠟瓷皇后を廃后にするための汪貴妃の自演で決定ね」

　麗玉は忌々しそうに、肩にかかった髪を払う。

「娘の冤罪を疑いもせず冷宮行きにした。蠟瓷大臣が傀儡の皇帝を産む汪貴妃側についているのは確実。となると、今回の本当の黒幕は蠟瓷大臣でしょうね」

「英秀様、前に蠟瓷大臣は蠟瓷皇后のお子の死に関わっていたかもしれないって言ってましたよね？」

「ええ」

「それ、かもしれないじゃなくて、そうかも。蠟瓷皇后は冷宮行きを命じた蠟瓷大臣に対して、物凄く怒ってたんです。今までの威圧的な態度とは違って、もっと感情を剥き出しにしてた……確執があったとしか思えないくらい」

　一言で表すなら――いつか聞いた蠟瓷皇后のうわ言から感じた〝憎しみ〟だ。

「蠟瓷大臣と蠟瓷皇后がいかなる理由から対立することになったのかはわかりませんが、城では血の繋がりよりも、主従の情よりも、利害関係を優先する者が大半です。なんら珍しいことではありません」

　英秀様の言葉は心を重たくした。

「実の娘を出世のために切り捨てて、その子供まで手にかけてるかもしれなくて、琥劉たちを襲撃した件にも関わってる。同盟国の皇帝を害するなんて、蠟瓷大臣は戦争でも起こすつもりなの？　自分の目的のために、どこまで奪い続ければ気が済むの！」

　感情が一気に爆発して大声を出す私の背に、猿翔と麗玉が心配そうに手を添えた。

「しっかりなさい」

　地面を睨みつけていた私は、英秀様の声ではっと我に返る。

「蠟瓷大臣が後ろ盾なら、今回の件は麗玉の言ったように汪貴妃の自演でしょう。それが証明できれば、蠟瓷大臣がこの国を牛耳るための切り札である汪貴妃を廃せます」

　そうか、一矢報いる機会はあるんだ。そう思ったら、やる気が湧いてくる。

「その決定打になるものはこれから探すとして、当面は蠟瓷皇后を正常に戻し、誰かに吹き込まれて、うっかり自分が犯人だと口走ってしまわないようにしなくては」

　すでに冷宮行きという実刑が下っている今、手紙の筆跡云々ではもはや蠟瓷皇后の疑惑は晴れない。英秀様の言うような決定打が必要だ。

「でも、認知症には根本的な治療法がないので、完治は難しかと。できるのは症状を軽くして、進行の速度を遅らせることです」

「構いません。できる限り回復させてください」

「やってみます。それと治療をする間、延女官長とはなるべく接触させないようにできますか？　あることないこと吹き込まれると、余計に記憶が混乱するので」

「それなら問題ないでしょう。罪状が罪状だけに、冷宮にいる蠟瓷皇后に身の回りの世話をする者はつけられないはずです。白蘭様は事実確認のための聞き取り調査という名目で密かに治療を。もし気づかれれば、蠟瓷皇后が口封じに殺されます」

「っ……わかりました。気をつけます」

　これからは薄い氷の上を渡るみたいに慎重にいこう。

　琥劉たちが戻るまで、なんとしても乗り切らなくちゃ。




　その夜、私は手燭を手にした猿翔とふたりで冷宮へと赴いた。

　見張りの武官には金を握らせ、一時的に冷宮から離れてもらっている。万が一に備えて、英秀様と灰葬が外で見張ってくれていた。

「なにをしに来た」

　突然室内に入ってきた私たちに、寝台に腰かけていた蠟瓷皇后は眉を寄せた。

「人払いをしているので、長居はできません。単刀直入に言います。最近、酷い物忘れにお悩みではありませんか？」

　蠟瓷皇后はなぜ知っている、と言いたげに目を見張る。

「しまい忘れや置き忘れが増え散らかった部屋、物を探して夜に外を徘徊する。新しいことが覚えられず妃嬪に何度も拝礼をさせ、朝礼の日時や今までいた場所を思い出せず延女官長に尋ねなければ自分の置かれた状況がわからない……違いますか？」

　否定の余地を与えないよう証拠を並べ立てれば、蠟瓷皇后は息を呑んだ。

「蠟瓷皇后、あなたは恐らく認知症という病です。病はゆっくりと進行し、残念ながら治すことはできませんが、症状を抑えることはできるかと」

　私は懐から、木もく栓せんがされた小壺を取り出した。先ほど麗玉に煎じてもらったものなので、まだ温かい。

「これは『抑よく肝かん散さん』という薬です。これに含まれる『釣ちょう藤とう鈎こう』という生薬には、病の悪さを抑える働きがあります」

　症状からするに、蠟瓷皇后は数ある認知症の中で最も多くみられるアルツハイマー型認知症だろう。抑肝散はその認知症に効く薬だ。

「毒でない証明はできませんが、私を信じてくれるのなら、これをお飲みください」

　煎じ薬の入った小壺を差し出すと、蠟瓷皇后は鼻で笑う。

「私を殺しに来たか。誰の差し金だ」

「違います。私は真実を明らかにしに来たんです。目的のために私の大切な人を陥れ、国を混乱に巻き込むことすら厭わない者たちを今の地位から引きずり下ろすために」

　私と彼女は同じ皇后だ。身の内にどれほどの怒りや憎しみがあろうと、易々と口に出せない立場。だからこそ通じ合えることもある。

「あなたも奪われた憎しみを密かに胸の内でたぎらせ、その機を窺ってきたのでは？」

　驚きの表情を浮かべる蠟瓷皇后を見れば、答えは聞かずともわかった。

「私が信じられないなら、せめて私があなたの力になれる存在だと証明してみせます」

　耳心地のいい言葉を並べ立てて得られるほど、彼女の信頼は安くないだろうから。

「ほう、どう証明する」

　蠟瓷皇后は見定めるような厳しい眼差しを私に向けた。

「汪貴妃を害した件ですが、恐らく犯人は汪貴妃本人と蠟瓷大臣です。蠟瓷皇后は汪貴妃に追及されたとき、症状のせいで自分がどこにいたのかがわからなかったのでは？　そして延女官長に聞いたままに答えたら、汪貴妃もそこに呼び出されていた」

「……そうだ」

「嘘を吹き込まれたのでしょう。あなたの病を間近で見てきた延女官長は、皇后としての地位が揺らいでいくあなたに見切りをつけ、寝返ったんです」

　蠟瓷皇后は表情ひとつ変えず、私の見立てを聞いている。

「あなたは病のせいで自ら作った規則を破るなどして、後宮に居場所がなかった。その状態で汪貴妃を害すれば自分が疑われる。あなたに彼女を傷つける利はない」

　蠟瓷皇后を真っすぐ見据え、断言した。

「それから私の部屋に現れた白蛇の件ですが、あれが蠟瓷皇后の蛇だとしたら……」

「白蛇は貴重なのだ。私の部屋からいなくなっていたことといい、私の飼っている蛇で間違いないだろう。無論、それでお前を害そうとしたのは私ではないが……」

「ええ、あなたを孤立させるために、私たちを対立させた人物……こちらも汪貴妃や蠟瓷大臣の仕業でしょう。あなたに気づかれずに蛇を持ち出せるとしたら延女官長でしょうが……猿翔、彼女は普通の女官よね？」

　後ろに控えていた猿翔を振り返ると、女官を装った彼が低頭しつつ一歩前に出る。

「はい。数日皇后宮を監視していましたが、あの身のこなしでは間者ではありません」

「監視していた、か。お前の女官には秘密がありそうだな」

　口端を上げながら猿翔をちらりと見やった蠟瓷皇后に、私は頭を下げる。

「勝手に申し訳ありません。蛇に噛まれないよう壺に移すことができ、私の宮殿の者に気づかれずにそれを庭に置くことが可能な者を延女官長は皇后宮に招き入れ、犯行を手助けしたのでしょう。汪貴妃か、蠟瓷大臣が雇った蛇使い兼間者がいるはずです」

　猿翔はそこでじっと考え込む様子を見せた。やがて、はっと顔を上げる。

「宴で白蘭皇后様に接触してきた人物では？　あの者の動き、間者で間違いないかと」

「あ……蛇さんのこと？　そういえば、あのときの蛇も白蛇だった……」

　ここまでくると、無関係である方が返っておかしく思える。

「蛇鴻国に来たときから目をつけられてたのかな……」

「その間者は他になにか、お前に言わなかったか」

　蠟瓷皇后が思い詰めたような表情で尋ねてくる。

「えっと……確か、私を在るべき場所に導くとかなんとか……」

　それを聞いた蠟瓷皇后は険しい面持ちで口を閉ざした。

「蠟瓷皇后？」

「いや、続きを聞かせろ」

「わ、わかりました。あなたが自国の妃嬪に贈った耳飾りの件ですが……」

　蠟瓷皇后は「耳飾り？」と、怪訝そうに片眉を持ち上げる。

「はい。この耳飾りを拾った雪華国の妃嬪が盗んだと勘違いされまして……」

　私は懐からあの翠玉が埋め込まれた貝殻の耳飾りの片割れを取り出した。蠟瓷皇后はそれを見た途端、血相を変えて私の手から奪い取る。

「なぜこれを、お前が持っている！」

　怒鳴る蠟瓷皇后に猿翔が身構えたが、私は手で制した。

「蠟瓷皇后から耳飾りを贈られたと言う妃嬪から預かったのです。ある日、手紙と共に宮殿に置かれていたと」

「ありえぬ、これだけは絶対に。命に代えても守らなければならぬものなのだ。誰が私の部屋から……」

　この取り乱しようからするに、とても大事なもののようだ。夜に宮殿の外を徘徊していたのも、恐らくこの耳飾りを探していたからだろう。

「身の回りの世話という名目で皇后の装飾品に触ることができる延女官長でしょうね。例の間者を使えば、宮殿の女官に気づかれずに耳飾りを部屋に置くことができます」

　異論はないのか、蠟瓷皇后は苦い表情で黙った。

「耳飾り、もう片方も蠟瓷皇后がお持ちなんですか？」

「……言えぬ。たとえどんな罰を受けようとも」

　蠟瓷皇后の意思は固い。もう片方の耳飾りの行方についてはこの際、置いておこう。今は私たちが一連の事件が蠟瓷皇后とは無関係だと証明できるということを知ってもらうのが先だ。それで信頼を勝ち取れればいい。

「汪貴妃は耳飾りの件についても、あなたが仕組んだ嫌がらせだと言っていたようです。自分の地位を脅かす雪華国を好ましく思っていないのが動機だと」

　それを聞いた蠟瓷皇后は吐き捨てるように「はっ」と笑う。

「汪貴妃はもともと民から選ばれた采さい女じょで、見目の美しさから先帝に気に入られて貴妃となった。父上の入れ知恵か、今は本性を隠し聡明な貴妃を演じているが、それまではいつも他の妃嬪より高価な品を先帝にねだり、寵愛が自分に向けられていると誇示したがった。意地汚い女狐がよく言う」

　それが汪貴妃の裏の顔……。人間って、この世のどんな生き物より怖いわね。

「あなたを孤立させ、廃后にする策はすでにここから始まっていたのだと思います」

「私はこの件について延女官長からなにも聞かされていない。あえて報告しなかったのだろう。あの者はそのときから……いや、もっと前から汪貴妃についていたわけか」

　俯き加減に嘲笑する蠟瓷皇后の顔には、微かに憂いが滲んでいる。

　どんなに強い人でも、裏切りに慣れる日なんて一生こないのだ。

「廊下で徘徊しているあなたを見つけて宮殿に運んだとき、子供を不幸な目に遭わされたというようなうわ言を言っていました。そして、朝礼殿で蠟瓷大臣を見るあなたの目を見て確信したんです。あなたは蠟瓷大臣に皇子様を奪われたのではないかと」

　初めて蠟瓷皇后の顔が痛みを堪えるように歪んだ。

「ですから、いくら記憶が曖昧になろうと、あなたは子を宿した汪貴妃を害さない。子を奪われる苦しみを誰よりも知っているから」

　それが私が蠟瓷皇后を信じようと思うに至った理由だ。

　蠟瓷皇后は降参とばかりに息をつき、苦い笑みを浮かべた。

「そうだ、お前の言う通りだ。父上の差し金で我が子を失った日から、この後宮で生まれたすべての命を守ると決めている」

　悲哀と憎悪が複雑に絡んだ瞳で、蠟瓷皇后は地面を睨みつける。

「私は父上の息がかかった侍医に子が流れる毒を盛られていてな。その影響か、生まれてすぐに皇子は天へと還かえってしまった。私が二度と子を産めなくなったのはその薬のせいだ。病で記憶が侵されようとも、父上への憎悪だけは胸に深く根づいて消えぬ」

　衣の胸元を握り締める蠟瓷皇后の手は、小刻みに震えている。

「あの……蠟瓷大臣となぜ対立することに？　皇子様を殺めたということは、その前に蠟瓷大臣となにかがあったということですよね？」

　言いにくいことなのか、それともよほど重大なことなのか、蠟瓷皇后は喋るのを躊躇っていた。ややあって、蠟瓷皇后は重い口を開く。

「……父上は狂っているのだ。自分はこの国を牛耳ることができる特別な人間だと驕り、その思想を子に無理やり植え付けようとし、それを否定した母は……殺された」

「え……」

　身体の芯が冷え切るようだった。

　いつも底知れぬ笑みを浮かべていた蠟瓷大臣の容赦のなさが恐ろしい。

「私が父上と決別したのは、父上の理想を拒絶したからだ。私が寵を得ているうちは父上の言いなりであった先帝をおだて、民の税を民のために使うよう誘導することもできたが、若い汪貴妃に入れ込み始めてからは、我が国の守り手である武官や官吏の給金を絞り、天災に備えるための金をも汪貴妃に費やしてしまった」

　蠟瓷皇后はできる範囲で傾く国を守っていたのだ。

「父上がいる以上、この国にまともな皇帝が立つことはないだろう。ゆえに私はまだこの地位を退けぬ。だが、延女官長までもが私を裏切り、病に侵され、冷宮に入れられた。もはや打つ手もない」

　膝の上の拳を握り締めた蠟瓷皇后の瞳の底には、言いしれぬ憂いの色が沈んでいる。

「でも、あなたは病を抱えながら、ひとりでここまで戦ってこられた。私は医仙です。もう一度、あなたを戦場に戻してみせます」

　私は自分の目を信じる。この人は私欲のために戦っている人ではない。

　蠟瓷皇后は顔を上げ、縋るように私を見た。

「なぜだ……なぜ、そこまでする。私を助けて、お前になんの利が……」

「大切な人を傷つけられた者同士だからです。蠟瓷大臣は汪貴妃の子を傀儡の皇帝に選びました。私の夫が迎えに行った皇子は蠟瓷大臣にとって邪魔な存在になる。ですから私の夫と仲間を襲撃したのは、蠟瓷大臣でしょう」

　思い返すだけで怒りがふつふつとこみ上げ、訴える声にも覇気が増す。

「私は夫たちが皇子を連れ帰ると信じています。そして、それをただ待っているつもりはない。ここで一矢報いるつもりです。共に戦ってくださいませんか、蠟瓷皇后」

　私は薬が入った小壺をもう一度、差し出す。

「琥劉陛下が捜しに行った皇子は、この国の最後の光だ。絶対に失わせてはならぬ」

「蠟瓷皇后は第二皇子が帝位に着くことを望んでいるのですか？」

　意外だった。てっきり皇后に居座って自分でこの城を管理するものだとばかり……。

「皇子の母は元皇后付きの女官長でな。先帝に襲われ、身籠ったのだ。私の最も信頼していた女官だっただけに、守ってやれなかったことを今でも悔いている」

　もしかして、戌の刻以降は出歩かない、陛下の寝所に近づくことを禁じるって掟は、二度と被害者を出さないために……？

「あの……風明さんって、もしかして、その女官の方のお名前ですか？」

　蠟瓷皇后の目が驚きに見開かれる。

「そうだが……なぜ、お前がその名を知っている。この不祥事を揉み消すため、風明に関する記録はすべて消し去られ、残っていないはずなのだが……」

「前に朦朧としていた蠟瓷皇后を宮殿にお連れした際に、私を風明さんだと勘違いしていたんです。そのとき、なんとなく大事な人なのかなと思いまして、今の話を聞いて、その信頼していた女官の方かもと……」

「そうか……どうりで、お前には口が軽くなるわけだ」

　蠟瓷皇后は自嘲気味に笑んだ。

「風明は初め、このことを打ち明けられず仕事を続けていてな。だが、この頃は私の腹にもまだ皇子がいた。身籠った母親の身体の変化ならよくわかる。事が判明してからは、風明には身寄りがいないゆえ、表向きは暇を出したことにして、皇后宮の奥の間で密かに産ませた。本当のこの国の第一皇子だ」

「蠟瓷皇后のお子は、そのあとに……？」

「ああ。先帝の様子がおかしく、父上が異変に勘づき、事が露呈してな。殺されるはずだった風明と皇子を城の外に逃がしたあと、数日遅れで生まれた。私の子が産声をあげてくれていたなら、いい兄弟になったであろうな」

　切なく微笑む蠟瓷皇后に胸が締め付けられる。その脳裏にはふたりの皇子が手を取り合う姿が浮かんでいるのだろう。

「そして、不幸は重なるものだ。そのあと風明の行方が掴めなくなった。先帝と父上の仕業だろう。同じ時期に不祥事を知る元女官たちも姿を消したそうだからな」

　蠟瓷皇后の身体は怒りに震えている。

「だが、風明の子までは奪わせん。ふたりを城から逃がすとき、思ったのだ。風明の子ならばいい皇帝になると。ゆえに私は風明の子が帝位に着くまで、皇后で在らねばならぬ。私がすべてを忘れてしまう前に決着をつけたい。ゆえに、お前と共に戦おう」

　蠟瓷皇后は私から小壺を受け取ると、迷わず木栓を抜き、薬を飲み干した。

「蠟瓷皇后と共闘できるなんて心強いです。これからも隠れて薬をお持ちします。時が来るまで、わからないことには沈黙を貫き、無力であると思わせてください」

「わかった、そうしよう。お前も蠟瓷大臣には注意するのだ。私が十六で後宮に入り、二十四年かけても失脚させられなかった男だ。あの男はそれほど、この城で権力を掌握している。責め時を間違えれば、私のようにいとも容易く手足を捥もがれるぞ」

　私は強く頷いてみせる。

「それにしても……これが医仙の性質か。媛夏妃もどこか浮世離れしていたが、お前は眩しく存在感がある」

「そういえば、媛夏妃を雪華国に嫁がせたのは、蠟瓷皇后だと聞きました」

「媛夏妃はこの城に幽閉されていたゆえ、あまり会って話したことはなかったが、一目見れば纏う空気が人のそれと違うのがわかる。善悪関係なく人を惹きつけるのだ。前にも言ったであろう。その力が身を滅ぼすこともあると。ゆえに外に出したのだ」

　蠟瓷皇后は意味深な言葉を残し、「もう戻れ、見張りが交代する刻限だ」と私たちを追い払った。




　冷宮から滞在先の宮殿に帰ってきた私は寝台に座り、窓の外の偃えん月げつを見上げていた。

　静かな夜は孤独を思い出す。もちろん私はひとりじゃないけれど、琥劉がいないだけで、世界にひとり放り出されたみたいに怖くなるのだ。

　私は護衛のために隣で休んでいる猿翔を見る。彼は気配に敏感で、寝ていても人が近づけばすぐに起きられるように鍛えられているのだとか。まあ、建前だろうけれど。

　猿翔は私が気を使って休めないだろうからと、寝たふりをしてくれているのだ。

　ありがとうね、猿翔。私は布団の上から、こちらに背を向けて眠っている猿翔の身体にそっと手を置き、寝台を出る。今日はいろいろあって眠れそうになかった。

　部屋の燈とう台だいの火を燭台に移し、窓際の文ふ机づくえに置いた。私はその前に座り、琥劉がくれたあの日記帳を開くと、筆を手に取る。

　日々、あったことを綴るのが最近の日課になっているのだが、開いた頁には昨日、都の土木職人に会いに行ったときのことが書かれている。

　あの日は英秀様に情けないところを見せちゃったな……。

　苦い思いと共に記憶が蘇ってくる。




『なんだか活気がないですね……』

　英秀様とふたりで土木職人に会いに町を歩いていると、通りに並ぶ店の商人たちが疲れ切った顔をしているのが気になった。

『これも天災と年々上がる税のせいですよね。この状況で無償で堤防を作ってくれだなんて、説得に苦戦しそうですね……』

『ええ、批判に曝される覚悟はしておくことです』

　英秀様の忠告に頷いたときだった。

　え……。彼に似た背格好の男が前を横切り、思わず『琥劉！』と追いかけてしまう。

『待ちなさい！』

　後ろで英秀様の声が聞こえたが、彼を見失いたくなかった私は足を止めなかった。

『待って！』

　その腕を掴めば、男が振り返る。だが、その顔はまったくの別人で、胸に膨らんだ期待が急速に萎しぼんでいった。

『あ……私、人違いを……申し訳ありません』

　怪訝そうに去っていく男に肩を落とせば、後ろから足音が近づいてくる。

『ほんと、私って駄目ですね……』

　泣きそうになりながら、なんとか笑みを張り付けて振り返る。そんな私を英秀様は切なげに見ていた。

『少し、そこで待っていてください』

　英秀様は思い立ったように屋台に近づき、少しして湯気の立つ白い紙の包みを手に戻ってくる。無言で差し出されたそれを受け取ると、ほんのり温かい。

　紙を開けば、黄金色の丸い焼き菓子が入っていた。

『月げっ餅ぺい……？』

『前にあなたが作ったものも、まあまあ美味しかったですよ。次は梅餡が入っているものを希望します。これを参考にしてください』

『英秀様の好物ですもんね、月餅……』

　英秀様の優しさを感じながら、月餅をひと口かじる。

　そういえば、前に町で琥劉と月餅を半分こにして食べたな。琥劉、私が作った食べ物じゃないと味がわからないのに……今頃、どうしてるんだろう。

　そんなことばかり考えていたら、涙が溢れてきた。

『怖いです……もし、琥劉と永遠に離れ離れになってしまったら……私は愛する人と引き離された芙蓉のように、狂わずにいられるでしょうか……』

『そのときは、私があなたを殺してでも止めましょう。私の主君が美しいまま、人々の記憶に残るように』

　研ぎ澄まされた刃のような、美しくも鋭利な救いの言葉だった。

『英秀様……私は、こんなに優しい『殺す』を生まれて初めて聞きました……』

　涙は消えずとも、心から笑みを返すことができた。

『さあ、戻りますよ』

　英秀様に手を引かれながら歩き出す。迷子になっても、立ち止まっても手を引いてくれる誰かがいる。だから私は、きっと狂ったりはしない。




　あのあと、土木職人の親方たちを説得するのにひと悶着あったのだが、なんとか堤防作りに協力してもらえた。皇后としては少しずつ前に進めているとは思うけれど、琥劉のことは別だ。

「あ……」

　無意識に綴っていた【会いたい】の文字に涙が落ち、墨が滲む。

「……っ」

　自覚したら膨れ上がる寂しさに蓋をするように、私は日記帳の上に突っ伏した。

　猿翔は私が泣いているのに気づいているだろう。それでも泣かせてくれる彼の優しさが余計に涙を誘った。




　一週間後、朝議を終えた私と英秀様は外廊を歩いていた。

「地方官から設置した避難所に盗人が入ったと知らせがありました」

「ああ……日持ちする食料が運び込まれてるから……天災で田畑を失って、食べるものに困ってたのかも。話を聞いて、もしそうなら罰として堤防造りをさせては？」

「少々甘い気もしますが、あなたの言う通りなら国を治める者の怠慢が招いた事態とも言えますし、妥当でしょう」

　堤防や避難所も着々と作られ、手作りのハザードマップを各村や町に設置した。ときどきこうして問題が起こりもするが、天災対策は順調に進んでいる。

「朝議にも慣れてきたようですね」

「そう見えますか？　でも、やってよかったって思ってます。本当の意味で、琥劉と同じ世界に身を置けた……というか、その苦悩や恐怖を知れた気がするから」

　英秀様は静かに私の話を聞いてくれている。

「意見をするとき、私がやろうとしてることは間違ってないかな、否定されるかもって怖くなるんです。でも、支えてくれる英秀様たちを見ると、しゃんとしなきゃって背筋が伸びるといいますか！」

　人差し指を立てて力説すると、英秀様がぎょっとしたような顔をした。

「きっと琥劉も同じだと思います。どんな名君もひとりでは押し潰されてしまいますから。だから私たちには、英秀様たちが必要なんです！」

「……そうですか」

　英秀様は素っ気なく言い、眼鏡を押し上げていたが、その口元は緩んでいた。

「よかった、ここにおられましたか！」

　足を止めて振り返ると、後ろから蛇鴻国の大臣が数人がやってくる。

「白蘭皇后様になにかご用ですか？　話ならば、まずは私が伺います」

　英秀様がすっと私の前に立った。

「あ、いえ……ただ、伝えたかったのです。民から城へ感謝する声があがっています。これも天災対策のおかげです」

「始めは我々も国をよくするために働いていたはずが、出る杭は打たれるからと、皆に意見を合わせることばかり考えるようになっておりました。ですが、ひとりで民のための政策を実現しようとしている白蘭皇后様を見ていたら、初心に戻れたのです」

「どうか私たちにも、できることを言ってくだされ」

　興奮したように次々と話しかけてくる大臣らに、胸が熱くなる。

「では、次の朝議では皆さんが心から国や民に必要だと思う意見を聞かせてください」

　彼らは「もちろんです！」「今から案を練らねば！」と言い、熱冷めやらぬ様子で帰っていった。それを見送っていたら、英秀様が小声で話しかけてくる。

「……白蘭様、そのまま私の方を向いてください」

「え？」

「向かいの外廊の柱の陰に、蠟瓷大臣がいます。こちらの様子を盗み見ていたようですね。まったく、うちの皇后をじろじろと見ないでいただきたいものです」

　えっ、蠟瓷大臣が？　蠟瓷皇后に忠告されたあとだからか、全身がぞわっと粟立つ。

「いいですか、あなたの影響力を無視できなくなれば、大臣らは蛇鴻国を己の天下とするために、あなたを廃しにくるでしょう。今まで以上に警戒してください」

「わ、わかりました」

　気を引き締めつつ、私は英秀様とそのまま気づかないふりをして歩き出す。蠟瓷大臣の纏わりつくような視線を感じながら。




　朝議のあと、私は朝礼に参加していた。

「皆さんの作った地図のおかげで、民から感謝の声があがっているそうです。本当にありがとうございました」

　実は例のハザードマップは雪華国の妃嬪にも声をかけ、一緒に作ってもらった。その様子を見て蛇鴻国の妃嬪らも手伝いたいと申し出てくれたのだ。

　城から出られずとも、都や町にいる家族を守るために、なにかしたかったのだろう。

「頑張った甲斐があったわ」

「私たちの描いた地図、町に見に行ってみたいわね」

　妃嬪たちは嬉しそうに互いの手を取り、舞い上がっている。

「白蘭皇后様、この場でお願いしたきことがございます」

　汪貴妃の一声で場が静まった。

「なんでしょう」

「皇族が静養できる尼あま寺でらがあるのですが、できればそこで出産したいのです。ここはいろいろあって怖ろしく、できれば明日にも発ちたいのですが……」

「でも、あなたはもう臨月……出産間近でしょう？　移動は危ないわ」

「私にとっては、心安らかに産めることが大事なのです」

　いくら蠟瓷皇后をはめた汪貴妃といえど、妊婦を危険に曝すわけにはいかない。どうするべきか悩んでいると、英秀様が口を挟んだ。

「ここは汪貴妃様の望むようにして差し上げては？　蠟瓷皇后様が冷宮行きになったとはいえ、ここでは汪貴妃様も心労が祟るでしょう」

　これは泳がせろってことかな。私は彼を信じ、頷いた。

「そうね、汪貴妃の希望がいちばんよね。護衛はどのくらい必要ですか？」

「それなら、わたくしの女官だけで結構です」

　え、あれだけ蠟瓷皇后に害されることを恐れていたのに、急に無防備すぎやしないだろうか。それに臨月には腰痛や吐き気、食欲不振などが起こりやすくなるのだが、灰葬に探らせてみても、そういった症状は汪貴妃には見られていないという。あまり症状を感じないにしても、元気すぎる気がする。

「わかりました。道中、気をつけてくださいね」

　気がかりはあるも、汪貴妃が城を出ている間は蠟瓷皇后の治療に集中できる。

　私は蠟瓷皇后の味方であることが露呈しないよう、汪貴妃に話を合わせた。

　やがて朝礼が終わり妃嬪が解散していくと、金淑妃が満面の笑みを向けてきた。

「皇后様？　今なら隙だらけで、容易たやすく寝首を搔けそうですわね」

「うっ……金淑妃、それは私への説教ですね？　もっと気を引き締めろっていう」

「ええ、傍目から見ても陛下がいなくなってからのあなたは腑抜けて見えますもの。あなたが退場したら、私はまた命懸けの遊戯に身を投じるかもしれませんわよ」

　本気半分の冗談を言う金淑妃に、私は苦笑する。

「心配しなくても、私は簡単にやられませんよ。だから金淑妃、刹那的快楽を追求してはなりませんよ？　特にここでは！」

　念を押せば、金淑妃は「うふふ」と意味深に笑って去っていく。

　金淑妃がいなくなり、朝礼殿には仲間だけになった。

「うわ……なに今の、鳥肌立ったわ」

　麗玉は金淑妃が出ていった朝礼殿の出口を、げんなりしながら見ている。

「金淑妃なりの声援かな？　いや、余興として愉しんでる線もある……」

　自信がなくて、語尾が萎んでしまう。

「そうだ麗玉、今汪貴妃を診てる侍医が誰なのか調べてくれる？　妊娠の兆ちょう候こうがあまり見られないから不思議で」

「それって懐妊が嘘かもしれないってこと!?」

　麗玉は目を剥き、顎が落ちそうになっている。

「出立は明日っすよね。なら俺が、急いで汪貴妃の女官に接触しますよ。着替えを手伝ってる女官なら、懐妊が事実かどうか、わかるはずですし」

　そう提案した灰葬と一緒に、猿翔や英秀様もこちらに歩いてくる。

「でも、あんま猶予ないんで、今回は手荒に手懐けるっすよ？」

「前もって言われると怖い……でも今は背に腹は代えられないっ、許可します……」

　にやりとしている灰葬の前で、大罪を犯した気分でぶるぶる震えていると。

「白蘭皇后様！」と朝礼殿に武官がひとり飛び込んできた。

「騒がしいですよ。何事ですか」

　英秀様が応対すると、武官は青ざめながら片膝をつく。

「はっ！　国庫の資金が石にすり替わりました！」

　皆の「ええ!?」という叫びが朝礼殿にこだました。




「はあ……」

　朝議と朝礼を終えた私は滞在先の宮殿に戻ると、円卓の席に深く腰かける。

　国庫の資金がなくなってから二週間以上が経っていた。

　あの日、武官が知らせに来たあと、私たちが国庫へ急ぐと木箱に入っていた馬蹄銀はすべて石にすり替わっていた。すぐに消えた国庫の資金の行方を探すべく、城から運び出された荷の出城記録を確認したり、門番に馬蹄銀の入った木箱がいくつも乗るような大きな荷馬車が通過していないかを尋ねたり、国庫に侵入した怪しい人物を目撃した者はいないか聞き込みをしたりしたのだが、手がかりは掴めず仕舞いだった。

　これじゃあ、堤防や避難所建設の資金が不足するわ……。天災から国を守る資金に手を出すなんて許せない。なんとかして取り戻さないと！

　あとは琥劉のことだ。あと一週間以内に皇子を連れて戻らなければ、皇子は継承権を失ってしまう。一体どうしたら……。

　考えても見つからない答えに頭痛がして、こめかみを押さえていると、目の前に茶杯が置かれた。顔を上げると、麗玉が案じるように私を見ている。

「頭痛を押さえる呉ご茱しゅ萸ゆ湯とうよ」

「ありがとう、麗玉」

　私は煎じ薬を飲み、ほうっと息をつく。

「根詰め過ぎないこと！　休息を入れて余裕ができれば、いい考えが浮かぶはずよ」

「ふふ……うん、大好き、麗玉」

「はあ!?」と真っ赤な顔で照れている麗玉に心がほぐれるのを感じていると、外から笛の音がした。蛇の一件が頭をよぎり、私は麗玉とすぐさま身を寄せ合う。

　日中、猿翔は蠟瓷皇后の護衛で出払っている。灰葬も汪貴妃の調査に行ったっきり、あまり宮殿に帰ってきていない。こちらはかなり難航しているようだ。

　まさか昼間から襲撃されるなんてことないよね？

　私たちはごくりと喉を鳴らし、警戒しながら窓に近づく。

「え……冥鹿？」

　彼は横笛を吹きながら、庭の花壇に寄りかかって座っていた。その姿は陽光の加減のせいか輪郭が曖昧で、儚く見える。

「蛇使いが冥鹿なんてことないわよね？」

　麗玉の懸念は私にもあったが、不安定で危うい彼をどうしてもほっておけなかった。

「……ちょっと行ってくる」

「は？　危ないわよ！」

　麗玉に止められたが、どうしても彼の存在を無視できず、私は庭に出た。

「綺麗な音色ね。心が癒える気がするわ」

　隣に腰かけると、冥鹿は笛から唇を離した。

「遊びに……来ました。治療は、もう終わったけど……迷惑、じゃないですか」

「私から来てって言ったのよ？　迷惑なわけないわ。笛、もっと聞かせてくれる？」

　冥鹿はなにも言わず、再び笛を奏でる。やがてその音色が空気に溶けるように消えると、私はいつの間にか閉じていた瞼を持ち上げた。

「うん、疲れたときにまた聞きたい」

　私は「聞かせてくれる？」と冥鹿を振り向いた。

「俺の笛を……そんなふうに必要としてくれた人は……初めて、です」

「そうなの？　普段はどんなときに吹いてるの？」

　答えたくないのか、冥鹿は黙り込んでしまった。

　なにか事情があるのね。冥鹿も蠟瓷皇后も、城の人たちって本当に背負いたがりね。

　そういえば脱臼した冥鹿を見たときの蠟瓷皇后、様子がおかしかったような……。

「冥鹿、蠟瓷皇后と話したのって、腕を怪我したときが初めて？」

「……はい。後宮ですれ違うことはありますが、蠟瓷皇后様が俺のような取るに足らない宦官ひとりを気にかけることなんてないと思います。だから……覚えてないかと」

　なら、私の気のせいなのだろう。

「ねえ、誰かにとって取るに足らない存在なのは私も同じだけど、そんなふうに自分を卑下するのは……」

「――それは違う！　あなたは尊い、この世界に必要な人！」

　普段の自信なさげな姿とは一変して、はっきりと主張する冥鹿に驚く。

「違わないよ。私を不要だと思う人もいれば、必要としてくれる人もいる。もちろん、私にとって、あなたは必要な人よ。あなたの笛の音も綺麗な海色の瞳も尊いと思う」

「違うっ……俺は、汚い。あなたは……俺が触れたら汚れてしまうほど……綺麗」

　私の髪に触れようとして、悲しそうに腕を下ろす冥鹿。私はその手を自分から迎えに行くように握った。

「大丈夫。あなたに触れられても、私は汚れたりしないよ」

「っ、どうして……」

「言いたいことがわかったのかって？　ふふ、私の愛する人も口数が多い方じゃないから、かな。冥鹿、もう一度言うけど、あなたは綺麗よ。とてもね」

　それから他愛のない話をしたあと、冥鹿は帰っていった。

　ずっと見守ってくれていた麗玉が、代わりにそばにやってくる。

「冥鹿が蛇使いだと思う？」

「そうだとしても、なにか理由があるって信じたい。あの子は……道具であることを、少しも疑問に思ってないところがあるから、誰かに使われてるのかも」

　これも、私がそう信じたいだけなのかもしれないけれど――。

「宦官だし、命令されれば抗えない立場だもの。それで悪事に手を染めてしまったとして、その罪は果たして冥鹿のものなのかな？　私はそうは思えないんだ」

「白蘭が信じるなら、私も信じるわよ。だから好きにすれば？」

　隣にしゃがんで静かに寄り添ってくれる麗玉に胸が温かくなるのを感じながら、「うん」と小さく笑って答えた。




　昼になると、灰葬と猿翔が疲れた顔をした英秀様を連れて宮殿に戻ってきた。

「国庫の資金の方は……城外に放った捜索隊の報告を待つしかなさそうです……」

　英秀様は私の政務の補助をしながら国庫の資金の捜索指揮も執っているので、疲労困憊のようだ。皆が円卓の席につくと、私は英秀様の前に月餅が載った自分の皿をすっと出す。英秀様はちらりと私を見やり、それを無言でもくもくと食べ始めた。

「あ、汪貴妃の懐妊の件、裏取りに時間がかかって、報告遅くなりましたけど、嘘で間違いなさそうっすね。布で腹を膨らませてたみたいっすよ」

　灰葬の報告を聞いた私は、円卓に突っ伏した。

「やっぱりかー、カフェイン入りのお茶飲んでるし、妊婦の割に元気だし、おかしいなって思ってたのよね……」

　猿翔と灰葬、そして英秀様の頭上に「かふぇ……いん？」と文字が浮かぶのが見える。麗玉はそれに気づき、「いつもの医仙用語でしょ」と雑に片づけた。

「汪貴妃を診てるのは……んぐ、漢禿侍医なんすけど、嘘の懐妊を報告したのが今さら怖くなったのか城から逃亡しようとしてて、はむっ、捕まえるのに手間取りました」

　灰葬は円卓に並んだ乾燥果実である山さん査ざ子し、棗なつめ、枸く杞この実を摘まみながら言う。

「漢禿侍医って、どこかで……あ、そうだ！　男児が生まれる霊薬を作った人！」

　汪貴妃の話を思い出して、つい大きな声をあげてしまう。

「その霊薬、後宮内で一時期流行ってたのよね？　調べた方がよくない？　城と取引してる薬店をあたってみれば、漢禿侍医がその霊薬を作るのに使った店が見つかるかも。薬師の私なら怪しまれないと思うし、どんな生薬を買ってたのか聞いてくるわ」

　私は目の前に座っている麗玉に「そうね」と頷く。

「妊娠が嘘なら、子供はどうやって用意するつもりだったのかな？　一応臨月で、すぐにでも生まれそうってことになってるのよ。余所で子供を作る時間はないわ。まさか、どこかで攫ってくる気なんじゃ……」

　事実、それしか実現は不可能だ。英秀様は腑に落ちたように頷く。

「汪貴妃の尼寺行きを許可したのは、あえて泳がせてその目的を探るためでした。それが外で子をこしらえることだったようですね。生まれてくる子の性別もわからないというのに、蠟瓷大臣が汪貴妃の子を継承者に推していた理由が判明しましたね。男児をどこからか見繕うつもりだったのですよ」

「蠟瓷大臣も承知の上か。官吏の給金は減らされてるし、漢禿侍医は金に釣られてか、蠟瓷大臣に恩を売っとけば出世できるかもって考えて加担したんだろうね。新皇帝が立って人員整理されたときに守ってもらえるかもしれないし」

　猿翔の言う通りなら、早く城内を立て直さないと……。

　他の官吏たちも、お金や保身のために悪事に手を染める可能性がある。

「嘘の懐妊……これは蠟瓷大臣がこの国を牛耳るための切り札である汪貴妃を引きずり落とす決定打になりますね」

　英秀様は羽毛扇を取り出し、ほくそ笑む口元を隠す。

「汪貴妃が朝礼殿の件について追及してきたそのときに、蠟瓷皇后自身に嘘の懐妊を暴かせればいいのです。朝礼殿での一件など、もはや捨て置かれるでしょう」

　確かに嘘の妊娠に比べれば、冤罪だが蠟瓷皇后が汪貴妃にしたと思われている所業なんて霞んで見えるだろう。

「んじゃ、あえてこのまま野放しにします？　虚偽の懐妊に偽りの皇子、罪状が多いほど失脚させやすいっすよね」

　それを聞いた英秀様は、指で眼鏡を押し上げながら満足げに灰葬を見る。

「わかっているじゃありませんか」

「でも、連れてこられた子供が汪貴妃の子じゃないって、どうやって証明するの？」

　猿翔は円卓に頬杖をつきながら、首を傾げた。

　英秀様は「これだから脳筋親子は」と羽毛扇で自分の顔を扇ぐ。

「そこで灰葬が確保した漢禿侍医の登場です。妃嬪にばら撒いた霊薬がまずい代物なら、それを揉み消す代わりに嘘の懐妊を証言させればいい」

「そうそう、他にもその秘密を知ってる汪貴妃付き女官が俺の手の内にある。死罪になりたくなければ吐けって脅すだけでいい。首尾は上々っすね」

　灰葬は愉しげに、自分の首元をさすった。

「なんだか、宰相がふたりいるみたい。英秀様は琥劉の、灰葬は私の宰相殿ね！」

　感激して手を合わせると、灰葬は瞬く間に顔を赤らめ、頬杖をついてそっぽを向く。

「なら、あんたは俺の主殿ってことっすか？」

　猿翔と麗玉が「は!?」と抗議する。騒がしくなる室内で英秀様は呆れていて、辛い状況でも耐えられるのは、みんなのおかげだとしみじみ感じた。そのとき――。

「英秀丞じょう相しょう、こちらにおられますか！」

　宮殿の外から声がして、英秀様は「ええ、入りなさい」と促す。

　焦った様子で私と英秀様に拝礼したのは検問の武官だ。

「雪華国、第一皇子殿下より、蛇鴻国に贈る貢ぎ物が届いております。英秀丞相に中を検めていただきたく、馳せ参じました」

「劉炎殿下が貢ぎ物？　私は聞いていませんが……わかりました、すぐに向かいます」

　怪訝そうに首を捻る英秀様と共に、私たちは貢ぎ物を確認しに行くことになった。




「まさか、貢ぎ物の中に国庫の資金が紛れ込んでるなんて……」

　貢ぎ物を積んだ荷馬車の中に、なくなったはずの馬蹄銀が入った箱が積まれていたのを発見し、私たちはそれを国庫まで運んだ。

　その量は最近確認したものより遥かに多く、唖あ然ぜんとしながら木箱を見て回っていると、そのうちのひとつが馬蹄銀ではなく、白いなにかで埋め尽くされていた。

「これ……貝？」

　足を止め、木箱に手を入れて白い二枚貝を掬すくってみる。その瞬間、真っ先に思い出したのは日記帳に綴られていた言葉だった。

【貝は二枚でひとつだ。どんな時も共にある】

　間違いない。離れてても一緒だという想いと共に、これを城に届けてくれたんだ。

　目の奥から熱が込み上げ、涙となって溢れ出る。「ううっ……」と嗚お咽えつが漏れた口元を押されば、焦った様子で猿翔と麗玉が支えてくれた。

「姫さん！　なんで泣いて……」

「生きてる……」

「え？」

「国庫の資金、琥劉が……取り戻してくれたのよ。間違いない……琥劉は生きてる！」

　確かな希望が見え、目の前が急に明るく照らされたようだった。

「経緯はわかりませんが、国庫の資金を見つけた陛下は普通に返せば送り主が資金を持って逃げた盗人で、あとあと自分のしたことが怖くなり返却したのではと疑われる、そう考えた。それが陛下となれば両国の関係悪化を招きます。ゆえに第一皇子に貢ぎ物を贈らせ、その中に紛れ込ませたのでしょう」

　英秀様は眼鏡をずらし、涙が滲んだ目元を押さえている。

「でも、生きてるなら、どうして帰ってこないんでしょうか……」

「なにか、城に戻れない理由があるのかもしれませんね。見つかった腕のこともありますし、負傷しているのやも」

「腕が切断されてるなら、そのまま放置するのは危険だわ。菌が入って破は傷しょう風ふうになったり、敗はい血けつ症しょうを引き起こして、そのまま……っ、早く治療をしないと！」

　この世界に琥劉の怪我をちゃんと見られる医者がどれほどいるだろう。あの世界の看護師よりも知識が浅い医者に。

「雪華国の武官がこれだけ探しても見つからないのです。追手を警戒して、どこかに身を潜めている可能性が高い」

「陛下と親父がついてて、こんなに苦戦してるなんて、相手は相当の手練れか、よほど行動を先回りされてたのか……。陛下が皇子に会いに行く予定をかなり前から知ってた人間って、やっぱり大臣かな」

　猿翔は難しい顔で考え込んでいる。

　猿翔にとってふたりは、血が繋がらなくとも家族だ。心配に決まっている。

「そういえば主殿、冥鹿は琥劉陛下が皇子に会いに行くって話を知ってたんすよね。大臣が話してるのを聞いたとかなんとか」

　灰葬は私のそばにある木箱に腰かける。

「え？　うん、そうよ」

「大臣が外で、そんな大事な話しますかね？　後宮でそんな噂が広まってる様子もなかったですし、冥鹿が追手を放った件に関わってるんじゃないっすか？」

　その可能性を考えないわけではなかったのに、心臓を掴まれたようだった。

「ま、そうだったとしても、主殿はなにか理由があるはずだって、思いたいんすよね」

　灰葬にまで心の中を見透かされ、私は肩を竦めた。

「うん。だけど油断はしないから。今は琥劉たちのことを第一に考える」

「そうしてください。敵は陛下たちが戻れないよう城周辺に伏兵を忍ばせ、始末するつもりでしょう。なんとか城に安全に入る手引きができればいいのですが……」

　英秀様の言葉に、私は黙って知恵を絞る。

「……それなら、葬儀でもします？」

　呆然として身じろぎもしない皆に、私は続けた。

「棺を山の川で清めたあとに城に戻す。その情報を聞きつけた琥劉たちが、どこかで棺の中に入ることができれば……遺体のふりして城に戻れるかなって」

「なるほど、医仙が神聖な行いをすることに反対する者もいないでしょう。その情報を大々的に発表しましょう。邪魔者である宗主国の皇帝と帝位継承権を持つ皇子が同時にいなくなり、国を我が物にできると蠟瓷大臣は喜んで賛同するでしょうし」

　私たちは頷き合い、改めて国庫の資金に向き直る。

　琥劉、待っててね。必ず、あなたを連れ戻すから――。










＊＊＊




　――時はひと月ほど前まで遡さかのぼる。

「ぐ、うう……はあっ……武凱、無事か……」

　身体が散り散りになりそうな痛みを堪え、俺は天鹿を抱えたまま川から這い上がる。

　森の崖で追手に斬りつけられそうになったとき、なんとか身をよじり急所は避けたが、腕を深く切られた状態で天鹿を守り切るのは至難の業だった。

　やむを得ず俺は武凱と目配せし、皇子を抱えて崖から飛び降りたのだ。

「おう、久々にあの世を見たがな。皇子の方は大丈夫か？」

　武凱の視線を受けた天鹿は、痛みに顔をしかめながら「っ、ああ……」と答えると、なんとか自力で立つ。

「俺より兄貴の方が心配だ。俺を庇って腕を切られたのに、落ちるときも衝撃から守ってくれた。血も、こんなに……」

　俺の服の袖は真っ赤に染まり、指先から血が滴り落ちている。それを見た天鹿の顔から、ますます血の気が失せた。

「やられたのは左腕だ。剣はまだ握れる。それより、結構流されたな」

　川の上流の方を見ていると、後ろで武凱が笑み交じりに言う。

「流されてきたのは、俺たちだけじゃねえみてえだがな」

　武凱の視線の先には、俺を斬った追手の男が浅瀬に突っ伏して浮いていた。崖から飛び降りようとした俺たちに一太刀浴びせようとして、身を乗り出しすぎたのだろう。

「ちょうどいい」

　俺は剣を抜き追手の死体の腕を「ふっ」と断ち切る。

　後ろで「兄貴!?」と天鹿が驚きょう愕がくしていたが、構わずその腕を砂じゃ利りの上に投げた。それから自分の衣の袖を肩から引き千切り、放った腕に着せる。

　すまない、白蘭……。身を切る思いで左手の薬指にはめていた指輪を外し、切断した追手の手指にはめた。俺の意図を汲くんだ武凱は、追手の死体を川に投げ入れて流す。

「武凱、動けるな？」

「おう、その腕をもう少し上流の方に放ってくればいいんだろ」

　武凱は腕を受け取ると、崖から落ちたばかりだというのに、機敏に駆けていった。

「あ、兄貴、今のはなんなんだ？」

「追手に俺たちが死んだと思わせるためだ。あの高さから落ちればひとたまりもないが、死を決定付けるなにかがあった方がいいだろう」

　天鹿は「さすが兄貴……」と感嘆する。

「死にかけてすぐに、そんなことを考えられるなんて……俺は全然駄目だな。人を初めて斬ったときも、足が竦んで兄貴に迷惑かけて……」

「俺とて戦場で初めて人を斬ったときは同じようなものだった」

　天鹿は「兄貴が!?」と驚く。

「生まれながらの武人などいない。俺が心折れたとき、奮い立たせてくれたのは劉坊兄上だった。恐れた自分を恥じるな。恥じるべきは逃げたときだとな」

「……じゃあ俺、なにがあっても逃げない。兄貴と兄貴の兄上みたいに強くなる」

「ふっ、そうか。気が晴れたなら移動するぞ。ここは見晴らしがよすぎて目立つゆえ、あの茂みに身を潜める」

　歩き出した俺の後ろを天鹿が追いかけてくる。

　あの腕を追手が見つければ、城に届けられるだろう。白蘭は悲しむだろうが……俺の帰りを信じ、待っていてくれるはずだ。

「これからどうする、兄貴。急いで城に戻るのか？」

「いや、城周辺には伏兵がいるだろう。俺たちを亡き者にするためにな。戻ろうにも策を練らねばならん。だが、その前に……っ、身体を休める必要がある」

「兄貴！　顔色が……っ、そうだ！　陽よう明めい院いんに行こう。城から逃げてきた俺とお袋が世話になってた尼寺なんだ。きっと匿かくまってくれる」

　城の元女官がそのように都合のいい尼寺に逃げ込めるとは思えない。皇子らを案じた城の何者かが手引きしたのだろう。尼寺に逃げてくるいかにも訳ありな母子を生かしたのだ。その尼寺は信用してもよさそうだな。

「でかしたな、天鹿……武凱が戻り次第、向かうぞ」

　その頭を撫でてやれば、無力感に苛まれていた天鹿の顔がぱっと明るくなる。

　それから半刻ほどして武凱が戻ると、俺たちは陽明院へと発った。




　道すがら出会った商人に路ろ銀ぎんを渡し、陽明院の近くまで馬車の荷台に相乗りして向かっていた。身を隠しながら移動していたため、すでに崖から落ちて二週間余りが経っている。あれから追手の姿は見かけていない。仲間の腕を俺の腕と勘違いし、意気揚々と帰城したのだろう。

「そういや旅人さん、知ってるかい？　城に来た雪華国の皇后様が川の堤防や避難所を作ってるって話」

　御ぎょ者しゃ席の商人は喋り好きなのか、道中、こうして延々と話しかけてくる。

「川の氾濫が起こる危険な場所とか、どこへ逃げたらいいかが一目でわかる地図まで設置してくれたらしくてね。いやあ、初めて城の人間に感心したよ」

　白蘭は前世の天災の経験から得た知恵で、今度は国をも救う気のようだ。

　脂汗が額に滲むほど斬られた左腕が疼くというのに、自然と口元が緩む。

「蛇鴻国の税は年々上がっていると聞く。国に多くの堤防を作る資金はないと思っていたんだが、どうやって工面したのだろうか」

「皇后様の武勇伝、その二ですね。資金が足りない分は医療と食料で返すから、堤防を作ってほしいって説得したみたいですよ。職人は怒って大変だったみたいですが、頭領の嫁さんの怪我を見たこともない技で治療して、それはもう感謝されたとか」

「それで信を得たわけか」

　その女は俺の妻だと自慢して回りたいほど、我が事のように誇らしい。

「雪華国の皇后様……ということは、兄貴の奥方か？」

　天鹿は驚きながら、小声で俺に尋ねてくる。

「嬢ちゃんならやってのけそうだ」

　武凱は可笑しそうに肩を震わせていた。

「俺も妻を迎えるなら、兄貴の奥方のような女がいい」

　一丁前にもう嫁の話をしている天鹿に、俺と武凱は思わず笑う。

「だろうな。だが、残念だったな。この世であれほど強い女は白蘭以外にいない」

　のろける俺に、ふたりは若干呆れていた。

　ますます、白蘭に会いたくなったな。だが、その前にやるべきことがある。

「白蘭が天災対策に動いた時点で、蠟瓷大臣は今国庫にある資金をどこかに隠したはずだ。白蘭たちは今頃、当てにしていた資金が消え、途方に暮れているやもしれん」

「なら、俺たちが見つけたときみてえに、人身売買船の中じゃねえか？　地上になく、常に移動してる船の中は、いい隠れ蓑だ」

　武凱は腕を組み、口端を上げながら片眼を瞑っている。

「だろうな。死んだと思われているなら都合がいい。陽明院を拠点に、国庫の資金を取り戻せるだけ取り戻す」

「船上で大演舞か、海賊の血が騒ぐぜ」

　武凱は大薙刀をドンッとついて、好戦的に笑う。

「崖から落ちたときの怪我も治りきってない満身創痍の状態で、追われてる立場だってのに、兄貴たちは戦を仕掛けるつもりなのか？」

　呆気にとられている天鹿に、俺と武凱は口端を上げる。

「だったらどうする、天鹿」

「そんなの……俺も暴れるに決まってるだろ！」

　ここで不敵に笑える天鹿もなかなかだ。庶民育ちの皇子がここからどう躍進していくのかが楽しみだ。




　数日後、商人と別れた俺たちは山奥にある陽明院に辿り着いた。

「ここはその昔、皇族の女人が城を追われ、尼になり、開かれた尼寺なのです」

　尼は俺たちが寝泊まりする部屋へ案内しながら言う。

「外から陽明院を見た。西棟は全焼しているようだが、なにがあった？」

　庭に面した渡り廊下を歩きながら問えば、尼は足を止めた。そして身を折り、小刻みに震えながら、憤ったように自身の顔の火傷やけどの痕に触れる。

「皆様方が来られる少し前に、高貴な出で立ちの女人とお付きの者がこの寺を訪ねてきたのですが……数日滞在したのち、山寺で面倒を見ていた赤子を奪い、あろうことか寺院に火を放ち、姿を消したのです」

　それを聞いた天鹿は「なんだと!?」と憤慨する。

「俺にとってここは第二の家だ。そんな惨い真似をするなんて許せない！」

「天鹿、あなたのことは、その火事で亡くなった私の先達であった尼から聞いています。あなたが皇族の血を引いていることも」

　尼は天鹿を振り返る。そのすべてを包み込むような微笑を前に俺たちは言葉を失う。

「あなたがこの尼寺にいたのは、赤子のときでした」

　尼は先達との語らいを懐かしむように庭を見つめ、静かに語り出す。

「母君はあなたにどんな名をつけてあげればいいのか、とても悩んでおられました。そのとき、尼寺には天鹿ともうひとり、赤子がおりましてね。私の先達の尼が名を授けているのを見たからでしょう。母君も先達の尼にあなたの名付けを頼んだのです」

　天鹿は「お袋……」と恋しがるように母の名を呟いた。

「先達の尼があなたの出生の秘密を打ち明けられたのはそのときです。名は願掛けと同じ。母君はあなたが庶民と皇族どちらとして生きることになるのかがわからず、どんな子になってもらえばいいのか名に込める願いを決めかねていたのでしょう」

　尼は天を仰ぎ、白い鳥が羽ばたく様を眩しそうに眺める。

「運さえ巡れば天を駆けることができる星の持ち主であり、そのときは鹿のように軽やかに駆けよ。これが『天鹿』という名に込められた意味です。火事さえなければ名付け親の尼に会うことも叶いましたでしょうに、それが残念でなりません」

　切なさと悔しさの滲んだ笑みを浮かべる尼に、天鹿も苦渋の表情で俯いた。

「俺は……お袋やこの尼寺、そして村の皆に生かされてたんだな……」

　天鹿は生を噛みしめるように胸に手を当て、尼に向き直る。

「この国のため、俺たちにはやらなければならないことがある。尼、迷惑を承知で頼む。ここをしばらくの間、貸してくれ」

　深々と頭を下げた天鹿に、尼は微笑んだ。

「これも天の御導きでしょう。喜んで手をお貸しします」




　客間を拠点にして、俺たちは国庫の資金を取り戻すべく動いた。

　始めに天鹿の村の者たちが船で保護していた資金を回収し、それから人攫いが頻繋に起きている町に出向き、人身売買船を待ち伏せして資金を取り戻す。それを繰り返すうち、蛇鴻国に来たばかりの頃に確認できていた以上の資金が見つかった。

「国庫の資金を見つけたはいいが、どう返すかが問題だな。この大荷物じゃ、目立って仕方ねえ」

　参ったな、と武凱は頭を掻く。一部屋が埋まるほどの国庫の資金を前に、俺たちは頭を悩ませていた。早く城に戻さなければ、町で堤防や避難所を作っている白蘭の苦労が水の泡になる。それだけは絶対にさせない。

「普通に返せば、宗主国の皇帝と後継者候補である天鹿を陥れるために、大臣らは俺たちを盗人として捕えるだろうな」

　俺は試すように天鹿に視線をやった。

「お前ならどうする。この程度の策が練れぬのなら、お前は城に辿り着けても、すぐに命を落とすぞ」

「……っ、普通に返せないなら、普通に返さなきゃいいんだろ」

　考え込んでいた天鹿は、閃いたように顔を上げた。

「国庫の資金だってわからないように、どっかの国からの貢ぎ物ってことにして、城に送るとか！」

「その策には欠点がある」

　静かに指摘すると、武凱は俺たちの応酬を面白そうに眺めていた。

「あ……そうか、国に確認されたら、そんなの送ってないってなるよな。その貢ぎ物を受け取るのが大臣だった場合、くすねる可能性も……」

　そこで再びなにかを閃いたのか、天鹿は俺に向き直り勢いよく頭を下げた。

「兄貴、頼みがある！　雪華国からの貢ぎ物に国庫の資金を紛れ込ませて、城に送ってくれ！　そうすればまず、貢ぎ物に不備がないかを雪華国の人間が確認するだろ。兄貴が雪華国の城に残ってる偉いやつに話を通しておいてくれれば、貢ぎ物を贈ったのは事実だって裏付けになる」

　そこまではきはきと話していた天鹿だったが、途端に決まりが悪そうな顔になった。

「まあ、貢ぎ物は用意しなきゃだから、兄貴に損ばっかりさせちまうけど……」

「頼み、では弱いな。国同士の話し合いは常に交渉だ。お前は協力することで俺になんの得があるのかを説かねばならん。自国の不利益を最小限にしてな」

　天鹿はしばらく悩ましげに唸っていたが、意を決したように俺を見た。

「俺が即位したら、大臣らに国を私物化させない。内側から腐るような政は許さない。どちらかの国が落ち目になったとき、雪華国と兄弟国として助け合うと約束する。だから、俺を助けてくれ。双方の国の未来のために！」

　皇帝となるための芯が少しずつ形を成していく。天鹿は恐らく、自分では気づいていないだろう。自然と皇族としての振る舞いが表に出てきていることに。

「まだ仲良しごっこ感は否めないが、その真っすぐさは妻に似ているゆえ手を打とう」

「ここで、のろけんのかよ！」

　天鹿が叫ぶと、武凱は「ぶははははっ」と、いつもの調子で笑う。

「すぐにでも城に残っている第一皇子に書状をしたためる」

　そう言って文机に足を向けたとき、ぐらりと視界が歪んだ。倒れそうになる俺を、即座に武凱が受け止める。

「傷のせいで熱が出てるな。休まず国庫の資金を取り返しに行ったんだ。まあ、こうなるわな。無茶はここまでだ、琥劉」

「白蘭に……負けては、いられないからな……書状を書いたら……休む」

「好戦的な夫婦だな。わかった、書状は俺が出しておく」

　俺は「ああ……」と武凱の手を借り、文机の前に座る。隣で天鹿が硯と筆を準備し、俺に手渡した。朦朧とする意識の中で書状をしたためると、それを武凱に手渡す。

「あとは……頼ん、だ……」

　どさっと、自分が倒れる音がした。身体が鉛のように重くなる中、考えるのは白蘭のことだった。

　木箱のひとつに白の二枚貝を入れるように指示した。今はふたり離れているが、貝はふたつでひとつ。いつか必ず合わさる日が来ると、そう伝えたかったからだ。

「天鹿皇子、琥劉陛下のこと、任せたぞ」

「あ、ああ。兄貴、平気か？」

　武凱が出ていくと、天鹿は泣きそうな声で俺を呼んだ。

「ふっ……兄、か……」

「なんで笑ってるんだ？」

　仰向けに横になっている俺の顔を、天鹿が困惑したように覗き込んでくる。

「ああ……同じ未来を見つめ、歩むことができなかった弟を思い出してな……」

「その弟は……どうなったんだ？」

「謀反を起こし、俺が討った……兄上もだ……妻がいなければ、恐らくもうひとりの兄上とも和解できぬまま……今頃、俺はひとりだっただろう……」

「城では身内でさえ敵になるのか……」

　天鹿は思い詰めた様子で視線を落とした。

「そう、だ……だが、希望は捨てぬ。俺は妻と共に、争いのない城を目指してやろうと……思っている……」

　白蘭と出会えていなければ、そんな夢物語を本気で実現しようとはしなかっただろう。白蘭は俺にとっての善意だ。

「兄貴は……いろんな死線を潜り抜けて、たくさん絶望して、それで今の場所に立ってるんだな。それが、俺の乗り越えていく道……」

「怖おじ気け……づいたのか……？」

「いや、むしろ腹を括った！　俺を生かしてくれた人たちのためにも立ち止まらない」

　いい返事だ――。瞼を閉じると、廊下によく知る者の気配がした。

　まったく、俺はいくつになっても子供か……。

　ふっと笑みがこぼれると共に、俺は静かに眠りに落ちた。
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　国庫の資金が戻ってきた日の昼下がり、私は滞在先の宮殿に並べられた三つの棺の前にいた。本来であれば自国に戻ってすべき葬儀も、今はこの国の立て直しで時間が惜しいと言って蛇鴻国で行えるよう急ぎ手て筈はずを整えた。蠟瓷大臣が喜んで賛同したのは、これで期限を待たずして汪貴妃の皇子を帝座に着かせることができるからだろう。

「蛇鴻国では琥劉陛下の葬儀の噂で持ち切りよ。他の雪華国の妃嬪たちも皆、黒い襦裙に着替えて喪に服してる。準備は整ったわね、白蘭」

　麗玉が小壺を差し出してくる。

「頼んでた麻酔薬ね！　ありがとう。葬儀が偽物であることを雪華国に残ってる第一皇子に知らせる時間はないから、あとで書状を送って説明しないとだけど、今はこうするしかないから……」

　麗玉から受け取った麻酔薬の入った小壺と、こちらで起きた出来事を記した日記帳を棺にしまう。それを琥劉の真似をして貝殻で覆い隠し、私は猿翔に向き直った。

「猿翔、気をつけてね。あなたまで戻ってこなかったら許さないから」

　棺は嘉将軍を含めた雪華国の兵が守ることになっているのだが、計画がバレたときのための護衛戦力として、猿翔にも行ってもらうことにしたのだ。

「絶対に俺も陛下たちも無事に姫さんのところに帰ってくるよ。だから信じて」

　私を軽く抱きしめた猿翔は、麗玉と灰葬に目を向ける。

「ふたりとも、姫さんのこと頼むね」

　猿翔は片目を瞑り、お揃いの耳飾りを指で弾く。ふたりも任せて、と言うように、自分の耳飾りを弾いてみせた。そして、私たちは三つの棺を振り返る。

「この棺が、彼らを私たちのもとへ運ぶ船となりますように」

　三つの棺を前に、私は両手を合わせて祈った。
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「自分の葬儀の話を聞くってのは、どういう気分だ？　琥劉」

　武凱のからかいを含んだ笑みを見れば、この状況を楽しんでいるのがわかる。

「棺という名の船で帰城しろとは、面白い策だ」

　国庫の資金を城に送り終えてから、数日が経った頃。陽明院で帰城の機を窺っていると、俺たちの棺が川で清められるという妙な噂を尼が都で耳にしたと知らせてきた。それが医仙の案と聞き、俺たちはその日のうちにその川のある山へと向かった。

「兄貴の奥方はすごいな。女人の身で政務を執りながら、俺たちの帰還の手筈まで整えるなんて」

「俺も驚いている。妻のことは俺がよく知っているつもりだったが、いつもこちらの期待を遥かに上回るゆえ」

　山道を歩いていると、天鹿が「あ！　あれじゃね？」と木々の隙間を指差した。

　俺たちは茂みに身を潜め、様子を窺う。川のそばに棺が三つ置かれており、嘉将軍や雪華国の武官が数名いた。

「近くに追手の気配は――お、猿が一匹いるみてえだな」

　周囲に鋭い視線を走らせていた武凱がニヤリとすると、頭上から声が降ってくる。

「俺、隠密行動中だから。バらすのやめろよな、親父」

　猿翔か。もしものときの戦力として、こちらに送り込まれたらしい。こちらの手数を知られないために、城に着くまで姿を隠して護衛するつもりなのだろう。

「兄貴？　この声って……」

「問題ない、味方だ。行くぞ」

　俺たちは静かに木陰から出て、棺へと向かう。すると、俺たちに気づいた嘉将軍が「陛下！」と安堵の表情で駆け寄ってきた。

「ご無事でなによりです。武凱大将軍も」

　武凱は「おう」と返事をして、嘉将軍と頷き合う。

　それから、嘉将軍は俺と皇子に向き直った。

「あまり時間がありません、行方不明になった皇子の帝位継承権をいつまでも認めるわけにはいかないと、大臣らが剝奪までひと月の猶予を設けたのです。あと数日で期日になってしまいます」

「わかった、すぐに発つ」

　歩きながら報告を受けていた俺は棺の前で足を止める。そして中に入っている貝を手で掬い、ふっと笑った。どんな時も共に、それがお前の返事か、白蘭。

　俺は貝の褥しとねに乗せられた小壺とあの日記帳を手に取った。頁を開けば、俺が城を離れていた間に起きたことが書かれていた。

「汪貴妃が尼寺で出産する、か……」

　それも子を身籠っていないのにだ。白蘭たちが考えているように、どこからか子を見繕う気だろう。陽明院は皇族とゆかりがある。それも高貴な出で立ちの女とその付き人が赤子を攫い、火を放ったという話を聞いたばかりだ。無関係ではないだろう。

「どうした、琥劉。城で問題が起こってんのか？」

　嘉将軍と話していた武凱がやってくる。俺は「ああ」と事の成り行きを説明した。

「陽明院で攫われた赤子が男児ならば、犯人は間違いなく汪貴妃一行だろう」

「城の人間は、糞野郎しかいないのかよ！　人の命をなんだと思ってんだ！」

　陽明院の一件を思い出したのか、天鹿は怒りを露わにする。

「静まれ、天鹿。敵はお前の発言から弱点を探り、大事な者を人質に取り、優位に立とうとする。守りたいものがあるならば、誰にも感情を悟らせてはならない」

　ぴしゃりと言い放てば、天鹿は悔しげに唇を噛んだ。そうしなければ、汪貴妃らを罵る言葉が溢れ出てしまうからだろう。

「天鹿、母親を死に追いやり、お前を匿った尼寺を焼いた蠟瓷大臣と汪貴妃に反撃する機会はある。手始めに嘘の懐妊を明らかにし、蠟瓷大臣がこの国を牛耳る上で重要な駒である汪貴妃を失脚させるぞ」

「……！　わかった！」

　天鹿の目に希望が宿り、俺はその意気だと頷く。

「武凱、汪貴妃の嘘と罪の証人として、陽明院の尼を城に召喚したい。猿翔を連れて、俺たちとは別の手段で城を目指せ。当初の通り棺で帰ることができない以上、伏兵とかち合うことになるだろうが、切り抜けられるな？」

「おう、任せとけ」

　このあとの流れを確認したあと、俺は日記帳に視線を落とす。すると……。

【会いたい】と頁の一か所に、ただそれだけ書かれているのを見つけた。文字の上の涙のあとを指でなぞれば、胸が締めつけられる。

　強がりで、それでもひたむきに進む彼女を早く安心させてやりたい。

　俺は日記帳を閉じて服の胸元にしまうと、棺に入って小壺の木栓を抜く。中身は仮死に近い状態にできる秘薬らしい。それを躊躇うことなく飲み干して横たわる。

　次に目覚めたとき、初めに見る顔はお前だと信じて、俺は静かに瞼を閉じた。
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「治療のおかげか、頭がはっきりしてきた。礼を言う」

　棺が城を発ってから三日、冷宮の外に灰葬と英秀様を待機させ、私は蠟瓷皇后とふたりだけで相対していた。治療を初めて三週間以上が経ち、蠟瓷皇后の記憶を混乱させる延女官長と離れたこともあってか、認知症の症状が出ることは格段に減っていた。

「それはよかった。近々皇子が城に来ますので、力をお借りできますか？」

　寝台に腰かけていた蠟瓷皇后は「それは本当か！」と身を乗り出す。

「はい。そのときに蠟瓷皇后には嘘の妊娠という汪貴妃の秘密を暴いてほしいんです」

　蠟瓷皇后は「な……んだと」と狼狽を顔に漂わせた。

「それは確実なのか？」

「はい、彼女を診ていた漢禿侍医と彼女の専属女官が証言できます」

　私は昼間、麗玉から受けた霊薬の報告を思い出す。

『漢禿侍医が配ったあの霊薬、水銀と米粉を混ぜて作った『中ちゅう条じょう丸がん』だったわ。子をおろすための異国の丸薬で、妓女の間でよく出回ってるのよ』

「漢禿侍医は堕胎薬を男児が生まれる霊薬と偽り、一時期妃嬪に配っていたんです。恐らく汪貴妃の指示かと。それを揉み消す代わりに嘘の妊娠を証言するよう脅します」

　蠟瓷皇后は「なんということだ……」と額を押さえる。

「他の妃嬪に子を産ませぬよう堕胎薬をばら撒いた上、懐妊まで偽るとは……」

「汪貴妃が朝礼殿の件を持ち出してきたら、蠟瓷皇后が嘘の妊娠を暴くんです。これで朝礼殿の一件どころじゃなくなり、蠟瓷大臣の切り札である汪貴妃を廃せるかと」

　蠟瓷皇后は顔を上げ、強く頷く。

「私が切り札として必要ならば存分に使え。私に戦う機会をくれたこと、礼を言う」

「こちらこそ、私たちは戦友ですから」

　私たちは、ふふっと笑い合う。

「お前は夫のために一矢報いると言っていたな。私は夫が投獄されて死んでも、少しも悲しくなかったゆえ、そこまで愛せる者に出会えたお前が少し羨ましい。せめて子が生きていてくれたならと、無意味なことを考えてしまう」

　蠟瓷皇后は身に着けることにしたのか、貝殻の耳飾りに触れながら切なく笑う。

「……私も少しだけ、その気持ちがわかります。もし、このまま琥劉が帰って来なかったら……そのとき、なにか彼を思い出せる証が……子供でもいたら、少しはこの寂しさも和らぐのかな……なんて」

　しんみりした空気はあまり好きじゃない。でも、蠟瓷皇后との間に流れるこの空気は、私に弱さを吐き出す勇気をくれた。

「いつか私も、身内ですら当たり前のように傷つけ合うこの世界で、子を生む日が来るのだと思います。でも正直、迷いがあって……たとえ血を分けた親子だとしても、変わらずにいられるのかなって」

「私は子を儲け、この命を懸けてでも守ると、そう言い切れる強さを持てた。だが、自分のためだけに生きている者の末路は孤独だ。そうしてひとりで狂っていくのだ」

　灯台の明かりに照らされた蠟瓷皇后の顔は、憂いに陰っている。

「父上がいい例だ。己の理想や野望のためだけに生き、妻や娘に見放され、権力で縛らなければ誰も寄り付かない。ゆえに己を特別だと思い込み、凡人に自分の考えは理解できないと驕る。そして同等な存在だと信じている医仙、お前に執着する」

「え……」

「医仙である媛夏妃を夫の妾にするよう唆したのは父上だ。私は父上に利用されるよりは他国の捕虜になった方がまだましだろうと、媛夏妃を雪華国に嫁がせたのだが、結局自害してしまったと聞いた。今となっては、どちらがよかったのかわからんな」

「じゃあ、媛夏妃を助けるために？　よく、蠟瓷大臣が許しましたね……」

「夫はあれでいて、側室との間にできた自分の皇女たちを可愛がっていたのでな。私が媛夏妃を娘ということにして雪華国に嫁がせれば、皇女を嫁に出さずに済むと唆したのだ。夫は少しも疑わなかった。父上が夫を見限ったのは、そのときだ」

　臣下が皇帝を道具のように使い捨てるなんて……。

「父上は思い通りに使えなくなった夫を処分しようと考えた。夫に雪華国の皇帝は即位したばかりゆえ、国を乗っ取ってはどうかと愚かにも唆したのだ。それが成功すれば医仙をふたりも手に入れることができ、失敗したとしても夫を廃せる。どちらに転んでもよかったのだろう」

「そんな……雪華国と蛇鴻国の戦争は蠟瓷大臣が引き起こしたようなものじゃない。なぜ、そこまで……」

　国を牛耳りたいがために、そこまでするなんて異常だ。

「それだけではない。国庫の資金や官吏の給金を抱え込み、秘密裏に進めていた皇女の婚姻で他国との繋がりを作ったのもすべて、父上の理想の国を作るためだ」

「理想の国？」

「そうだ。そして、その理想の国には仙人が必要不可欠。お前がこの国に来るとわかった父上は、さぞ喜んだことだろう」

「なぜ、仙人が必要なんです？」

　息が詰まりそうな間のあと、蠟瓷皇后は重い口を開く。

「……白蘭皇后、それは皇子がこの城に戻り、その地位を築くまで、私が守り通さねばならぬ秘密なのだ。それが露見すれば、私は皇子の後ろ盾としての力を失う」

　理由は話してはもらえないみたいだ。でも、ここまで内情を語ってくれた。それだけでも十分、信頼を得られたということだ。

「父上の仙人に対する執着は異常だ。お前も気をつけよ」

「わかりました。私や媛夏妃のことを気遣ってくださって、ありがとうございます」

　今思えば、出会った頃から力をひけらかすなと言われていた。あれは目立った行動をとれば、蠟瓷大臣に目をつけられるからだったんだわ。

「なぜ、お前が媛夏妃の分まで礼を言う」

「仙人には切っても切れない、同郷の絆があるのです。例え敵であっても」

　故郷を失い、愛する者と離れ離れになったという痛みを知る、この世で唯一の理解者という絆が。

「あなたがこの国から解き放ってくれなければ、彼女はずっと道具のままでした」

「そうか。私のしたことが少しでも役に立ったなら、それでいい」

　蠟瓷皇后は肩の荷が少し軽くなったのか、ふっと力を抜いた。

「私の夫が見極めに行った皇子が真の皇帝ならば、この国はきっと変わる。蛇鴻国のよさを失わず、民の笑顔が絶えない地を築く皇子を、蠟瓷皇后はこれからビシバシ育てるのでしょう？　少しどころか、これから大活躍してもらわないと！」

　蠟瓷皇后は小さく吹き出し、「そうだな」と口元を押さえながら笑った。そして、ふっと真剣な表情を浮かべ、私を真っすぐ見据える。

「もし私になにかあったときは、皇子のことを頼む」

　その言葉からは決死の覚悟を感じ、私は力強く頷いた。

「約束します、もしものときは皇子を守ると」




　ついに継承権剝奪の期日がきた。黒い襦裙を身に纏い、私は大臣らと共に葬儀が行われる広間で待機していた。灰葬は蠟瓷皇后の護衛につき、時が来るのを待っている。

「白蘭皇后様、棺が城に到着いたしました」

　ついに運ばれてきた棺に心臓が大きく音を立てた。この中に琥劉たちが……？

「ひと月近く野ざらしにされた上、崖から落ちたご遺体だ。腐敗と損傷が激しいのではないか？　本当に琥劉陛下たちのもので間違いないのか？」

　蠟瓷大臣の問いに、迎えに行った嘉将軍が一歩前に出て拝礼する。

「はっ！　天の加護があったのか、御身はとても綺麗な状態でした。間違いありません。ですが、武凱大将軍の亡骸だけ見つからず、棺のひとつは空となっております」

　えっ、武凱大将軍はいないの？　予定外の事態に焦るが、もうやりきるしかない。

「それは残念なことであるな。では、棺の蓋を開けよ」

　蠟瓷大臣は用心深い。その死を実際に確かめなければ、安心できないのだろう。

　腐敗がない遺体は仙人を信じるこの世界なら天の加護で押し切れる。麻酔薬の効果で体温は下がり、呼吸も浅くなるので傍から見ればまるで死人のように映るはずだ。

　判断を仰ぐように私に視線を送る嘉将軍に頷く。すると蓋が開けられ、参列していた妃嬪や事情を知らない雪華国の武官から嘆く声があがった。

　あとは、あなたが目覚めるだけよ。琥劉……。

　棺に近づき、私は泣き崩れてみせる。

「……っ、琥劉陛下……ああ、私を置いて逝ってしまうなんて……っ」

　琥劉の頬に手を添えると、体温が戻ってきている。身体に触れれば、片腕は服の中に入れて隠しているのがわかった。

　よかった。あの腕は死んだと思わせるための演出だったんだ。

　私は袖に隠していた薄はっ荷かを指ですり潰し、琥劉に嗅がせる。麻酔薬は棺が到着してから少し経てば目覚められるように濃度を調整してあるが、多少の誤差はあるので覚醒を促す必要があった。

　ややあって、琥劉のまつ毛が震えた。ゆっくりとその瞼が開き、互いに見つめ合う。

「会いたかった……お帰りなさい、琥劉」

　私は微笑みながら手を差し伸べる。その手をしっかり握り、琥劉は身体を起こした。

「ああ、今戻った」

　動き出した琥劉に「生き返ったのか!?」「医仙が奇跡を起こしたぞ！」と場が騒然とした。すると、隣の棺にいた皇子もむくりと起き上がった。

「ふああ、よく寝た！」

　皇子は伸びをして、それから広間を見回すと、「やっと着いたのか！」と棺から飛び出る。

「お初にお目にかかる。俺は蛇鴻国第二皇子、蛇鴻天鹿である！」

　声高らかに名乗る天鹿皇子に、蠟瓷大臣派の臣下らの表情が一気に険しくなった。

「これはどういうことだ」

「なんの後ろ盾もない皇子がのこのこ現れおって、命知らずめ」

　どよめきが起こる中、私は天鹿皇子の耳飾りに目を奪われていた。あれは……。

『私が切り札として必要ならば存分に使え』

　蠟瓷皇后の声が頭に蘇る。もしものときは皇子を守る、その約束を果たすのは今ね。

「蠟瓷皇后をここへ」

「白蘭皇后様、冷宮入りになった者を勝手に連れ出すことは――」

　蠟瓷大臣の反発の声を遮ったのは、勢いよく扉を開け放った灰葬だった。

「はいはーい、もういるっすよー」

　灰葬は蠟瓷皇后と共に広間に入ってくる。脅されて葬儀に参列していた汪貴妃付き女官や漢禿侍医、延女官長は自分が陥れた蠟瓷皇后の姿を見た途端、青ざめた。

「後ろ盾ならいる。この蛇鴻国皇后、蠟瓷蘇華がな」

「なにを言い出すかと思えば……冷宮に入れられた時点で、お前にはもうなんの権力も残ってはいないのだぞ」

　蠟瓷大臣はぞっとするような薄笑いを浮かべた。大臣の後ろ盾を得ている汪貴妃もだ。しかし、すでに証人として懐かい柔じゅうした漢禿侍医や汪貴妃付き女官の顔色は悪い。

「まずは、その誤解について解く必要がありますね」

　私は天鹿皇子のもとへと進み出て拝礼する。

「殿下、初めてお目にかかります、雪華国皇后、白蘭と申します」

「あなたが兄貴の……あ、いや、噂の医仙で雪華国の皇后ですか」

　目を見張る天鹿皇子に「はい」と笑いかければ、彼は頬を赤く染め息を呑んでいた。

「わたくしから、お願いしたき儀がございます。真実を明らかにするため、冷宮入りとなった蠟瓷皇后に発言の許可をいただけますでしょうか」

「わ、わかりました。おっしゃってくださ――」

　天鹿皇子の言葉を「お待ちください！」と汪貴妃が遮った。

「蠟瓷皇后様はわたくしとわたくしの皇子を害したのです！　今さらなんの話をしようと言うのですか！」

　汪貴妃が赤子を腕に抱き抗議すると、蠟瓷皇后は顎を上げ、ふんっと鼻で笑う。

「あれは冤罪だ。だが、もはやそのようなことは些末な問題であろう。汪貴妃が懐妊を偽装した件に比べればな」

　蠟瓷皇后の発言は、広間にいる者たちを騒然とさせた。

「そうだな？　汪貴妃付き女官」

　蠟瓷皇后に見据えられた汪貴妃付き女官は「わ、私は……」と狼狽える。

「決定的な証拠を掴んでるから、ここまで踏み込んで追及してくるんすよ。ここでどう誠意を見せるのかによって、あとの処遇は変わるんじゃないっすか？」

　灰葬は青ざめている汪貴妃付き女官の肩に腕を回し、その顔を覗き込む。すると汪貴妃付き女官の頬にぱっと紅が散った。

「そう……ですよね。はい、その通りです。汪貴妃様は私に、腹に何重にも帯を巻き、膨れて見えるように着つけろと……お、お命じになりました……」

　汪貴妃は目を剥いて、「お前、でたらめを！」と声を荒げる。

「ならば、次はお前の侍医である漢禿に聞くか？」

　名指しされた漢禿侍医は顔を強ばらせ、身を硬直させた。

「報酬分の働き、期待してるっすよ」

　灰葬のひと押しに漢禿侍医は折れた。

「……っ、間違いありません。汪貴妃様が身籠ったと虚偽の発言をしました。加担すれば金をやる、地位を保証すると言われ、話に乗ってしまったのです。愚かでした。ですからどうか、あの件は……っ」

　その場に土下座する漢禿侍医の自白に「なんということを……」と医部の仲間からも動揺が広がり、汪貴妃は「くっ」と悔しげに唇を噛みしめた。

「こちらからも情報がある。天鹿皇子」

　琥劉の視線を受けた天鹿皇子は、ひとつ頷く。

「ああ。汪貴妃は皇子に仕立て上げる男児を手に入れるため、陽明院の孤児を連れ去り、証拠隠滅のために尼寺に火を放った。その証人もいる。武凱殿！」

「失礼いたす！」

　武凱大将軍が護衛役の格好をした猿翔と共に広間に現れる。

　武凱大将軍――と猿翔！　姿が見えないと思ったら、武凱大将軍といたのね！

「護衛役、孫猿翔！　武凱大将軍と共に城周辺にいた伏兵を討ち、証人をここへ連れて参りました！」

「概ね、猿翔の報告の通りだ。あんたも、もう出てきていいぞ」

　武凱大将軍の背から出てきた尼は、汪貴妃を見るや怒りに身を震わせた。

「この……この者は陽明院の子を攫い、神仏の寺を焼いた狼ろう藉ぜき者ものです！」

　尼は頭巾を外し、顔の左半分に負った火傷痕を見せる。

　皮膚はひきつれでぼこぼこだった。それを目の当たりにした妃嬪から「なんて醜い傷なの」「わたくしなら生きていけないわ」と憐れむ声が聞こえてくる。

「ほ、他にも罪を告白します！　朝礼殿に牛の血を撒き、汪貴妃様があたかも蠟瓷皇后様から嫌がらせを受けたかのように見せる手伝いもいたしました」

　一度吐いて吹っ切れたのだろうか。汪貴妃付き女官は地に手をつき、罪を告白する。

「なにを言うの！　あれは真実よ！　蠟瓷皇后様も、わたくしが気絶させられた場所にいたと白状したではないの！」

　この件について弁解するには、蠟瓷皇后の病を公表する必要がある。

　私の視線に気づいた蠟瓷皇后は、覚悟を決めたように頷いた。

「その件については、蠟瓷皇后にはやむを得ない事情があったのです。蠟瓷皇后は認知症という記憶が曖昧になってしまう病にかかっていました。朝礼で何度も皆さんに拝礼をさせてしまったり、掟を忘れてしまっていたのもそのせいです」

　ちらりと延女官長に目をやれば、それだけで彼女は竦み上がる。

「蠟瓷皇后は異常を悟られずに日常生活を送るため、延女官長に曖昧になっている記憶を補ってもらっていました。あの日も言われた場所をただ復唱したにすぎません」

　続きは自分が、と蠟瓷皇后が視線で私に合図を送ってきたので、あとを任せる。

「延女官長、お前は汪貴妃に有利になるような助言を私に吹き込んでいたな。他にも私から盗んだ耳飾りや白蛇を使い、私と白蘭皇后の関係にひびを入れようとした。お前は誰の思惑で寝返った」

　主に見据えられた延女官長は青ざめ、「申し訳……ございません」とへたり込む。

「蠟瓷皇后様は乱心され、女官長の地位も危ういと思い、汪貴妃様の言う通りに動けば専属女官にしてくださるという誘いに乗ってしまったのです。どうか、私を罰してください、皇后様……っ」

「いいだろう。命までは取らぬ。よって俸ほう禄ろくを受け取り故郷へ帰れ」

　命を取らなかったのは、延女官長が心から尽くしていた頃もあったからだろう。それがわかったからか、延女官長は涙を流しながらひれ伏していた。

「蠟瓷皇后が濡れ衣を着せられていたことについては片が付いたな。では本題に入る」

　琥劉はそう仕切り直すと、天鹿皇子の隣に立った。

「城に着くまでの間、俺はこの目で天鹿皇子の人となりを見てきた。蛇鴻国で多発している人身売買船を村の者たちと追い払うような勇敢な皇子だ。帝位継承者としての資質を十分に兼ね備えている」

「その者は皇帝に色目を使い、皇族の仲間入りを目論んだ女の子供。蛇鴻国の未来に暗雲しかもたらしませんぞ」

　蠟瓷大臣の物言いに天鹿皇子は言い返そうと身を乗り出したが、すぐに拳を握り締めて耐える。抑えてくれてよかった。ここで挑発に乗れば、皇子の器量を疑われる。

「私の女官に対する侮辱は許さぬぞ！　陽風明は先帝に襲われ、天鹿皇子を身籠ったのだ。私への忠義に厚いあの者が、そのような愚行を犯すわけがないだろう！」

　蠟瓷皇后は真っ向から否定すると、呆然と自分を見つめる天鹿皇子の前に立つ。

「お前を待っていた」

「その耳飾りは……！」

　向き合うふたりの耳には同じ耳飾りがついている。

　蠟瓷皇后はすっと腕を伸ばし、天鹿皇子の耳飾りに触れた。

「お前たちを逃がすときに、風明に託したものだ。子がもし帝位を望むときが来たら、この耳飾りをつけて城へ来いとな。私と揃いの耳飾りならば、皇族である証になる」

　蠟瓷皇后が耳飾りを大事にしていた理由は、これだったんだ。

「活発で意志の強い風明の息子であり、偶然にも亡き我が子と同じ海色の瞳を持った皇子。城の外で育んだ柔軟な心や意思、民として生きた時、そのすべてを生かして民のための政ができる真の名君となれ、天鹿」

　蠟瓷皇后は天鹿皇子の頬に手を添え、母のような優しい眼差しを向けた。

「はい、必ず。本当のお袋を教えてくれた、あなたの期待に応えるためにも」

　泣きそうな顔で笑う天鹿皇子と、蠟瓷皇后の耳飾りが共鳴するように光る。

　広間には息を呑む者、排除してやろうと敵意を向ける者、様々だった。そのとき、どこからか拍手が聞こえた。蠟瓷皇后が鋭い視線を放った先には、蠟瓷大臣がいる。

「庶民育ちとは思えない堂々とした振る舞いですな。よいでしょう、帝位継承権を認め、皆でその成長を見定めようではありませんか」

　蠟瓷大臣がそう言うならばと、反発していた大臣らが大人しくなると――。

「なぜです！　わたくしの子を皇帝にしてくださるのではなかったのですか！」

　汪貴妃が蠟瓷大臣に掴みかかろうとする前に、武官が立ち塞がった。汪貴妃が取り押さえられたとき、高らかに笛の音が響き渡る。その瞬間、どこからともなく蛇が現れ、広間の床を埋め尽くした。

「白蘭！」と琥劉がすぐにそばにやってきて、私の足元に迫る白蛇に剣を突き刺した。

「琥劉、ありが――」

　お礼を言おうとしたとき、悲鳴があがった。勢いよく振り向けば、汪貴妃が噛まれたのか、身体を痙けい攣れんさせて泡を吹いている。

「いけない！」

　すぐに助けに行こうとするも、笛の音に操られるように蛇に行く手を阻まれる。

「白蘭、動くな！　数が多すぎる！」

　私の手を引いた琥劉。そんな私たちを武凱大将軍と英秀様が守ってくれた。

　武官が総出で蛇を駆除している間にも、延女官長や漢禿侍医、汪貴妃付き女官が次々と噛まれ、毒に倒れる。

　まさか……誰かが蛇を使って彼らを始末してるの!?

　琥劉もそれに気づいたのか、はっとしたように振り返る。

「猿翔！　灰葬！　蠟瓷皇后と天鹿皇子を守れ！」

　指示を受けた猿翔と灰葬がふたりを守り、麗玉はなんとか倒れた汪貴妃のところまで駆け寄ると、息絶えた彼女の腕から赤子を抱き上げて保護した。

「皆、できるだけ味方と背を合わせよ！　蛇に背後を取られるな！」

　琥劉の指揮あって、蛇はだいぶ狩られた。やがて残りの蛇は目的を果たしたからか、波のように引いていき、どこかへと消えた。

　あの笛の音……冥鹿、あなたなの？

　信じたくないけれど、否定できるだけの確証もない。

「大事な証拠でしたのに残念です。とはいえ、この国の害悪に生きている価値はない。処罰を下す手間が省けて、返ってよかったのやもしれませんな」

　なんてことないように笑う蠟瓷大臣に寒気がした。

　人が死んだのに、この人はなにを言ってるの？　もしかして、蛇使いに汪貴妃たちを殺すように命じたのは蠟瓷大臣？

　ぞっとして震える私を、琥劉が背に隠してくれる。

「害悪か。その言葉が自分に返ってこなければいいが」

　大臣は冷笑を湛え、自分の派閥の臣下らを引き連れながら去っていった。




「これで蠟瓷皇后は冷宮から解放されるし、汪貴妃が攫った孤児も尼寺にまた引き取られることになった。琥劉たちも帰ってきたし、ひとまずは落ち着けそうね」

　広間には私の声だけが響いている。皆が気を使って、私と琥劉のふたりだけにしてくれたのだ。

「お前の活躍は知っている。俺の妻はさすがだ。だが、日記帳の涙の跡を見た。もう、強いお前でいなくともいい」

　眉を下げながら笑い、両手を広げる彼を見た途端、虚勢が剥がれた。涙で琥劉の姿がぼやけ、もう彼を見失いたくなかった私は「……っ」と思いっきり抱き着く。

「あなたの腕を英秀様に見せられたとき、心が壊れてしまうかと思った……っ」

「あれは追手を撒くために用意したものだ。不安にさせて、すまなかった」

　琥劉は私をしっかり抱き留めてくれている。でも、まだ足りない。少しの隙間もなくなればいいのに、としがみつくと頭上から切なげな笑みが降ってきた。

「なにをすれば、お前は俺がちゃんとここにいると実感できる」

　その問いにまた泣きそうになった私は、琥劉の胸に顔をこすりつけた。

「しばらくは無理よ！　引っ付き虫になるから、覚悟して！　私はひとりになっちゃったのかもって、怖くてたまらなかったんだからっ」

「俺も、お前のもとに早く駆けつけたかった。お前の気が済むまで、くっついていろ」

　その腕の中で顔を上げれば、琥劉の焦がれるような眼差しに出会い、胸が熱くなる。

「あのね、琥劉。あなたに話したいことがたくさんあるわ」

「いくらでも聞く。あの日記帳を共に見ながら、朝まで語り明かそう」

　その瞬間を待ちわびていた。思わず「ふふ」と笑うと、琥劉は嬉しそうにはにかむ。

「私はあなたの立場になってみて、あなたが日々向けられる悪意を身に染みて感じた。決断の恐ろしさも、いろいろ……それを私の夫はやってのけてきたんだって思ったら、あなたをたくさん愛したくてたまらなくなった」

　多くの困難を経て、想いは募るばかりだ。私は首にかけていた琥劉の指輪を外し、彼の左手の薬指にはめる。琥劉は戻ってきた指輪を見つめ、柔らかく目を細めた。

「なら、愛してくれ。俺も愛したりない」

　琥劉は軽々と私を抱き上げた。その首に腕を回せば、彼の金の瞳が私を求めて、いっそう煌めく。互いに引き寄せられるように口づけを交わし、私たちは再び会えた喜びを幾度も分かち合った。
















二章　医仙、呪術に臥す







「うう、蒸し焼きにされてるみたいな湿気ね……」

　雨季に入ったばかりだからか、雨が降る日はまばらだ。今日みたいな雨上がりは湿気が酷く、身体がずっしり重くなる。

　私たちは今、護衛の武凱大将軍と灰葬を伴い、琥劉や天鹿皇子と熱帯雨林に調査に向かっている。そこに住む猿が近くの町村の農作物を食い荒らしてるらしいのだ。

「雪華国の冷たい空気が恋しくなってきたか？」

　駱らく駝だを歩かせ、沙漠を進んでいると、私を前に乗せた琥劉が微かに笑った。

「なってきたかも……」

　ぐったりと琥劉に寄りかかる。そのまま彼を見上げて、ふっと笑ってしまった。

「今日ね、灰葬に護衛をお願いしたから、猿翔が捨てられた子犬みたいな顔で椅子の上で膝を抱え始めちゃって。それに麗玉も便乗して大変だったの」

　普段から我慢していたのか、麗玉が『女の私は戦力にならないっていうの!?』と抗議してきたのを思い出し、苦笑いする。

「皆、お前に懐いているからな。灰葬を連れてきたのには考えがあったんだろう？」

「うん、灰葬を見てほしくて。きっとお眼鏡に適うと思う。寂しいけど」

　蛇鴻国に派遣する雪華国の国使に、私は灰葬が適任者だと思ったのだ。私の考えを悟った琥劉は怠そうにしながらも、しっかり周囲を警戒している灰葬に視線を移す。

「実は英秀からも、灰葬には宰相の資質があるかもしれないと報告を受けている」

「英秀様のお墨付き！　それなら期待大だね」

「ああ、これから見極めてみるとしよう」

　密かな企みを語らっていると、琥劉はふと改まった声で言う。

「俺が城を空けていた間のことはだいたい把握しているが、俺の方からも話しておきたいことがある」

　そう言って琥劉が共有してくれたのは、国庫の資金を運んでいた人身売買船のことだ。人身売買船は表向き万徳が主犯とされていたが、その万徳を操っていたのは蠟瓷大臣だ。今も人身売買船が取り締まられていなかったことから想定するに、国庫の資金を持ち出したのは蠟瓷大臣だろうと琥劉は考えているらしい。

「追手に追われながら国庫の資金を見つけてきちゃうなんて、私の旦那様は働き者ね」

「それを言うなら、俺の妻もな」

　私に覆い被さるように、琥劉が頬を触れ合わせてくる。

「報告はもうひとつある。実はお前に贈った日記帳を売っていた露店の店主も、白銀の髪をした男でな」

「え……それって、仙人かもしれないってこと!?」

　勢いよく身体を離したのがいけなかった。「うわあっ」と駱駝から落ちそうになる私を、琥劉が片腕で抱き寄せる。

「暴れるな。危ないだろう」

「ごめんなさい、驚いちゃって……」

　琥劉に窘められた私は肩を窄めた。

「医仙かどうかはわからない。瞳の色が金だったからな。その男に見張りをつけていたんだが、俺が城を離れている間に監視を撒き、行方を眩ました」

　商人、金の瞳……どこかで聞いたような……。

　どこでだっけと記憶を手繰り寄せていると、琥劉は言いづらそうに切り出す。

「麗玉はあれから、想い人と会っているのか？」

「え？　麗玉？　琥劉たちがいなくなって、それどころじゃなかったから、たぶん会えてないと思う……って、あ！　商人で金の瞳って、麗玉の恋人と同じ容姿だ！」

「確証が持ててから話すつもりだったんだが、英秀から麗玉が仙人の容姿についてお前に聞いていたと報告を受けた。俺たちが会った男と麗玉の想い人が同一人物ならば、お前に接触を図るために俺たちに近づいたのやもしれん」

「それが事実なら、麗玉が傷つくわ……」

　目的がなんであれ、麗玉の恋心を利用したのなら、私はその仙人を許せない。

「お前は自分のことも心配しろ。同じ仙人といえど、善人とは限らないからな」

「うん……わかってる」

「それから、蛇と名乗った間者と蛇使いは同一人物だ。その者は白蛇を使ってお前と蠟瓷皇后を対立させるきっかけを作っただけでなく、蠟瓷大臣に不利な証拠となる汪貴妃たちを殺めた。お前ももう気づいているだろう、冥鹿だ」

「っ……」

　事件が起こるたびに冥鹿の名前が挙がった。なにより冥鹿が庭で聞かせてくれた笛の音色と、汪貴妃たちを殺した蛇を操っていた笛の音色は同じだった。思い当たる節なら、嫌というほどある。

「俺たちが皇子を迎えに行くことも、蠟瓷大臣から聞いたのだろう。恐らく追手の手配を命じられていたはずだ。あれは蠟瓷大臣の駒で間違いない」

「琥劉は……いつから怪しんでたの？」

「違和感を抱いたのは、負傷した冥鹿と初めて会ったときだ。向けられた視線に殺気があってな」

「殺気？　冥鹿が琥劉を敵視する理由なんて……」

「誰かの命で動いているならば、直接的な恨みはなくとも従う」

　そうだ、意思すら捻じ伏せる権力者たちを、これまで嫌というほど見てきた。

「だが、お前は冥鹿の人を害したという結果だけを見たくはないのだろう？」

　簡単に私の思いを汲んでしまう彼に、身体の力が抜ける。

「うん、冥鹿は自分は道具だって思ってるの。だから、彼がもし意思を奪われて、罪に手を染めてるのだとしたら、止めなきゃって思う」

「お前の人を見る目は侮れん。お前は罪ではなく、罪を犯すに至った理由を知ろうとする。そうして悪と切り捨てられて終わるはずだった命をいくつも救い、その縁を味方に変えてきた。ゆえに俺も、お前の勘に懸ける」

　寄せられる信頼に胸がいっぱいになり、琥劉の胸に擦り寄れば、愛おしむような眼差しに包まれる。やがて、琥劉は私の腰に回していた腕に力を込めた。

「単純に考えれば、蠟瓷大臣の目的は天鹿皇子を排除することだろうが、宗主国の皇帝である俺を害し、再び戦になる危険を冒してまで追手を差し向けてくるとは、大臣の策にしては雑だ。他になりふり構わず果たしたい目的があるのだろう」

　琥劉は険しい面持ちで、私を見る。

「医仙のお前を手に入れるために、夫である俺が邪魔になった……とかな」

「っ、それだけの理由で？」

「蠟瓷皇后が言ったのだろう。蠟瓷大臣の理想の国には、仙人が必要不可欠なのだと。この国に来たときから蠟瓷大臣がやけにお前を気にかけ、医仙を妻にした俺を敵視していた理由がこれで腑に落ちる。その執着には狂気すら感じるな」

　否定できない……。震え出す私の身体を、琥劉はさらに強く抱き寄せる。

「お前を誰にも渡さない。髪の一本たりともな」

「うん、離さないでね」

　甘えるように琥劉の胸に頬を寄せたとき、「主殿、陛下、置いてきますよー」と声が聞こえた。顔を上げると、灰葬が遠くで手を振っている。

「ひとまず目の前の仕事を片付けるのが先だな」

　私は手綱を握り直した琥劉にしがみつき、仲間たちのもとへと向かった。




　ぬかるみに足を取られながら、森林の中を進む。

　農民服から皇族衣装に変わった天鹿皇子は光沢のある白の長衫と下衣、背に蛇鴻国の国章が刺繍された翠色の薄い外套、黒革の長靴を身に着けていた。腰には国章が刻まれた白い鞘の剣を携えている。翠玉が埋め込まれた髪飾りも、釦や革帯といった服の装飾も、頭に巻かれた白のターバンなどの刺繍もすべて金に統一されていて華やかだというのに、帰る頃にはきっと泥だらけになっているに違いない。

「かなり人里近いところまで、猿が下りてきているようだな。ただでさえ雨で作物が育たないというのに、氾濫でなくなった農地を開拓するため、森林を伐採したことで、食料がなくなったのが原因だろう」

　琥劉が足を止めて木々を見上げると、天鹿皇子もその隣に立ち、上からこちらの様子を窺っている猿を眺める。

「だから町に降りてくるしかなかったのか……そういえば、猿の死骸もいくつか見つかってるって聞いたな。飢え死んでたんだとしたら、ちょっと可哀想ではあるよな」

　ふたりが並んでいるとまるで兄弟のようだ。

　武凱大将軍もそう思ったのか、口端を上げて私に片目を瞑ってみせた。

「にしても、この国の官吏は民に無関心すぎる！　朝議でも猿の被害如きでと、議題に挙げたことすら笑われた。この時期は人間だって不作に喘いでるってのに、貴重な作物を失う民の気も知らないで！　城に籠ってっから、なにも見えないんだ！」

　それを聞いた灰葬は「いやいや」と鼻で笑う。

「あんたも村に籠ってたじゃないっすか。あんたが最初の招聘に応じてれば陛下の身を危険に曝すことも、うちの主殿がひとりで政務をやることもなかったんすよ。初っ端からこけてんのに田舎育ちの新参者の意見が通ると思ってる方がおかしいっすね」

　天鹿が「なんだと？」と眉間にしわを寄せると、一気に険悪な空気が立ち込めた。

「犬みたいに権力者にくっついて歩いてる宦官に、なにがわかんだよ！」

『権力者の犬』は灰葬の過去を知るだけにまずい。案の定、彼の纏う空気が凍てつく。

「陛下に守られなきゃ、城にすら来れなかったお荷物に言われたかないっすよ」

　明らかに声音が低くなった灰葬。一触即発な雰囲気の中、ぷーんと羽音を鳴らしながら飛び回る〝それ〟に気づいた私は、自分の腕を思いっきり引っ叩いた。

「蚊の野郎！」

　乾いた音が響き渡り、皆が呆気にとられた様子で私を見る。

「うわ、噛まれた～」

　私は懐から軟膏入れを出し、虫刺されに痒み止めの神しん仙せん太たい乙つ膏こうを塗りながら言う。

「灰葬が怒ってるのは、私たちを危険に曝されたからだけじゃないわね。あなたは権力者というだけで敵意を持ってる。でも、あなたを虐げた人と天鹿皇子は別人よ」

　自分でもわかっているのか、灰葬はばつが悪そうに私と目を合わせない。

「それから天鹿皇子、さっきのは私もいただけないなって思ったよ」

　天鹿皇子に向き直ると、彼はびくりと肩を震わせた。

「宦官がみんな、権力者に好きで付き従ってるわけじゃない。身分の低い者は人を愛することも、自分の生き方を選ぶことも難しい。彼らも奪われてきた側よ」

　はっと灰葬を見た天鹿皇子の顔には後悔が滲んでいる。

「でも灰葬は、身分に縛られながらも運命を呪わずに切り開いてきた。そんな彼だから、みんなが頼る。その声に耳を傾ける。それが天鹿皇子に今、必要なものですよ」

　天鹿皇子はゆっくりと項垂れ、拳を握り締めた。

「姉御の言う通りです……」

「ん？　姉御？」

「兄貴の奥方なんで、姉御です」

　それを聞いた武凱大将軍が「ぶっ」と吹き出す。

　こちらの動揺はお構いなしに、しばらく萎れていた天鹿皇子が急に顔を上げた。

「灰葬、悪かった！　売り言葉に買い言葉で、俺は酷いことを……」

「え？　いや、もういいっすよ。俺も言い方あれだったんで……」

　直球で想いをぶつけられるのは苦手なのか、灰葬はしどろもどろにそう返すと、「はあ～」と頭を抱えてしゃがみ込んだ。

「もう俺、主殿の犬になら、なってもいいっすよ」

「急になに？　じゃあ、わんって言って」

　手を差し出せば、灰葬は「わん」と棒読みでお手をした。

「ぷっ、私もこんな可愛い忠犬をすぐに手放したくはないけど、いつか灰葬には私の手を離れて、自分の望む場所に辿り着いてほしいと思ってるよ」

　繋いだ手を引っ張って立たせると、灰葬は首を傾げる。

「は？　俺、どこにも行かないっすよ。あんたに捨てられない限りは」

「捨てないよ！　でも、可愛い子には旅をさせよ、とも言うし。というわけで、やれ宦官は～、権力者は～とか、先入観で人を一括りに毛嫌いしている、ある意味気が合いそうなそこのふたり。いっそふたりで一緒に行動してみたらどうかな」

　ふたりは「は？」という顔になった。

「いやいや、主殿？」

「いやいや、姉御？」

　反応が同じ、やっぱりいいコンビだ。琥劉も私の意図を悟ったのか、ふっと笑う。

「諦めろ。白蘭は一度決めたら、俺でも曲げられん。そうだな、灰葬。読み書きに乗馬、皇族の振る舞い、天鹿皇子に最低限の教育をしろ」

「まじっすか……」

　灰葬は自分の状況が嵐のように変わり、ついていけていない様子だ。

「大丈夫、あなたは文字の読み書きもできるし、記憶力もいい。頭も切れるし、私の優秀な宰相殿なんだから」

「過大評価っすよ。それ全部、生きるために身に着けた付け焼き刃の術っつうか……」

「灰葬の方が自分を過小評価しすぎなのよ。あなたは今よりももっと、雪華国やこの国に必要不可欠な存在になる。間違いなくね」

　まだしっくりきていないのか、灰葬は半信半疑な笑みを浮かべて頭を掻いた。

「まあ、主殿と陛下の命なら、喜んで子守もしますよ」

「なっ、俺だって兄貴と姉御が言うから仕方なくだ！」

　さっそく喧嘩を再開するふたりを眺めながら、蚊に刺された腕を無意識のうちに掻いていると、琥劉に手首を掴まれる。

「場を収めるための演技ではなく、本当に刺されていたのか。お前の綺麗な肌に傷が残るようなことがあれば、大事だ。それ以上は掻くな」

「傷があったら嫌いになるの？」

「ならないが？」

「なら、なんの問題もないわね。あなたにだけ綺麗だと思ってもらえれば十分だもの」

「……お前は奇襲が得意だな」

　私が「ん？」と首を傾げると、琥劉は疲れた様子でため息をついていた。




「ごめん、みんな……」

　視察から帰ると、麗玉が昼食を作ってくれていたのだが、それが大爆死を招いた。

「辛い、苦い、渋い、痛い……」

　机に突っ伏した猿翔が泣きながら、ぶつぶつ呟いている。

　英秀様は口元を押さえ、部屋の隅で蹲うずくまっていた。私は酸さん辣らー湯たんを食べたはずなのだが、酸っぱい上になぜか死ぬほど苦い。どうして酸辣湯に苦味が……？

「れ、麗玉……なにを入れたら、こうなるの……」

　琥劉の隣で匙さじを手に震えていると、麗玉はしょんぼりしながら答える。

「豚肉、豆腐、椎茸しいたけ、卵、葱ねぎ、滋養強壮作用のある牛ご黄おう、甘草、防ぼう風ふう、芍薬……」

「明らかに途中からおかしい……なんで生薬？　もうそれ、煎じ薬よ……確かに効きそうだけど……容量用法大丈夫かなあ……」

　遠い目で酸辣湯を見つめていると、「問題はそこじゃありません……」と遠くの方から英秀様の突っ込みが入った。

「てか、牛黄ってなんなんだ……？」

　我が国の軍神が酒壺を抱え、天を仰ぎながら力なく尋ねてくる。

「ええと……牛の胆のう中にできた石……」

　同じく力なく答えれば、武凱大将軍の口から魂が抜けるのが見えた気がした。

「嬢ちゃん、トドメを刺しに来たな……」

「武凱大将軍が聞いたのに……」

　またまた同じく魂が抜けかけている私の肩に、琥劉が手を置く。

「大丈夫か」

「えと……逆にどうして琥劉は平気なの――って、そっか」

　この劇薬みたいな味すらわからない味覚障害、いつか私に治せるかな……。

　だが、けろっとしているのは天鹿皇子もだ。

「そんなに不味いか？　不作のときは虫とか蛇とか焼いて食べてたからな、料理の形してるだけでありがたいぞ、俺は」

「比べる対象がおかしいよ……でも、なんだか泣けてきた……ぐすっ、蛇鴻国にいる間は、いっぱいご飯作ってあげるね……」

　料理のせいか、ひもじい思いをした天鹿皇子を思ってか、涙が出てきた。

「姉御の！　それは嬉しいです！」

　喜んでいる天鹿皇子に、ぐすっと鼻を啜りながら何度も頷いてみせる。

「ほらほら、その凶器片づけてくださーい。厨房から安全な料理、持ってきたんで」

　先ほどから姿が見えないと思ったら、灰葬が両手に盆を持って部屋に入ってきた。

「さすが私の宰相殿、ぬかりない……」

　安全な料理をてきぱきと円卓に並べ直す灰葬の後ろで、落ち込みながら殺人手料理を片付けている麗玉に、私は苦笑する。

「麗玉、これは花嫁修業なんでしょう？　今回は生薬さえ入れなければ完璧だったわ。旦那様の〝命〟のためにも、これから猛特訓あるのみよ！」

「うん、脱殺人料理を目指すわ……」

　麗玉は涙目で決意し、席に着いた。

「なんだ、麗玉嬢。ついに嫁に行くのか？」

　武凱大将軍と天鹿皇子がぽかんとしている。

「ああ！　琥劉たちは城にいなかったから、知らないわよね」

　麗玉に視線を移すと、照れ臭そうにはにかんでいる。

「まあ、その……正式に一緒になろうって言われたわ」

　指輪を見せながら嬉しそうに報告する麗玉に一瞬だけ琥劉と英秀様が視線を交わす。

　麗玉の相手は、私と接触するために近づいてきた仙人かもしれない。そのことが引っかかってるんだ。麗玉の相手がどんな人だろうと、彼女を傷つけさえしなければ応援する。琥劉も同じ気持ちのはずだ。

「ならば、婚礼衣装がいるか」

「その役目は譲れないわ、琥劉。麗玉のときも灰葬のときも猿翔のときもね！」

　麗玉が「白蘭……」と感動している横で、灰葬は呆れたように頭の後ろで手を組む。

「一介の従者に対して、そこまで肩入れできる主殿たちは変わってるっすよね」

　幸せそうな麗玉に空気は和み、私たちは気を取り直して昼食を再開したのだが――。

「俺は口で大臣に勝てる気がしない……」

　今度は天鹿皇子が肉包子ろうぱおずをひと口ふた口食べ、盛大なため息をついた。

「口じゃなくて、頭で勝たないでどうするんすか」

　灰葬は呆れながら、横目で天鹿皇子を見ていた。

「森から戻ってすぐに、猿の被害について大臣たちと話し合ったんでしょう？　そこでなにかあったの？」

　天鹿皇子は憂い顔で、すっかり背を丸めて「それが……」と話し始める。

「猿は雨で食料が減ったのが原因で人里に下りてきてる。その問題を解決しない限り、繰り返し町や村に被害が出るって言ったら、大臣たちは軽く駆除してしまえば済む話だろうって……」

「主殿のおかげで、耳を傾けてくれる大臣もいたんすけどね。なんせ皇子がカッとなりやすい質なんで。無様なまでにあしらわれました」

　やれやれと灰葬が首を振ると、天鹿皇子はバンッと円卓に手を突いた。

「だってあいつら！　皇子は政に首を突っ込む前に、上書が読めるように読み書きを学んだ方がよろしいのでは？　って笑ったんだぞ！　自分たちは雪華国が介入するまで、民のための政策をなにひとつしてこなかったくせに！」

「いや、あんたもなにも成し遂げてない名ばかり皇子っすよ？」

「なんだと！　読み書きを教えてくれることには礼を言うが、お前こそなんでいちいち突っかかる言い方をするんだよ！」

　がやがやと言い合っているふたりに、つい吹き出してしまう。

「なに笑ってんすか、主殿」

「姉御、俺たちは見るからに相性最悪です！」

　仲良く抗議してくるふたりに「そうかなあ？」とくすくす笑っていると、彼らは納得いかなそうに顔を見合わせ、ふんっと同時にそっぽを向いた。

「……あの、ちなみに姉御なら、どんな策を練りましたか？」

　おずおずと頼ってくる天鹿皇子に、私は身体ごと向き直る。

「猿の駆除の話よね？　私でいいの？」

「はい。姉御は天災対策を進めるとき、奇抜な策をいくつも出してきて、感銘を受けたって、大臣たちが言ってたので……」

「き、奇抜……なつもりはなかったんだけど、うーん、駆除は可哀そうよね。私のいた世界では動物園っていうのがあって、言い方はあれだけど見世物にして観覧料を取るの。他国には猿はいないかもしれないし、見る人によっては物珍しいと思うのよね」

　私は前世で子供の頃に行った猿山を思い出しながら、ひとりでべらべらと喋る。

「もちろん猿に餌をあげて飼育するから、食料を求めて人里に下りてくることもないし、可愛い猿のぬいぐるみとか、猿の焼き印が入った饅頭とか、お土産を作ったり、他国の人たちにも動物園を宣伝して観光地化できたら、蛇鴻国中のお店が儲かって、資金を稼げるわ！　ねえ、どうかな！」

　考えていたら楽しくなってきて、満面の笑みで尋ねると、琥劉が咳払いをする。

「あ」と思ったときには遅かった。転生者だと疑われかねないことを迂闊に話していたのだと気づき、だらだらと冷や汗をかいていると、琥劉が助け舟を出してくれる。

「天鹿、どうする。もし実現する気があるのなら、我が国は蛇鴻国へ観光客が向かうよう斡あっ旋せんしよう。無論、蛇鴻国の立て直しが済み、安全な地にしてからだが」

　それを聞いた皇子の顔がぱっと輝いた。

「なら、蛇鴻国の地理を知らない人のために現地の案内人がいるな。他にも宿と美味い食べ物屋が一覧でわかるものがあるといいか！」

　すっかりやる気を出した天鹿皇子に、私はくすりと笑う。

「観光地の書物を港で配るのはどう？　妃嬪に代筆をさせてみたら喜ぶと思うわ。天災対策で地図を作ったのも彼女たちだし、この国の役に立ちたいって思ってるはずよ」

「それなら力を借りてみます。それと、すぐに猛獣使いを当たってみようかと！」

「ふふ、その前に案を朝議にかけないとね」

　皆に触発されて生き生きと案を出す天鹿皇子に、灰葬は目を見張っていた。

「驚いたな、さっきまで撃沈してたのに……」

「人には必ず長所と短所があるわ。一見特別な才なんてないように見える人でも、私たちにはできないなにかを持ってるの」

　天鹿皇子のいいところが見えないのは、権力者に虐げられた過去が彼の目を塞いでいるからだろう。どうにか、ここで乗り越えてほしいけど……。

「人には他人に認められたいって欲求がある。人は自分を否定する相手に対して警戒心を抱いてしまうものよ。逆に自分を肯定してくれる相手には心を許す」

「褒めちぎれってことっすか？　本心じゃなくても」

「いいえ、誠実な評価は必要。でも、また馬鹿にされたくない、怒られたくない、だから動くのが怖い。天鹿皇子がそう思ってしまったら、彼の才は花開かないままよ。あなたの役目は、天鹿皇子の意欲を掻き立てること。あなたなりのやり方でね」

　単独行動する分には灰葬は優秀だが、誰かを動かすのは苦手だ。

　でも、もし彼が国使になるのなら、その力が必要になる。

　賑やかな食事の席で、ひとり悩んでいる灰葬を私は静かに見守っていた。




　三日後の昼、私は皇后宮の庭を歩いていた。

　前にいる天鹿皇子と蠟瓷皇后、そして冥鹿をこっそり琥劉と眺める。

「琥劉、冥鹿が天鹿皇子付きの宦官になったのって……」

「ああ。蠟瓷大臣の命で急に決まったらしい。恐らく監視のためだろう」

　琥劉と密談をしていると、前の方から天鹿皇子と蠟瓷皇后の話が聞こえてきた。

「皇后宮の池は、日が当たると緑色に煌めくのですね」

「地面を翠玉で埋め尽くしているからだ。十二個ある池の足場は貝の形をしているであろう？　我が子をいつでもそばに感じられるように、蛇鴻国の海を再現したのだ」

　蠟瓷皇后は足を止め、池を切なげな微笑を浮かべながら見つめる。

「皇子が亡くなったのは海がいっそう輝く七月のことでな。あの子の魂は貝のゆりかごで海に還り、安息を得ているはずだと、そう思いたかったのだ」

「蠟瓷皇后様にとって、海は特別な場所なんですね」

「ああ、皇后印にも貝殻を混ぜた青の印いん泥でいを使っている。それが皇后直筆の証だ。よく覚えておけ、天鹿。私を装った偽の書状に騙されぬように」

「はい、心に留めておきます」

　蠟瓷皇后は「それでいい」と言い、冥鹿を振り返る。

「して、冥鹿よ。お前は天鹿付きの宦官になったそうだな。天鹿に冥鹿、天の鹿に冥府の鹿か。海色の瞳まで同じとは不思議な縁よ。確か孤児であったと聞いたが……」

　冥鹿は低頭しながら「はい」と答える。

「九つになるまで、陽明院の尼に育てられました」

「そうなのか!?　俺も陽明院には縁があるんだ。そこの尼に名付け親になってもらったって、最近知って……」

　天鹿皇子も？　琥劉を見上げると、肯定するように頷いた。

「俺たちは城に戻るまで、陽明院に身を隠していた。そこの尼の話では、天鹿の他にも赤子がいたとか。それが冥鹿だったのやもしれんな」

「そんな偶然が……同じ陽明院にいた赤子のお前たちが再び城で巡り合うとは……これも運命なのやもしれぬな」

　信じられない様子で顔を見合わせている天鹿皇子と冥鹿に、蠟瓷皇后は向き直る。

「冥鹿、天鹿、その縁を大事にせよ。お前たちはもう私の息子も同然だ。さあ、兄弟のように、ふたりで翠玉の池を見てくるといい」

　池の貝の足場を歩く義兄弟たちを眺めながら、私と琥劉は蠟瓷皇后と腰掛石に座る。

「私の子と風明の子が兄弟のように共に育っていたなら、冥鹿と天鹿のように一緒にこの池を眺めていたのだろうか。たとえ冥鹿が父上の送り込んできた刺客だったとしても、縁を感じずにはいられない」

「蠟瓷皇后……」

　いつもどこか張りつめていた彼女の表情は明るい。今の言葉は本心だろう。

「父上に反抗心を抱いている私が、天鹿の正式な後見人だと断言したのだ。白蘭皇后、琥劉陛下、私に万が一のことがあったときは、ふたりのことを頼む」

　蠟瓷皇后は改まった調子で頭を下げた。

「もはや法そのものである父上に、この国の高官らは逆らえなかった。だが白蘭皇后が天災対策に動き出し、民の声を聞いた大臣らのいくらかは心変わりしたようだ。そして琥劉陛下が天鹿を連れてきてくれた。ようやくこの国にも光が見えた」

　顔を上げた蠟瓷皇后は、眩しそうに私たちを見る。それが誰かの残像と重なった。そうだ、私を『死を寄せつけない光』だと言った芙蓉だ。

「蠟瓷皇后、あの……その……」

　芙蓉のように、いなくなったりしませんよね？　そんな問いが喉まで出かかって、慌てて呑み込んだ。きっと芙蓉を失ったときのトラウマがまだ癒えていないせいだ。

「約束します。あなたがすべてを忘れてしまっても、あなたの身になにがあっても、絶対にその光を守るって」

　真剣に答えれば、琥劉も同じ気持ちだと頷く。

「そう言ってくれると思っていた。忘れないで欲しい。白蘭皇后、私はお前に光を託したのだ。私と対話してきたお前ならば、いつかその意味に気づけるだろう」

　私の手を取った蠟瓷皇后に「え？」と聞き返したとき、水飛沫が池から上がった。

「なんで俺を庇ったんだよ！」

　冥鹿は池の中に後ろ手をついて座ったまま、不思議そうに天鹿皇子を見上げている。

「皇子が……転びそうに、なったので……皇子は、替えがきかないですから……」

「なに言って……それはお前もだろ！　お前は俺の弟なんだ、勝手に犠牲になるな！」

　怒りながら手を差し出す天鹿皇子に、冥鹿はきょとんとした。

「いえ、同じ尼寺にいたからといって、皇子と宦官は兄弟にはなれな……」

「細かいことは気にするな！　ほら、手！」

　天鹿皇子に怒られた冥鹿は、おずおずとその手を取る。そのまま池から引き上げられた冥鹿は、真剣な天鹿皇子の眼差しに戸惑っている様子だった。

「早く身体を拭かなくては、風邪をひくぞ」

　蠟瓷皇后はふたりのもとへ行き、自分の手拭いで冥鹿の髪を拭いている。そんなふたりを眺めながら、ついぽろっと本音がこぼれた。

「冥鹿の自分は二の次みたいなところ、見てて苦しくなる……」

「もし冥鹿が天鹿の敵ならば、ああして庇いはしないだろう。天鹿と冥鹿が兄弟で争い合うことのないよう、俺たちが見ていてやろう」

　私は同じ気持ちを共有するように、琥劉と手を強く握り合った。

　皇帝と宦官、身分に雲泥の差がありながら、同じ孤児で対なる名をつけられた血の繋がらない兄弟。ふたりには敵対してほしくない。親兄弟で刃を向け合う痛みを誰よりも知っている琥劉のためにも、蠟瓷皇后のためにも。

　やがて頭を拭いてもらった冥鹿は、蠟瓷皇后と天鹿皇子が話している隙に、その輪から抜けて私のところへやってきた。

「怖くなった？　どこかに逃げ込みたいって顔してる」

　ところなさげに立ち尽くす冥鹿は、「あ……」とか細い声を発した。

「自分の居場所じゃない気がして、戸惑ってるの？」

　冥鹿の沈黙は、肯定も同じだった。

「きっと気まぐれです……皇后様が卑しい宦官を息子だと思えるはずがない」

「蠟瓷皇后の実のお子がもし生きていたなら、たくさん愛情を注いで、抱きしめて、成長する姿を見守りたかったはずよ。血の繋がらない天鹿皇子でさえ、あんなに大事にしてるんだもの」

　天鹿皇子に視線を移せば、蠟瓷皇后と話しながら、照れ臭そうに頭を掻いている。天鹿皇子もまた、失った母の温かさを蠟瓷皇后のそばに感じているのかもしれない。

「蠟瓷皇后と一緒にいれば、その言葉に嘘はないとわかるはずよ」

「……そばにいて、俺はなにをすれば……いいんでしょうか……」

　私の提案を前向きに検討してみる気にはなったのね。

　私は心変わりしないうちにと、その両腕を掴む。

「なら、妙案があるわ。あなたの笛を聞かせるのはどう？」

「笛が吹けるのか、ぜひ奏でてみせてくれ」

　蠟瓷皇后が天鹿皇子とこちらに歩いてきた。腰掛石に座った蠟瓷皇后のそばに天鹿皇子も立ち、ワクワクした様子で冥鹿を見つめる。

　冥鹿はぎこちなくこくりと頷き、静かに横笛を吹き出した。心を震わせ、空気が清められていくような旋律にしばし皆で浸る。

「いい演奏だった。なぜだろうな、お前たちに会うために今まで生きてきた気がする」

　目元を拭う蠟瓷皇后を冥鹿は横笛を握り締め、じっと見つめていた。

「天鹿は天真爛漫で私を照らす太陽のようで、本当に風明にそっくりだ。そして冥鹿、お前は静かな深い海のようだ。その奥底になにを抱えていようとも、お前たちを今度こそ守ってみせる」

　ふたりを抱きしめる蠟瓷皇后を、私は琥劉と寄り添いながら見守る。

　どうか、この親子が離れ離れになりませんように……。




　夜、私は琥劉に後ろから抱きしめられながら、寝台に座っていた。

「ねえ、天鹿と冥鹿が同じ陽明院にいたって話、どう思う？」

　後ろから私の持っている日記帳を覗き込んでいた琥劉を振り返る。すると琥劉は神妙に答えた。

「ふたりは対なる名まで与えられていた。なにかしらの接点があるとみて、近々陽明院を訪ねてみるつもりだ」

「また城を離れるのね。お願いだから、気をつけてね……」

　琥劉にしがみつくと、背中と腰に逞しい腕が回る。

「それを言うなら、お前もだ。媛夏妃を他国に逃がさなければならないほど、蠟瓷大臣は仙人に執着しているのだろう。俺からお前を奪う者は誰であろうと容赦はしない」

　琥劉は私を抱きしめる腕に力をこめた。

　私はどこか危うさを纏っている彼の頬を少し強めに両手で挟む。

「私をあなたから引き離そうとするやつがいたら、私だって容赦しないわ！」

　琥劉は目を丸くしたあと、纏う空気をふっと緩めた。

「今日、お前と蠟瓷皇后が話しているのを見ていて思った。お前は俺が城を離れている間に、蠟瓷皇后と随分打ち解けたようだ」

「ふふ、でしょう？　戦友になったんだ」

　琥劉は眩しそうに私を見つめる。

「蠟瓷皇后の雰囲気が柔らかくなった。大臣だけでなく、あの皇后すら変えてしまうお前に、いつも驚かされる」

「蠟瓷皇后が変わったとすれば、天鹿皇子や冥鹿のおかげよ。それまでの蠟瓷皇后は、どこか苦しそうだったから……」

　うわ言を言っていた蠟瓷皇后の姿が脳裏に浮かぶ。

「ふたりを実の子のように可愛がっていたな」

「本当に。これで蠟瓷皇后の寂しさが癒えるといいんだけど……」

　琥劉は「そうだな」と相槌を打ったあと、なぜか緊張の面持ちで尋ねてくる。

「お前は……子について、どう考えている」

「え？　それって、私たちの子……ってこと？」

　心臓が波打つように跳ね、どぎまぎしながら聞き返した。

「そうだ。その……互いに即位したことだ。世継ぎをせっつく者も出てくるだろう。ゆえに、お前の気持ちを聞いておきたいと思った」

「あ……あなたが行方不明になってたとき、私も考えたわ。あなたを失ったとき、あなたを思い出せる証が……子供がいてくれたら、この寂しさも和らぐのかなって」

　琥劉は相槌も挟まずに真剣に耳を傾けてくれている。だから怖気ることなく言えた。

「でも、あなたが帰ってきた今だから言えることだけど、私は悲しみを紛らわすためにとか、世継ぎのためにとか、そういう手段として子供を産むのは嫌。皇后の立場で我が儘を言ってるってわかってはいるの。でも、自然にあなたの子供が欲しいと思えたときに、授かれたらなって思ってる」

　子供が欲しくないわけではないけれど、それは今じゃない。それを聞いて、琥劉はどう思っただろう。傷ついた？　失望した？

　不安になって俯いていると、琥劉の手が私の顎を持ち上げる。

「白蘭、俺はお前との子ならば欲しい。だが、実際に産むのはお前だ。身体に負担もかかれば、お前の生きがいである医仙の仕事も中断させることになる。子育ても始まれば、復帰にも時がかかるだろう。ゆえに俺は、お前が最終的に産まない選択をしてもいいと思っている」

「え……でも、世継ぎのことは避けられないでしょう？」

　目を瞬かせる私の額に軽く口づけ、琥劉はふっと笑む。

「皇族なら兄上もいる。そもそも世襲制にこだわらずとも、有能な者が皇帝になればいい。俺とお前は生まれた世界も育った環境も違う規格外の夫婦ゆえ、これまでにない方法をとってもいいだろう」

「お、驚いたわ。あなた、だんだん思い切りがよくなってきたわね」

「お前の影響だ」

　琥劉が私の頬を撫でる。

「ふふっ、でも、ありがとう。あなたのおかげで、心が軽くなった」

　琥劉に抱きつき、ぬくもりに身を委ねた。この人はいつも私を包み込んでくれる。

「そろそろ寝ましょうか」

　寝台を出て灯台の明かりを消しに行こうとすると、急にめまいがした。

「あ、れ……？」

　ふらつく私を「白蘭！」とすぐに琥劉が支えてくれるが、今度は寒気に襲われる。

「なんだろう……風か邪ぜ、かな……」

「ひとまず、寝台に運ぶぞ」

　琥劉に抱き上げられ、私は寝台に下ろされた。

　すぐに麗玉が呼ばれ、異変を察知した猿翔と灰葬も部屋にやってくる。

「白蘭、風ふう邪じゃの引き初めにいい葛かっ根こん湯とうよ。発汗を促して風邪の治癒を助けてくれるわ」

　皆が心配そうに見守る中、私の上半身を琥劉が起こし、麗玉が茶杯を口元に運んでくれる。それをなんとか飲んで横になった。

「みんな……こんな夜にごめんね……」

「風邪ならば、少し休めばよくなるだろう」

　琥劉は励ますように、私の手を握る。

「ひとりで俺の代わりに政務を執ってきたんだ。疲れが出たのやもしれんな。お前には苦労をかけてばかりだ」

　私は笑みを浮かべながら、首を横に振る。

「あなたが動けないときは……私が動く。それが私たちの夫婦の形、でしょう……？」

「そうだな。ならば、今度は俺が頑張る番だ。お前は安心して休むといい」

　私は頷いて目を閉じる。それから熱が出た私の額の手拭いを猿翔が換え、琥劉が汗を拭き、着替えを手伝ってくれた。

　麗玉は頭痛や吐き気、嘔おう吐とに苦しむ私に薬を煎じ、食欲がないときは薬草入りの渋くて苦い卵粥を作ってくれた。

　灰葬も皇子の教育係の仕事の合間に妃嬪の様子を見に行ってくれたりと、私ができない仕事を請け負ってくれていた。そうして皆に看病されること、三日――。

「日に日に、部屋に見舞いの品が増えてくね」

　昼頃、寝台に座って芽衣の書物を読んでいると、猿翔が室内を見回して苦笑した。仲間や妃嬪たちがくれた見舞い品が山のように積まれているからだ。

「だから毎日、全力で消費していくわよ。はい、金淑妃の花茶」

　麗玉は私に蓋碗を差し出す。

「ありがとう。弱ってるときほど、人の温かみを感じるわ」

　花茶をひと口飲み、ほっとしていると、灰葬がやってきた。

「主殿、体調は？」

　寝台の端に腰かけ、私の顔色を確認する彼に笑みを返す。

「よくなったわ。やっぱり、疲れが溜まってたのね。あなたの方はどう？」

　回復してきた私とは反対に、灰葬の表情には疲れが見えた。

「今、俺の心配してる場合っすか？」

「だって、皇子の教育係は大変って顔に書いてあるんだもの」

「あー……まあ、皇子はああ言えばこう言うなんで」

「あなたに気を許してる証拠ね。手のかかる子ほど可愛いでしょう？」

　私は灰葬の頬の刺青に触れ、にっこりとする。

「まさか、その可愛い子って、俺のことっすか。ワー、ウレシイッス」

　棒読みで照れている灰葬に、皆が吹き出した。

「なんで笑うんすか……俺は、主殿みたいに人間できてないんもんで、どうしても人間の嫌なとこばっか見る癖がついてるんすよ」

　ばつが悪そうに、灰葬は背中を丸める。

「自分と対極にいる人間って、理解できないから怖いわよね。でも、理解できないんじゃなくて、理解することが怖いのよ」

　意味を問うように、灰葬が私を見た。

「人は自分にないものに惹かれるけど、それを持ってる人と自分を比べて、勝手に劣ってるって卑屈になったりもする。だから相手を拒絶して自分を守る。本当は自分がなりたい存在を羨んでるだけなのに」

「俺が皇子を認められないのも、そのせいだってことっすか」

「あなただけじゃなく、天鹿皇子もね。だから、もっと向き合ってみると、見えなかったものが見えてくるかも。あなたの世界が広がるはずよ」

　灰葬は私の言葉を咀そ嚼しゃくするように何度か頷き、皇子のもとへと戻っていった。

「顔色がよくなったな」

　入れ違いで琥劉が訪ねてきた。すると、猿翔と麗玉が気を利かせて部屋を出ていく。

「あなたの看病のおかげよ。真心は万能の薬だもの」

「ならば、もっと真心を注ぐことにする」

　琥劉は寝台に腰かけ、私の頬を撫でると、唇に軽く口づけてきた。

「ときに、宮殿の入り口で灰葬と会ったが、なにかあったのか」

「ああ、灰葬は天鹿皇子との付き合い方に悩んでるみたいで。でも、ふたりは喧嘩できる仲だし、素が出せる相手がこの城では必要になるでしょう？　だから大丈夫」

　本心を語れる相手がいなければ、疑い騙すのが常識のこの世界では潰れてしまう。

「でも、灰葬が国使になったら、灰葬とは長いお別れになるのよね。子離れできない親の気分が、今なら物凄くわかるわ……！」

　病み上がりだからか、涙腺も弱っているようだ。目からぽろぽろ流れる涙を、琥劉は苦笑しながら、衣の袖で拭ってくれた。

「落ち着け、今すぐそうなるわけではない。ほら、これでも食べるといい」

　琥劉が膝の上に置いていた黒漆の食じき籠ろうの蓋を開ける。中には皮が剥かれた茘れい枝しやひと口大に切られた桃、西瓜すいかなどの凍った果実が入っていた。

「凍ってる！　南国で氷なんて入手できるのね」

「氷ひょう窟くつだ。冬に北の高山にある池から取った氷を蓄えておき、夏に使う」

　琥劉が「口を開けろ」と言って、水晶のような茘枝レイシを私の口に入れる。シャリッとした食感のあと、すっきりとした甘さが舌の上で広がり、頬が落ちそうになった。

「ん～、おいひい！」

「その顔が見られてよかった。ここ数日、ほとんど食事が取れていなかっただろう。これなら食べやすいかと思ってな」

　琥劉は少し安心したように笑う。

「私のために貴重な氷まで手に入れてくれて、ありがとう」

「あまり摂りすぎては腹を冷やす。ほどほどにな」

　鳥の餌やりのように、今度は桃を食べさせてくれる。

「ん～っ、甘い物の誘惑に勝てる自信がない！」

　琥劉は自分の指先についた果汁を舐めながら、頬を押さえて悶絶する私を満足そうに眺めていた。




「本当に歩いて平気か？」

　果物を食べたあと、私は琥劉に付き添われて、後宮の外廊を歩いていた。

「あなたが支えてくれてるから平気。ずっと寝てたから、身体が鈍っちゃいそうで」

　私は掴まっている琥劉の腕に頬を寄せる。

「それに、蠟瓷皇后の様子を見ておきたいの。ここ数日、麗玉に任せっきりだったし」

　後ろにいる猿翔と麗玉から『仕事はほどほどに！』と、念を送られている気がする。

「殿下？　観光地の書物、こんな絵を入れてみるのはどうでしょう？」

　庭を通りかかると、天鹿皇子が妃嬪に囲まれていた。

「それはいい案だな！　皆に頼んでよかった！」

　素直な感情を見せる天鹿皇子は、この後宮では珍しい。妃嬪たちは一瞬目を丸くしたあと、花咲くようにふわっと笑った。

「ふふ、わたくしたちも一生懸命な殿下のお力になれて嬉しいですわ」

「必ず案を朝議で通してくださいませね、殿下」

　妃嬪に可愛がられ、天鹿皇子は照れ臭そうに「わ、わかった」と答える。そんな　天鹿皇子を微笑ましく思っていると、彼についていた灰葬がこちらにやってきた。

「主殿！　出歩いて大丈夫なんすか？」

「うん、冥鹿はどこに？」

　辺りを見回しても、天鹿皇子付きの宦官である彼の姿は見当たらない。

「今日は休みっすよ。宦官も年中無休ってわけじゃないんで」

「そっか……あ、天鹿皇子は動物園の案、前向きに検討することにしたんだね」

「はい。まあ、突飛な案すぎて言葉で説明するのも限界があるんで、大臣たちが想像しやすいように、参考になるものを作っておこうって話になったんすよ」

　ふたりでちゃんと話し合いができているようで、ほっとしていると――。

「皇帝になったら、俺は後宮を解散するつもりだ」

「なっ、急になに言い出して……しかも馬鹿正直に言いますかね、普通」

　灰葬が愕がく然ぜんとしながら、天鹿皇子を見た。

「けど、できる限り、あなたたちの幸せが叶うように努める。城の外でなら、あなたたちの能力をもっと生かせるはずだ」

　天鹿皇子の真しん摯しな気持ちを聞いた妃嬪たちは温かい眼差しでそれを受け止め、「感謝いたします、皇子殿下」と一斉に拝礼する。天鹿皇子は感極まった表情で頷き、妃嬪たちに「あとは任せたぞ！」と手を振って、こちらへ走ってきた。

「兄貴！　姉御も臥ふせっていたと聞きましたが、もう大丈夫なんですか？」

「はい、ご心配をおかけしました。そして皇子、皇子は妃嬪のことをよく考えられているんですね」

「いや、世継ぎを産む妃嬪たちは国の繋栄に欠かせない陰の功労者ですし、城を出たあとの生活を保障するのは城の人間の責任だと、思って……」

「うんうん、天鹿皇子はいい旦那様になるわ」

「え！」と真っ赤になる天鹿皇子にくすくす笑うと、後ろから琥劉に抱き寄せられた。

「娶めとる嫁は、白蘭以外になるがな」

「琥劉……人前で恥ずかしいからやめて。ほら、蠟瓷皇后のところに行きましょう」

　これ以上の痴態を晒さないように、私は琥劉の背を押す。

「蠟瓷皇后様のところに行くなら、俺も行く！　皆、ちょっと外す！」

　天鹿皇子が一声かけると、妃嬪は手を止め、「行ってらっしゃいませ」と見送った。

　皆で皇后宮へと向かうことになり、扉の前まで辿り着いたときだった。

「待って、なんかこの臭い……」

　麗玉が鼻を袖で覆った。扉の下の隙間から煙が漏れ出ている。

「先に俺が」

　猿翔が扉に手をかけ、ゆっくりと押し開くと、特異な麻酔性の臭いがする煙が私たちを包んだ。なるべく吸わないよう袖で鼻と口を覆いながら部屋に足を踏み入れる。

　扉が開いたことで充満していた煙がいくらか外に出たのだろう。香が焚かれる中で、蠟瓷皇后が佇んでいるのが見えた。

「蠟瓷皇后……？」

「呪われ……ろ……呪われ、ろ……」

　虚ろな目で呪じゅ詛そを呟きながら、持っていた鋏はさみを結い上げられた髪の根元に当てる。その動作がやけにゆっくりに見えて、気づいたときには――。

「呪われろ！」

　ばっさりと長い髪が切り落とされていた。

「なっ――髪を切ったわ！」

　麗玉が慄おののきながら後ずさる。

「なに？　どういうこと？」

　わけがわからず琥劉の袖を引く。すると、琥劉は厳しい面持ちで振り返った。

「この世界において、髪を切る行為は呪詛をかける意味がある」

「えっ、なんで呪詛なんか……」

　認知症の症状はここ最近ずっと、落ち着いていた。となると――私は円卓や文机、棚の至る所にある香炉に視線を走らせる。

「すぐに蠟瓷皇后を部屋の外に出さないと！」

　そう叫び、蠟瓷皇后に駆け寄った。その瞬間、蠟瓷皇后は髪と共に床に落ちた簪かんざしを拾い、迷わず自分の首に突き刺す。そして――一気に簪を引き抜いた。

「え……」

　血飛沫で視界が真っ赤に染まり、足が止まってしまう。そんな私の横を勢いよくすり抜けていったのは天鹿皇子だった。床に倒れた蠟瓷皇后を抱き起こし、揺さぶる。

「蠟瓷皇后様！　義母上！　なぜです、なぜこのようなことを！」

　麗玉も違和感に気づいたのか、香炉のひとつに近づき、蓋を持ち上げ中を確認した。

「曼まん陀だ羅ら華けよ！　その幻覚作用で錯乱状態になってたんだわ！」

　我に返った私はすぐに蠟瓷皇后に走り寄り、そばに膝をつくと傷を確認する。

「動脈は幸い傷ついてない。麗玉、私の治療道具をお願い！　灰葬は冥鹿を呼んできて。彼も蠟瓷皇后にとっては家族だから！」

「猿翔、英秀のもとへ行け。大臣や高官らがここへ来るのをできる限り遅らせろ」

　私たちの指示を受けた彼らは「わかったわ！」「了解！」と言って部屋を出ていく。

　私は身に着けていた領巾を傷口に当て、圧迫止血した。

「姉御、義母上は……義母上は、どうなりますか？　俺は、どうすれば……っ」

「手を、手を握ってあげて」

　天鹿皇子は青い顔で、血だらけの蠟瓷皇后の手を握る。すると、灰葬が冥鹿を連れて来た。静かに戸口で立ち尽くしていた彼が、おぼつかない足取りで歩いてくる。

「蠟瓷、皇后……様……」

　呼びかけに応えるように瞳に光を取り戻した蠟瓷皇后は、そばに立つ冥鹿を見上げ、なにかに気づいたように目を見張った。

「玉ぎょく、翠すい……いや……冥、鹿……お前、も……白、に……囚われて……のだな……」

　それを聞いた冥鹿は唇を震わせ、崩れ落ちるように座った。

「ああ、ようやく……わかった……お前の、その目……ああ、お前たちを……置いて、逝かねばならんことが……心残り、だ……」

　蠟瓷皇后が手を伸ばすと、冥鹿も天鹿皇子のように母の手を握る。

「冥鹿……忘れる、な……私は……謝罪も贖罪も……いらん。ただ……守れず、すまなかったと……それだけ、だ……」

　冥鹿は息を呑む。

「天鹿、も……よき皇帝となれ……そして、どんな真実に辿り着いても……を守れ」

「今、なんと？　俺になにを守れとおっしゃったんですか！」

　その問いに答える代わりに、蠟瓷皇后はごほっと血を吐く。

「え……刺し創そうはそこまで深くないはず。どうして吐血なんて……！」

　慌てて身体を確認すると、蠟瓷皇后の腕には二つの牙が刺さったような痕があった。

　天鹿皇子が何度も呼びかけるも、蠟瓷皇后は静かに目を閉じ、すっと息を引き取る。

「治療道具、持ってきたわよ！」

　息を切らしながら戻ってきた麗玉に、灰葬は首を横に振って、その必要がもうなくなったことを伝えた。状況を悟った麗玉は悔しげに肩を落とす。

「蛇鴻国の白蛇は猛毒を持ち……噛まれれば、わずかな時間で臓腑を侵され……死に至る」

　部屋の檻にいる白蛇に目を向け、淡々と説明する冥鹿の肩を天鹿皇子が乱暴に掴む。

「お前っ、なんでそんな平然としてんだよ！　俺たちを息子みたいに思ってくれた人が、こんなふうに逝っちまったんだぞ！　俺はふたりも母上を……！」

　天鹿皇子は泣き叫ぶ。冥鹿は虚ろな目で蠟瓷皇后を見つめ、「母上……」と呟いた。

　母の手を握る冥鹿の手は震えており、それに彼自身も今気づいたのか、首を傾げる。

「なん、で……」

「冥鹿、あなたは心に衝撃を受けてるのよ。自分でわからなくても、身体が悲しいって震えてる。あなたにとって、蠟瓷皇后は特別な人だったのね……」

「そう、なのでしょう、か……でも、俺は……」

　世界中の苦しみを凝縮したような表情をする冥鹿と、泣き崩れている天鹿を見つめ、つられて泣きそうになっていると、琥劉が私に手を差し伸べる。

「立てるか？」

　私は「うん……」と、その手を取って腰を上げた。そのとき、まためまいがした。前のめりに倒れそうになった私を、琥劉が抱き留める。

「お前は部屋に戻れ。病み上がりで、この状況は心に障る。あとのことは俺に任せろ」

　確かに自分の足で立つこともままならない上に悪お寒かんまでしてきてる。風邪をぶり返したのかも。無理して迷惑をかける前に、琥劉の助言を聞いてちゃんと休もう。

「……っ、わかったわ」

　そう答えれば、琥劉は安堵の表情を浮かべた。

「天鹿皇子も行きますよ」

　灰葬が外を気にしながら、天鹿皇子に近づく。

「この状況を誰かに見られたら、皇子が皇后殺しに関わったなんて根も葉もない噂を立てられかねない。この城で立場を築かなきゃならない大事なときに、不利に――」

「俺の義母になると言ってくれた人が死んだんだぞ！」

　灰葬の言葉は、天鹿皇子の怒声に遮られる。

「そんなときに、自分の保身のことなんて考えられるか！　お前には人の心がないのかよ！　いつも損得勘定ばっかで動きやがって！」

　本気ではない。天鹿皇子は悲しみの捌け口がなくて、灰葬を責めたのだ。だが、その一言は灰葬にとって、胸を抉るものだっただろう。

「だから……嫌なんすよ、感情論で話す人間は」

「なんだと？」

「蠟瓷皇后はあんたに手を出すやつらを牽制するために、あんたの後ろ盾であることを公言したんすよ。それで命を狙われるのは覚悟の上だった。身体張って守ったあんたが、今ここで皇帝にもなれずに犬死にしたら、皇后が報われないっつってんすよ！」

　悪寒が発熱に代わり、体調がどんどん悪化する中、私は口を挟む。

「灰葬……言いたいのは、それだけじゃ……ない、でしょう？　まだ、怒ってる本当の理由を……隠してる、よね……？」

　灰葬は目を丸くしたあと、口元に自嘲的な笑みを漂わせ、「怖っ……」と額を押さえながら俯いた。

「なんでわかっちゃうんっすかね」

「私は……あなたの主殿だからね。きっかけが必要なら……私が、あげようか……？　灰葬もね、大事な人を……亡くしてるんだよ。その、帯飾りをくれた人……」

　黄色い菊結び房の飾りを指差すと、灰葬はそれを手で掬うように持ち上げる。

「……俺の一方的な感情だったかもしれないっすけど、主殿の言う通りっすよ。でも、そいつは俺と関わったばっかりに、しょうもない死に方したんすよ。だから俺は、あいつの死が無駄になるような生き方はできない」

　天鹿皇子はなにか言おうとして、言葉が喉を塞いだのか、開きかけた口を噤んだ。

「だから立って、やるべきことをやれって言ってんですよ！」

　灰葬に喝を入れられた天鹿皇子は、目が覚めたような顔つきになる。

「……そうだな、俺は蠟瓷皇后の死の真相を突き止める。ふたりの母上が繋いでくれたこの命で、この国を変える。そのために皇帝になる。それが俺のやるべきことだ」

　灰葬の手を取り、天鹿皇子が立ち上がると、急ぎ足の靴音が近づいてくる。

「陛下、そろそろ大臣らが到着します」

　戸口から現れたのは、英秀様と彼を呼びに行った猿翔だ。

「灰葬、天鹿皇子と冥鹿を連れていけ」

　琥劉の指示に、灰葬は「了解」と言って、ふたりを連れていく。

　間一髪の差で、蠟瓷大臣が「何事ですか！」と武官と共に皇后宮へと到着した。

　武官が蠟瓷皇后の口元に手を翳かざすと、血の気の失せた顔で蠟瓷大臣を振り返る。

「崩御されています。それから髪が切れているようなのですが……」

　私を支えていた琥劉が「まずいな」と呟く。

「なんだと？　まさか、誰かを呪って自害しようとしたのではあるまいな？　我が娘ながら、なんと愚かしい真似を……」

「誤解です……部屋には曼荼羅華の香が焚かれていました。その作用のせいで、錯乱していただけなのです……」

　曼荼羅華は経口摂取で中毒症状を起こすことが多いが、蠟瓷皇后のあの錯乱ぶりを見るに、蛇鴻国の曼荼羅華は煙にもその成分が強く出るのだろう。

「錯乱して誰かに呪詛をかけようとしたと？」

　しまった……！　薬の作用を明らかにしたところで呪詛を否定できるわけじゃない。私は蠟瓷大臣の問いに答えられない。駄目だ。私の頭、熱でまともに働いてないっ。

「呪いよりも、あなたの娘がどのように亡くなったのか、気にならないのですか？」

　琥劉がすかさず論点を変え、墓穴を掘った私を助けてくれる。

「娘は例のにんち、しょう……とやらで正気を失い、おかしな香に手を出した挙句、人様を呪って自害した。それだけわかれば十分です」

「違い、ます……認知症の症状は……落ち着いて、ました……曼荼羅華も、香の原料に使うようなものでは……なにより、天鹿皇子の後ろ盾となった蠟瓷皇后に……自害する動機が……ありま、せん……」

　必死に言葉を紡ぐも、頭がガンガンと痛み、熱で意識が朦朧とする。

「……！　妻の様子がおかしい。悪いが、詳しい報告はあとにさせてくれ」

　異変に気づいた琥劉が私の顔を覗き込んだとき――。

「うっ……おえっ」

　なにかが胃からせり上がり、とっさに琥劉の胸を押して距離を取ると、そこで嘔吐してしまった。これは、なにかがおかしい……。

「白蘭！」

　膝から崩れ落ちた私を琥劉が支えてくれる。

「なんと、蠟瓷皇后は白蘭皇后様に呪詛をかけたのか！」

　ぼやけた視界に、その筋書きを求めていたとばかりにほくそ笑む蠟瓷大臣を捉える。

　この人だ。呪いに見せかけて、蠟瓷皇后を殺めたのは……。

　駄目、このままじゃ私の存在が呪詛を証明することに……けど、もう……。

　私を何度も呼ぶ琥劉に一言も答えられないまま、意識を手放した。




　翌日、目が覚めると寝台の端に琥劉が座っていた。

「気がついたか？　具合はどうだ？」

　私の目覚めに安堵する琥劉の後ろで、猿翔や麗玉も脱力したように近づいてくる。

「琥劉陛下は、寝ずにそばについててくれたんだよ」

「白蘭、まだつらそうね。呼吸も荒いし、覚えてるかわからないけど、熱冷ましの煎じ薬も飲ませたのよ？　なのに、熱が全然下がらない」

　ふたりは寝台に横たわる私を心配そうに見下ろす。

「死ぬことは許さない」

　琥劉は思い詰めたような表情で、私の手を握っていた。いつかのコレラ騒ぎのとき、殺気立った様子で私を離さなかった琥劉のことを思い出す。

「琥劉……大丈夫……私は、一度離さないと決めたものは、絶対に……離さない」

　繋いだ手に力を込め、なんとか笑って見せるが、琥劉の表情は険しいままだ。

「私が眠ってた間のこと、聞かせてくれる……？」

　琥劉の様子が気がかりだったが尋ねると、彼は「ああ」と複雑そうに返事をする。

「城では蠟瓷皇后の呪詛が原因で、お前が倒れたと噂になっている。蠟瓷皇后をただ暗殺するのではなく、名誉を貶めたのは、蠟瓷皇后が後ろ盾になっていた天鹿皇子を失脚させるためだろう」

　私は……犯人の計画の引き金に使われたんだ……。

「白蛇で毒殺、汪貴妃たちを口封じに殺した手口と同じだよね。今回も蠟瓷大臣が裏で手を引いてるなら、蛇使いを捕まえて自白させる？」

　猿翔が言った『蛇使い』で皆が真っ先に思い浮かべたのは、冥鹿の顔だろう。猿翔があえてその名を出さなかったのは、私を気遣ったからだ。

「蠟瓷大臣の駒を狩るだけでは蜥蜴とかげの尻尾切りと同じだ。元凶の蠟瓷大臣を失脚させるなにか……いっそ問題でも起こしてくれればいいんだがな」

　私を挟んで話す猿翔と琥劉を見上げる。

「冥鹿は……どうしてる？」

　冥鹿の名を口に出すと、猿翔は肩を竦めて苦笑した。

「宦官の宿舎に戻ったよ。灰葬と天鹿皇子は冠水対策に追われてる」

　冠水……そういえば、外で激しく地面を打ちつける雨の音がする。私とあの子が前世で死んだ日と同じ雨だ。

「大切な人を失ったときは……動いてないと、苦しいものね……」

　特に冥鹿は誰かに命じられて、特別だと思えた人を手にかけたかもしれないのだ。

　胸はどっと重たいが、いつまでも悲嘆に暮れていたら駄目だ。

「私は……蠟瓷皇后の汚名をそそぎたい」

「お前の気持ちは理解できるが、今は他人のことより自分のことを考えろ」

　いつもなら無茶をしても背中を押してくれるのに、琥劉は頑として譲らない。

「でも、天鹿皇子と冥鹿を守るって約束した……から。後ろ盾だった蠟瓷皇后の悪評は……天鹿皇子の即位にも響く……だから、私が元気になって、これは呪詛じゃないって医仙が言えば……みんな、病だって納得するでしょう？」

「お前は二度も倒れたんだぞ？　俺がどんな気持ちで目覚めるのを待っていたと――」

　琥劉の言葉を遮るように「失礼いたします」と部屋の外で声がした。何事かと戸口に視線をやれば、宦官が一礼して入ってくる。

「蠟瓷大臣様より、言伝を預かりました」

　琥劉は静かに立ち上がり、「話せ」と抑揚のない声を放つ。それに宦官は身を縮こまらせながらも喋り出す。

「呪詛に穢けがれた城で静養するのは、白蘭皇后様のお身体に障るでしょうからと、蠟瓷大臣様が所有する別邸に移られてはと……」

「気遣いは無用だ。それとも別の場所に連れていきたい理由があるのかと伝えておけ」

　殺気立つ琥劉に、宦官は「か、かしこまりました！」と慌てて去っていく。

「別邸か……皇后を廃し、勢いづいたか。白昼堂々と白蘭を狙いに来るとはな」

「琥劉、落ち着いて……」

「わからないか、これは宣戦布告だ。お前は強い、俺がいなくとも自分を見失わないだろう。だが、俺はお前がいなければ狂ってしまう！　言ったはずだ。お前が俺を人にしてくれたのだと！」

　ああ、最近は大人びた彼ばかり見ていたから忘れていた。この脆さもまた彼自身だ。

「違う、わ……私が立っていられたのは……離れていても、あなたの存在が心にあったからよ……あなたが私を、強くしてくれたの」

　腕を上げるのは億おっ劫くうだったが、寝台の横に立ち尽くしている彼の手を掴む。

「私を足枷にしないで……私はなにがあろうと、病のことを調べる。私を含めて……蠟瓷皇后を大事に想う人たちも、彼女の名誉を守りたいって思ってるはずだから。あなたにも……後ろ盾を失った皇子のためにやることが……あるはずよ」

「人の心配をしている場合か！　頼むから、こんなときくらいじっとしていろ！」

　語気を強め、琥劉は私の手を振り払う。これは過保護なんていう生易しい感情ではない。血に狂っていた頃の琥劉が戻ってきてしまった気がして、私はきっぱりと言う。

「私たちの関係を……振り出しに戻すつもり？」

「……！」

「あなたは、私を閉じ込めて……自分の恐怖を和らげようとしてる。でも、私がそれに従うような女じゃないって……知ってるわよね？」

　琥劉は気圧された様子で口を閉じる。

　言い合う私たちを、猿翔たちは固かた唾ずを吞みながら見守っていた。

「……すまない。俺は頭を冷やすべきだな」

　琥劉は私の額に口づけようとしてやめた。そのまま私には触れずに身体を離す。

「また来る」

　そう言って琥劉は、難しい顔で部屋を出ていってしまった。

　琥劉がいなくなると、私は無意識に止めていた息を吐き出す。

「陛下はあんたが心配で、感情的になっちゃっただけよ」

　麗玉が私の額の手拭いを変えながら声をかけてくる。

「姫さんの存在はさ、暗がりで生きていくしかないんだって思ってた人間にとって、縋りつきたくて、照らされたくて、手を伸ばさずにはいられない光……なんだよ」

　猿翔は寝台の端に腰かけ、眉を下げながら笑った。

「ある意味、姫さんの存在で心の舵を取ってるところはある。それを失ったらって考えたら、平静じゃいられない。麗玉嬢もそうでしょ？」

　麗玉の沈黙は『そうだ』と語っている。

「でも……いつまでも、私がいちばんじゃ……駄目なのよ」

　そこで気づく。これは私にも言えることだと。

「琥劉を失うかもしれないって思ったとき……自分の軸がね、こう……一気にぐらついた感じがしたの」

　私は自分の胸に手を当てる。

「あのときは確証がなかったから、希望を信じられた……でも、もし本当にあの人を失ってしまったとしたら……嘆いて、傷を忘れるように仕事して、身体が悲鳴をあげても気づかずに、自分を傷つけて生きていたかもしれない」

　芽衣の死を受け入れられなかった、琥劉に出会う前の私のように。

「闇から抜け出すために、誰かの存在が必要だったとしても……いつかは自分の足で歩いて行かないと……」

　妃嬪たちにとっての皇帝のように、ひとりの存在が自分の存在意義のすべてになってしまっては、それを失ったときに自分の軸がなくなって立ち上がれなくなる。

「私は……琥劉が守ろうとしたものを私が守らなきゃっていう皇后の自分と……人を治すっていう医仙の自分がいたから……つらい状況でも立っていられたの」

　それから動いていれば、その間は悲しみを忘れられる。立ち上がれるようになるまで、そういう逃げ場も必要だ。

「私が皇帝の寵愛を求めるだけの妃嬪だったなら……私の未来は、琥劉を失った瞬間から消えてしまってたわ。でも、私を形作るのは、琥劉の存在だけじゃない……大切なものが多いほど、欠けても補って生きていける……」

　もちろん欠けたものの代わりはないけれど、人は失っては得てを繰り返す。そうして生きていくものだから。

「恋を失っても仕事があるとか、そういうこと？」

　抽象的な私の思いを、麗玉が嚙み砕いて言葉にしてくれる。

「そう……私は間違ってた……私にとって、琥劉はすべてじゃない。私の一部なの。あなたたちも……私で舵を取らなくても、本当は自分自身で舵を取ることができるんだよ……それにまだ、気づいてないだけ……」

　私は猿翔と麗玉の顔を見比べる。

「私も琥劉も、お互いを愛してるけど、愛してるからといって、お互いがいないと生きていけないほど、脆い関係じゃない。離れていても力を与え合える……でなきゃ悲しい。自分のせいで、その人が苦しんで生きていく姿なんて……見たくない」

　母親に突き放された子供みたいに、不安そうな顔で私を見るふたりに笑みを向ける。

「話は以上……ちょっと休んだら……病を突き止めるために、私も頑張る、から……ふたりとも、力を貸して、ね……」

　私にとっての琥劉のように、彼らを私というゆりかごから解き放てば、きっと……新しい世界と幸福が待っているはずだから……今はつらくても、手を離さなくちゃ。

　だからどうか、それを私に見届けさせて。そんな願いを抱きながら瞼を閉じれば、すっと穴に落ちるように、いつの間にか眠りについていた。
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　関係を振り出しに戻すのか、か……。

　宮殿の門へ向かっていると、前から英秀と武凱が歩いてくる。

「白蘭様の容態はいかがでしたしょうか？」

　どうやら、白蘭の様子を見に来たようだ。首を横に振って答えれば、大抵のことには動じない英秀と武凱の顔も陰る。

「なら俺たちは行かねえ方がいいな。嬢ちゃんは俺たちがいると、心配かけないように平気なふりして、笑ってようとするだろ？」

「そうですね……ひと目顔だけでも見られればと来てみたのですが、あとで見舞いの品を届けさせましょう」

　英秀と武凱は「それで？」と声を揃えて、俺を見る。

　無言で眉間を寄せれば、武凱は腕を組み、片目を瞑って苦笑した。

「嬢ちゃんと、なんかあったって顔してるぞ。お前が平静を保てないときは、十中八九、嬢ちゃん絡みのことだからな」

　英秀と武凱に隠し通せるとは思っていなかったが、にしても今の俺は感情を御しきれていなさすぎる。

「白蘭を失うかもしれないと思うと、自分の芯が崩れそうになる。だが、白蘭には俺がいなくとも、ひとりで進んでいける強さがある。それが寂しくてな」

　心に比例するように視線が足元に落ちてしまう。すると英秀は言い切った。

「そうでもないかと。私は陛下が行方不明になってから、ずっと白蘭様のそばにいましたが、平気そうに見せているだけで、職人に会いに町へ出た際は陛下と同じ背格好の男を見かけて追い駆けていってしまうくらいに取り乱していましたよ」

「……！」

「慰めるために月餅を買いましたが、陛下との思い出が蘇ったのか、泣いていました」

　それは天てん然ねん痘とうの一件のあと、町で白蘭の世でいう〝でえと〟をしたときのことだ。

「陛下が行方不明になられたときは、自分が捜しに行くと言って聞きませんでした。一度は心挫けて泣きべそをかいていましたが、陛下との思い出を糧に立ち上がられた」

　白蘭はいつも俺の前を走っている。俺が今感じている失う恐怖に呑まれずに、情けなく揺らいでしまう心を立て直してみせたのだ。

「初めから強いわけではありません。陛下があの方に置いていかれるようで寂しいのでしたら、とことん追いかけてしまったらいい。あの方の行く先には光があります」

　それは俺の血塗られた道に差した光――。

「嬢ちゃんも琥劉も、いろんなものを失ってきた。別れが怖くなるのは当然だ。だから共に生き、共に死ぬなんてできもしない約束で、相手を繋ぎとめようとする。けどな、現実は残酷だ。不可能な約束に固執してると、かえってつらくなると思うがな」

　共に生き、共に死ぬ――。俺たちは無謀な願いに縋っていたのだろうか。

「俺は愛した女を目の前で失った。死にたくなるほど絶望もした。でも、生きてんだろ？　それはなぜだと思う」

　滅多に見せない武凱の真面目くさった顔が、そこで途端にほぐれた。

「忘れるなよ。たとえお前が大事なものを失ったとしても、俺たちがいる。お前たちなりの答えが見つかるといいな」

「その答えはすでに、白蘭様が見つけているかもしれませんね」

　武凱は父のように俺の頭を撫で、英秀は師のように見守る眼差しを向けてくる。

　ならば、俺も答えを見つけよう。共に生き、共に死ぬという俺たちの約束が、今の俺たちに必要なものなのか否か。その答え合わせを白蘭とするために。
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【発病は頭痛、めまい、高熱で突然はじまり、第二病日に高熱にもかかわらず脈拍数が四十八／分の徐脈。嘔吐を伴う腹痛あり。一度寛かん解かいするも数刻で高熱の再燃】

　翌日、円卓で自分の症状を帳面に書き留めていた。

　向かいの席には、積まれた書物に囲まれている猿翔がいる。

「今のところ、過去に姫さんと同じ症状が出る病がこの国で流行ったって記録は見つからないな。町の診療所に話を聞いてみるべきかな」

「そうね、文献だけではもう限界……うっ」

　また引き絞られるようなお腹の痛みに襲われて、私は筆を落としてしまう。

「姫さん！」

　猿翔は椅子の上で蹲る私に駆け寄り、背をさすってくれた。

　そこへ煎じ薬を作りに行っていた麗玉が戻ってくる。

「白蘭!?　もうっ、限界が来る前に休んでって言ったのに！」

　円卓に煎じ薬の載った盆を置き、麗玉は私のそばにしゃがんだ。

「こんなの普通の病じゃない……どうしてみんなは平気で、私だけがかかったんだろう……なにか、特別な条件があったはずなのよ……」

　考えを巡らせても、痛みで朦朧として頭がまともに動かない。

「じっとしてても病は治らないし……なにもできずに死ぬのだけは嫌……」

　猿翔と麗玉が息を詰まらせる。

「死ぬなんて！　そんな、あんたが死ぬわけないでしょ！」

「もしもの話よ……私が動けるうちに、病の原因を探らないと……」

　なんとか笑みを作り、筆を拾う。症状に合わせた治療を行っているけれど、状況は芳しくない。もしもが本当にならないとは限らないのだ。

「なら、記録は私がやるわ！」

　麗玉は私の手から筆を奪うと、強引に隣に座り、円卓にしがみついた。

「ふふ、もう……麗玉ってば……」

　思わず笑うと、麗玉はむすっとしたように頬を膨らませる。すると猿翔が煎じ薬の器を持ち、中身を匙で掬って私の口に運んだ。

「とりあえず、薬を飲んでからにしようよ、おふたりさん」

「ふたりとも、うつらないとも限らないし、あまり私の近くに寄らない方が……」

　麗玉は「嫌よ」と、そっぽを向いて、つんと顎を上げる。

「俺も嫌だ。一緒に病の原因を探る。今までも、そうしてきたでしょ？」

　麗玉と猿翔の言葉に思わず泣きそうになったとき、

「もしうつる病なら、共にいた俺たちもすでにかかっているはずだ」

　声がして顔を上げれば、琥劉を先頭に皆がずらずらとやってきた。

　琥劉は私の隣に片膝をつくと、抱き寄せてくれる。

「それは一理あるかもしれないけど……」

「白蘭、都から離れた町村で、お前のように風邪の症状が出て一度治癒してから、数刻足らずでまたぶりかえす患者が複数確認できた」

「えっ……」

　そういう病の特性なのかな。その患者を調べればなにかわかるかもしれない。

「じゃあ、さっそく見に……」

　行きたいところだけど、今の私じゃ難しいわ。無力感で落ちる肩に琥劉の手が乗る。

「調査には俺が行く。もともとそのつもりでここへ来た」

「あなたが!?」

「ああ。護衛の武凱と、冠水対策で町を出る天鹿と灰葬も共に行く」

　英秀様と並んで立っていた武凱大将軍や天鹿皇子、灰葬を見れば、彼らは頷いた。

「……ごめんね……」

　自分が危険な場所に行くなら耐えられる。でも、みんながそこで病をもらってこないとも限らないのに、見送ることしかできないなんて……。

　情けなくて目に涙が滲んだとき、琥劉に手を握られた。

　昨日、気まずいまま別れたせいで、お互いにかける言葉がまだ見つからないけれど、その手を握り返せば、すり減っていたはずの気力がみるみる回復するようだった。

「あ、そうだ……天鹿皇子、あれから冥鹿には会えましたか？」

　蠟瓷皇后が崩御した日から、部屋に引きこもっていると聞いていたが、冥鹿は天鹿皇子付きの宦官なので、なにか知っているかもと思ったのだ。

「……冥鹿はまだ引きこもってます。義母上のことが堪えてるんだと思うんですけど、部屋の扉に何度呼びかけても反応がなくて……」

　憂鬱な顔で肩を落とす天鹿皇子を、灰葬が気遣うように横目で見やる。

「そうなの……私も冥鹿に声をかけてみるわね」

「姉御……姉御もつらいのに、暗くなったりしてすみません。兄貴たちと姉御の病の手がかかり、絶対に見つけてくるんで！」

　意気込む天鹿皇子に、私は笑みを返す。

「猿翔、麗玉、止めても止まらないだろうが、白蘭を頼む」

　琥劉が立ち上がると、麗玉と猿翔が強く頷いた。

　外套を翻して戸口へ向かう琥劉が、外へ出る間際に私を振り返る。

「行ってくる」

「あ……行ってらっしゃい」

　気まずい空気は残ったままでも、それだけでは壊れない絶対的な絆で私たちは繋がっている。それを感じて、死への不安を掻き消すような光が胸に灯るようだった。
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　白蘭と別れたあと、馬を走らせて都から離れた町へと来ていた。

「冠水してる場所が多いな。川の氾濫で駄目になった農地を開拓するために、水の流れを食い止める森林を伐採したせいか……」

　天鹿が辺りを見回す。民たちは蓄積した疲労を顔に浮かべながら、失った田畑を一から開拓しようと鍬くわを振るっていた。

「病を発症した患者がいる他の町でも、冠水が酷かったと報告にあった。それが病とも関係しているのやもしれん」

　診療所を目指して歩いていると、広場に人が集まっているのに気づき、足を止めた。

「天下乱れしとき、仙人がこの地に降り立ち、地上に桃とう源げん郷きょうを築くだろう！」

　白の作さ務む衣え姿の老若男女が木箱の上に乗り、紫の蛇の刺青が入った腕を上げ声高らかに宣言する。町民は地に膝をつき、作務衣を着た者たちを縋るように見上げていた。

「なんだあれは」

　眉を顰める俺に、灰葬が答える。

「あれ、白びゃく蛇じゃ教きょうっすね。信者は腕にああして蛇の刺青を入れてるんすよ。冠水の被害状況を見に、前に天鹿皇子と行った町でも宗教の勧誘してましたよ。病とは無縁の肉体を手に入れられるとか謳って、信者を集めてるみたいっすね」

「人の弱みにつけ入って信者を増やすたあ、あれは黒だな」

　武凱は信者たちを横目で冷ややかに一瞥し、口端に嘲笑を浮かべた。

「山の霊れい廟びょうが拠点みたいっすよ。もし医仙が目の前に現れたら、喉から手が出るほど欲しがるでしょうね。白蛇ってのも、主殿の周辺でよく聞く単語ですし」

「ああ、医仙がこの国に来ていることは民にも知れ渡っている。白蛇教は白蘭に興味を持っているだろう。信者を増やし、なにを成そうとしているのか気になるな」

　眉間に力が入るのを感じながら考え込んでいると、天鹿が俺の腕を掴んだ。

「俺と灰葬はまた冠水の被害を見に町に行くし、目を光らせとくよ。だから今くらい、兄貴は姉御のことを考えてくれ。自慢するほど、大事な奥方だろ？」

「天鹿……」

　まさか、新米皇子に心配されるとはな。俺は苦笑し、天鹿の頭をくしゃりと撫でる。

「感謝する。診療所へ急ぐぞ」




「患者の中には風邪のような症状が見られたあと、数日後に一旦よくなり、同じ日にまた症状がぶり返す者がおりまして……」

　診療所に着くと、口元を布で覆い、医者のあとについて実際に患者を見て回った。

「うっ、げほっ、かはっ」

　寝台の間を進んでいると、目の前で患者が吐血して倒れる。皆が息を呑み、天鹿が「なっ……」と後ずさった。

　他の医者が駆け寄り、吐いた血を誤ご嚥えんしないよう顔を横に向けている中、その場にいた患者たちの目には、これが自分の辿る運命なのかと絶望の色がうつろった。

「ああして血を吐き、ほとんどが亡くなっているのです」

　言霊のように、吐血した患者を診ていた別の医者がこちらに向かって首を横に振る。患者は助からなかったのだ。

　白蘭も同じ未来を辿るのか……？　血の気が一気に引き、俺は俯く。

「協力に感謝する。すまないが、今日はこれにて失礼する」

　踵を返し、診療所を出る。後ろで「兄貴！」と天鹿の呼び止める声が聞こえたが、焦燥感の方が勝り、足を止めることができなかった。

　ありえない、嘘だ。

　馬に跨またがり、「はっ」とその腹を蹴る。供も置いて、俺は無我夢中で馬を走らせた。

　城に着いたのは夕刻だった。白蘭の宮殿まで走り、その扉に手をかけたとき、後ろで誰かの足音が鳴る。

「そんな死人みてえな顔で入る気か？」

　この男が俺に追いつけないはずがない、か。俺の顔など見えていないだろうに、迷いなく言い放つのだな。この男には、俺の弱さもすべて見抜かれているのだろう。

「いちばんつらいのは嬢ちゃんだ。好きな女に気ぃ遣わせて、本当の苦しみも吐き出させてもやれねえような糞野郎になるなよ、琥劉」

　まったくもって、正論だ。ここに来て、ようやく答えを見つけた。共に生き、共に死ぬことなど不可能だ。ならば、俺は別の誓いを白蘭に立てよう。

「お前のおかげで、糞野郎にならずに済みそうだ。感謝する、武凱」

　前を向いたままそう言い、俺は顔を引き締めると、背筋を伸ばして扉を開け放った。
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　肩に羽織をかけ、寝着のまま文机の前に座っていた私は筆を置いて立ち上がった。

　円卓でお茶の用意をしていた麗玉を振り返り、文を差し出す。

「麗玉……これ、冥鹿に手紙を書いたの……届けてもらってもい――うっ……」

　言いかけている途中で、なにかが喉奥からせり上がってきた。

「白蘭！」

　宮殿の扉が開き、琥劉が入ってくるのと同時に、私は「ごほっ」と嘔吐する。それを咄嗟に受け留めようとして、口元を手で覆ったのだが……。

　鉄の味……。恐る恐る手のひらを見た私は、震えが止まらなくなった。

「ああ、嘘……」

　手のひらに、べっとりと血がついていた。猿翔と麗玉が悲鳴交じりの声で私を呼んだ気がしたが、まるで世界の音が遠ざかってしまったみたいに、なにも聞こえない。

　手のひらの赤から、戸口で立ち尽くしている琥劉へ視線を移した。生涯を共にするはずだった彼の姿を瞳に映したとき、浮かんだのはただひとつ。――死にたくない。

　崩れ落ちる私を、駆け寄ってきた琥劉が抱き留める。

「白蘭！　白蘭！」

　縋るように身体に回された琥劉の腕の強さを感じながら、涙が頬を伝う。

　今回の人生でも、こんなに早く大切な人と離れないといけないなんて……。

「猿翔、麗玉……少しだけ、外してくれ」

　私を抱きしめたまま俯き、苦しげに言う琥劉。ふたりは目に涙を滲ませながら頷き、宮殿を出ていった。

「琥劉……血から感染、するかも……だから、離れて……」

　なんとか笑みを浮かべ、目の前の胸を押しのけようとするも、力が入らない。

　琥劉はそんな私に気づき、抱きしめる腕に力を込めた。

「皇帝失格かもしれないが……お前と死ねるなら、本望だ」

　琥劉も泣き笑いを浮かべ、私の頬を撫でる。

「っ、私……薄情なの……あなたを置いて逝く側になってみて……やっぱり、あなたにあとを追ってほしいとは……思えなくて……」

　その答えを悟っていたかのように、琥劉の眼差しは切なくも穏やかだった。

「共に生き、共に死ぬことができたなら、どんなにいいか。だが、現実は夢物語のようにはいかないな」

「本当にね……」

「ゆえに、新たな誓いをお前に立てさせてほしい」

　私は軽く首を傾げながら、その意味を探すように、琥劉の瞳を見つめる。

「もしお前に置いて逝かれようとも、俺は死なない。お前を失ったあとに続く時も、お前に恥じぬよう国や民のために身を尽くす」

　琥劉の言葉が光の雨のように、私の暗い心の海に落ちてくる。それは金の波紋となって隅々まで広がり、心を照らしていく。

「っ、そうよ……離れ離れになっても、私たちには他に役目がある……大切な仲間もいる……孤独に狂いそうになったとき、照らしてくれる思い出がある。だから……お互いの生も死も背負って、鼓動が止まるその瞬間まで……精一杯生きなきゃね」

　私たちは手を繋ぎ、魂ごと結びつけるように指を絡ませた。

「お前は転生者だ。やるだけやって、それでも駄目だったそのときは、幾世巡ろうとも、再び転生したお前を見つけ出そう」

「ふふ……なら、どっちが先に見つけるか……勝負ね」

　新たな誓いを立てた私たちに、もはや絶望はない。

「お前を愛している。愛してよかった」

「私もあなたを愛してる……愛して、よかった」

　唇を重ねれば、触れ合った頬で互いの涙が溶け合う。

　夫婦になってから今日がいちばん、心の深いところで琥劉と繋がれた気がした。




　少し眠ったあと、私は壁に寄りかかるように寝台に座り、皆の報告を聞いていた。

「診療所の患者たちも、私と同じ経過を辿ってたのね……」

　寝台の端に腰かけていた琥劉が「そうだ」と答える。

「それから関係があるかはわからないが、患者は冠水した町村に多いようだ」

「私が雨季に入ってから外出したのは……猿の被害を見に行ったときだわ。熱帯雨林でなにか……私に起きたことがあるはず……」

　そこで天鹿がはっとした顔をした。

「特別なことがあったとすれば、姉御が蚊に刺されたとかで、俺と灰葬の喧嘩を止めてくれたことですかね？」

「蚊……そうよ、雨上がりに水のある場所でよく見るもの……それから人里に降りてきてる猿……これは……黄おう熱ねつ！」

　恐怖で身体が小刻みに震え出す。

「蛇鴻国みたいに熱帯雨林のある国で流行して……蚊から感染した猿をまた吸血した蚊が今度は人を刺して広がっていく……発熱と出血を主症状とする風土病……」

　私の震えに気づいた琥劉が縋るように、私の手を握った。

「それは……治せるのか？」

「根本的な治療法は……っ、ない……」

　首を横に振れば、皆が息を呑むのがわかった。

「蚊に刺されてから三日から六日で風邪の症状が出て……軽度の場合は数日で自然に治癒するけど……重度の場合は数刻程度で再び……高熱が出現する」

　第二病日までには高熱なのに徐脈になったり、鼻や口、消化管から出血して、私みたいに吐血したり、肝臓にも感染が生じて黄おう疸だん――皮膚が黄色になることもある。

「じゃあ、白蘭は……」

　麗玉の顔が青ざめる。

「そう、重度の黄熱……こうなると、患者の半数は七日から十日後に……死亡する」

「……っ、前のように、わくちんは作れないのですか？」

　英秀様が言っているのは天然痘ワクチンのことだろう。あれは原始的な方法でできるが、黄熱ワクチンは作るのに特殊な設備と技術がいる。さすがに私には作れない。

「無理です……とにかく今ある症状で身体が消耗して、新しい病にかからないようにすることが大事になってくるかと……出血に対しては食べ物から止血作用のあるビタミンＫを摂取して……あとは二次感染に備えて、抗生物質……薬を作ろうかと……」

「それなら、私も手伝うわ！」

　即答してくれる麗玉は、本当に頼もしい専属薬師だ。

「あと……私みたいに感染した人を吸血した蚊が病を広めるかもしれないから……患者と熱帯雨林に行った人は六日間、蚊との接触を避けるための隔離がいるわ……」

「感染した猿はどうする？　どの猿が感染してるかもわからねえだろ？　わかっても人間みたいに大人しく隔離されてくれねえとなると、駆除が必要じゃねえか？」

　普通ならば皆、武凱大将軍のような発想になるだろう。でも……。

「猿は黄熱の予兆を知るために欠かせない存在でもあるんです……黄熱が新たな地域に広がれば、可哀想ですが……真っ先に猿が死にますから」

　なにかを思い出したかのように、天鹿皇子は「あ！」と声をあげた。

「そういえば、町が猿の被害を受けたって報告を受けたとき、猿の死骸も見つかってたよな。あれは飢え死んだわけじゃなくて、その病のせいだったのか！」

「恐らくは。なので全頭でなくても、森にはいてもらった方がいい……いちばんなんとかしなければならないのは……病を運ぶ蚊よ。暑くても蚊に刺されないように長袖の衣を着て、蚊や猿が生息する熱帯雨林に入らないように規制をしないと……」

　天鹿皇子は腕を組み、難しい顔で「んー」と唸る。

「今、川の氾濫で失った農地を開拓するために伐採が盛んになってる。となると熱帯雨林で働く伐採職人の男たちがいちばん危険だよな。優先して危険を呼びかけよう」

　天鹿皇子が率先して自分の意見を言えるようになってる。灰葬の教育の賜物ね。

「それから……蚊は雑草を休む場所として使うわ。だから定期的に除草して、蚊が留まる場所をなくすこと……産卵場所になる水溜りには蚊を殺す液体を入れておく……これで少しは蚊の量を減らせるはず……」

　猿翔が「それって……」と、部屋の隅にある酒壺を指差す。

「まさか、前に[image: ]螂を駆除するために作ってた、あれを使うの？」

「うん……でも量が足りないから、人手を用意して、たくさん作らないと……」

　そこで灰葬がひらひらと手を挙げた。

「材料と手順を教えてくれれば、俺たちで対応できるっすよ。ですよね、天鹿皇子？」

　灰葬がにやりとすると、天鹿皇子は「当たり前だ！」と強気に笑う。

「天鹿、灰葬、この国を疫病から救ったという功績は即位を大いに後押しするだろう。自国の危機を好機に変えてみせろ」

　琥劉に見据えられたふたりは「はい！」と意気込んで答える。

「黄熱は致命率は高いけど、回復するともう二度とかからないから……治った人に、除草や殺虫剤で蚊の対策をしていってもらうといいかも……各町の診療所に、正しい対策方法を伝える必要も……ふう……」

　少し喋り疲れたな。深く息をつくと琥劉が私の肩をさする。

「今後の動きは決まったゆえ、少し休んでから、お前のしたいようにするといい」

　琥劉は私の背を支えながら、優しく寝台に横たわらせてくれる。

「琥劉……もう、なにもするなって……言わないのね……」

　くすくすと笑えば、琥劉はばつが悪そうに視線を逸らした。

「無理やり閉じ込めれば、お前の心を殺すことになる。それに、お前の生死もすべて背負うと決めた。今をお前と精一杯生きるために、ここは共に踏ん張るところだ」

　ああ、やっとすれ違っていた歯車がはまった。それが嬉しくて、私は琥劉の手を握り、口元を緩ませながら目を瞑った。
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　翌日、蛇心殿の広間では朝議が開かれていた。臣下らを前にして緊張しているのか、この場を取り仕切らなければならない天鹿は一声も発さずに下を向いている。

　こちらの粗を探し、足を掬おうとする臣下らは魔物だ。喰われるか手懐けるか、それは天鹿の手腕次第。中央に座す天鹿を隣の御座から見守っていると、巻物が積まれた盆を手に下段で控えていた灰葬が天鹿を振り返る。

「いつもの威勢のよさは、どこ行ったんすか」

　驚いたように自分を見下ろす天鹿に向かって、灰葬は挑発的に笑った。

「俺に噛みつくみたいに、啖たん呵か切ってやればいいんすよ」

「宦官ごときがなんと無礼な物言いか！」

　揶や揄ゆされても動じない灰葬の態度に鼓舞されてか、天鹿も強気に口角を上げた。

「お前で耐性ついたしな」

　すっと立ち上がり、臣下らを見据える天鹿の眼差しに迷いはない。ここまで育った皇子と、皇子を導いた灰葬を、俺の両脇にいた英秀と武凱も満足げに見ていた。

「今、我が国で猛威を振るっているのは、黄熱と呼ばれる病だ。呪詛をかけられた疑いのあった白蘭皇后も、その病にかかっていたことがわかった」

「天鹿皇子、それでしたら、その病は蠟瓷皇后が招いた災厄なのでは？」

　自分の娘を平然と貶める蠟瓷大臣に嫌悪感が湧く。だが、他の大臣や六部長官らは「身内にも厳しいとは、さすがですな」「公正である証ですぞ」と褒めそやす。白蘭に絆ほだされた者たちも、白蘭が病に臥せった途端に蠟瓷大臣の機嫌取りに必死だ。

「黄熱は蚊を媒介にして広がる病だ。初めは猿の間で流行り、そして人へと広がる。我が妻は医仙だ。その言葉を疑うのならば、好きにすればいい」

　威圧的に大臣らを見回せば、蠟瓷大臣を除き、全員が居心地悪そうに視線を逸らす。

「ここで必要になってくるのは、病を運ぶ蚊と病に侵された猿や人間への対策だ」

　天鹿は金の盆に積まれた巻物のひとつを手に取り、勢いよく広げる。そこに記されているのは、天鹿が灰葬と一晩かけてまとめた黄熱の対策に関する政策だ。

「まず、蚊の発生しやすい熱帯雨林や水辺への立ち入りを禁ずる。蚊に刺された猿や人間、熱帯雨林に立ち入った者は一定期間隔離とする。病にかかっていない者は肌が出ない衣を着ることとする。猿の隔離については、こちらをご覧いただきたい」

　天鹿が目配せをすると、灰葬が臣下らに持っていた巻物を配っていく。

「それは動物園の計画案だ。もう少し温めておく予定だったんだが、猿の隔離にちょうどいいと思ってな」

　臣下らが「どう、ぶつ、えん？」と呆気に取られている様子を見て、思わず口端が上がりそうになった。白蘭の発想を初めて耳にした者の反応は、いつもこうなる。

「人里近くまで下りて来た猿は保護し、観覧料を取って公開する。檻を側溝で囲い、水捌けをよくし、そこに殺虫剤を撒いて蚊が侵入できないよう見えない阻そ塞そくを作る」

　驚き果てている大臣らに怯まず、天鹿は続けた。

「猿のいない国もあるからな、他国からも客を呼べれば蛇鴻国の店が活気を取り戻し、税も納められるようになる。妃嬪たちもこの国の名所を絵にした書物を作ってくれた。それをこの国に訪れた者に配りたいと考えている」

　大臣らが「そんな、突拍子もない――」と言いかけたところで、助け船を出す。

「では、動物園ができた暁には、雪華国の民にも宣伝するとしよう。両国の民が交流する機会が増えれば知見も広まるゆえ、豊かな人材が生まれやすい」

　これは白蘭の発想から、ここまで具体案を出してきた天鹿への俺なりの賞賛だ。

　嬉しそうにこちらを見た天鹿に、上出来だと頷いて返す。

「猿は病の流行を察知するために必要な存在でもある。なので人里まで下りていない猿は捕獲せず、定期的に観察することとする。治療は白蘭皇后が書き記したように勧めたい。医部長官、城の医官を町の診療所に派遣し、病の収束に当たってほしい」

　それを聞いた医部長官は、露骨に不愉快そうな顔をした。

「我々は皇族や高官を治療する医官ですぞ。民の治療は町医者にさせればいい。我々を見くびってもらっては困ります」

「うちの主殿が命張って病を食い止めようとしてるってのに、ここの医官様たちは自分の身が可愛いくて仕方ないんすね」

　静かな怒りを露わにする灰葬に、医部長官が顔を紅潮させる。

「宦官ごときが生意気な！　この者を罰せよ！」

　医部長官が怒鳴ると、武官が剣を抜こうとした。だが天鹿が「黙れ！」と一喝する。

「その者の指摘は事実だろう！　その者を罰したとしても、お前たちの愚かさが露呈するだけだぞ！　第一に、俺の教育係を勝手に罰する権利が貴様らにあるのか！」

「はは、主殿みたいなこと言って……」

　自分のために怒る天鹿に胸打たれたのか、灰葬は苦笑いしている。

「そもそも黄熱が広まったのは、川の氾濫や人里に現れた猿の対策を怠ったせいだ！」

　天鹿の声が突き抜けるように、広間に響き渡った。

「氾濫でなくなった農地を民は森林を伐採して開拓する。それで病にかかった猿が食べ物を求めて人里近くまで下りてくる。伐採で水を堰き止めるものがなくなれば水捌けが悪くなって、そこから蚊も湧いて病が広まる。巡り巡ってこうなったんだ！」

　天鹿は巻物を叩きつけるように机に置いた。

「この病は重症化すれば死に至る病だ！　食い止めなければ大勢の民を失う！　直ちに対処が必要だ！　いいか？　我が国は黄熱の猛威に滅びようとしている！」

　先ほどまでの喧けん騒そうが嘘のように、広間は静まり返っていた。

「琥劉殿や白蘭皇后の氾濫対策のおかげで、蚊の発生原因となる冠水箇所は減ったものの、まだ少ないとは言えない。ゆえに側溝を設置するなどして、排水整備を行う。戸部長官、工部長官、よいな！」

　両長官は天鹿の勢いに押されてか、「しょ、承知いたしました」と頭を垂れた。

「病と天災で作物を作る土地のみならず、働き手まで失ってはいよいよ国を立て直せなくなる。雪華国からは不作に苦しむ民へ食料の支援を行おう」

「あに――琥劉殿、このご恩は必ず返させていただく」

　気が抜けて兄貴と呼びそうになるところはまだまだだが、想像以上の成長ぶりだ。

「天鹿皇子の言うように、事の収束は急いだ方がいいでしょう。医仙の治療ならば、我々も信じられる」

　医仙の治療ならば、か。この件を呪いで片付けたい蠟瓷大臣が〝医仙の意思だから〟という理由で賛同したならば狂っている。やはり白蘭に近づけるべきではないな。




「医部長官は協力してくれるだろうか……」

　朝議のあと、外廊を歩きながら天鹿が項垂れた。

「厳しそうっすね。蠟瓷大臣の手前、やりはするでしょうけど、手ぇ抜いてまともに仕事するとは思えないっすね」

「だよなあ……」と、今度は背まで丸めてしまう天鹿に、俺は息をつく。

「俺はこれから、武凱と共に白蛇教に潜入する」

「なっ、そんな危険な役目を、宗主国の皇帝である兄貴にさせるわけには……」

「病に天災、国が窮地に立たされている今、信者に暴挙まで起こされたらどうなる。この国が白蛇教に乗っ取られる可能性もある。危険は確実に摘まねばならない。だが、その大役を託せるほど信を置ける臣下は、この城にどれほどいる」

「……！　それ、は……」

「ゆえに俺が動くんだ。城には英秀と雪華国の武官を残すゆえ、おかしな策略を練る輩からお前を守ってくれるはずだ。灰葬と共に、お前は医部長官を説得しろ」

　俺が自ら赴くのには他にも理由がある。陽明院で天鹿と冥鹿の接点について探りを入れるためだ。国を揺るがす重大な事実が隠されているやもしれない。それが天鹿の即位を妨げる可能性もある。ゆえに秘密裏に事実を把握しておく必要があった。

「あとは任せたぞ、灰葬」

　武凱を連れ、その場を離れる。

　後ろで自信なさげに立ち尽くす、天鹿の視線を背に感じながら。




＊＊＊




　私は宮殿の庭に出て、乾燥させた薄荷葉を蒸籠せいろに入れ焚き火にかけていた。

　蓋に太めの筆管を刺し、蒸気の通り道にして、取り寄せてもらった氷で冷やす。すると蒸気は液体になり、筒の先の器に溜まる。水より軽い精油は浮き、下には抽出に使った植物の蒸留水ができる。その上の精油を掬って小壺に入れれば薄荷油の完成だ。

「姫さん、できたの？」

　私を支えてくれている猿翔に、私は手を動かしながら答える。

「この薄荷油に……度数が高いお酒と、同じように蒸留させた水を入れて振って……はい、虫よけ剤の完成」

　小壺を持ち上げると、猿翔は眉を下げながら笑む。

「ほんと、すごいな姫さんは」

　瞳に薄っすらと涙の膜が見えたが、気づかないふりをした。

　心配をかけたくなくても、誰かの手を借りなければ、歩くこともままならない。

　私にできるのはせいぜい、平気なふりを続けることくらいだ。

「油を取り除いた残りの蒸留水は……消臭剤になる。吐き気のある患者は匂いに敏感だから……使ってあげて……」

「っ、ほんと、人のことばっかなんだから」

　一緒に作業を手伝ってくれていた麗玉が、猿翔の腕の中にいる私に抱き着いた。

　私の胸に顔を埋めながら、鼻を啜っている彼女の背をとんとんと叩く。

「麗玉……冥鹿から、返事はあった……？」

「もう、言ったそばから！　ないわよ！　引きこもりのことなんてほっておいて、自分のためになにかしてよ！」

　勢いよく顔を上げた麗玉は、泣きながら怒っていた。

「はは……顔が涙でぐちゃぐちゃになってる……」

「笑い事じゃない！」

「うん……私の気持ちを尊重しようとしてくれて……ありがとう。だからずっと、言えなかったのよね……？」

　袖で顔を拭いてあげれば、麗玉は「ううっ」と余計に泣いてしまう。

「麗玉……また、文を書いたの……だから、冥鹿に届けてくれる……？」

　文を懐から取り出せば、麗玉は「わかったわよ！」と涙に濡れた目を吊り上げながら、それを受け取って立ち上がった。

「白蘭、戻ってきたら……話したいことがあるの」

　意を決したような面持ちに一瞬気圧されたが、「わかったわ」と、しっかり頷いた。

「姫さんのお願いは断れないんだよね、麗玉嬢も俺も」

　ふたりで門に向かっていく麗玉を見送る。

「……猿翔、お願いがあるの」

「そうだろうと思った。あの状況で麗玉嬢を遠ざけるのは、姫さんらしくないしね」

　私は「すごいな……猿翔は」と肩を震わせて笑った。

「あのね……麗玉の婚礼衣装のことが気がかりで……ほら、宮廷薬師になったときは、琥劉に先を越されちゃったから……婚礼衣装は、私が用意したいの……」

　生きてるうちに贈りたいけど、叶うかわからないから……。心残りのないように、そんな私の心を見透かしていても、猿翔は普通に会話を続けてくれる。

「どんなのがいいの？」

「桃の花の刺繍があるといいな……絵に描いたから、用意してくれる？」

　懐から紙を取り出して、猿翔に渡した。

「お安い御用だよ。なるべく急いでもらえるように、蛇鴻国の刺繍女官に頼むから。衣装を見たら、麗玉の婚姻の儀にますます参列したくなるはずだよ」

「ん、ありがとう……」

　ふたりで泣きそうになっていると、琥劉が英秀様と武凱大将軍を連れてやってくる。

「顔を見に来たぞ、嬢ちゃん」

「ありがとうございます、武凱大将軍……それから、英秀様も」

　英秀様に視線を移せば、大きく表情は変えないものの、気遣わしげに私を見ていた。

「……例の動物園ですが、天鹿皇子が病の収束にかこつけて政策に捻じ込みましたよ」

「え……ふふ、それはいいことを聞きました。動物園ができたら、見に行きた……」

　そのあとを紡げなかったのは、叶わない未来かもしれないと思ったからだ。

「行こう、そのときは夫婦水入らずでな」

　私の前に片膝をつき、視線を合わせてくる琥劉に胸がいっぱいになる。

　私は涙が滲む目に彼を焼きつけ、満面の笑みを返した。

「うん……楽しみだな」

　約束はいらない。叶おうと叶わなかろうと、今私たちが同じ気持ちであると、それがわかっただけで十分だ。

　琥劉は私の手を取る。

「白蘭、俺は武凱と共に、病を利用して信者を増やしている白蛇教に潜入する」

「白蛇教……？」

「仙人がこの地に桃源郷を築くと信じている宗教結社だ。病とは無縁の肉体を手に入れられるといい、信者を集めているらしい。ああいった輩は宗教結社を隠れ蓑に武装を図り、反逆を目論む可能性があるゆえ、このままにはしておけない」

「……なら、これを持って行って」

　私は今しがた作った、虫除け剤が入った小壺を差し出す。

「これは？」

「虫除け剤……身体や衣に塗れば、蚊除けになるわ。武凱大将軍と使って。あなたの身を守ってくれるはず……」

　琥劉は「感謝する」と大事そうにそれを握り締め、懐にしまった。

「白蘭、今日は罰せられそうになった灰葬を、天鹿が庇った場面があった。天鹿は臣下思いのいい皇帝になるだろう」

「灰葬が罰せられそうに……？　もう、どんな無茶をしたの……」

「主に似たんだろう」

「それ、は……否定できないなあ……」

　肩を竦めれば、琥劉は「だろう？」と笑い、私の頬を撫でた。

「天鹿皇子の真っすぐさは宝よね……きっと蛇鴻国は、皇子の輝きに照らされて……繁栄していくはず」

「ええ。その原石を磨いた灰葬もよい働きをしました。その輝きが失われぬよう、時に盾となり刃となり影となって主君を支える。初めはどうなることかと思いましたが、灰葬はあなたとの関わりの中で自然と、宰相の資質を開花させていったのでしょう」

　英秀様が褒めるなんて、灰葬はかなり優秀なのね。

「じゃあ、灰葬は……」と期待を込めて琥劉を見れば、深く頷き返してくれた。

「灰葬に国使を任せたい。本人さえ望めばだが」

「嬉しい……灰葬にも猿翔にも麗玉にも……自分の道を進んでほしいって思ってたから……それがみんなに皇后にしてもらった私にできる……恩返し、だから……」

　それを聞いた猿翔が眉をハの字にして、くしゃっと笑った。

「姫さんは、俺たちの母親みたいだ」

「いつか俺たちが子に恵まれ、その子が皇族としての運命を知ったとしても、お前が母ならば伸び伸び育ちそうだ。まあ、危なっかしいところまで似るのは困るが」

　見えない未来の話をしているのに場が和む。琥劉とだから、悲観せずに幸福な未来を描ける。死の存在を感じながらも、笑っていられる。

「大丈夫、琥劉がお父さんなんだから……それはもう賢い子になるはずよ。でも……危なっかしいのは、お互い様じゃない……？」

　また笑いが沸く。琥劉と家族になって、共白髪になるまで添い遂げる。まだ、その未来を諦めたわけじゃない。皇后としても医仙としても、なにより琥劉の妻として、やりたいことはまだまだあるのだ。

　私は繋いだ手を握り直し、琥劉を見つめる。

　私、頑張るわ。負けたりしない、病なんかに――。




　琥劉たちが城を発ったあと、私は円卓に並べた薬や研げんで生薬をすり潰していた。

「主殿、ちょっといいっすか？　うちの皇子が相談したいことがあるみたいなんで」

　部屋にやってきたのは、灰葬と天鹿皇子だ。

「あ、それならちょうどいい。俺、ちょっとお使いに行かなきゃだから、それまで姫さんのこと頼んだ！」

「は？」と間の抜けた返事をする灰葬の肩を叩き、猿翔は宮殿を出ていった。

「猿翔さんはどこに行ったんすかね？」

　灰葬は不思議そうに、戸口を振り返りながら歩いてくる。

「ふふ……麗玉に婚礼衣装を贈りたくて……猿翔にその手配をお願いしたの」

　少し疲れが出たのか、私は「ふう」と深く息をつき、薬研を動かす手を止めた。

「……そうっすか」

　灰葬は椅子を引きずり、ぴったりと隣に座った。私を心配してくれているのだろう。

「いざ式やるってなったら、主殿、号泣しそうっすね」

「はは……否定できない……」

　他愛ない話をしながら、戸口に立ったままの天鹿皇子を見やる。

「これから薬を作るんですけど……身体を動かすのが億劫で……よければ手伝ってくれませんか？」

　相談したい件がよほど難航しているのか、気難しい表情で俯いていた天鹿皇子が慌てた様子で顔を上げる。

「あ、はい！」

　走ってきた天鹿皇子は私の手から薬研を受け取るが、どこかぼーっとしている。

「ありがとう……じゃあ、この桔き梗きょうと甘草、大たい棗そうに芍薬……生しょう姜きょう、枳き実じつ……漢方の抗生物質、排はい膿のう散さん及きゅう湯とうの材料を……すり潰してくれる？」

　私は生薬の載った竹ざるを彼の手元に置く。

「なんかよくわからないけど、任せてください！」

　やけに力んでいる天鹿皇子に、灰葬が呆れ気味に笑っていた。

　薬研の規則正しい車輪音が室内に響く中、私はさりげなさを装って尋ねてみる。

「それで……相談したいことって……？」

　立ったまま薬研を動かしていた天鹿皇子の肩が、ぎくりと跳ねた。

「あ……その、城の医官を町に派遣したかったんですけど……肝心の医部長官が、乗り気じゃなくて……」

「我々は皇族を診る医官ですぞ！　民など町医者に診せておけばいいのです！　って言われた……とか？」

　天鹿皇子は「うっ」と身体をぐらつかせる。

「姉御……医仙は読心術も使えるんですか？」

　打ちのめされている天鹿皇子に、私は「まさか」と笑った。

「懐かしいな……私も雪華国の軍医たちに邪険にされて……悩んだことがあったわ」

　狩猟大会でコレラ騒ぎがあったとき、ここは妃嬪が来るようなところではないとか、経験年数がとか、あれこれ並べ立てられて仕事をさせてもらえなかった。あのときは私に無理をさせたくないからと、琥劉の協力も得られなかったので苦戦したっけ。

「姉御はどうやって、切り抜けたんですか？」

「うーん……同じ目線に立つことで、かな。病を食い止めるために正しいと思うことを貫きたくても……その気持ちが急いて、正論ばかり並べて命令ばかりしてると……相手の心には届かないの」

　心当たりがあるのか、天鹿皇子は苦い顔をした。

「だから、その言葉に耳を傾けたい……そう思ってもらえるように行動で示すのよ」

　私も下働きから患者の世話まで、なんでもやった。消毒用のお酒を飲まれたり、作った布マスクを踏みつけられたりして、めげそうになったけれど踏ん張った。

「何度、邪険にされても……？」

「そう……どんなに屈辱的でも、罵倒されてもよ。自尊心や誇りがそれで傷つこうと、人の命が助かるなら……私はそれでいい」

　私の話に聞き入っている天鹿皇子の表情が、徐々に引き締まっていく。

「天鹿皇子も……上書が読めるようになれって馬鹿にされたとき、怒ってたでしょう？　あなたが皇子になれるのかなって不安になるのと同じように、彼らも医官のままでいられるのかなって不安なの。みんな……雪華国の属国になったことで、居場所を失うかもしれないって……怖いの。だから権力を誇示しようとするんだと思う」

　天鹿皇子は「あ……」と、なにかに気づいた様子で目を見張った。

「医官たちの気持ちに、寄り添ってあげて……命を救いたい気持ちは、同じはずだから……きっとわかってくれる」

　天鹿皇子は薬研から手を離した。心は決まったようだ。

「もう、体調も落ち着いてきたみたいだから……猿翔が戻ってきたら、行くべき場所に行ってくるといいわ」

「姉御、俺……ここに来てよかった」

　吹っ切れた天鹿皇子の顔を見て、灰葬もほっと息をつく。

「前の天鹿皇子なら……耳を傾けてくれない医部長官に腹を立てたはず……でも、今回は問題を解決する方法を探ろうとした……偉いですね、天鹿皇子」

　温かい気持ちで見守っていると、天鹿皇子は首を横に振った。

「姉御と灰葬のおかげです」

　自分の名前が出るとは思っていなかったのか、灰葬は「俺っすか？」と呆気にとられた顔で椅子からずり落ちそうになる。

「そうだ。灰葬は他の臣下たちが言えない俺の悪いところを隠さず指摘してくれる。初めは嫌々学んでたけど、灰葬にこけにされるたびになんか負けたくないなってムキになって頑張れたんだ。灰葬がいたから、俺は足りないものを埋められた。なにより、一緒にいてわかったんだ。灰葬は人の裏をかくのも策を立てるのもうまくて、皇子の俺なんかよりも優秀なんだって」

　私が褒められているわけではないのに、誇らしい気分だった。当の本人は照れているのか、椅子の上で胡坐あぐらを掻き、どこか居心地悪そうにもぞもぞしている。

「っ、俺も……初めは命令されたからでしたけど、あんたといるうちに、主殿以外にこんな真っすぐな権力者もいるのかって、驚愕したっつーか……」

　視線を逸らしながら、灰葬はぶつぶつと言う。

「あんたの身分関係なく人の言葉に耳を傾けられるところとかも……いいと思うっすよ。糞ばっかだと思ってたこの世界もまだ、捨てたもんじゃないなーとか思えたんで」

「灰葬……！」と嬉しそうに名前を呼ぶ天鹿皇子に、灰葬は「なんすか」と素っ気なく返すが、その耳たぶは赤かった。

「まあ、おこがましいっすけど、俺が皇子に教えてることが少なからず国のためになってるんだったら、俺がここにいる意味もあったな……とか、思えたんで」

「……っ、灰葬！　猿翔殿が戻り次第、俺は医部長官に誠意を見せるために、殺虫剤造りを手伝いに行くぞ！　共に来てくれ！」

　灰葬は頭を掻きながら「喜んで」と小さく笑った。

「それじゃあ、ふたりとも……頑張っ……て……」

　限界がきたのか、身体が重くなり、急激な眠気に襲われた私は灰葬に寄りかかる。

「主殿……？　主殿！　どうしたんすか！」

「姉御！　まずい、急いで猿翔殿を呼んでくる！」

　ふたりの声が遠い。きっと疲れが祟ったんだ。そうでなきゃ、私はこのまま……。
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　静かな深しん山ざん幽ゆう谷こくに隠れている白蛇教は、仙人を祀っているという霊廟を拠点としている。石造りの外観には蛇の彫刻があり、厳おごそかな雰囲気が漂っていた。

　大勢の民が自分や家族の病が治ると信じてお布ふ施せを払い、祈き祷とうをしに霊廟に列をなしている。そこで信者の勧誘を受け、望んだ者は入信しているようだ。

「蛇じゃ仙せん祖そ師し様がおいでになりました。皆、崇めなさい」

　信者は一斉に手を合わせる。白の作務衣に着替え、信者として潜入していた俺と武凱は広間の上段を歩いてきた白髪金瞳の男を見て鋭く目を細めた。

　銀糸で蛇が刺繍された白の深衣に銀の帯を締め、さも仙人かのような装いだ。

　まさか、あの露店の店主が白蛇教の祖師だったとはな。

「疫病や天災、この地は今までにないほど穢れきっています。天は我々が救われるためには、城に捕らわれた医仙を救えとおっしゃいました！」

　……！　やはり露店で遭遇したのは偶然ではないな。都で白蘭を手に入れる機会を狙っていたのか。恐らく、麗玉に接触したのもこの男だろう。

「穢れを生んでいるのは、医仙を捕えている罪深く欲深き人間たちです。今こそ穢れの元凶を我々が絶ち、この地に桃源郷を築くとき！」

　蛇仙に倣って、信者たちは左腕を天に突き上げながら「医仙様をお救いするぞ！」「俺たちがこの国の穢れを払うんだ！」と叫ぶ。

　白蛇教は城に捕らわれた医仙を救うという名目で、城を襲撃するつもりだ。

　そして穢れ――城の人間を一掃し、桃源郷という名の理想の国を作るため、この国を乗っ取る気でいる。

「仙人の血を引く蛇仙祖師様の言うことは絶対だ！」

　信者たちは興奮したように何度も蛇仙の名を呼び、腕を突き上げ、場は異様な熱気に包まれていた。

　白蘭や芙蓉の共通点は転生者であることだ。恐らく仙人の条件に血は関係ない。

　変わった容姿で生まれたせいだろうか。自分は仙人の血を引いていると、己に心酔しているようだ。なんにせよ、すぐに城に戻り、襲撃に備える必要があるな。




　密かに白蛇教を出た俺たちは普段の装いに着替え、城に戻る前に陽明院へ寄った。

「なんと、まさか冥鹿まで城にいたとは……これも天の巡り合わせでしょうか」

　本堂で向かい合って座っているのは、顔に火傷の痕がある尼だ。

「天鹿と共にいたという赤子はやはり……」

「陛下がお話になった冥鹿で間違いありません。その対なる名がなによりの証です」

　尼は自分の背後に座す金の尼像を仰ぎ見る。

「運さえ巡れば天を駆けることができる星の持ち主であり、そのときは鹿のように軽やかに駆けよ。これが『天鹿』という名に込められた意味。そして……鹿の如く軽やかに冥府から舞い戻る男おの子となれ、それが『冥鹿』の由来です」

「ふたりになんらかの繋がりがあったゆえ、名付け親の尼は対なる名を付けたのか？」

　見定めるような目でこちらを見た尼は、やがて静かに口を開く。

「……冥鹿も城から来た子なのです。やんごとなき身分の方の隠さねばならぬ子なのだろうと、我々はその出しゅっ生しょうを秘ひ匿とくとしました。それはすなわち、一度死んだも同じこと。特に冥鹿には守ってくれる母親がおりませんでしたので、身を守るためにはその方がよいと考えてのことでした」

　当然の配慮だ。天鹿のように権力者の不祥事に関わる子であった場合、証拠隠滅のために命を奪われる可能性もある。

「そして今日のように、誰かが真実を求めてやってくる。それを見越し、名付け親となった尼は冥府から舞い戻る子とつけたのでしょう。また、ふたりは同じ瞳の色をしていたので縁を感じ、天鹿の母君が鹿の字をふたりに与えようと」

　つまり尼が把握しているふたりの繋がりは、同じく城から来たということだけか。

「その後、冥鹿はどうなった」

「九つのときに母君に会いに行くと尼寺を飛び出し、城へ。それっきり行方不明になっていたのです。恐らく誰かにかどわかされたのではないかと」

　尼は涙で目元を濡らし、手を合わせる。

「尼、今の話を公の場でしてもらわねばならぬ時が来るやもしれん。構わないか」

「はい、これも天のお導き。彼らの行く末を、わたくしたちも見届けたく存じます」

　尼は深々と頭を垂れた。




「蠟瓷皇后の子は、実は生きていたのではないかと考えている」

　馬で城へ向かいながら、俺は武凱にそう告げた。

「冥鹿が蠟瓷皇后の子供ってことか？」

「そうだ。蠟瓷皇后は母を殺めた蠟瓷大臣を恨んでいた。蠟瓷大臣はそれでも娘を出世の道具として皇后に押し上げたが、娘の恨みは強く、蠟瓷大臣は自分の思い通りにならない娘がいつか敵になると考え、権力を持たせぬために皇子を殺めようとした」

　蠟瓷皇后は子が流れる薬を盛られていたという。それで子が産めなくなったのは事実だ。蠟瓷大臣は初め、本気で子を殺める気だったのだろう。

「だが、うまくいかなかった。蠟瓷大臣はそのまま殺すこともできたが、奇跡的に生きていた冥鹿を秘密裏に生かし、陽明院に預けた」

　白蘭から聞いた蠟瓷皇后の話では、子は産声をあげなかったらしい。

　恐らく蠟瓷皇后は死産したと思い、息子の顔を見れぬまま女官に子と引き離されたのだろう。そのせいで、冥鹿の生存を知ることができなかった。

「なんでだ？　蠟瓷皇后のお子が生きてたとなれば、帝位争いに……」

　そこまで言って、武凱も気づいたようだ。

「まさか、傀儡の皇帝にするためか！　めぼしいやつがいなかったときの予備として生かしておいた」

「ああ。血筋も申し分ない。あとは手がかからないほど冥鹿が成長するのを待ち、自分に従順であるよう躾ければいい。ゆえに城へ来た冥鹿を攫ったのだろう。孤児が大臣とどう知り合ったのか疑問だったが、これで納得がいく」

「悪趣味な野郎だな。皇子である冥鹿を宦官に落としただけじゃねえ、実の母親と敵対させた挙句、殺らせるなんてよ」

　武凱は顔をしかめ、不快そうに言った。

「冥鹿は自分を道具のように思っていると、白蘭が気にかけていた。駒のように動くよう洗脳されているだけで、根っから腐っているわけではないのやもしれん」

「嬢ちゃんの勘はあなどれねえな」

「ああ。冥鹿は蠟瓷大臣の悪行を証明できる人間でもある。本人を問いただし、こちらに引き込めればいいんだが……」

「まあ、今は早く城に戻るのが先か。白蛇教の暴動がいつ起こるとも限らねえからな」

「そうだな……はっ！」

　俺たちは馬の腹を蹴り、速度を上げて城を目指した。
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　私はなぜか、転生前に働いていた病院の中庭のベンチで青空を仰いでいた。

　両手には見覚えのあるチェーン店のコーヒーカップまである。

「梅酒じゃなくて悪いね、蘭」

「え？」と隣を見れば、親友の芽衣が白衣姿で座っていた。いつもどちらかが差し入れるのが暗黙の了解になっていたコーヒーカップを持ち上げている。

「ここ……天国？」

　だっておかしい。さっきまで灰葬と天鹿皇子と話してたはずなのに……。

「むふふ、だったらどうする？」

　懐かしい気味の悪い笑みを浮かべた芽衣に、胸がざわつく。

「え……それは困るわ！　だって私、帰らないと！」

「でも、蘭がいる世界って、人間同士で疑って、裏切って、争ってばっかりだし、いいところなくない？　今度こそ一緒に転生して、もっといい世界に生まれ変わろうよ」

　芽衣と一緒に……。その響きに心が動かないかと言われれば嘘になるけれど、それ以上に私を繋ぎとめる人がいる。

「そうだね。もし新しい世界で会えたら、私も芽衣と一緒にたくさんの人を助けたい」

　芽衣はなにも言わずに、優しい眼差しで私の答えを待っている。

「でも今は、白蘭としての人生も大切なの。その人生が短くても、苦しくても、残酷でも、後悔のない人生だったって言えるように、今を精一杯生きたい」

「それでこそ、私の親友。死を恐れないで、蘭――ううん、白蘭。あなたは強くて、私の理想で、かっこいい女なんだから。こんなところでへばってちゃ駄目。替えのきかない人生を楽しんで」

　満面の笑みを浮かべる芽衣とコーヒーで乾杯し、それを飲み切って立ち上がる。

　芽衣に手を差し伸べると、迷わず握り返してくれた。

「いつも前向きで、そばにいる人を明るく照らす、私の自慢の親友。離れてても、いつもあなたを感じてる。だから……行ってきます！」

　今度は笑顔で、自らその手を離す。大切な人に背を向けて駆け出すと、後ろで親友が「そういえば！」と叫んだ。足を止めて振り返れば――。

「蠟瓷皇后が、あなたに託したものがあったよね？」




「え……？」

　はっと目を開けると、滞在している宮殿の天井があった。

「姫さん！」

「白蘭！」

　視界に涙目の猿翔と麗玉の顔が入り込む。ふたりは「よ、よかった～っ」と声を揃えて、寝台に横になっている私に抱き着いてきた。

「あれ、灰葬と天鹿皇子は……？」

「第一声がなんでそれ!?　まあ、いいけど……白蘭は丸二日眠ってたから、ふたりはとっくに医部のところよ。医部長官をうまく懐柔できたみたいね」

「そう……うまくいったならよかった。でも私、そんなに寝てたんだ……」

　そういえば、夢で芽衣が言ってた蠟瓷皇后の託したものってなんだろう。

『忘れないで欲しい。白蘭皇后、私はお前に光を託したのだ。私と対話してきたお前ならば、いつかその意味に気づけるだろう』

　ふと、皇后宮の庭で蠟瓷皇后が言った言葉が蘇る。

「行かないと……」

　起き上がれば、焦ったようにふたりが私の身体を支えた。

「そんな身体で、行くってどこによ？」

「それがね、麗玉たちが看病してくれたおかげで、少し身体が楽になってるの」

　重症黄熱患者の予後は不良なはずだ。でも、麗玉が症状に合わせて煎じてくれた薬のおかげで病に抗う体力を維持できた。皆が作ってくれた止血作用のある緑黄色野菜のお粥のおかげで、出血もあのときの一度きり。なにより、まめに衣服や身体を綺麗にしてくれたおかげで、抗生物質を使うような細菌感染を起こさずに済んだ。

　皆が私の命を繋いでくれた。私はたくさんの人に生かされている。

「姫さんは治ったってこと？」

「うーん……まだわからないけど、大丈夫な気がする」

　麗玉は「気がするって……」と疑わしげに私を見ていたが、構わず寝台を下りた。着替えをしようと歩き出すと、身体がふらつき、咄嗟に猿翔が支えてくれる。

「姫さん！　病み上がりでやらないといけないことなの？」

「うん……今、行かなきゃいけない気がするの」

　あの芽衣が夢の産物だとしても、直感が急げと私に訴えている。

「だからついて来て、皇后宮の庭まで」




「ねえ、白蘭！　なにを探してるのよ？」

　皇后宮の庭に着くや池の足場を渡っていく私を、猿翔と麗玉が困惑気味についてくる。私は麗玉の質問には答えず、必死に蠟瓷皇后が天鹿皇子にしていた池の話を思い出していた。あれはきっと、天鹿皇子にではなく私に手掛かりを伝えていたのだ。

「翠玉で埋め尽くされた池は蛇鴻国の海を表わしてて、亡くなった皇子の瞳の色と同じ……貝の形をした足場は十二個あって、皇子が亡くなったのは七月だから……」

　七番目の足場で立ち止まり、池に入ろうとすると、「こらこら！」とふたりに両腕を引かれた。

「ここ数日死にかけてたの、もう忘れたわけ!?」

「姫さん、池の中に気になるものがあるなら、俺が行くから！」

　猿翔は「よっと」と腰まである池に入る。

「そ、そう？　じゃあ、この足場の下を見てほしいの」

　猿翔は「了解！」と言って足場の下に手を入れる。

「あれ、なんか窪くぼみみたいなのが……あ！」

　猿翔が勢いよく池から出した手には、苔が生えた木箱があった。それを受け取ると、ずっしり重い。麗玉が腰を折り、訝しむように私の手元を覗き込む。

「うわ、呪いの箱？　結構、年季が入ってるわね」

「うん……なにが入ってるのかな」

　私たちは一度池から離れ、庭の砂利の上に戻ると木箱を開けた。中から出てきたのは太く長い石で、猿翔は衣の水を絞りながら首を傾げる。

「石？　あ、貝の模様があるね」

「確か蠟瓷皇后は、『あの子の魂は貝のゆりかごで海に還り、安息を得ているはず』って……もしかして！」

　私はふたりから距離を取り、石の塊を地面に叩きつけた。

「姫さん!?」

「ちょっとなに!?」

　ふたりは驚いていたが、中から竹簡が出てきて、やっぱり……とそれを拾う。

　竹簡を広げると、ふたりは私の手元を覗き込んだ。

「これは……蠟瓷家の系図？　没って、亡くなったってことよね？」

　蠟瓷皇后と先帝との間に【玉翠（没）】という文字がある。そして家系図の下には薄っすらと貝殻を混ぜた青の皇后印が押されていた。皇后直筆の証だ。

　貝のゆりかごというのは竹簡を隠すための石、あの子の魂という言葉を使ったのは亡くなった皇子の名が記された系図が中に入っていたからだ。

　でも、なんでこれを私に託したんだろう？

「玉翠……って、確か蠟瓷皇后が亡くなるときに冥鹿をそう呼んでたわよね？」

「え、じゃあ冥鹿は蠟瓷皇后の亡くなったはずの息子ってこと!?」

　思わず叫んだ麗玉は、慌てたように口元を袖で覆い、周囲を見回した。

　冥鹿が脱臼したとき、蠟瓷皇后はじっと彼を見ていた。あれは無意識に、冥鹿に親子の繋がりを感じていたからかもしれない。

「蠟瓷皇后は子が流れる毒を盛られたって言ってたけど、子供は生きてたのね」

「生かしたのは蠟瓷大臣だろうね。冥鹿を駒としてそばに置いてたわけだし。傀儡の皇帝の予備か、従順な間者として育てたかったのか、わからないけど。最悪なのは、これが本当なら冥鹿は母親を殺めたってことになる」

　猿翔の指摘に全身の血が冷え渡り、動悸に見舞われる。そんなことって……。

「それと、ここ見て。蠟瓷皇后には蛇仙って弟もいたみたいだ」

　麗玉がか細い声で「えっ」と呟いた気がした。

「そういえば、蠟瓷皇后はうわ言で『じゃせ……』って言ってなかった？　あれは蛇仙……弟のことだったのかも」

「その弟、没の字がないから、まだ生きてるはずだけど、大臣の息子なら高官職についててもおかしくないよね。でも、蛇仙なんて名前の高官、見かけたことがない」

　猿翔に「確かに」と相槌を打ったとき、先ほどから麗玉が静かなことに気づく。

　麗玉に視線をやれば、顔が真っ青だった。

「えっ、麗玉、大丈夫？」

　震えている彼女になんとなくだが察した。琥劉が行方不明になったり、私が体調を崩したりで長いこと彼女と話ができていなかった。ひとりで悩ませてしまったようだ。

「麗玉……あなたは好きな人ができて、今がいちばん幸せなはずなのに、とても悲しそう。なにをずっと抱えてたの？」

　触れられたくない話題なのか、その肩が大きく跳ねる。

「言えないならいい。でも、花嫁がそんな顔をしてるなんて、いい状況とは思えない」

　感情が堰を切って漏れ出したかのように、麗玉が「ううっ」と泣きだした。

　私はその涙を拭い、できるだけ優しく声をかける。

「忘れないで。あなたが大切な人を見つけて、その人がどんな人でも、私が願うのはあなたの幸せよ。だから、私が倒れた日に話したかったこと、今聞いてもいい？」

「あっ……わた、私……白蛇が白蘭の部屋に現れたときも、英秀様に仙人に似た姿の人を見たのかって聞かれたときも、汪貴妃や蠟瓷皇后が白蛇の毒で死んだときも、ずっとおかしいなって……だけど、きっと違うって、そう思いたくて……っ」

　溜め込んでいたものをすべて吐き出してほしくて、私は「うん」とだけ相槌を打つ。

「白髪金瞳なの……あの人。彼の店で琥劉陛下が糸綴じ本を買ったって聞いたとき、出来過ぎてると思った。左腕に蛇の刺青もあるし、直感だけど城で起きてることと関係があるのかもって思って……でも、間違ってなかった。あの人も、蛇仙っていうの」

　私たちの間に緊張が走った。麗玉は両手で顔を覆う。

「ごめんなさい、ずっと言えなくて……っ」

「ああ、麗玉……っ」

　しゃくり上げながら泣く彼女を抱きしめると、言いにくそうに猿翔が切り出す。

「琥劉陛下が町で見た白蛇教の信者は腕に蛇の刺青を入れてたって。蛇仙も信者なのかな。そうなると、蛇仙の父親である蠟瓷大臣も無関係じゃないよね。白蛇教の信者みたいに仙人の姫さんを崇めてるし」

「前に蠟瓷大臣の理想の国になんで仙人が必要なのか、蠟瓷皇后に聞いたことがあったんだけど、話したら天鹿皇子の後ろ盾としての力を失うって言ってて……白蛇教は国への反逆を目論んでるのかもしれないのよね。その宗教結社に父親と弟が関わってるなんて知れたら、蠟瓷家は失脚するわ。だから頑なに理由を隠してたのかも……」

　やっと、線と線が繋がった。これが蠟瓷皇后が話せなかった最後の秘密なんだわ。

「蠟瓷大臣の理想の国には仙人が必要なんだよね？　理想の国なんて思想、一信者の考えることじゃないよ。蠟瓷大臣が白蛇教を使ってこの国を支配しようとしてるんじゃないかな」

　麗玉は「そうよ……」と呟き、よろよろと後ずさる。

「蛇仙が白蛇教の人間なら……きっと白蘭を手に入れるために私に近づいたのよ……」

　憔しょう悴すいしきっている彼女の肩に、私は手を乗せた。

「なら、ぶん殴りにいきましょう」

　麗玉と猿翔は「……は？」と目を瞬かせた。麗玉の心を弄んだのなら許せない。だけど麗玉は、まだ彼が好きだから悲しんでる。なら、私が言うべきは――。

「よくもやってくれたな。私をちゃんと見ろって、根性を叩き直しにいくのよ！」

「ちょっ、なにそれ……」

　呆気に取られていた麗玉だが、すぐに「あははっ」と盛大に笑った。

「もう、白蘭と話してると、悩みがちっぽけに思える」

　麗玉は涙を指で拭いながら、晴れやかな顔で私を見上げる。

「系図には白蛇教の信者である蛇仙の名前が記されてるから、蠟瓷家と白蛇教の繋がりを証明できる。蠟瓷大臣が直接手を下さなくても、白蛇教が反逆行為を行えば、蠟瓷大臣も失脚させられるわ。あなたの想い人も罪に問われるかもしれないけど……」

「わかってる。もしものときは……ううん、とにかく、あの人を止めなくちゃ」

　一瞬言い淀んだ麗玉だったが、すぐにいつもの表情に戻る。今のは……。

　彼女の様子に引っかかりを覚えた。そのとき、城門の方が騒がしくなった。

「し、信者だ！　大勢の信者が城門を突き破ろうとしてるぞ！」

　聞こえてきた声に、私たちは顔を見合わせる。

「信者ってまさか、白蛇教の!?」

　麗玉は青ざめ、私の腕にしがみつく。

　そんな彼女を抱き締めつつ、私は深刻な事態に胃が冷えるのを感じた。

「……蛇鴻国の武官たちの士気は最悪よ。でも、武凱大将軍も琥劉も出払ってる。英秀様と灰葬は天鹿皇子から離れられないはず……」

　私は意を決して、猿翔を見た。

「猿翔、あなたは嘉将軍と武官たちをまとめて」

「それはできないよ！　俺は姫さんを守るのが役目なんだから」

「相手は民でしょう？　傷つけずに追い払うのは難しいわ。それに民だろうと構わず斬る武官もいるかもしれない。だから、あなたが指揮を執るの。私は麗玉と宮殿に隠れてるから、お願い！」

　猿翔はしばらく黙考し、苦渋に満ちた声で「っ、わかった」と答えた。

「ありがとう。あと、これはあなたが預かってて。あなたなら守り切れるはずだから」

　私が差し出した家系図を、猿翔は懐にしまう。

「俺が行くまで、誰が訪ねてきても外に出ちゃ駄目だからね！」

　離れがたそうな顔をしつつも、猿翔は駆けていく。

「行こう、麗玉」

　その場に残された私は、麗玉と共に宮殿に向かおうとした。そのとき、背後で砂利を踏む音がして、振り返った瞬間――隣でどさっと麗玉が倒れた。

「え……麗ぎょ……んんっ!?」

　口に当てられた布から、甘い匂いがした。身体が痺れ、頭が朦朧とする。

　ぼやけた視界の中に、見覚えのある顔が映った。

　ああ、やっぱり……あなたはそっち側なのね……冥鹿……。
















三章　未来に吹く海風







「医仙様がお戻りになられた！　医仙様がお戻りになられた！」

　大勢の声に叩き起こされるような形で、私は目を覚ます。勢いよく身体を起こすと、めまいに襲われた。

「無理に動かない方が……いいです。ここに着くまで何度か痺れ薬を使ったので……」

　聞き覚えのある声に振り向けば、私が寝かされていた祭壇のそばに冥鹿が立っていた。広間には老若男女の信者が大勢いる。

「なに、これ……そうだ、麗玉！」

「んん……白、蘭……？」

　祭壇の下に転がされていた麗玉も、首の後ろを押さえながら起き上がる。

　どうやら、うなじに手刀をくらったようだ。

「冥鹿、よくやりましたね」

　広間の上段に立つ白髪金瞳の男に向かって、麗玉が「蛇仙！」と叫んだ。

　――この人が麗玉の想い人！

　蛇仙は麗玉をちらりと見やり、嘆息する。

「医仙をお連れするためとはいえ、人間の女が仙人の血を引く私の妻になれるなどと幻想を抱かせなくてはならなかったのは、大変不愉快な作業でした。私の妻となれるのは、同じ仙人である白蘭様しかありえないというのに」

　麗玉が掠れた声で「え……」と呟く。

　私を手に入れるために麗玉の恋心を弄んだってこと？

　麗玉の瞳から光が消えていくのがわかり、私は怒りに震える。

「改めまして、医仙。私は白蛇教祖師、名を蛇仙と申します。この容姿の通り、同胞であるあなたを迎えに行くため、商人になるなどして接触を試みておりましたが、なかなか隙がなく……ようやくお目にかかれて光栄です」

「私もお目にかかれて光栄よ。私の麗玉によくも胸糞悪い言葉をかけてくれたわね。ちょっと一発殴らせなさい」

　寝台から下りた私は、袖を捲り上げながら蛇仙に詰め寄ろうとした。だが、痺れ薬が抜けきっていなかったらしい。

「あっ……」

　足に力が入らず倒れそうになった私を、冥鹿が抱き留める。

「……身体に障ります、興奮しないで……ください。祖師様は……同志であるあなたを……ずっと待っていたんです。あなたを……大事にしてくれます」

「なに言ってるの……？」

「やっと、あなたを在るべき場所に導けました」

　その言葉には覚えがあった。蛇鴻国に来たばかりの頃に、茂みから聞こえた声が言ったのだ。そうか、あのときの蛇さんはやっぱり冥鹿だったんだ。

　私は広間にいる信者を見回す。咳き込んで具合が悪そうな人たちばかりだ。みんな、ただ治りたい一心なのだろう。そこに付け込んで、反逆に加担させるなんて許せない。

「さっき仙人の血を引いてるって言ってたけど、仙人は魂で選ばれるものなの。だからあなたは仙人じゃない。変わった容姿で生まれたせいで、そう思い込んでるだけよ」

「いきなり同胞だと言われて、戸惑っているのですね。それもそうでしょう、仙人はこの地上では稀有な存在ですから。おいおい理解してくだされば構いません」

　話が通じない……。その妄信さに狂気すら覚える。

「あなたは蠟瓷皇后の弟よね。なんで、こんなところで祖師なんてしてるの？」

「自分の息子が仙人だと知った父上は、これは国を導けという天からの啓示だと悟り、白蛇教を起こしました。そして私が十になった日に祖師に据えたのです」

　どこか誇らしげに語る蛇仙にやるせなさが募る。

「私は外側から、父上は内側から城内で信者を増やし、白蛇教を普及させた。すべては桃源郷を築くため。この崇高な使命を母上と姉上は最期まで理解しませんでしたが」

　年端もいかないうちから、父親の妄想に巻き込まれて、蛇仙は物事の善悪が狂ってしまったんだ。

「あなたのお姉さんはうわ言であなたの名前を呼んでた。あなたを心配してたはずよ」

「それはどうでしょう。母上も姉上も、私のこの髪を見て震えあがっていましたが？」

「……！　なら、怖がったことを後悔してたのかも。でなきゃ、あんなに苦しそうにあなたの名前を呼ばないはずよ」

　蛇仙はふと黙り、こちらにやってくると、私の耳元で囁いた。

「後悔されても嬉しくありませんね。私を理解してくれているのは父上だけです」

「だから……殺したの？」

「姉上に手を下したのは冥鹿ですよ。間者として、この私が育てましたから。蛇の扱いもなかなかでしたでしょう？」

　どんっと胸を殴られたかのような衝撃を感じながら、私は冥鹿を振り向く。

「……っ、冥鹿、あなたは自分が蠟瓷皇后の息子だって知っていて……」

　殺したの？　とは、さすがに言えなかった。でも、冥鹿には伝わったようだ。

「はい。それが祖父上から与えられた使命、だったので……」

「蠟瓷大臣のために、どうしてそこまで……」

「俺は祖父上の物……だからです」

　冥鹿は静かに語る。子供の頃、尼が話しているのを聞いて自分が城から来たことを知った冥鹿は母親に会いに行ったそうだ。でも孤児が城に入れるわけもなく、行き倒れているところを蠟瓷大臣に拾われ、自分が捨てられたことを聞かされたそうだ。

　拾われたあと、どんな育て方をされたのかは想像したくない。

「ねえ、冥鹿。前にあなたを息子も同然だって言った蠟瓷皇后の言葉が気まぐれかどうか、彼女のそばにいて確かめようとしたわよね。その気持ちは物にはないものよ」

　無表情で黙っている冥鹿の瞳が微かに惑う。冥鹿はまだ、こちら側に引き戻せる！

　あとはこれ以上、城に信者が送り込まれないようにしないと。信者たちは病を治したくてここにいる。その信仰心を逆手にとって、教祖の座を蛇仙から奪えないかな。

　私は深呼吸をして、静かに切り出す。

「……私はあらゆる病を治し、人々を癒すのが使命の医仙です。ここへ私が来たのも天の御導き。あなた方の治療は私が行いましょう」

　それに「おおっ」「医仙様が俺たちを救ってくださるのか！」と信者たちが手を合わせてくる。すると、蛇仙は笑みを崩さずに口を挟んだ。

「医仙、彼らは断食や修行により、少しずつ人の脆ぜい弱じゃくな身体から解き放たれ、病とは無縁の仙人の肉体を手に入れている最中なのです。その試練を妨げてはなりません」

　黄熱患者が断食などすれば、病への抵抗力が弱って重症化する。信者たちの衣も薄汚く不衛生だし、別の感染症を起こしている者もいるだろう。

「医仙が仙界から降り立つ理由は、地上の穢れによる病を払うため。それを仙人の血を引くあなたが拒絶するのですか？」

　強く問えば、信者たちもどよめく。

「それは天命に逆うことになるよな」

「蛇仙祖師様は私たちを救ってくれるんじゃなかったの？」

　風向きが悪くなったからだろう、蛇仙は笑みは崩さなかったものの、「そうですね」と私の提案を呑んだ。

「医仙のお力であれば、万人をお救いくださるはず。どうぞ我々をお導きください」

　本当に救えるのかと、仙人の力を試すような含みのある物言いだった。

「ご理解いただけてなによりです。麗玉、力を貸してくれる？」

　麗玉はやつれた顔で、私を縋るように見上げる。

　あなたが必要なの。そう訴えるように見つめれば、麗玉は泣きそうな顔で頷いた。
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　半日かけて陽明院から城に戻ると、すでに白蛇教が城に攻め入ったあとだった。

　城門は信者と敵側についた武官が寝ずに見張っており、俺たちは白蛇教に潜入したときと同じく信者のふりをして、朝礼殿にいる英秀らと合流した。

「白蛇教の信者と共に城を占拠したのは蠟瓷大臣です。蛇鴻国の高官、武官にも蠟瓷大臣の息がかかった者がおり、内側から信者の侵入を手助けしていたようですね」

　英秀は卓上の城内図を指差す。

「敵は帝座のある蛇心殿を拠点に外朝を占拠しています。我々はこの後宮を拠点に内廷への侵入は阻止できました。それから向こうに動きが見られないので、恐らく白蛇教から援軍が来るのを待っているのではないかと思われます」

　英秀が後宮を拠点にしたのは戦えない妃嬪を守るためだろう。

　武凱は険しい面持ちで顎をさすり、俺の方を向く。

「妃嬪がいちゃ下手に打って出れねえな。守りが薄くなる。そこに来る援軍は民ときた。護衛に連れて来た雪華国の武官と謀反に加担してねえ蛇鴻国の武官だけで傷つけずに敵とやり合うのは、ちょいとばかし骨が折れる作業だな」

「そうだな。だが、これは好機だ。白蛇教を率い、反逆行為を働いたとなれば蠟瓷大臣を失脚させるに足る十分な理由となる。そして蠟瓷大臣は白蛇教祖師の父親だ。それは白蘭が見つけた蠟瓷家の家系図で証明できるゆえ、言い逃れはできん」

　皆が意気込んで頷く中、天鹿だけが肩を震わせ、蚊の鳴くような声で言う。

「姉御の見つけた家系図では、冥鹿は義母上の息子なんだよな？　なのに、なのになんで……っ、自分の母親を手にかけたりしたんだよ！」

　帰城してすぐに陽明院で聞いた冥鹿の秘密と、蠟瓷大臣の駒である蛇使いの間者が冥鹿であることを天鹿にも伝えた。弟だと思っていた相手が義母を殺めたのだ。その胸中が荒れるのも無理はない。

「権力者の道具なんて、そんなもんっすよ。俺が宦官の中では特別なだけで、普通は従うことに疑問を抱くことすら許されないっすから」

　そう語った灰葬は、己の過去を顧みるように顔の刺青に触れていた。

「なんだよ、それ……意思を奪って従わせてるってことか？　実の親を殺させるなんて、人間のすることかよ？　今なら義母上がどんな真実に辿り着いても守れって言った意味がわかる。あれは冥鹿のことだったんだ。俺は蠟瓷大臣を絶対に許さない！」

　激昂する天鹿の声が朝礼殿に響き渡る。

「その怒りを謀反を食い止める闘志に変えろ、天鹿」

　天鹿が強く頷いたとき、護衛役姿の猿翔が俺に向き直った。

「俺は姫さんのところに行くよ。城中を偵察してきたけど、蠟瓷大臣の駒であるはずの冥鹿がいなかった。信者の暴動に乗じて姫さんたちを攫ったのは、たぶん冥鹿だ」

　猿翔の瞳には、思い詰めたような決心の色が浮かんでいる。

「猿翔、白蘭が攫われたことは、お前に責はない。白蘭の意思を優先したのだろう。それは白蘭の心を守ったことと同じだ」

「それでも！　俺は姫さんのそばを離れるべきじゃなかった！　病だって完全に治ったかもわからないのに……っ」

　そのとき、ガンッと武凱が大薙刀の柄を床についた。

「奢るなよ、愚息。なら、嬢ちゃんの願いを無視すればよかったってか？　臣下ってのはな、主の意思を己が意思と思い叶えるのも務めなんだよ」

　猿翔が「くっ……」と、悔しそうに奥歯を噛むのがわかった。

「それにな、女々しく後悔してるお前に、誰が命を預けられる。そんな状態で助けに行っても、犬死にするだけだぞ」

　親子の応酬を見守る。護衛の心得に関しては、武凱以上に教えられる者はいない。

「っ……あー、そうだよ！　正論すぎて腹立つけど、親父の言う通りだ！　陛下！」

　猿翔は片膝をつき、迷いない眼差しで俺を仰いだ。

「あのときの選択を悔いるのはやめる。その代わり、俺の主を迎えに行かせてほしい。陛下が本当はいちばんそうしたいはずだし、俺がふたりを絶対に引き合わせるよ！」

「猿翔……ああ、そうだ。俺はここで、天鹿たちと共に謀反を食い止めねばならない。ゆえにお前に託す。白蘭を守れ、その役目はお前でなければ任せられない」

「っ、承知！」

　泣きそうになりながら立ち上がった猿翔に、灰葬が声をかける。

「猿翔さん、俺は天鹿皇子を支えます。それが主殿の願いですし、俺のやるべきことでもあるんで。だから……主殿と麗玉先輩を頼むっすよ」

　灰葬が耳飾りを指で弾けば、猿翔も力強く笑って自分の耳飾りを弾き、踵を返す。

　白蘭、もし離れた場所で互いに命果てようとも、俺は絶望はしないぞ。お前も俺と同じく、鼓動が止まるその瞬間まで、精一杯生きたとわかるから。

「妃嬪はこの膠着状態を利用し、信者の格好をさせ、少しずつ城外へと逃がす。全員脱出でき次第、蛇心殿奪還に動く。よいな！」

　剣を引き抜き、天へ翳した俺に「おおっ」と仲間たちの声があがった。
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　白蛇教に攫われてからの三日間、私は信者の治療にあたっていた。

　ここにいる患者は軽度の黄熱である者がほとんどで、断食で栄養が足りていなかったり、修行で十分な休息をとれていなかったことが病の回復を遅らせていたようだ。

　重症化しないよう対症療法を行いながら、寝床や身体の清潔を保ち、食事をしっかり摂らせるよう徹底すると、信者の病は順調に治癒していった。

「医仙様……ありがとうございます。息子が助かったのは、あなたのおかげです」

　薬を作っている麗玉を部屋に残し、監視役の冥鹿と信者が寝泊まりしている大部屋を回っていると声をかけられた。息子を抱きしめて寝台に座っている母親が、目に涙を浮かべながら微笑んでいる。

「町の診療所は患者でいっぱいで……もう、白蛇教に縋るしかなかったんです……」

「俺もだ。妻と娘を置いて死ぬわけにいかなくて白蛇教に入ったってのに、結局愛想尽かされて、ひとりだ」

　会話に入ってきた別の信者が悲しげに笑う。

　それを見た冥鹿は薬の載った盆を持ったまま、戸惑いの表情を浮かべていた。

「私も病で死にかけたのでわかります。神様に縋りたくなる気持ち。だから、皆さんはなにも悪くないです」

　悪いのは、救いを求めているこの人たちの人生を壊した白蛇教だ。民が治療を受けられない現状を放置している城の人間だ。この人たちを反逆者にしちゃいけない。

　彼らと話しながら決意を固めた私は部屋を出る。すると、どっと疲労感に襲われた。

「白蘭皇后様！」

　ふらついて壁に手をつくと、後ろをついてきていた冥鹿が心配そうに私の横に来る。

「大丈夫。それより、冥鹿はこのままでいいの？」

「……どういう、意味ですか」

　顔を強張らせ、一歩後ずさった冥鹿の左腕をがしっと掴んだ。そして、その袖を捲ると他の信者にも刻まれている蛇の刺青がある。恐らく信者の証みたいなものなのだろう。冥鹿が脱臼したとき、頑なに左腕を見せなかったのは、きっとこれが理由だ。

「道具のままでいいの？　って意味よ」

　蠟瓷皇后が亡くなる間際に言ったように、冥鹿は囚われている。蠟瓷大臣の理想を叶えるためだけにある白蛇教に、蠟瓷大臣自身に。

「俺は……物なんです。いいか悪いかを決める権利は、俺にはない……です」

　まるで、そう自分に言い聞かせているように見えた。

「――違うわよ、玉翠」

　冥鹿は「え……」と目を瞬かせる。

「蠟瓷皇后があなたをそう呼んだでしょう？　あれは、あなたにつけられるはずだった名前よ」

　冥鹿は言葉を失っていた。掴んだ腕からも、逃げようとする意志を感じられない。

「蠟瓷皇后は家系図を残してたの。そこにあなたの名前もしっかり書かれてたわ」

「じゃあ、母上は俺が息子だって気づいて……？」

「あなたが怪我をしたときも、蠟瓷皇后はあなたが気になってたみたいだけど、たぶん確信したのは蛇の毒に倒れたときじゃないかな」

　ガシャンッと持っていた盆を落とした冥鹿は、崩れるように座り込んだ。

「あなたを想って作られたあの池を見たでしょう？　蠟瓷皇后は物じゃなくて、あなたを愛してた。忘れたことなんて一度もなかったのよ」

　冥鹿が「……っ」と両手で耳を塞ぎ、固く目を閉じる。

「あなたは今、痛みを感じてる。失ったものが大切なものだったってことに、もう気づいてる。だから、引きこもったんでしょう？」

　私は冥鹿のそばに膝をついた。冥鹿が道具から人に戻るためには、前に進むためには、今ちゃんと傷つかないといけない。強烈な感情を思い出させなくては。

「あなたには蠟瓷皇后に向き合う機会があった。でも、あなたは変わることを恐れた。期待すれば、信じたりしたら、捨てられたときに絶望するのは自分だから」

「……捨てられた、そう思ってる方が……楽、でした。だから、本当の母上から目を逸らして……期待しないように、祖父上の言葉に縋り続けたんです。だから、この手で……っ」

　冥鹿は恐る恐る瞼を開き、両手に視線を落とす。

「俺は、死ぬべきです……きっと、死ぬべきです……ううっ……」

　声を押し殺して泣いていた。内側から毒に犯されているかのように苦しげに。

　蠟瓷大臣はなんてことをしたんだろう。自分の妻や子供のみならず孫にまで消えない傷を負わせた。自分の理想の国を作るという野望に巻き込んだ。

　今、蠟瓷皇后が白蛇を飼っていた理由がわかった気がする。家族を壊した父親のくだらない理想そのものである白蛇教への憎しみを忘れないためだったのかもしれない。

「どうしたら……俺は許されるのでしょうか……自分を許せない、死んでしまいたいっ、こんな感情……生まれて初めて知りました……っ」

　初めて知った感情が絶望だなんて……。

　泣きじゃくる冥鹿につられて、目に涙が滲んだ。そのとき――。

「許しを乞う必要はありません。持ち主のために働く、当然のことをしたのですから」

　蛇仙が廊下の先から歩いてくる。

「それとも道具であることを忘れたのですか？　でしたら、お前が誰の道具だったか、思い出させて差し上げてもいいのですよ。蛇の毒で」

　目を細めた蛇仙に、冥鹿の身体があからさまに強張った。

「蛇の毒でって、どういう意味？」

　嫌な直感がして、私は蛇仙の視線から庇うように冥鹿を背に隠す。

「言うことを聞かなければ蛇の毒で仕置きをするんです。毒への耐性も強くなり、一挙両得です」

「なっ……」

　そんなふうに意思を奪われたら、生きるために理不尽を享受してしまうのは当然だ。

「冥鹿、お前にはここ以外に居場所などないでしょう。迷わなくていいのです。なにも考えなくとも、私も父上もお前を手放したりはしませんよ」

　その優しい声音が、ねっとりと絡みつくように冥鹿の意思を奪っていくのがわかり、私は声をあげる。

「逃げるな！」

　びくりと冥鹿の身体が跳ねた。

「また、自分の気持ちからも大事な人の気持ちからも目を背けるの？　そうやって言われるがままに生き続けて、また大切な人を失ってもいいの!?」

「あっ……俺、は……っ」

「自分を許せる日なんて、こないかもしれない。だけど、蠟瓷皇后はそれであなたが絶望して生きていくことを望まない！　一緒に過ごせた時間は少なかったかもしれないけど、わかるでしょう！　あなたは心がない道具じゃないんだから！」

　冥鹿は「あっ……」と嗚咽を漏らし、涙を溢れさせた。

「それに、あなたの居場所なら、もうあるじゃない。冥鹿には、天鹿っていう兄弟がいるんだから」

「っ、でも……俺、母上……皇子にとっても大事な人……奪った……のに、まだ兄弟で……いてくれる……？」

「その答えを私は持ってない。だから、直接ぶつけてみるといいわ。あなたの兄上に。もし傷つく結果になったとしても、みんなそうやって人と縁を結んでいくの」

　冥鹿は泣きながら、素直に頷いた。私は笑みを向け、その涙を袖で拭ってあげる。

「いくら医仙のお言葉とあっても、冥鹿は蠟瓷家の者。勝手な真似は許されま――けほっ、がはっ」

　急に蛇仙が咳き込み、血を吐いた。その身体がぐらりと揺れ、地面に倒れ込む。そのとき、ガシャンッと音がした。

「え……そんな、蛇仙！」

　薬を運んでいたのだろう。茶杯の載った盆を落とした麗玉が迷わず蛇仙に駆け寄る。

「蛇仙！　あんた、いつから黄熱に……!?」

　麗玉は蛇仙のそばに膝をつき、身体を揺する。

「黄熱……そうですか。ふふ、私も父上に蛇の毒で鍛えられましたから……痛覚がほとんど、ないのですよ……怠いなとは思っていましたが、そうですか。私も病に……」

　蛇仙も毒で折檻されてたってこと？

　麗玉は目を見張ったあと、「なんで……」と身体を震わせ、怒鳴る。

「笑って話すようなことじゃないでしょ！」

「あなたこそ……なぜ、笑わないのですか？　自分を騙した男が……病に倒れているんですよ……よかったでは、ありませんか……」

　麗玉は酷く傷ついた顔で息を呑む。

　本当なら私が殴ってやりたいところだけれど、それは私の役目ではない。

「白蘭を危険に曝したあんたが嫌いっ、私を騙したあんたを八つ裂きにしたって気が済まない！　でも……っ、好きになっちゃったのよ……こんなろくでなしを！」

　得体の知れないものでも目の当たりにしたかのように、わずかに蛇仙が目を見張る。

「だから助けたい……この気持ちが白蘭やみんなへの裏切りになるんだとしても……」

　麗玉は俯いて涙を流している。まったく、この子は……。

「それが愛でしょう？　本当に大切なものができたら、他の大切なものを後回しにすることは普通にあるわ。だから、その気持ちを殺さなくていいの」

「……！」

「あなたがしたいようにしたらいい。その意思はあなただけのもの、誰にも縛れない。そして、私はいつだってあなたの味方。一緒に助けよう、そのろくでなしを」

　麗玉は目に涙を浮かべながら、「うんっ」と頷いた。

「そうと決まったら、蛇仙を部屋に運ばないと。冥鹿、手を借りてもいい？」

　立ち上がって冥鹿を振り返ると、俯いたまま座り込んでいる。

「母上を殺めた罪は俺にあります。けど……俺を……母上を貶める道具として使った祖父上も祖師様も、憎くてたまらないんですっ……」

「だから助けないの？」

　拳を握り締めたまま黙り込んでいる冥鹿に、私は諭すように語りかける。

「私は、あなたたちは少し似てると思う。蠟瓷大臣のために生きてるところか、捨てられたくなくて怖がってるところか、そばにいる人の気持ちを見落としてしまうところも。それはきっと、同じ傷を抱えてるからなのかも」

　ゆっくりと顔を上げた冥鹿に、手を差し伸べる。

「彼といたら、あなた自身のこともわかると思う。だから、今度は逃げずに向き合ってみない？　彼を通して、自分自身と」

　冥鹿は迷うように蛇仙を見たあと、「わかり……ました」と私の手を取った。




「失礼するわね」

　冥鹿と共に蛇仙の部屋に行くと、麗玉が手作りのお粥を蛇仙に食べさせていた。

　止血作用のある食材を使ったお粥だ。予想外の場所で花嫁修業になったが、麗玉は教えた通りに作っていたので、人が食べられる料理にはなったはず。

「身体を起こしてご飯を食べられてるってことは、順調に回復してるみたいね。麗玉のつきっきりの看病のおかげね」

　蛇仙が倒れてから二日、寝ずに彼の看病をしていた麗玉はほっとした顔をする。

「でも蛇仙、黄熱の高熱すら怠いな程度にしか感じられないってことは痛覚だけじゃなくて、苦痛自体を感じられないってことよ。今回みたいに大きな病にかかっても気づけない。危険なことなの」

　蛇仙は毒で鍛えられたからだと言っていたので、初めは苦痛を感じていたのだろう。なので生まれつき痛みを感じない病もあるが、それではない。

「蛇仙が苦痛を感じない原因は、たぶん心の方に問題があるんだと思う。例えば……父親から受けた折檻の苦痛を切り離すために、とか」

　黙ったまま視線を合わせようともしなかった蛇教の身体がぴくりと震える。

　そして、静かに「勝手なことを言わないでいただきたい」と話し出した。

「私はこの容姿を理由に、忌み子として屠ほふられる定めにありました。ですが、父上が私を仙人の子と、この命に意味を持たせてくれたのです」

「だから、なにをされてもお父様の言う通りにするの？」

「人と違うことで両親から虐げられ、妓楼に売られそうになったあなたなら、わかるでしょう。普通でない人間は、普通の人間よりも努力しなければ必要とされないと」

　蛇仙は私のことをよく調べているようだ。

「そうね。だから見つけた居場所を失うのが怖い、居場所をくれた人を信じたいって気持ちも理解できるわ」

「ならば私と白蛇教を導いてください。私は居場所を失った者たちの拠り所となり、弱き者が幸福を得られる桃源郷を築きたい。父上が私にくれたものを返したいのです」

　私は「そんな世界ないわ」と、きっぱり言い切った。

「居場所は自分で決めるものだし、幸福も自分で作るものよ。誰かに与えられるものじゃない」

「ですが、信者がこれだけ集まったということは、皆が桃源郷を望んでいるということでしょう」

「ここにいるみんなは、病や天災で傷ついてた。現実から救われたくて、少しだけ逃げたくて、拠り所を求めてたの。それが信仰だったの」

　私と琥劉が大切な人に先立たれるかもしれないという現実を直視したくなくて、叶わない『共に生き共に死ぬ』という約束に縋ったのと少し似ている。

「なのにその信仰心を利用して、蠟瓷大臣の理想が信者たちの願いであるかのように扇動し、救いどころか争いを生んだ。いい加減、現実を見て。あなたのしてることは弱ってる人たちに付け込んで、あなたの願いを押しつけて、正当化してるだけよ」

「ですが私は、祖師でなければならないのです。そうでなければ、私は……」

　苦々しい表情を浮かべる蛇仙に、根気強く言葉をかけ続ける。

「誰かの役に立てなくても、あなたの価値がなくなるわけじゃない」

　蛇仙と一緒に、冥鹿も息を呑むのがわかった。

　黙って聞いていた麗玉が「馬鹿じゃないの……」と低い声で呟く。

「私は役に立つから、あんたを好きになったわけじゃない！　初めは人が楽しく町を散策してるっていうのにしつこく話しかけてきて、鬱陶しいなって思った。でも、私がきつい言葉であしらってもへらへら笑って、なんか憎めなくて……」

　彼への想いを語る麗玉の表情が少しずつ穏やかになる。

「私の罪を知っても変わらずにいてくれたのが、泣きたいくらい嬉しくて……この人だって思ったの」

　怒ったり笑ったり、蛇仙はコロコロ表情が変わる麗玉から目を離せないようだった。

「よりにもよって、私の大切な人を捕まえるために私に近づいたんだって知って、あんなに傷ついたのに、死んでほしくないって思うくらい、あんたは私の特別なの。私の人生に、あんたが必要なの！　あんたがろくでなしでもね！」

　蛇仙の目には迷いが浮かんでいた。麗玉の言葉は、ちゃんと蛇仙の心に届いている。

「蛇仙、麗玉は私がある人から託されて、私自身が遠い先の未来まで連れていくって決めた大切な人よ。だから、まだ麗玉の心を利用しようなんて考えてるなら、引きずってでも彼女をあなたから引き離すつもり」

　……なんて、麗玉の意思を無視するつもりはないけれど、蛇仙の気持ちを麗玉の前ではっきり言葉にしてほしかった。反逆を目論んだ白蛇教の祖師ともなれば、蛇仙は死罪だ。なあなあなまま、その時を迎えてはいけない。特に麗玉には心づもりがいる。

「白蛇教がやってることは謀反よ。あなたも麗玉を想ってるなら、これ以上、罪を重ねないで。今からでも正しいことをして。でないと、そばにいられなくなるわ」

　掛け布団の上で握り締められている蛇仙の手を麗玉がなにも言わずに握る。蛇仙は彼女の手に視線を落としたまま「なぜ……私にそんな助言を？」と私に問う。

「冥鹿から意思を奪い、母親を殺させたあなたに対しては割り切れない気持ちもある。私としては相応の罰を受けてほしいと思ってるけど、あなたもまた犠牲者だから」

　そう言って、私は身を翻した。

「この国は今まで民に冷たかったかもしれない。でも、今度皇帝になるだろう皇子殿下は民出身よ。あなたたちと同じ目線に立って国を変えてくれる」

　そう言いながら戸口まで歩いていき、私は蛇仙を振り返る。

「私は蠟瓷大臣の謀反を食い止めに行く。それに加担したことになってしまっている信者たちも一緒にね。それで少しでも罪を軽くできるように、できることをするわ」

　そう言い残して部屋を出ると、慌てて冥鹿が追いかけてきた。

「祖師様は……俺と同じなんですね」

　なにか気づくことがあったのか、少し歩いたところで冥鹿の方から話しかけてくる。

「母親を殺せとか、祖父上の理想のために勝手に仙人にされたり、蛇の毒で言うことを聞かせたり……本当はこんなのおかしいって思ってるのに、気づかないふりを続けてる……気づいてしまったら、思ってしまうからなんでしょうか。俺たちのしてきたことはなんだったんだろうって……」

　いつも口数の少ない彼が一気に吐き出したのは、すべて痛みを伴う感情だ。

　私は俯いて震えている彼の手を取る。

「冥鹿、心に従って悲しんで、苦しんで、泣いていいの。おかしいと思ったらしなくていいの。もう、自分のために生きて、冥鹿」

「……っ、はい。だけど、自分のために生きるって、どうすれば……」

「ひとまず、今したいことをする。あなたがしたいことはなに？」

　冥鹿は考えるように下を向いて、やがてなにか思いついたのか、静かに顔を上げる。

「白蘭皇后様と一緒に……祖父上を止めたい、です。俺がしてしまったこと……少しでも、償いたい、から」

　どこか空虚だった彼の瞳に意思の光が宿っているのがわかり、私は口元を緩めた。

「わかった。じゃあこれから、元気になった信者たちを広間に集めるわよ」

　その手を引いて歩き出せば、彼の「はい！」とはっきりとした返事が廊下に響いた。




「ここに医仙が断言します。皆さんがかかったのは黄熱という病で、決して穢れなどではありません」

　広間の上段で告げれば、信者たちにどよめきが広がった。

「実際に治したのは医仙様だしな」

「病にかからない身体になれるなんて、本当は嘘だってわかってたんだ」

「助かるならなんでもよかったのよね。縋るものが欲しかったのよ」

　信者たちは治療で体調がよくなったことで、自分の意思を取り戻している。その様子を広間の入り口で、麗玉に寄り添われながら蛇仙が眺めていた。

「白蛇教が城を襲ったことで、皆さんも反逆罪に問われてしまう可能性があります」

　自覚がなかったのか、信者たちは「そんなっ」と驚きと焦りを見せた。

「ですから城にいる信者たちを止めるため、皆さんが立ち上がってください。そして、減刑の嘆願をしに行くんです」

　信者たちは「そんなこと可能なのか？」とざわめくが、やがて……。

「でも、他に方法はないものね」

「行こう、医仙様と城に！」

　戸惑いながらも賛同する声が大きくなり、ほっとした。そのときだった。

「なら、お供しますよ、姫さん」

　はっと広間を見回すと、頭の頭巾を外しながら信者のひとりが立ち上がる。

「え……猿翔!?」

　私は上段から駆け下り、彼に思いっきり抱き着く。

「姫さん！　無事で、無事で本当によかった……っ」

　きつく私を抱きしめ返した猿翔は、目に涙を浮かべている。

「ふふっ、攫われた私を迎えに来てくれるのは、いつもあなたよね」

「俺は姫さんの護衛役だからね。琥劉陛下は蠟瓷大臣から城を取り戻そうとしてる。だから姫さんが城に行くなら、俺が陛下のところまで連れていくよ」

　私が「心強いわ」と笑みを返したとき、おずおずと冥鹿が言う。

「祖父上は……白蛇教に援軍を要請してた。それが到着するまで、動かない……と思う。だから、その援軍が寝返ったと知れば、打撃を与えられる、かと……」

　助言をくれる冥鹿に、猿翔は困惑気味に私を見る。

「いろいろあってね、冥鹿と……そして蛇仙も、蠟瓷大臣の謀反を食い止めてくれることになったの。そうよね？」

　広間の入り口に視線をやれば、蛇仙は苦笑交じりに言う。

「散々なことを言いましたが……私も麗玉といると楽だったんです」

　麗玉は「蛇仙……」と驚いたように彼を見つめていた。

「私の姿を見ても信者のように媚びることもなく、畏怖するでもなく、彼女はいつも好きな物は好き、嫌いなものは嫌いだと、ありのままの姿を見せてくれる。ですから、私を好きだと言ったその言葉を素直に信じられた。一緒にいて安心するんです」

　麗玉を見る彼の瞳は優しい。私の知らない大切な時間をふたりは過ごしたのだろう。

「これからは私を選んでくれた彼女のことだけを考えて生きていきたい。ですから、これまでの償いをします。それが彼女のそばにいられる最後の希望ならば、喜んで」

　麗玉は感極まった様子で、「っ、馬鹿……」と呟き、蛇仙の腕に額をくっつけた。

　それでだいたい悟ったらしい猿翔が「姫さんの人たらし」と肘で私をつついてくる。

　私は「今回は麗玉の愛が勝ったのよ」と猿翔をつつき返し、改めて皆を見渡した。

「それじゃあ行きましょうか。陀禁城へ！」




「はああっ！　うちの姫さんのお通りだ！」

　翌日、太陽が天頂に昇る頃、城に着くなり、信者を盾にした武官の襲撃を受けた。

　猿翔は信者に当たらないように次々と柳葉飛刀を投げ、武官だけを倒していく。

　冥鹿と蛇仙は信者のうなじや腹部に手刀や拳を叩き込んで気絶させ、猿翔は二本の柳葉刀を駆使し、目にも留まらぬ速さで信者の盾を失った武官を斬り払っていった。

「医仙様！　ここは俺たちに任せて先に行ってくれ！」

　私についてきた信者たちが全員で敵を抑え込む。あまりの信者の多さに敵の武官たちも身動きが取れなくなっていた。これならここを離れても大丈夫そうだ。

「ありがとう！　みんなも気をつけて！」

　乱戦の中、どうにか蛇心殿まで辿り着くと、私は扉を「頼もう！」と開け放つ。

「なっ、姉御!?」

「主殿！」

　天鹿皇子と灰葬の仲良く揃った声に出迎えられる。

　広間では信者や武官に守られながら、我が物顔で帝座に座る蠟瓷大臣と剣を構えた琥劉たちが相対していた。他にも蠟瓷大臣派の大臣や高官らの姿もある。

　琥劉は視線だけを私に向け、『無事だと信じていた』と告げるように不敵に笑った。

　私を足枷にしないでくれた。それが嬉しくて、強く笑い返す。

「医仙が援軍を連れてきてくださるとは、天は私たちについたということですかな」

　裏切りなど微塵も想像していない様子の蠟瓷大臣に、私はきっぱりと告げる。

「援軍は来ませんよ」

　蠟瓷大臣は眉をぴくりと動かし、「どういうことだ。蛇仙、冥鹿」と目を細めた。

　蠟瓷大臣に睨まれた冥鹿の肩が一瞬跳ねたが、彼は意を決したように答える。

「俺は……ずっと自分が要らない存在だから、捨てられたんだって思ってた。だから愛情とか、そういう形のないものは信じられなくて……自分を使ってもらえることの方が……安心できたんです。でも……」

　冥鹿は悲痛な心を叫ぶ。

「信じられないんじゃない、怖かったんだ！　俺はその不確かな感情が自分に向けられてるって期待することが！　だから考えることも感じることも放棄して、ただ道具として使われるだけの楽な生き方に逃げた！　そのせいで、俺は大切な人を……この手で殺めてしまった……っ」

　震える両手を見つめ、冥鹿は泣いていた。

　痛ましい弟の姿に、天鹿皇子は「冥鹿……っ」とつらそうに名を呼ぶ。

「だからもう、俺はあなたの物にはならない。人として、自分の人生に責任を持って生きるって決めたんです」

「あれほど目をかけてやったというのに、裏切るつもりか」

「はい。ここでまた逃げたら、今度こそ俺は……価値のない人間になってしまうから」

　冥鹿は懐から横笛を取り出し、勢いよく振る。すると、その先から細い刃が現れた。

「やはり、できそこないの娘の子だな」

　蠟瓷大臣は吐き捨てるように言ったあと、蛇仙に目を向ける。

「ならば蛇仙、お前が役に立て。誰の道具か忘れたか？」

　その言葉が合図であったかのように、蛇仙は「ぐあああっ」と頭を押さえて蹲った。

「蛇仙！　ねえ、どうしたの!?」

　その身体に麗玉が手を添えるのを滑こっ稽けいそうに見ていた蠟瓷大臣が優雅に立ち上がる。

「援軍なくして城の完全制圧は厳しいか。なに、この国を理想郷に変えるのは城でなくともできる。私は一足先に白蛇教に戻るが、医仙は必ず連れて来い。よいな、蛇仙」

「はい……父、上……」

　ゆらりと立ち上がった蛇仙が近くにいた敵の武官の剣を抜き、虚ろな目で私を見た。その瞬間、一気に距離を詰めてくる。

「……！」と思わず後ずさると、猿翔が「させないよ！」と私の前に出て柳葉刀を構える。だが、蛇仙が私に辿り着く前に琥劉が仕掛けた。

「我が妻には、指一本でも触れさせん」

　琥劉と蛇仙の剣がぶつかり合ったのを皮切りに、敵の武官たちも動いた。私目がけてやってくる武官たちを、仲間たちが食い止める。

　蠟瓷大臣はその様子をまるで神にでもなったかのように上から楽しげに眺めていた。

「蛇仙は私の命に逆らわぬように幼き頃より躾けてある。目的を果たすまで止まらぬぞ。さあ蛇仙、医仙に付き纏う穢れを払え！」

　命じられるまま、仄暗い双眼で剣を振るう蛇仙を麗玉は呆然と見ていた。

「息子を洗脳するとは、貴様こそが穢れだ！」

　琥劉は蛇仙の剣を己の剣で左右に弾きながら、蠟瓷大臣を叱責する。

「私は仙人を生んだ父だぞ。言葉には気をつけろ」

「ふざけるな！　ただ容姿が仙人と同じだったというだけだろう！」

　琥劉が剣を大きく薙ぎながら声を荒げる。

「妻あの女や娘と同じだな。凡人の頭では私の崇高な使命を理解できないのだ。蛇仙の容姿に怯え、仙人の子と言っても聞く耳を持たなかった」

　やれやれと言わんばかりに、蠟瓷大臣は額を押さえた。

「ああ、唯一褒められることがあるとすれば、蛇仙を産んだことだな。せっかく手に入った医仙を他国に嫁がせるよう先帝を唆した娘の方は不出来なままだったが」

　妻をあの女呼ばわりした挙句、娘の出来が悪い？　自分は神にでもなったような物言いだ。芙蓉がもし蛇鴻国にいたままだったなら、きっとこの国は滅んでいただろう。

「自分は特別な存在だと己自身に酔い、家族までお前の野望を叶えるための駒にし、自分に異を唱える者を迫害するような人間が作る桃源郷など誰も望まん！　お前はここで、表舞台から引きずり降ろす！」

　琥劉の前には蛇仙が立ち塞がっている。このままでは斬って止めるしかなくなる。

　麗玉の大事な人を守らねばと、私は叫ぶ。

「蛇仙！　麗玉と生きるために謀反を食い止めに来たんでしょう！　目を覚まして！」

　蛇仙の剣筋がぶれたの見逃さず、琥劉は「はああっ！」と剣を弾き飛ばした。

「……っ」と蛇仙の身体がよろめき、麗玉は「蛇仙！」と駆け寄る。その身体を抱き留めながら座り込んだ麗玉は、蠟瓷大臣をキッと睨みつけた。

「よくも……っ、私の男に手ぇ出してくれたわね！」

　麗玉が怒鳴ると、蛇仙がか細い声で「麗、玉……」と呼ぶ。

「洗脳が解けたか。お前は蛇仙によくない影響を及ぼすようだ。矢を射よ」

　蠟瓷大臣の命に武官が矢を放つ。皆が焦ったように麗玉の名を呼んだとき――。

「ぐあっ」

　蛇仙が麗玉の身体を押しのけ、代わりに矢を受けた。

「蛇仙！　ああ、血がっ、こんなに……っ」

　麗玉は矢が刺さった蛇仙の腕を見つめ、泣きながら取り乱す。

　私はふたりのもとへ走り、蛇仙のそばに膝をついた。

「蛇仙を寝かせるわ」

　手当てにまで気が回らない麗玉の代わりに蛇仙の身体を横たえる。領巾を裂いた布で傷口より上を縛り、懐から取り出した布包みを開け、針と糸と軟膏入れを出した。

「矢を抜くわ。麗玉、あなたが腕を押さえていて」

「わ、わかった……っ」

　やっと治療者としての冷静さを取り戻したのか、麗玉は涙目で蛇仙の腕を押さえる。

「三、二、一！」

　数を数えて矢を引き抜く。「ぐうっ」と蛇仙が呻いたが、私はすぐに糸と針を持つ。いざ縫合に入ろうとしたとき、「はあああっ」と武官たちが斬りかかってきた。

「なっ……っ」

　治療に気が取られていた私は、成す術なく迫る刃を見ていた。だが、私たちを囲むように、猿翔と琥劉、そして冥鹿が立ち、敵を返り討ちにする。

「冥、鹿……どう、して……」

　蛇仙が信じられない様子で、冥鹿を見上げていた。

「祖師様は俺と同じ、道具として生きることに逃げた罪人。生きて償わないと、だから……」

　それに蛇仙は「そう、か……」と、うっすら涙を浮かべながら目を閉じた。

　冥鹿は向き合い続けると決めたのね。

　唇の端に笑みが滲むのを感じながら、私は再び傷に向き直る。

「傷を縫うわ。ここには痛み止めを作れる薬草がないから、堪えて」

「はは……痛みを感じたのは……久しぶりです。せっかくですから、堪能しますよ」

「よかったわね。取り戻せて」

「ええ、本当に……ぐうううっ」

　微笑んだ彼は縫合の痛みにうめく。苦しんでいる彼を見て、「蛇仙……っ」ととめどなく涙を流す麗玉。そんな彼女を見上げ、蛇仙はまた微笑んだ。

「っ、嬉しいものですね……自分のために、泣いてくれる人がいるというのは……」

「泣くに決まってるでしょ！　馬鹿なの!?　死んだら殺すわよ！」

　蛇仙は一瞬目を見張り、そして、くしゃっと破顔した。

「死んでも殺されるんですか……いいですよ……私の命、あなたにあげます……」

「なら生きて。わかった？」と言う麗玉に白蛇は目を細めて頷いた。

「よし、終わったわ。紫し雲うん膏こうを塗っておくから、腕は心の臓より高く上げていて。まだ出血すると思うから」

　私が治療を終えたとき、「おらおらっ、どきやがれ！」と武凱大将軍が大薙刀を振り回し、背中合わせに立っていた英秀様と共に大臣への道を切り開いた。

「ほら、あんたの仕事っすよ！」

　灰葬に守られながら、天鹿皇子は「わかってる！」と言って上段に駆け上り、蠟瓷大臣に剣先を突きつける。

「逃げずに呑気に観戦なんかしてっから追い詰められたんだぞ」

　雲行きが怪しくなり、蠟瓷大臣の息がかかった大臣や武官の顔にも焦りが滲む。

「人身売買船でお袋を殺したのが誰だとか、国庫の資金を盗み、病を呪いだと吹聴し蠟瓷皇后の名誉を傷つけ、殺めたのが誰だとか、私情と余罪はひとまず置いておく」

　天鹿皇子はすうっと息を吸い、声高らかに宣言した。

「俺は蛇鴻国第二皇子として、お前を謀反の主犯として捕える！　義母上の残した蠟瓷家の系図から白蛇教の祖師とお前の繋がりも証明できるぞ。お前は逃げられない！」

　琥劉にも感じた国の主としての気迫に鳥肌が立ったのは、私だけではないだろう。

「私を捕える？　なんと生ぬるい。確実に仕留めるなら、命を奪うくらいしなければ」

　不敵に笑った蠟瓷大臣が、帝座の裏から剣を取り出そうとしたとき――。

「っ、ならば、幕引きは私がいたしましょう」

　蛇仙が倒れていた武官から弓矢を奪い、蠟瓷大臣の胸を射抜いた。「がああっ」と断末魔の叫びをあげた蠟瓷大臣はあっけなく事切れ、広間が静まり返る。

　蠟瓷大臣を殺めたら、謀反を企てた罪人は蛇仙だけになってしまう。その責任を蛇仙だけが負わされてしまうんじゃ……。

　私の不安を感じ取ってか、琥劉がそばに片膝をつき、そっと抱き寄せてくれる。

「どう転んでも、選択したのは蛇仙だ。この国の主である天鹿の采配を見届けよう」

「そう、ね……ここは私たちの国ではないから……」

　でも、どうか麗玉と引き離されるようなことだけはないといい。それが望みの薄い願いだとしても。

　蠟瓷大臣に加担した者たちが次々と捕らえられていく中、蛇仙の番が来た。

　彼は武官に連行される前に麗玉になにやら耳打ちする。

　麗玉は涙に濡れた目を見張り、武官に連れられ広間を出ていく蛇仙を見送っていた。

「冥鹿、お前は第一皇子だが、唆されたとしても皇后を殺した罪により、帝位は……」

　天鹿は暗い表情で、武官に拘束された冥鹿の前に立っていた。

　正しくは数日差で天鹿皇子が第一皇子なのだが、冥鹿よりもあとに公にされた存在なので、この先も呼び方は変わらないだろう。

「いいんです。俺は忘れられたままでいい。この国の未来のためにも」

　冥鹿が切なく笑むと、天鹿はぐっと拳を握って声をあげた。

「っ、俺は忘れないぞ！　いつ何時も、名前を分けた弟のことを！」

　冥鹿は驚いたように「兄上……」と呟く。

「冥鹿、これを」と天鹿皇子は懐から取り出した蠟瓷皇后の耳飾りを冥鹿に差し出す。

「今度は義母上のそばにいてやれ」

　蠟瓷皇后の形見を受け取った冥鹿は、それを握り締めると――。

「はい……ずっと一緒です。ずっと……」

　顔をくしゃくしゃにして涙を流していた。

　天鹿皇子は牢へ連れていかれる冥鹿を切なげに見送ったあと、私たちに向き直る。

「兄貴、姉御、お願いがあります」

　私は琥劉に支えられながら立ち上がった。

「冥鹿は望んでないと思うけど、俺はあいつが第一皇子だったってことを大臣らに正式に知らせるつもりです。そうしないと、洗脳されていたとはいえ死罪になる」

「皇族ならば情状酌量の措置が取られる、か……ならば系図と共に陽明院の尼に証人として来てもらえ。冥鹿が城から来たことを証言してくれる。説得材料になるだろう」

「あ、ありがとうございます、兄貴！　それと冥鹿は死罪を免れる代わりに流刑になるかと。だから兄貴、流刑先を雪華国にしてもいいですか？」

　なるほど、と私と琥劉は顔を見合わせて納得する。

「白蘭の宦官にするのがいいだろう。お前もそれを望んでいるだろう？」

　私の願いを迷わず断言する琥劉に、敵わないなと肩を竦める。

「うん、そうしたい。あと、私についてきた信者たちは、私が蛇心殿に行けるように手伝ってくれたの。だから、この国の復興作業を手伝うって罰だと嬉しいです」

「信者たちは被害者でもあるんで、可能だと思います。けど、蛇仙は……」

　言い淀む天鹿皇子の代わりに、英秀様がこちらに歩いてきて言う。

「いかなる理由があったとしても、謀反を起こした白蛇教の祖師ともなると、厳しい処罰が下されるでしょうね」

　英秀様の後ろには武凱大将軍や猿翔、灰葬の姿もあり、私たちの輪に加わった。

「けりをつけたという体裁上、蠟瓷大臣亡き今、代わりに責任を負う人間が必要です。蠟瓷大臣の息子なら、なおのこと適任でしょう。言い渡されるなら、死罪でしょうね」

　……！　麗玉が心配になり、視線を向けたときだった。

「白蛇教の祖師が脱走しました！」

　蛇心殿に武官が慌てて飛び込んでくる。

「なっ、蛇仙が！　この状況で逃げるのはまずい。すぐに捕らえに――」

　そう指示しようとした天鹿皇子に、麗玉は膝をつき、泣きながら訴える。

「どうか探さないであげてください！　どうか……っ」

「麗玉……そういうわけにいかないことは、あなたもわかっているでしょう」

　言葉こそ厳しいが、英秀様の声には案じるような響きがあった。

　捜索隊を放たれ、項垂れている麗玉に私は近づき、強く抱きしめる。

　胸が痛いのは、私だけではない。彼女を見守る仲間たちも同様に、かける言葉も見つからないまま、静かに見守ることしかできなかった。




　病は未だ民を苦しめているものの、黄熱だと判明したことで適切な対策を行えた。重症化する患者は減り、感染も都には及ばず、地方の町に留まっている。

　帰国が迫り、私は医官に殺虫剤の作り方や治療法を伝えた。一度かかればもう黄熱にかかることはないため、遥か先の未来では多くの人が免疫を獲得しているだろう。

　天鹿皇子は病の収束に向けて尽力しただけでなく、天災への対策や謀反を起こした白蛇教を解体させた功績を称えられ、即位が決まった。

「雪華国第十五代皇帝、蛇鴻天鹿陛下、万歳！」

　陀禁城最大の正殿、『蛇鴻殿』で行われた即位式に、雪華国の面々も席を設けてもらい出席していた。何万という臣下たちに見守られ、大階段を上っていき帝座につく天鹿陛下。それを誇らしげに見つめる灰葬は、彼の近くに控えている。

「灰葬、あんなに立派な役目を貰えたのね」

「天鹿がぜひ宰相の席にと言ったそうだ」

　隣に座る琥劉とそんな話をしていると、ふと麗玉の姿が見当たらないことに気づく。

「猿翔、麗玉知らない？」

　後ろに立って控えていた猿翔は「厠かわやに行くって言ってたよ」と教えてくれる。

　なんとなく、そうなんとなくなのだ。予感があった。

「琥劉、少しだけ離れてもいい？」

「ああ、構わん」

　不思議そうにしながらも許可してくれた琥劉の腕に軽く触れ、私は席を立つ。

「万歳！」とめでたい喝かっ采さいが響く中、私は静かにその場を離れた。




「どこに行くの、麗玉」

　滞在していた宮殿でひとり、荷造りをしている麗玉に話しかける。びくりとしつつ、振り返った麗玉は泣きそうになっていた。

「ごめん、なさい……ごめんなさい、白蘭……っ」

　座り込んで何度も謝罪を繰り返す麗玉に、切なさが胸を掠める。

　私はなにも言わず円卓に置いておいた風呂敷包みを抱え、麗玉のそばに膝をついた。

「忘れ物よ」

　麗玉は「え……」と戸惑ったように顔を上げる。

　笑顔で中を見るように促せば、麗玉は風呂敷を開いた。

「っ、これ……」

「婚礼衣装よ。私が描いた絵の通りに作るように、猿翔に頼んで用意してもらったの」

「白蘭……私がどこに行くのか、気づいて……？」

　その問いには答えず、私は彼女の顔を袖で拭いてあげる。

「愛する人のところ、でしょう？　なのに、こんな涙でぐちゃぐちゃな顔じゃ、私が笑顔で送り出せないわ。すぐに化粧をしましょう」

　私は麗玉の手を引いて円卓の前に座らせる。蛇鴻国に来たとき、彼女が私にしてくれた化粧。昨日のことのように思えるのに、彼女はもうすぐ遠いところに行ってしまう。そう思うと、彼女の顔に白粉を塗る手が震えた。

「本当はね、麗玉を傷つけたあいつに、あなたを預けていいものか、悩んでた。だけど、あなたを命がけで守ったから、いつか一発殴らせてくれたらチャラにするつもり」

「ぷっ、白蘭は私に似て、喧嘩っ早いわよね」

「そうよ。取っ組み合いの喧嘩をした仲なんだから、知ってる、でしょう……っ」

　もう限界だった。じわりと涙が目に滲み、私は唇を噛む。

　離れたくない、いつか手放すのだとしても、もっと先のことだと思ってた。

　私につられて麗玉もまた泣きそうになる。でも、化粧が落ちないように必死に我慢しているようだった。

「ねえ、白蘭……私、怖いの。彼は白蛇教っていう居場所を失った。追手にも追われてる。絶望の中、自死を選ぶかもしれない。だから……ごめんね、恩人のあんたよりも、仲間よりも、蛇仙を選んで……っ」

　きっと、蛇仙が捕まる際に彼女に耳打ちした言葉は、自分が逃げ出したあとにどこかで落ち合おうとか、そういう類のものだったのだろう。そして、麗玉は選んだ。

「言ったはず。自分にとってのいちばんは、誰かを愛した瞬間から変わるんだって。離したくない人がいるなら、なにを投げ捨てでもその手を離しちゃ駄目。たとえ大切な人が他にいても、諦めたくない夢があってもね」

「うん、今ならわかる。裏切られても白蘭たちと離れても、私がいちばん欲しいもの」

　麗玉の目には迷いがなく、彼女の心が彼を求めているのがありありと伝わってくる。

「どこにいても、あなたらしく生きてね、麗玉。誰になにを言われようと、貫くの」

「……っ、約束する。この道を選んでよかったって、そう思えるように生きてく」

　最後に紅を引いて筆を置くと、化粧を終えた麗玉の肩に手を乗せる。

「あなたが描くこれからの未来は、彼ありきになる。ひとりで描く未来よりも、ずっと幸せなはずよ。絶望的な状況になっても、彼だけを見つめていれば大丈夫。彼があなたの光になってくれる」

「でも、私を行かせたら白蘭が責められない？」

「私は傷心旅行にいった専属薬師を見送っただけよ。なんの問題があるの？　あなたのお父様には、心配しなくていいって言っておくわ。けど、ときどき手紙をちょうだいね。紫水さん宛てに送れば、怪しまれずに私に届くと思うから」

　麗玉は椅子に座ったまま「白蘭っ」と私の腰に抱き着いた。

「もうっ、絶対に泣かないでよ？　せっかくしてあげた化粧が……落ちちゃう……っ」

　彼女を強く抱きしめ返し、人に注意しておきながら一緒になって泣いてしまう。

　最後にかける言葉は決まってる。いつか芽衣が残してくれた言葉を、彼女に言う日がくるなんて思いもしなかったけれど――。

「愛してるわ、私の戦友。どこにいても、あなたの幸せを願ってる」




　蛇鴻国出立の日、天鹿陛下は港まで私たちを見送りに来てくれていた。

「兄貴、姉御、このたびは蛇鴻国のためにありがとうございました」

　がばっと頭を下げる天鹿陛下に、私と琥劉は笑みを返す。

「こちらこそ、灰葬のこと、よろしくお願いします」

　灰葬は琥劉の誘いを受け、正式に国使になった。それに天鹿陛下は「ふんっ、腐れ縁か」と言いつつも、内心大喜びしているのがにやけた顔から見て取れる。

「主殿、俺……」

　言い淀む灰葬に、私は苦笑する。離れることを申し訳なく思う必要はないのに。

「やってやったわね、灰葬」

　灰葬は「は？」と目をぱちくりさせる。

「あなたは自分の生い立ちも、その刺青の過去も武器に変えて、大出世してみせた。あなたの生き様は見る人に希望を与えるわ」

「持ち上げすぎっすよ、俺のこと」

　謙遜する灰葬に、天鹿陛下は「なに言ってんだ！」と腰に手を当てた。

「灰葬にはこのまま、うちの宰相になってもらいたいくらいだ！　俺は本気で引き抜くつもりだぞ！」

「それはそれで寂しいけど、相当気に入られてるわね、灰葬」

　からかわれて、照れくさそうに頭を掻く灰葬。その頬の刺青に、私は手を添える。

「ねえ、灰葬。この刺青を背負って、私のところまで来てくれて、ありがとう」

「……いや、それ俺の台詞っすよ。あんたがいたから、今の俺がいるわけですし」

　気恥ずかしそうに目を逸らしながら言う灰葬に、私はふっと笑う。

「あなたは残酷な現実を誰よりも知ってる。あなたの綺麗事のない言葉は、多くの人の目を覚まさせるはずよ。私がそうだったように、急に身分を得るって息が詰まるし、自分の価値観が通用しなくて嫌になることもあると思う。だから、私に猿翔がいてくれたようにね、天鹿陛下にもあなたが必要よ」

「手はかかるっすけど可愛げはなくはないんで、天鹿陛下のことは任せてくださいよ」

「手がかかるってなんだよ！」と天鹿陛下が怒るが、このやりとりはふたりにとって今や挨拶みたいなものなのだろう。

「この国の安定は主殿たちの助けになるっすからね。出世街道まっしぐらですし、天鹿陛下を早く一人前にして、主殿のところに帰れるように頑張りますよ」

　帰る場所だと思ってくれている。それが嬉しくて、思わず泣きそうになった私にいち早く気づき、琥劉が抱き寄せてくれる。彼を見上げれば、優しい眼差しに包まれた。

「忘れないでね。離れていても、あなたたちを想ってる。私たちは、いつも一緒よ」

　耳飾りを揺らしてみせると、灰葬も猿翔も同じ仕草で応える。

　ここに麗玉もいてくれたら……そう思ったのは、皆もだろう。

　あれからいなくなった麗玉について誰も触れない。私の「傷心旅行に行った」なんて言葉を信じているわけではないだろう。麗玉を信じているから、送り出したんだ。

「蛇仙の罪は重いけど、すべての発端は蠟瓷大臣だ。時間はかかれど、蛇仙の死罪を撤回できるよう掛け合う。なんたって、皇帝の命を救った男だからな」

　策士の顔で笑う天鹿陛下に、英秀様が納得したように頷く。

「そうですね、天鹿陛下が無事に即位した今、あなたが民や臣下に認められれば、蛇仙には名君である皇帝の命を救ったという箔がつく。情状酌量も夢ではないかと」

「んじゃ、天鹿陛下が名君と名高い皇帝になるまで、あのふたりには逃げ切ってもらわないとだな」

　武凱大将軍は〝ふたり〟と確かに言った。もうひとりは麗玉のことだろう。

「俺も頑張る。だから冥鹿も姉御のところで、しっかりな」

　天鹿陛下は後ろで静かに控えていた冥鹿のところに行き、その肩に手を乗せた。

「兄上……はい、兄上も……どうか、達者で」

　その一言に、言葉にならない思いがたくさん込められている気がした。

　見つめ合うふたりの耳には、同じ翠玉の耳飾りが輝いている。

　私たちは舟に乗り込み、船尾の甲板に立った。すると琥劉が潮風から守るように私を後ろから抱きしめる。ふたりで港を見下ろすと天鹿陛下たちが見送ってくれていた。

「兄貴ーっ、俺、雪華国に負けない豊かな国を築いてみせますから！」

　意気込む天鹿陛下に、琥劉は満足そうに頷いた。

「動物園、出来たら見に行きますねーっ」

　私も大きく手を振り返す。やがて船が出航し、手を振る皆の姿が見えなくなる。

　遠ざかっていく蛇鴻国を眺めていたら、琥劉が後ろから私の顔を覗き込んできた。

「寂しいか」

「うん。でも、たとえみんなが違う道を歩いていったとしても、心は繋がってる。どこかで自分の幸せを見つけて、生き生きと人生を謳おう歌かしてほしい。悔いのないように」

「……生きている限り、別れは常に付き纏う。だが、俺はお前から離れていかない。命ある限り」

　琥劉の言葉は嬉しい気づきをくれる。

「私たちは夫婦だから、これからも同じ道を歩いていけるのよね。ふふ、幸せ」

「俺も、お前の笑顔が見られて幸せだ」

　微笑んだ琥劉が口づけをくれる。

「俺たちのことも忘れないでよ！」

　私のそばにやってきた猿翔が船の縁を掴む。

　琥劉の隣にも、英秀様や武凱大将軍が並んだ。

「私たちは引退するまで、どこまでも白蘭様と陛下についていきますよ」

「そういうこっちゃ。ま、引退したとしても、俺たちの関係がなくなるわけでもねえ」

　この船には一緒にいることこそ望んだ未来だと言ってくれる彼らと、まだ自分の目的地を決めていない迷い人がひとりいる。

「なにしてるの、冥鹿。あなたも同じ船に乗った仲間でしょう」

　離れたところに立っていた冥鹿を呼べば、気恥ずかしそうに近づいてきた。

　地平線を眺める私たちに、それぞれの未来を祝福するような潮風が吹いている。

　これはただの看護師だった私が、皇后となって初めて迎える旅立ちの物語。

（完）










あとがき




　こんにちは、涙るい鳴なです。本作をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　二巻の段階でもう書ききったつもりでいたので、まさか三巻のお話を頂けるとは思っておらず、大変嬉しいです。




　なにぶん、一巻のときも二巻のときも続巻の予定はなかったので、いざ決まったとき、これ読み切りなのに次どうしようと、かなり悩んでしまいました。

　自分の中では二巻がこの作品のクライマックスだったので、そこから続けると間延びしてしまうのではないかなと考えてしまったり。

　なので今作が気に入っていただけるのか不安ではありますが、声を大にして言いたいのは、読者様のおかげで私はまた白蘭たちに会えました。本当にありがとうございました。




　今回は私自身が作家になってから新しい門出を迎える機会などもあり、琥劉や白蘭だけでなく、周りの仲間たちにもそれぞれ自分の人生を選択して、自分がいちばん幸せになれる道を進んでほしいなと思い、旅立ちを経験させました。

　誰かのために生きるのも尊いですが、本当に大切なものを見つけたときは、天秤にかけないといけないこともあるかと思います。

　ここで道が分かれても、いつかその道が交わることもあるので、この作品でも人の人生らしく、その変化を表現したいなと。

　別れもありますが、新たな出会いもあって、変わらない関係もそこにあって、幸せの形を見つけて進む人、まだ自分の人生を見つけていない人、改めて幸せの形を再認識する人にも、なにか響くものが書けていたらいいなと思います。




　最後になりますが、イラストレーターの漣さざなみミサ先生、担当編集の森もり上うえ様、編集協力の小お野の寺でら様、校閲様、デザイナー様、販売部含めスターツ出版の皆様。

　そして、なにより読者様に心より感謝いたします。




涙鳴

















この物語はフィクションです。実在の人物、団体等とは一切関係がありません。
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